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例　　言

1．本書は、高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財一田村遺跡群－の発掘調査報告書15分

冊の内、第9分冊である。

2．調査は、運輸省第三港湾建設局の委託を受け、高知県教育委員会が実施した。調査期間は、

昭和54－58年に発掘調査、昭和58－60年度に整理作業及び報告書作成を行い、7年間にわた

った。

3．遺跡の名称としては、調査対象地の大部分から各時代の遺構や遺物を検出しており、調査

区も多いため、これを一括して田村遺跡と呼ぶこととした。また、各調査区はLoc．1－48

と呼称した。

4．本書の作成にあたっては、本文執筆、図版作成、写真撮影等の作業を各調査区を担当した

調査員が行い、各時期、時代についても担当者を決め、これをまとめた。編集は高知県教育

委員会である。

5．発掘調査、整理作業及び報告書作成を通じて、顧問岡本健児教授（高知女子大学）には、

御指導、御助言をいただいた。記して感謝する次第である。

6．図中の方位はすべて磁北であり、標高は海抜高である。遺構図の縮尺は、竪穴住居址、掘

立柱建物址、柵列を兄0、その他の遺構、断面図及びセクション図を兄。とした。遺物実測図

の縮尺は、原則として土器については、縄文・弥生時代を猪、古墳時代以降を猪、石器、金

属器を猪、木器を猪とした。写真図版は約％一％であるが縮尺不同である。

7．遺構の略号は、竪穴住居址－ST、掘立柱建物址－S B、土拡－SK、清一SD、井戸－

S E、柵列－SA、水留り状遺構－S P、性格不明遺構－SX、ピットーP、自然流路－S

Rとした。

8．調査期間を通じて多くの方々、諸機関に御協力、御援助をいただいた。各々の名称はあげ

ないが、記して感謝する次第である。

9．出土遺物その他の資料については、高知県教育委員会が保管の任にあたっている。



本　文　目　次

第Ⅷ章　中一近世4

1．Loc．34A

2．Loc．34B

3．Loc．35A

4．Loc．35B

5．Loc．36A

6．Loc．36B

7．Loc．37

8．Loc．38A

9．Loc．38B

10．Loc．39A

11．Loc．39B

12．Loc．39C



挿　図　目　次

1．Loc．34A

第1図　調査区設定図

第2図　調査区セクション

第3図　S Bl・2

第4図　S B3・4

第5図　S B5－8

第6図　S B9－11

第7図　SK1－9・11・12

第8図　S K12－20・23

第9図　SK24－27・29－31・34－39

第10図　S K40－46・48－54

第11図　S K55－59・61・62

第12図　S K63－66

第13図　SK67－71・73－75

第14図　SD1－6・8

第15図　SDll、S El、S Pl、SAl

第16図　第I層出土遺物

第17図　第I・Ⅱ層出土遺物

第18図　第I層出土遺物

第19図　第I・I層出土遺物

第20図　第I層出土遺物

第21図　S B2、S Kll・12・15・25・

31・43・44・58・64出土遺物

第22図　SK64・66・68・69・71・75、S

Dl出土遺物

第23図　SDl・2出土遺物

第24図　SD2・3出土遺物

第25図　SD3・5・7・9・11、S El

出土遺物

第26図　S El、S Pl・2、P1－8出

土遺物

第27図　SK29、SDl・2、P8－13出

土遺物

第28図　S K29、S D3、S El、S Pl、

P14・15出土遺物

第29図　S K4・48・64、S Dl、S El、

P16出土遺物

第30図　S K66、S Dl出土遺物

第31図　S K20出土遺物

2．Loc．34B

第32図　調査区設定図

第33図　S K76－81

第34図　S K82－88

第35図　S K89－93、SD13・14

3．Loc．35A

第36図　調査区設定図

第37図　S K6－15

第38図　SDl・2、S El

第39図　第I～Ⅲ層、S K12、S Dl・4、

S El出土遺物

4．Loc．35B

第40図　調査区設定図

第41図　S K4－8、S X1

5．Loc．36A

第42図　調査区設定図

第43図　S K9－11・13

第44図　S K12

6．Loc．36B

第45図　調査区設定図

第46図　S Bl・2

第47図　S B3・4

第48図　S B5・6

第49図　S K15－18

第50図　S K19－24



第51図　S K25－28

第52図　S K29－31

第53図　SK32－34、SD3・4、SEl

第54図　第Ⅲ層出土遺物

第55図　SK15・17・21・22・28・29、S

El、S D3・4出土遺物

7．Loc．37

第56図　調査区設定図

第57図　調査区セクション

第58図　S B2

第59図　S Bl・3、SK1－3

8．Loc．38A

第60図　調査区設定図

第61図　S Bl、SK1－3

第62図　S K4－9

第63図　SK4、SD2出土遺物

9．Loc．38B

第64図　調査区設定図

第65図　調査区セクション、SK1－5、

S D1－3

10．Loc．39A

第66図　調査区設定図

第67図　調査区セクション

第68図　S Bl・2

第69図　S B3－5

第70図　S B6・7

第71図　S B8－10

第72図　S Bll・12

第73図　S B13－15

第74図　S B16・17

第75図　S B18・19

第76図　S B20・21

第77図　S B22・23

第78図　S B24・25

第79図　S B26・27

第80図　S B28

第81図　S B29、SAl・2

第82図　S K1－7

第83図　S K8－14

第84図　SK15－18

第85図　SK19－21

第86図　S K22－26

第87図　S K27－31

第88図　S K32－37

第89図　S K38－41

第90図　S K42－50

第91図　S K51・52

第92図　S K53・54・56－59

第93図　SK60－68

第94図　S K69－75

第95図　S K76－79

第96図　S K80－84

第97図　S K85－90

第98図　SK91－97

第99図　SK98－104

第100図　S KlO5－110

第101図　S K111－115

第102図　S K116－118

第103図　S K119－124

第104図　S K125－131

第105図　S K132－136

第106図　S K137－139

第107図　S D1－14

第108図　S El、S Pl

第109図　第Ⅲ層、S K2－6・8・18・

26・51・59出土遺物

第110図　S K61・64・65・68・76・77・

84・111・136・137・139出土遺物



第111図　SK139、SD1－3出土遺物

第112図　S D7・10・11出土遺物

第113図　S El、S Pl、P1－4出土遺

物

第114図　SK74、SD3出土遺物

第115図　SDl・2、P2出土遺物

第116図　S B19、SK19出土遺物

第117図　S El出土遺物

11．Loc．39B

第118図　調査区設定図

第119図　S Bl・2

第120図　S B3・4

第121図　S B5・6

第122図　S B7・8

第123図　S B9・10

第124図　S Bll・12

第125図　S B13・14

第126図　S B15・16

第127図　S B17・18

第128図　S B19

第129図　S B20・21

第130図　S B22・23

第131図　S B24・25

第132図　S B26・27

第133図　S B28・29

第134図　S B30・31

第135図　S B32・33

第136図　S B34・35

第137図　S B36・37

第138図　S B38・40

第139図　S B39

第140図　S B41・42

第141図　S B43・44

第142図　S B45・46

第143図　S B47・48

第144図　S B49・50

第145図　S B51

第146図　S K1－5

第147図　S K6・8・9・11・13・15

第148図　S KlO・12

第149図　S K16－20

第150図　S K21－25

第151図　S K26－29・38

第152図　S K32－37・40

第153図　S K41－46

第154図　S K47－50

第155図　S K51－55・57

第156図　S K56・58－60

第157図　S El

第158図　S D1－7

第159図　S D8－12・15・16

第160図　第Ⅲ層、S B12・19・28・35・40

出土遺物

第161図　第Ⅲ層出土遺物

第162図　S Kl・4・5・41・50・52出土

遺物

第163図　S K6・12・18出土遺物

第164図　S K58・60、S El出土遺物

第165図　S El出土遺物

第166図　S Dl・6出土遺物

第167図　S D6出土遺物

第168図　　　　ク

第169図　　　　ク

第170図　　　　ク

第171図　S D7出土遺物

第172図　　　　ク

第173図　　　　ク

第174図　　　　ク



第175図　SD7出土遺物

第176図　SD7・8出土遺物

第177図　SD8・10・12、P1－3出土遺

物

第178図　SK55、SD6、SEl出土遺物

第179図　SD6・7出土遺物

第180図　SD7出土遺物

第181図　　　　ク

12．Loc．39C

第182図　調査区設定図

第183図　S B1－5

第184図　S B6・7

第185図　S B8・9

第186図　S B10－13

第187図　S B14－16

第188図　S B17－19

第189図　S B20、SKl～6・8

第190図　SK9－13・15・17－25

第191図　S K29－31・34・36・37・39－

41

第192図　S K43－55

第193図　S K56－58・60・63－66・69・

71

第194図　S K74・75・79・80・82・83・

86・88

第195図　S K90・91・93・95・96・98・

99・101・102

第196図　S KlO3－105・108・109・111－

113

第197図　S K114・115・118・119・121－

123・127・130・134

第198図　SK138－141・145－148・150

第199図　SK152－159・164・208

第200図　S K165・166・170・171・174－

177

第201図　S K178－186・191・192・195

第202図　S K197－200・202－204・207・

209－214

第203図　S K215－225・227－229

第204図　S D1－3・5

第205図　SD13・24・26、S El・2

第206図　S A1－4

第207図　第I層出土遺物

第208図　第I層、S B2・5・6・18、S

K2・6出土遺物

第209図　SK6・7・15出土遺物

第210図　SK15・27出土遺物

第211図　SK28・30・31・36出土遺物

第212図　S K44・51・56・60・66・69－

71・74出土遺物

第213図　S K74・75・78・79・89・92・

93・110・111・113・117・156出

土遺物

第214図　S K158・167・170・176・184・

199・208・209・211・212・214・

216－220出土遺物

第215図　SK221－225・227－229、SDl

出土遺物

第216図　SDl出土遺物

第217図　　　　ク

第218図　SDl・2出土遺物

第219図　S D2・4・9・11・19・20・37

出土遺物

第220図　S El・2、SA3、P1－3出

土遺物

第221図　P4－18出土遺物

第222図　P19－38出土遺物

第223図　S B6、SK2、SDl・24、



P39出土遺物

第224図　S K74・173、S D9、P40出土

遺物

第225図　SK70・102、P8出土遺物

第226図　SK211・229、S El・2出土遺

物

第227図　S K31・201・208・212・218・

223・229、S El・2出土遺物

第228図　S B2、SK2・210・213・214・

219・222・223出土遺物

第229図　SK222－224出土遺物

ノ　ー　　′．



表　目　次

1．Loc．34A

第1表　掘立柱建物址計測表

第2表　土拡計測表

第3表　包含層出土土器観察表

第4表　包含層出土石器観察表

第5表　遺構出土土器観察表

第6表　遺構出土石器観察表

第7表　遺構出土木器観察表

2．Loc．34B

第8表　土拡計測表

3．Loc．35A

第9表　土拡計測表

第10表　包含層出土土器観察表

第11表　遺構出土石器観察表

第12表　包含層出土古銭観察表

4．Loc．35B

第13表　土拡計測表

5．Loc．36A

第14表　土拡計測表

6．Loc．36B

第15表　掘立柱建物址計測表

第16表　土砿計測表

第17表　包含層出土土器観察表

第18表　遺構出土土器観察表

第19表　遺構出土石器観察表

7．Loc．37

第20表　掘立柱建物址計測表

第21表　土拡計測表

8．Loc．38A

第22表　掘立柱建物址計測表

第23表　土拡計測表

第24表　遺構出土土器観察表

9．Loc．38B

第25表　土拡計測表

10．Loc．39A

第26表　掘立柱建物址計測表

第27表　土拡計測表

第28表　包含層出土土器観察表

第29表　遺構出土土器観察表

第30表　遺構出土石器観察表

第31表　遺構出土木器観察表

11．Loc．39B

第32表　掘立柱建物址計測表

第33表　土拡計測表

第34表　包含層出土土器観察表

第35表　包含層出土石器観察表

第36表　遺構出土土器観察表

第37表　遺構出土石器観察表

第38表　遺構出土金属器観察表

第39表　遺構出土木器観察表

12．Loc．39C

第40表　掘立柱建物址計測表

第41表　土拡計測表

第42表　包含層出土土器観察表

第43表　包含層出土石器観察表

第44表　遺構出土土器観察表

第45表　遺構出土石器観察表

第46表　遺構出土木器観察表

第47表　遺構出土金属器観察表

第48表　遺構出土古銭観察表



1．Loc．34A



Loc．34A

1．位置と調査経過

Loc．34Aは、田村遺跡群の北東部に位置し、字名を横手と称し、その南東部である。発掘区

は、当時、2面の水田にわたっており、標高約7．70mであった。

調査は、昭和56年度から昭和57年度にかけて行われた。昭和56年度は場周部分（351I迂）と

西側％（662nf）を行った。この時確認したのはほとんどが弥生時代の遺構であり、中世の遺

構は北部で一部確認しただけであった。昭和57年度は、調査区全域において弥生時代の遺構が

存在すると考えられたので、当初から全面発掘を行った。その結果、弥生時代の遺構のみなら

ず、中世の溝に囲まれた屋敷跡が、ほぼ全域で確認され、かつ、同一面で検出された。そのた

め、まず、中世の遺構から調査を行い、それが終了してから弥生の遺構の調査を行った。

調査期間は、昭和56年11月19日から昭和57年2月8日までの80日間と昭和57年4月19日から

9月14日までの149日間で、延べ日数231日であり、最終的な調査面積は、2，131I正であった。

2．調査概要

Loc．34Aでは、調査によって溝に囲まれた屋敷跡を確認することができた。確認された遺構

は、掘立柱建物址11棟、土拡75基、溝12条、井戸1基、柵列1基、水溜状遺構2基と柱穴とみ

られるピット群であった。掘立柱建物址は、ピットの集中している中央部に多いが、周辺部に

も存在する。土肱は、ピットが集中する中央部に小規模なものが多く、周辺部には大きなもの

が多い。この中には、近世墓とみられるものが数基含まれている。溝の内SDl・2は屋敷跡

を区画するもので、SDlが西側、SD2が東側の境をなしている。他の溝は小規模なもので、

屋敷跡を区画するようなものではなかった。井戸は南東部に位置するが、石組等は取り除かれ

ていた。柵列は南西部で1基確認しただけであった。柱穴は、中央部に集中しており、周辺部

に行くにしたがってその数が減っている。ただし、南東部は、耕作土の剥ぎ取りが行われてお

り、中世の遺構はほとんど残存せず、如何なる状態であったかは不明である。

出土遺物は総数約1，000点であり、復元できたものは約150点であった。遺構が弥生の遺構を

切って掘り込まれている関係上、出土遺物の中には弥生土器が含まれていた。

3．層序と出土遺物

Loc．34において認められた基本層序は以下の通りである。

第I層　耕作土

第I層　明茶褐色粘質土層

第Ⅲ層　黒褐色粘質土層

第Ⅳ層　黒色粘質土層

ー　3　－



第1回　調査区設定図
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第2図　調査区セクション
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第Ⅴ層　黄褐色粘質土層

中世の遺構が検出されたのは第Ⅲ層及び第Ⅴ層上面であった。なお、弥生の遺構は第Ⅴ層上

面において検出されている。この内、第I・Ⅱ層が中世の遺物包含層であり、第Ⅲ・Ⅳ層が弥

生の遺物包含層である。

第I層は、耕作土であり、一部に床土を検出した。南部から東部にかけては、この層を掘り

下げた段階で遺構を検出した。

第I層は、中世以降の堆積層とみられ、調査区南西部から北部にかけての一帯で認められた。

第Ⅲ・Ⅳ層は、弥生の遺物包含層であり、詳しくは弥生編に記している。

第Ⅴ層は自然堆積層である。遺物は第工層から比較的多く出土し、第I層からの出土は少な

かった。この内、図示できたのは、第工層が34点、第Ⅱ層7点であった。弥生の包含層が下層

にあるため、弥生土器及び石器の出土が目立った。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

S Blは、調査区北西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅲ層を掘

削していた。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－810－Wである。梁間（南北）2．30m、桁行（東

西）2．70mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径22－35cmを測り、柱径は直径約15cmで

ある。これら柱穴の深さは検出面より17－23cmで、基底面の標高は7．356－7．421mを測る。柱

間距離は、梁が2．20－2．30m、桁が2．70mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設と

みられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、

建物は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S B　2

S B2は、調査区中央部北寄りに位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅲ

層を掘削していた。

建物は、2×4間の東西棟で、梁と桁の柱穴各1個を確認できなかった。棟方向はN－740

－Wである。梁間（南北）3．10m、桁行（東西）7．50mを測る。柱穴の平面形は、P2が方形

で一辺35－58cmである以外はすべて円形で、直径19－35cmを測り、柱径は直径約15cmである。

これら柱穴の深さは検出面より15－45cmで、基底面の標高は7．069－7．436mを測る。柱間距離

は、梁が1．20－1．90m、桁が1．80－2．10mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設と
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みられるものは確認できなかった。出土遺物は少なく、図示できたのはPlから出土した43の

瓦質土器鍋1点のみである。なお、建物は、SK31に掘り込まれていてSB3と重複している。

S B3

SB3は、調査区中央部北寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅲ

層を掘削していた。

建物は、2×3間の東西棟で、棟方向はN－750－Wである。梁間（南北）2．80m、桁行（東

西）4・60mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径20－38。mを測り、柱径は直径約15。mで

ある。これら柱穴の深さは検出面より10T25cmで、基底面の標高は7．206－7．380mを測る。柱

間距離は、梁が1．10－1．70m、桁が1．30－1．70mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付属

施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。

なお、建物はS B2と重複している。

S B4

SB4は、調査区北東部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅴ層を掘

削していた。

建物は、2×2間の東西棟で、棟方向はN－76030′－Wである。梁間（南北）4．40m、桁行（東

西）5・90mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形で直径15－33cmを測り、柱径は直径約12。m

である。これら柱穴の深さは検出面より10－29cmで、基底面の標高は7．100－7．307mを測る。

柱間距離は、梁が1．80－2．20m、桁が2．80－3．00mで、建物は、やや歪んでいる。埋土は褐灰

色粘質土であった。付属施設であるかはっきりしないが、SDllが建物の南側に平行して東西

に延びており、雨落し溝であった可能性もある。出土遺物は皆無である。なお、建物は北側で

SK73と重複している。

S B5

SB5は、調査区を中央部西寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。建物は第

m層を掘削していた。

建物は、1×2間の東西棟で、棟方向はN－720－Wである。梁間（南北）2．90m、桁行（東

西）4・40mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形で直径23－34。mを測り、柱径は直径約12cm

と推定される。これら柱穴の深さは検出面より7－40。mで、基底面の標高は7．106－7．477mを

測る。柱間距離は、梁が2．90m、桁が2．10－2．30mで、建物は、やや歪んだ形となっている。

埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。遺物はほとんど

出土せず、図示できるものはない。なお、建物は、SD3に梁の柱穴1個を切られており、S

K34・35と重複している。
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S B6

S B6は、調査区西部、S D3の北側に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。建物

は第Ⅲ層を掘削していた。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－850－Wである。梁間（南北）1．60m、桁行（東

西）2．10mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で、直径22－31cmを測り、柱径は直径約12cm

と推定される。これら柱穴の深さは検出面より16－32cmで、基底面の標高は7．309－7．430mを

測る。柱間距離は、梁が1．60m、桁が2．10mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設

とみられるものは検出されなかった。出土遺物は皆無である。なお、建物は単独で検出され、

他の遺構との重複関係は認められなかった。

S B7

S B7は、調査区西部、SD3の南側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。建物

は第Ⅲ層を掘り込んでいた。

建物は、1×2間の東西棟で、桁の柱穴1個を確認できなかった。棟方向はN－750－Wで

ある。梁間（南北）1．30m、桁行（東西）1．80mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形で

直径27－37cmを測り、柱径は直径約15cmと推定される。これら柱穴の深さは検出面より11－33cm

で、基底面の標高は7．174－7．422mを測る。柱間距離は、梁が1．30m、桁が0．90mの等間隔で

ある。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設ははっきりしないが、S D4は、丁度建物に這

入り込んだ形となっており、何らかの役目を呆していたのではなかろうか。出土遺物は皆無で

ある。なお、建物の梁の柱穴が、S D3・4に接していた。

S B8

S B8は、調査区中央部、S D5の南側に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。建

物は第Ⅲ層及び弥生のS T19、S R9を掘削していた。

建物は、1×2間の東西棟で、棟方向はN－700－Wである。梁間（南北）3．40m、桁行（東

西）3．60mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形で直径25－34cmを測り、柱径は直径約12cm

と推定される。これら柱穴の深さは検出面より12－43cmで、基底面の標高は7．170－7．396mを

測る。柱間距離は、梁が3．30－3．40m、桁はまちまちで1．50－2．00mであり、建物は、やや歪

んでいる。埋土は褐灰色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土

遺物は少なく、かつ、小破片であり、図示できるものはない。なお、建物はSK37・57と重複

している。

S B9

S B9は、調査区南西端部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。建物は第Ⅴ層を
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掘削していた。

建物は、1×1間の南北棟で、棟方向はN－150－Eである。梁間（東西）2．80m、桁行（南

北）3・60mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形で直径24－31cmを測り、柱径は直径約15cm

と推定される。これら柱穴の深さは検出面より17－34。mで、基底面の標高は7．173－7．353mを

測る。柱間距離は、梁が2・60－2・80m、桁が3．50－3．60mである。埋土は褐灰色粘質土であっ

た。付属施設とみられるものは確認できなかった○出土遺物は皆無である。なお、建物は、単

独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S BlO

SBlOは、調査区南西部、SB9の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。建

物は第Ⅴ層と弥生のST20、SR7を掘削していた。

建物は、1×2間の細長い南北棟で、棟方向はN－90－Eである。梁間（東西）1．60m、

桁行（南北）3・10mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形で直径32－46。mを測り、柱径は

直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面より27－60cmと深く、基底面の標高は6．887－

7・215mを測る。柱間距離は、梁が1．40－1．60m、桁が1．50－1．60mである。埋土は褐灰色粘

質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は少なく、かつ、小破

片であったため、図示できるものはない○なお、建物は、単独で検出され、他の遺構との重複

関係は認められなかった。

S Bll

SBllは、調査区南部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。建物は弥生のSRl・

9の埋土に掘り込んだ形となっていた。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－860－Wである。梁間（南北）2．40m、桁行（東

西）4・00mを測る。柱穴の平面形は、ほぼ円形で直径15－24cmを測り、柱径は直径約10。mと推

定される。これら柱穴の深さは検出面より15－24cmで、基底面の標高は7．200－7．342mを測る。

柱間距離は、梁が2・30－2・40m、桁が3・90－4・00mである。埋土は褐灰色粘質土であった。付

属施設とみられるものは確認できなかった○出土遺物は皆無である。なお、建物は、単独で検

出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

土拡

S KI

SKlは、調査区北端、SDlの東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層と弥生のSR9の埋土を掘削していた。
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平面形は、ほぼ方形を呈し、長径2．05m、短径1．50m、深さ0．97mを測る。長軸方向はN－

770－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。底面は中央部

がやや落ち込んでいた。また、壁直下から6個の河原石が検出された。このような状況からし

て、近世墓ではないかとみられる。埋土は灰黄褐色粘質土単一層であった。出土遺物は、少な

く、かつ、小破片であり、図示できるものはない。

S K2

SK2は、調査区北部、SKlの東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、ほぼ方形を里し、長径1．90m、短径1．00m、深さ1．03mを測る。長軸方向はN－

730－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面よりほぼ垂直に上がっている。底面は中央

部に向ってやや傾斜している。このような掘り方からして、近世墓ではないかとみられる。埋

土は、第I層が灰黄褐色粘質土、第I層が灰明褐色粘性砂質土、第Ⅲ層が灰黄褐色粘性砂質土

であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。

S K3・4

SK3・4は、調査区北部、SD7の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。

遺構は弥生のST2の埋土を掘削していた。

平面形は、いずれも楕円形を呈し、SK3は、長径1．10m、短径0．60m、深さ7cm、SK4

は、長径1．04m、短径0．90m、深さ0．15mを測り、長軸方向は、S K3がN－670－E、S K

4がN－860－Eである。断面形はいずれも逆台形をなす。埋土は、S K3が灰褐色粘質土、

SK4が黄褐色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できたのは161の砥石1点の

みである。なお、S K3は、S K4を切って掘り込んでいた。

S K5

SK5は、調査区北西部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅲ層を掘

削していた。

平面形は、方形を呈し、長径2．83m、短径0．61m、深さ1．07mを測る。長軸方向はN－210

－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。底面はやや起伏し

ている。このような掘り方などからして、近世墓の1つとみられる。埋土は、第I層が黄灰色

粘質土、第Ⅱ層が灰黄褐色粘質土、第Ⅲ層が灰黄色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、

図示できるものはなかった。なお、遺構は、S P2を切って掘り込まれていた。
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S K6

SK6は、調査区北西部、SK5の南側に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第Ⅲ層を掘削していた。

平面形は、ほぼ方形を呈するとみられ、長径1．18m、短径0．82m、深さ0．21mを測る。長軸

方向はN－90－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。底

面は平らで人頭大の石を1個検出した。埋土は褐灰色粘質土単一層であった。出土遺物は、少

なく、かつ、小破片であり、図示できるものはなかった。なお、遺構はSK7に切られていた。

S K7

SK7は、調査区北西部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅲ層を掘

削していた。

平面形は、舟形を呈し、長径2．60m、短径0．61m、深さ0．45mを測る。長軸方向はN－110

－Eである。断面形はU字形を呈し、壁は底面より内湾して上がっている。底面はやや起伏し

ていて、北部から5個の河原石を検出した。このような掘り方などからして、近世墓の一種と

考えられる。埋土は、上層が灰黄褐色粘質土、下層が灰色粘質土であった。遺物はほとんど出
ノ′－．

土せず、図示できるものはない。なお、遺構は、SK6を切って掘り込まれていた。

S K8

SK8は、調査区北西部、SK5の東側に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は、弥生のST5の埋土を掘り込んでいた。

平面形は、方形を呈し、長径1．24m、短径0．79m、深さ0．11mを測る。長軸方向はN－260

－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰褐色粘質

土単一層であった。付属遺構としてピットを1個検出した。出土遺物は皆無に等しく、図示で

きるものはない。

S K9

SK9は、調査区北部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘り

込んでいた。

平面形は、ほぼ円形で、直径1．85m、深さ0．33mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面

より急角度で上がっている。北西の壁直下から2個の河原石を検出した。埋土は、上層が灰黄

褐色粘質土、下層が灰明黄褐色粘質土であった。出土遺物は土師質土器の小破片ばかりで、図

示できるものはなかった。
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S KlO

S KlOは、調査区北部に位置し、第工層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘り

込んでいた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．94m、深さ0．32mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面より急角度で上がっている。埋土は灰褐色粘質土単一層であった。出土遺物は少なく、図

示できるものはない。なお、遺構は、西側でSD7と接していた。

S KH

S Kllは、調査区北部に位置し、約半分が調査区外に延びているとみられる。遺構は、第I

層を掘り下げた段階で検出、第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、ほぼ楕円形を呈するとみられ、長径1．26m、短径0．80m、深さ6cmを測る。長軸

方向はN－450－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋

土は灰黄褐色粘質土であった。出土遺物は少なかったが、44と45の2点が図示できた。これら

は、18世紀後半から19世紀にかけてのものと考えられる。

S K12～16

S K12－16は、調査区北部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。SK12は第V層

SK13－16はST7の埋土を掘削していた。

平面形は、S K15がほぼ楕円形を呈する以外はすべて方形を呈し、長軸方向はSK12がN－

220－Eである以外はほぼN－660－680－Wである。断面形はすべて逆台形をなす。埋土は、S

K12が、黄褐灰色粘質土、SK13・15が、黄灰色粘質土であり、SK14が、第I層明褐灰色粘

質土、第Ⅱ層褐灰色粘質土、第Ⅲ層黄灰色粘質土、第Ⅳ層灰褐色粘質土、第Ⅴ層灰色砂質土で、

SK16が、上層褐灰色粘質土、下層が灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたの

は、SK12から出土した備前のⅣ期捨鉢（46）、SK15から出土した須恵器杯（47）のみであっ

た。なお、遺構は互いに重複しており、SK14がSK12・13、SK16がSK13・15を切って掘

り込まれていた。

S K17

S K17は、調査区北部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。

平面形は、不整楕円形を里し、長径1．00m、短径0．81m、深さ0．31mを測る。長軸方向はN

－480－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は黄褐

灰色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。
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S K18

SK18は、調査区北部、SK17の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は、弥生のSRlの埋土を掘り込んでいた。

平面形は、方形を里し、長径2．00m、短径1．67m、深さ0．24mを測る。長軸方向はN－14。

－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面よりほぼ垂直に上がっている。埋土は褐灰色粘

質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。

S K19・20

SK19・20は、調査区北東部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層

を掘削していた。

平面形はいずれも不整楕円形を呈し、断面形はU字形をなす。埋土は、SK19が灰褐色粘質

土単一層、SK20が灰黄色シルトと褐灰色シルトであった。出土遺物は少なく、図示できたの

はSK20の底面から出土した199の木器1点のみである。なお、SK20は、SK19を切って掘

り込まれている。

S K21・22

SK21・22は、調査区北東部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層

を掘削していた。

平面形は、SK21が舟形、SK22が方形を呈す。断面形は、SK21がU字形、SK22が逆台

形をなす。埋土はいずれも灰褐色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるもの

はない。なお、SK22は、SK21を切って掘り込まれていた。

S K23

SK23は、調査区北東部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径1．35m、短径1．04m、深さ0．30mを測る。長軸方向はN－

40－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰褐色

粘質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、遺構は、S

K22を切って掘り込まれている。

S K24

SK24は、調査区北東部に位置し、第工層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。

平面形は、ほぼ方形をなし、長径1．47m、短径0．95m、深さ0．36mを測る。長軸方向はN－
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100－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面よりほぼ垂直に上がっている。埋土は灰黄

褐色粘質土単一層であった。出土遺物は少なく、かつ、小破片で、図示できるものはない。な

お、遺構は、南西壁をピットに掘り込まれていた。

S K25

SK25は、調査区西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は弥生のSK26

の埋土を掘削していた。

平面形は、方形を呈し、長径0．85m、短径0．83m、深さ0．30mを測る。長軸方向はN－180

－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、第I層が

灰色粘質土、第Ⅱ層が灰黄褐色粘質土、第Ⅲ層が褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、

48、49の土師質土器2点が図示できた。これらは、押し潰された状態で底面より出土した。

S K26

S K26は、調査区北部、S K25の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は弥生のS K31の埋土を掘削していた。

平面形は、ほぼ方形をなし、長径1．41m、短径0．91m、深さ0．22mを測る。長軸方向はN－

150－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は、第

I層が灰黄褐色粘質土、第Ⅱ層が黄褐色粘質土であった。付属遺構として、ピット1個を底面

より検出した。出土遺物は、土師質土器の小破片数点のみで、図示できるものはない。

S K27

S K27は、調査区北西部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は弥生のST

6の埋土を掘削していた。

平面形は、方形を呈し、長径2．29m、短径0．93m、深さ0．25mを測る。長軸方向はN－120

－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は、上層が灰

褐色粘質土、下層が褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。

なお、遺構は2個のピットに掘り込まれていた。

S K28

SK28は、調査区中央部北寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ

層を掘削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径1．91m、短径0．97m、深さ0．23mを測る。長軸方向はN－

340－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰褐色

粘質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、遺構は、6
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個のピットに掘り込まれていた。

S K29

SK29は、調査区中央部北寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ

層を掘削していた。

平面形は、方形を呈し、長径1．73m、短径0．80m、深さ0．86mを測る。長軸方向はN－68。

－Wである○断面形はほぼ逆台形をなし、壁は平らな底面よりほぼ垂直に上がっている。また、

底面から10個の河原石を検出した。このような掘り方等からして、近世墓であるとみられる。

埋土は褐色粘質土を始めとして6層に分けることができる。出土遺物は少なく、図示できたの

は、150、154－156の4点である。遺構は、SK28を切って掘り込まれていた。

S K30・31

SK30・31は、調査区中央部北寄り、SK28の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検

出した。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、SK30が楕円形、SK31が円形を呈す。規模は、SK30が、長径1．18m、短径0．40m、

深さ0・49m、SK31が、直径1．13m、深さ0．49mである。埋土は、SK30が、黄褐灰色粘質土、

SK31が、上層灰黄褐色粘質土、下層黄褐色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できた

のはSK31から出土した瓦質土器鉢1点（50）のみであった。なお、SK30はSK31を切って

掘り込まれていた。

S K32・33

SK32・33は、調査区中央部西寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は

第Ⅲ層を掘削していた。

平面形は、SK32が方形、SK33が不整形を呈し、SK32は、長径1．65m、短径1．39m、深

さ0・22m、SK33は、長径0．65m、短径0．55m、深さ0．13mを測る。埋土はいずれも褐灰色粘

質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、SK32・33と

も、SD3を切っているが、多数のピットに掘り込まれていた。

SK34・35

SK34・35は、調査区ほぼ中央部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第

Ⅲ層を掘削していた。

平面形は、いずれも円形を里し、SK34が、直径0．64m、深さ0．12m、SK35が、直径0．80m、

深さ0・18mを測る。断面形はいずれも逆台形をなす。埋土は、SK34が黄褐灰色粘質土、SK

35が灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、SK
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35は、S K34を切って掘り込まれている。

S K36

S K36は、調査区中央部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅲ層を掘

削していた。

平面形は、方形を呈し、長径1．55m、短径1．01m、深さ0．14mを測る。長軸方向はN－830

－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は、褐灰色

粘質土であったが、底面より検出されたピットは灰褐色粘質土であった。付属遺構として4個

のピットを底面より検出した。出土遺物は少なく、かつ、小破片で、図示できるものはない。

なお、遺構は、S D5を切って掘り込まれていた。

S K37

SK37は、調査区中央部南寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第

Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、方形を呈し、長径1．33m、短径0．64m、深さ0．60mを測る。長軸方向はN－600

－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面よりほぼ垂直に上がっている。底面は西寄りに

小さな平場を有する。埋土は、黄褐灰色粘質土を始めとして、4層に分けることができる。出土

遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、遺構は西端でピットに掘り込まれていた。

S K38・39

S K38・39は、調査区ほぼ中央部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第

Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、いずれも不整楕円形を呈し、S K38は、長径0．76m、短径0．74m、深さ0．18m、

S K39は、長径1．06m、短径0．98m、深さ0．31mを測る。断面形はいずれも逆台形をなす。埋

土は、S K38が、灰色粘質土、S K39が、上層灰褐色粘質土、下層褐灰色粘質土であった。出

土遺物は皆無である。なお、S K39は、S K38を切って掘り込まれている。

S K40

S K40は、調査区中央部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。

平面形は、円形を呈し、直径0．89m、深さ0．24mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面

より急角度で上がっている。埋土は、上層が褐灰色粘質土、下層が黄褐灰色粘質土であった。

付属遺構として、5個の小ピットを底面で検出した。出土遺物は皆無に等しく、ほとんど図示

できるものはなかった。
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S K41・42

SK41・42は、調査区中央部、SK40の南側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。

遺構は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、いずれも楕円形を呈し、SK41は、長径0．89m、短径0．78m、深さ0．34m、SK

42は、長径0・81m、短径0・70m、深さ0．32mを測る。断面形はいずれも逆台形をなす。埋土は、

SK41が、黄暗褐色粘質土、SK42が、上層灰黄褐色粘質土、下層黄褐色粘質土であった。出

土遺物は小破片ばかりで、図示できるものではない。なお、SK42は、SK41を切って掘り込

んでいる。

SK43・44

SK43・44は、調査区中央部、SK41・42の東側に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出

した。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、いずれも円形を呈し、SK43は、直径0．60m、深さ0．54m、SK44は、直径0．68m、

深さ0・23mを測る。断面形は、SK43が逆台形、SK44がU字形をなす。埋土は、SK43が褐

灰色粘質土、SK44が黄褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なかったが、SK43からは輸入

の染付皿（51）が、SK44からは瓦質土器鍋（52）がそれぞれ出土している。なお、SK43は、

SK44を切って掘り込んでいた。

S K45・46

SK45・46は、調査区中央部、SK43・44の東側に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出

した。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、SK45が楕円形、SK46が不整楕円形を呈し、SK45は、長径0．84m、短径0．71m、

深さ0・32m、SK46は、長径0・90m、短径0・′69m、深さ0．15mを測る。断面形は、SK45が逆

台形、SK46がU字形をなす。埋土は、SK45が、黄灰色粘質土と褐灰色粘質土、SK46が、

黄褐灰色粘質土、灰褐色粘質土、灰色粘質土であった。出土遺物は小破片ばかりで、図示でき

るものはない。なお、SK46は、SK45を切って掘り込んでいる。

S K47

SK47は、調査区中央部東寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ

層を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．58m、深さ0．21mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は

底面より急角度で上がっている○埋土は褐灰色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無に等し

く、図示できるものはない。なお、遺構は、多数のピットに掘り込まれていた。
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S K48・49

S K48・49は、調査区東端部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は弥生の

S R4の埋土を掘削していた。

平面形は、S K48が円形、S K49が楕円形を呈し、SK48は、直径1．12m、深さ0．53m、S

K49は、長径1．34m、短径1．20m、深さ0．66mを測る。断面形はいずれも逆台形を呈する。埋

土は、SK48が、混礫褐灰色粘質土、S K49が上層黄褐灰色粘質土、下層灰黄褐色粘質土であ

った。遺物はほとんど出土せず、図示できたのは165、166の2点である。なお、遺構はそれぞ

れ単独で検出された。

S K50

SK50は、調査区東部に位置し、第I層を掘り下げた段輝で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。

平面形は、楕円形を呈し、長径0．74m、短径0．63m、深さ0．37mを測る。長軸方向はN－

690－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰色粘

質土単一層であった。付属遺構として、ピット1個を底面で検出した。出土遺物は皆無に等し

く、図示できるものはない。なお、SK50は、SD2を切って掘り込まれていた。

S K51・52

S K51・52は、調査区東部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を
t′

掘削していた。

平面形は、S K51が不整形、S K52が方形を呈し、SK51は、長径0．99m、短径0．85m、深

さ0．14m、S K52は、長径0．90m、短径0．72m、深さ7cmを測る。断面形は、いずれもU字形

をなしていた。埋土は、S K51が灰褐色粘質土、SK52が黄褐色粘質土であった。遺物はほと

んど出土せず、図示できるものはない。

S K53

SK53は、調査区西部、S B7の南側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は弥生のST16の埋土を掘り込んでいた。

平面形は、楕円形を呈し、長径0．59m、短径0．53m、深さ0．13mを測る。長軸方向はN－

450－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。出土遺物は皆

無に等しく、図示できるものはない。

S K54

S K54は、調査区西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、弥生のST
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16の埋土を掘り込み、さらに第Ⅴ層まで達していた。

平面形は、方形を呈し、長径2．91m、短径2．19m、深さ0．23mを測る。長軸方向はN－700

－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は、底面より、西部でやや傾斜を持って、東部で急角

度に上がっている。埋土は黄褐灰色粘質土単一層であった。

付属遺構として、4個のピットを検出した。このP1－4は、四隅に配置されていることか

ら、何らかの上部構造を支えるための柱穴ではなかったかと考えられる。柱間距離は、P1－

2間1．30m、P2－3間1．60m、P3－4間1．55m、P4－1間1．50mである。他の地区でも

堅穴状の土肱が屋敷内の周辺部からいくつか検出されていることから、それらと同じ性格では

なかったかと考えられる。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、遺構は、

南東壁をピットに掘り込まれていた。

S K55・56

SK55・56は、調査区南部、SK54の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。

遺構は、第Ⅴ層と弥生のS R7の埋土を掘削していた。

平面形は、SK55が方形、SK56が不整形を呈し、SK56が長径1，63m、短径0．65m、深さ

9cm、SK56が長径1．75m、短径1．27m、深さ7cmを測る。断面形は、SK55が逆台形、SK

56がU字形をなす。埋土は、SK55が上層褐灰色粘質土、下層灰色粘質土、SK56が灰褐色粘

質土であった。出土遺物は土師質土器の小破片が若干あったのみで、図示できるものはない。

なお、S K56はS K55を切って掘り込まれている。

S K57

SK57は、調査区中央部南寄り、SK37の南側に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出し

た。遺構は、弥生の遺構ST19とS R7の埋土を掘削していた。

平面形は、方形を呈し、長径1．32m、短径1．07m、深さ0．19mを測る。長軸方向はN－190

－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は黄褐灰色粘

質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、遺構は、西側

でピットに掘り込まれていた。

S K58

SK58は、調査区南部、SK55・56の南側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。

遺構は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径1．39m、短径0．93m、深さ0．18mを測る。長軸方向はN－

680－Wである。断面形は逆台形をなし、壁はやや起伏する底面より急角度で上がっている。

埋土は淡褐灰色粘質土であった。付属遺構として、小ピットを中央部の底面で検出した。出土
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遺物は少なく、図示できたのは53の瓦質の土錘1点のみである。なお、遺構は、両端をピット

に掘り込まれていた。

S K59

SK59は、調査区南部、SK54の南側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は、第Ⅴ層と弥生のSD7の埋土を掘削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径4．80m、短径2．75m、深さ0．34mを測る。長軸方向はN－

850－Wである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁はやや東に傾斜する底面より急角度で上がっ

ている。埋土は灰褐色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無である。

S K60

SK60は、調査区南部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は弥生のS R6

の埋土を掘削していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．60m、短径1．33m、深さ0．35mを測る。長軸方向はN

－250－Eである。断面形は概ね逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は

褐灰色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、遺構

は、多数のピットに掘り込まれていた。

S K61

SK61は、調査区南西部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。

平面形は、ほぼ方形を里し、長径1．39m、短径0．90m、深さ8cmを測る。長軸方向はN－

770－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。底面は西端

で窪んでいる。埋土は褐灰色粘質土単一層であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるも

のはなかった。

S K62

SK62は、調査区南部、SK61の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．70m、短径1．24m、深さ0．48mを測る。長軸方向はN

－310－Eである。断面形は逆台形を呈し、壁はほぼ平らな底面より急角度で上がっている。

北部には底面より一段高い平場を有し、そのほぼ同一面で集石を検出した。集石は約50個の河

原石を投棄した状態であった。埋土は、集石より、上が灰黄褐色粘質土、下が灰色粘質土であ

った。付属遺構とみられるものとして、北部の平場でピットを確認した。遺物はほとんど出土
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せず、図示できるものはない。なお、遺構は、南東壁をピットに掘り込まれていた。

S K63

SK63は、調査区南部、SK62の北側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、方形を呈し、長径2．20m、短径0．80m、深さ0．11mを測る。長軸方向はN－650

－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質

土単一層であった。付属遺構として、底面よりピット1個を検出した。出土遺物は皆無に等し

く、図示できるものはない。なお、遺構はS K64に切られていた。

S K64

SK64は、調査区南部、SK62の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は、第Ⅴ層と弥生のS Rl・6・9の埋土を掘削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径4．21m、短径2．26m、深さ0．70mを測る。長軸方向はN－

160－Eである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。底面はほ

ぼ平らであり、約60cm上で集石を検出した。集石は数百個の石を投棄した状態であった。埋土

は、第I層が灰褐色粘質土、第Ⅱ層が褐灰色粘質土、第Ⅲ層が灰色粘質土であった。集石は第

Ⅲ層上面にのっていた。付属遺構とみられるものとして、3個の小ピットを東部の壁直下から

検出した。出土遺物は規模に比して少なく、5点（54－57、163）が図示できたのみであった。

この内54、55の弥生土器は混入したものと考えられる。なお、遺構はS‾K63を切って掘り込ま

れていた。

S K65

SK65は、調査区南端部、SK62の南側に位置し、第I層を掘り込んだ形で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、不整形をなし、長径1．00m、短径0．98m、深さ0．13mを測る。長軸方向はN－

470－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色

粘質土単一層であった。付属遺構として、4個のピットを底面より検出した。出土遺物は皆無

である。なお、遺構はS K66に切られている。

S K66

SK66は、調査区南端部、SK62の南側に位置し、第I層を掘り込んだ形で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径3．94m、短径3．67m、深さ0．75mを測る。長軸方向はN
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－170－Eである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がったのち緩やかに

上がる。東部と西部に細長い平場を有し、その同一面で集石を検出した。集石は北部と西部に

分布する。埋土は、第I層が灰色粘質土、第Ⅱ層が灰褐色粘質土、第Ⅲ層が灰暗褐色粘質土、

第Ⅳが黄褐灰色粘質土、第Ⅴ層が黄灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示でき

たのは混入品とみられる弥生土器（58）とガラス玉（168）の2点である。なお、遺構は、S

K65を切って掘り込まれていた。

S K67

S K67は、調査区南部、S K66の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径3．51m、短径1．83m、深さ0．54mを測る。長軸方向はN－

240－Eである。断面形は逆台形状をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は、灰

褐色粘質土を始めとして4層に分けることができた。遺物はほとんど出土せず、図示できるも

のはない。

S K68

S K68は、南西端部、S B9の西側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は

第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、円形を呈し、直径1．15m、深さ0．43mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面

より急角度で上がっている。埋土は、第I層淡黄褐灰色粘質土、第Ⅱ層灰色粘質土、第Ⅲ層灰

色砂土、第Ⅳ層赤褐色砂質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できたのは伊万里系油

壷1点（59）のみであった。なお、遺構は、SDlを切って掘り込まれていた。

S K69

S K69は、調査区西南端、屋敷跡の外に位置し、第工層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、不整形を呈し、長径2．71m、短径1．75m、深さ0．39mを測る。長軸方向はN－

620－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は、第I

層褐灰色粘質土、第I層灰色粘土、第Ⅲ層淡褐灰色粘土、第Ⅴ層淡青緑色粘土であった。出土

遺物は規模に比して少なく、図示できたのは3点（60－62）である。

S K70

SK70は、調査区中央部、S K40の東側に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第Ⅴ層を掘削していた。
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平面形は、方形を里し、長径1．43m、短径1．36m、深さ0．29mを測る。長軸方向はN－10

－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は黄褐灰色粘

質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはなかった。なお、遺構は、

SK44に切られている。

S K71

SK71は、調査区中央部東寄りに位置し、第工層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第

Ⅴ層とS K6の埋土を掘削していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．29m、短径1．17m、深さ0．28mを測る。長軸方向はN

－300－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より緩やかに内湾して上がっている。埋

土は褐灰色粘質土単一層であった。出土遺物は少なく、図示できたのは土師質土器皿1点（63）

のみである。なお、遺構は、ピット1個に掘り込まれていた。

S K72

SK72は、調査区中央部南寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ

層を掘削していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径0．75m、短径0．59m、深さ8cmを測る。長軸方向はN－

70－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色

粘質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。

S K73

SK73は、調査区東部、SK48の西側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は弥生のS R4の埋土を掘削していた。

平面形は、方形を呈し、長径1．99m、短径0．94m、深さ0．16mを測る。長軸方向はN－190

－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面よりほぼ垂直に上がっている。このような掘り

方からして、近世墓であると考えられる。埋土は黄褐色粘質土を始めとして4層に分けること

ができた。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、遺構は、2個のピットに

掘り込まれて、S B4と重複している。

S K74

SK74は、調査区西部、SK32の西側に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅲ層を掘削していた。

平面形は楕円形を里し、長径0．81m、短径0．61m、採草0．17mを測る。長軸方向はN－530

－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は黄褐灰色粘
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質土単一層であった。付属遺構として、ピット1個を東部の底面より検出した。出土遺物は皆

無に等しく、図示できるものはない。なお、遺構は、SD3を切って掘り込まれていた。

S K75

SK75は、調査区西部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅲ層を掘削

していた。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．24m、短径1．00m、深さ0．28mを測る。長軸方向はN

－50－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がる。埋土は、第I層が

淡褐灰色粘質土、第I層が褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは64の瓦

質土器鍋1点のみである。なお、遺構はS K25と重複している。

溝

S DI

SDlは、調査区西部を南北に延びる溝で、屋敷跡の西の境界をなし、北部と南部で第工層、

中央部で第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。溝は、第Ⅲ・Ⅴ層及び弥生の遺構の埋土を掘削

していた。

溝は、幅0．70～1．40m、深さ0．12－0．45m、全長約53mを測り、南端と北部でL字状に短く

曲っている。断面形は概ねU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、場所

によっていく分異なるが、灰褐色粘質土を始めとしてほぼ3－4層に分けることができる。付

属遺構とみられるものとして、北部でS P2、中央部でS Plを検出した。S P2は、SDl

に接し、水溜状をなすもので、S Plは、溝の途中に設けられた大きな窪みで、SD3が屋敷

内に向って分派している。

出土遺物は非常に多かったが、その大半は弥生土器で、多くの弥生遺構を切っているため混

入したものとみられる。溝に関連するものとしては73－79及び169－198がある。この内74、75

は備前のⅤ期措鉢であり、169－198はガラス製の玉で、溝底面よりまとまって出土した。なお、

溝は、南端でSK68に切られている以外は、ほぼ単独で検出され、他の遺構との重複関係は認

められなかった。

S D2

SD2は、調査区東端を南北に延びる溝で、屋敷跡の東の境界をなし、第I層を掘り下げた

段階で検出した。溝は、第Ⅴ層と弥生の遺構の埋土を掘削していた。

溝は、幅0．58－2．10m、深さ5－28cm、全長約31mを測り、南側で西へ若干延び、北端と南

端では調査区外へさらに延びている。断面形は概ねU字形をなし、壁は底面より緩やかに内湾
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して上がる。埋土は、黄灰色粘質土ないし灰褐色粘質土であり、1－3層に分けることができ

る。出土遺物は多かったが、その大半は混入したとみられる弥生土器や須恵器であり、溝に関

連するものは100と101の2点が図示できたのみである。なお、溝は、SK50に掘り込まれ、S

D8・9・11を切っていた。

S D3

SD3は、調査区中央部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。溝は第Ⅲ層を掘削

していた。

溝は、S Plから分派して、東西に延びるもので、幅0．36－1．00m、深さ0．11－0．26m、全

長約12mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は、

上層が灰褐色粘質土、下層が暗褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なかったが、6点（102

－106、153）が図示できた。この内102の弥生土器は混入したものと考えられる。他は瓦質土

器鍋と鉢である。なお、遺構は、多数のピットに掘り込まれており、特にSK32には寸断され

る形で掘り込まれていた。

S D4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

SD4は、調査区西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅲ層を掘削

していた。

溝は、S Plから分派して、西へ短く延びるもので、幅約0．70m、深さ約6cm、全長1．80m

を測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は、上層が

褐灰色粘質土、下層が灰暗褐色粘質土であった。付属遺構とみられるものは検出されなかった

が、SB7に付属する可能性がある。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。

S D5

SD5は、調査区中央部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅲ層を掘

削していた。

溝は、東西に延びるもので、幅0．30－0．70m、深さ9－16cm、全長約8mを測る。断面形は

ほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、上層が褐灰色粘質土、下層

が黄暗褐色粘質土ないし、灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは107

の瓦質土器鍋1点のみである。なお、溝は、SD3を切って掘り込まれ、SK36・43に切られ

ていた。

S D6

SD6は、調査区ほぼ中央部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅲ層
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を掘削していた。

溝は、東西に延びる短いもので、幅0．40m～0．70m、深さ0．30m、全長約2．60mを測る。断

面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、上層が灰褐色粘質土、下

層が褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、溝は、

SD3を切って掘り込まれ、5個のピットに掘り込まれていた。

S D7
1

SD7は、調査区北部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。溝は第Ⅴ層と弥生の

ST2の埋土を掘削していた。

溝は、南北に延びるもので、SDl・2とほほ同じ方向を示し、さらに調査区外へ延びてい

る。幅0．40－0．60m、深さ9－13cm、全長約10mを測る。断面形はU字形をなし、壁は底面よ

り内湾して上がっている。埋土は褐灰色粘質土単一層であった。出土遺物は少なく、図示でき

たのは2点（108、109）のみであった。108の弥生土器は混入したものと考えられる。なお、

溝は、南端でSK14に切られ、かつ、いくつかのピットに掘り込まれていた。

S D8

SD8は、調査区東端に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。

溝は、南西から北東へ向って延びるもので、さらに調査区外へ延びている。幅0．32－0．36m、

深さ0．10－0．13m、全長約3．40mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して

上がっている。埋土は褐灰色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるも

のはない。なお、溝は、SD2に掘り込まれていた。

S D9

S D9は、調査区東端、SD8の南側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。溝は

第Ⅴ層を掘削していた。

溝は、東西に延びる短いもので、さらに調査区外へ延びている。幅0．24－0．38m、深さ約8cm、

全長約1．20mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土

は褐灰色粘質土単一層であった。出土遺物は少なく、図示できたのは110の瀬戸・美濃系香炉

1点のみである。なお、溝は、SD2を切って掘り込まれていた。

S DlO

SDlOは、調査区北部、SDlの東側に位置し、第I層せ掘りげた段階で検出した。遺構は

弥生のS R7の埋土を掘削していた。
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溝は、南北に延びる短いもので、幅0．22－0．41m、深さ0．13－0．17m、全長約5mを測る。

断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は褐灰色粘質土単一層であ

った。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、溝は単独で検出され、他の遺

構との重複関係は認められなかった。

S Dll

SDllは、調査区東部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第Ⅴ層及び

弥生のS Rl・4の埋土を掘削していた。

溝は、東西に延びるもので、幅0．20～0．38m、深さ7－11cm、全長約7．60mを測る。断面形

はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は灰黄色粘質土単一層であった。
J

付属遺構とみられるものは特に検出されなかったが、SB4に付属する可能性がある。出土遺

物は少なく、図示できたのは1点（111）のみである。なお、溝は、3個のピットに掘り込まれ、

かつ、SD2に切られた形となっている。

S D12

SD12は、調査区西端、屋敷跡の外に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、

第Ⅴ層と弥生のST18、SD3の埋土を掘削していた。

溝は、南北に延びる短いもので、幅0．20～0．50m、深さ5－12cm、全長約8．60mを測る。断

面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は褐灰色粘質土単一層で

あった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、溝は単独で検出され、他の

遺構との重複関係は認められなかった。

井戸

S EI

SElは、調査区南東部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層及び

弥生のSRl・5の埋土を掘削していた。

掘り方は、ほぼ円形を呈し、直径3．48mを測る。井戸の本体は、石組になっていたと考えら

れるがすべて抜き取られており、明確ではない。推定直径約1．5m、深さ約2mであったと考

えられる。底には自然木を到り貫いた井筒が設置されている場合が多いが、この井戸からは検

出することができなかった。掘り方の断面形は逆台形状をなし、埋土は、人頭大の礫を含んだ

粘質土であり、4層に分けることができる。出土遺物は多く、17点（112－126、160、162）が

図示できた。この内112の常骨嚢だけが、屋敷跡の時期とほぼ同じであるが、他は、すべて、

17世紀後半から18世紀にかけてのものであり、井戸の石組が取り除かれたのはほぼその頃では
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なかろうか。なお、井戸は単独で検出され、他の遺構との重複関係は不明である。

柵列

S AI

SAlは、調査区南西部、SB9の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は、第Ⅴ層と弥生のST20、SR7を掘削していた。

柵列の規模は、3間で、その方向はN－190－Eである。全長6．50mを測る。柱間距離は、

1・90～2・40mである。柱穴の平面形は、すべて円形で、直径30～36cmを測り、柱径は直径約15cm

である。これら柱穴の深さは検出面より32－64cmで、基底面の標高は6．917－7．130mを測る。

埋土は褐灰色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、

柵列は、SBlOと重複していて、SK62を切っている。

水溜状遺構

S PI

SPlは、調査区西部、SDlのほぼ中間に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。

遺構は、弥生のST17・18さらに第V層まで掘削していた。遺構は、SDlに伴うもので、南

北に延びるSDlの途中に掘り込まれた形となっており、東側の上場に沿って大きな石を並べ

ていた。また、西側にはSD3・4が分派している。

平面形は、ほぼ楕円形を呈し、長径2．40m、短径2．20m、深さ0．78mを測る。断面形は、捨

鉢状をなし、壁は、東部で緩やかに、西部で内湾気味に上がっている。埋土は、灰褐色粘質土

を始めとして、6層に分けることができる。出土遺物は少なく、図示できたのは3点（127、128、

157）のみであった。128の関西系碗は混入したものと考えられる。

S P2

SP2は、調査区北西部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。SDlに伴うものとみられ、北側と西側で接している。

平面形は、大きな舟形を呈し、長径8．70m、短径1．40m、深さ約0．20mを測る。断面形はほ

ぼ楕円形をなし、平坦な底面より緩やかに内湾して上がる。埋土は灰褐色粘質土単一層であっ

た○付属遺構とみられるものとして、南部で直径約1mのピットを検出した。出土遺物は少な

く、図示できたのは土師質土器4点（129－132）のみである。なお、遺構はSK5に切られて

いた。
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ピット

PI

Plは、調査区北部、SD7の東側に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は

弥生のST2の埋土を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径34cm、深さ35cmを測る。柱痕は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なかったが、伊万里系深皿1点（132）が図示できた。

P2

P2は、調査区北西部、SK5の東側に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。柱穴

は弥生のST5の埋土を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径21cm、深さ28cmを測る。柱痕は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは土師質土器1点（134）のみである。

P3

P3は、調査区中央部北寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は弥生の

ST8の埋土を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を里し、直径約26cm、深さ36cmを測る。柱径は直径約12cmである。埋土

は褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは土師質土器小皿1点（135）の

みである。

P4

P4は、調査区中央部やや北寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第

Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径21cm、深さ26cmを測る。柱径は直径約12cmである。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは土師質土器皿1点（136）のみで

ある。なお、P4は、S B2の梁の柱穴を切って掘り込まれていた。

P5

P5は、調査区ほぼ中央部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は弥生のS

T9の埋土を掘削していた。

平面形は、楕円形を呈し、長径26cm、短径22cm、深さ23cmを測る。柱痕は検出されなかった。

埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは土師質土器皿1点（137）

のみである。
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P6

P6は、調査区ほぼ中央部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第Ⅴ層を

掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径32cm、深さ19cmを測る。柱痕は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは関西系碗1点（138）のみである。

なお、P6は他の柱穴を切って掘り込まれていた。

P7

P7は、調査区ほぼ中央部北寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第

Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、楕円形を呈し、長径26cm、短径22cm、深さ48cmを測る。柱痕は検出されなかった。

埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは瓦質土器鍋1点（139）の

みである。

P8

P8は、調査区ほぼ中央部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅲ層を

掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径32cm、深さ34cmを測る。柱痕は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なかったが、140と141の2点が図示できた。なお、P8

は他の柱穴を切って掘り込まれていた。

P9

P9は、調査区ほぼ中央部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第Ⅴ層を

掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を里し、直径24cm、深さ26cmを測る。柱痕は検出されなかったが、底面

より人頭大の礫を検出した。埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物の内2点が図示できた。

2点とも瓦質土器鍋（142、143）である。

PlO

PlOは、調査区ほぼ中央部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を

掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径30cm、深さ40cmを測る。柱痕は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物の内2点が図示できた。2点とも土師質土器皿（144、145）

である。なお、PlOは他の柱穴に掘り込まれていた。
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Pll

Pllは、調査区中央部やや南寄りに位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は弥

生のS T19の埋土を掘削していた。

平面形は、楕円形を呈し、長径34cm、短径30cm、深さ47cmを測る。柱痕は検出されなかった。

埋土は褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは唐津系碗1点（146）のみ

であった。

P12

P12は、調査区中央部やや南寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第

Ⅴ層を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径30cm、深さ24cmを測る。柱痕は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しかったが、土師質土錘が1点（147）図示できた。

なお、P12は他の柱穴を切って掘り込まれていた。

P13

P13は、調査区南端に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は弥生のS Rlの

埋土を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径26cm、深さ23cmを測る。柱痕は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは混入したとみられる弥生土器1点

（148）のみであった。

P14

P14は、調査区ほぼ中央部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第Ⅲ層を

掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径40cm、深さ28cmを測る。柱径は直径約15cmである。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しかったが、混入したとみられる磨石（158）が

1点図示できた。なお、P14は他の柱穴に掘り込まれていた。

P15
ヽ

P15は、調査区中央部西寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。柱穴はSD3

の埋土を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径24cm、深さ37cmを測る。柱痕は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは混入したとみられる石包丁l点（159）

のみであった。
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P16

P16は、調査区中央部南寄りに位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。柱穴は第Ⅲ層

を掘削していた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径28cm、深さ32cmを測る。柱痕は検出されなかった。埋土は

褐灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは砥石1点（164）のみであった。

5．まとめ

Loc．34Aでは、溝に囲まれた屋敷跡といくつかの近世の遺構を確認することができた。これ

らは、弥生の包含層や遺構を削平して掘り込まれ、場所によっては弥生の遺構の埋土を掘削し

ていたものもあった。

まず、屋敷跡は、南東部に井戸を保有し、西側と東側に境をなす溝（SDl・2）を設けて

いる。南側と北側では屋敷の境をなす溝は確認できなかった。南には別の屋敷跡が確認されて

おり、それにはほぼ周囲を囲む溝が検出されている。そのため、南側では屋敷の境とする溝は

設けられなかったのではなかろうか。北は調査区外であり、SDlが東に曲ってSD2と合流

する可能性もあるが、はっきりしない。合流した場合、屋敷はコの字状に囲む溝によって区画

されていたことになる。井戸が先述したような状況であるゆえ、これで屋敷の時期を判断する

のは無理がある。そこで、出土遺物の多かったSDlから屋敷の時期をみてみると、73－79が

屋敷跡の時期を決定する資料となる。74、75は備前措体で備前のⅤ期に相当し、76－78の青磁

は15世紀から16世紀にかけてのものであると考えられる。79の染付は、16世紀後半から17世紀

初頭のものと考えられる。これからすると、SDlは16世紀にその中心があったとみられる。

そして、SDlを伴う屋敷は、15世紀に造られ、遅くとも17世紀の初頭には消滅したのではな

いだろうか。

近世の遺構は、屋敷跡のようなまとまりをもって検出されず、散在する。この内、SKll・

68・69は、伊万里系、瀬戸・美濃系の陶磁器が出土しており、近世の土肱であるとみられる。

これ以外にも同じような埋土であったSK48・49も近世のものであろう。そして、調査区北部

と中央部で検出されたSKl・2・5・7・29は、その掘り方からして土砿墓とみられ、出土

遺物は少なかったが、屋敷跡の遺構を切って掘り込まれていることから、近世のものとみられ

る。
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第1表　掘立柱建物址計測表

挿 図番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（扉 ）

備　　　 考

梁 （間 ）× 桁 （間 ） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第　 3　 図 S B　 l 1　 ×　 1 2 ．30　×　 2 ．7 0 2 ．2 0　－　 2 ．7 0 N － 8 10－ W 6 ．2

ク S B　 2 2　 ×　 4 3 ．10　×　 7 ．5 0 1 ．20　－　 2 ．1 0 N － 74 0－ W 23 ．3

第　 4　 図 S B　 3 2　 ×　 3 2 ．8 0　×　 4 ．6 0 1 ．10　－ 1 ．70 N － 7 50－ W 12 ．9

〃 S B　 4 2　 ×　 2 4 ．4 0　×　 5 ．90 1 ．80　－　 3 ．00 N － 76 030 ′－ W 26 ．0

第　 5　 図 S B　 5 1　 ×　 2 2 ．9 0　×　 4 ．40 2 ．10　－　 2 ．90 N － 72 0－ W 12 ．8

ク S B　 6 1　 ×　 1 1 ．60　 ×　 2 ．10 1 ．60　－　 2 ．10 N － 85 0－ W 3 ．4

ク S B　 7 1　 ×　 2 1 ．30　× 1 ．80 0 ．90　－ 1 ．30 N － 75 0－ W 2 ．3

〃 S B　 8 1　 ×　 2 3 ．40　×　 3 ．60 1 ．50　－　 3 ．4 0 N － 70 0－ W 12 ．2

第　 6　 図 S B　 9 1　 ×　 1 2 ．80　×　 3 ．60 2 ．60　－　 3 ．60 N － 15 0－ E 10 ．1

ク S B lO 1　 ×　 2 1 ．60　×　 3 ．10 1 ．4 0　－ 1 ．6 0 N －　 9 0－ E 5 ．0

ク S B l l 1　 ×　 1 2 ．40　×　 4 ．0 0 2 ．3 0　－　 4 ．0 0 N － 8 60－ W 9 ．6

第2表　土拡計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短 一　 径 深　　 さ

第　 7　 図 S K　 l 方　 形 2 ．0 5 1 ．50 0 ．97 N － 77 0－ W 逆　 台　 形

〃 S K　 2 ク　　　　　 l 1 ．9 0 1 ．00 1 ．03 N － 73 0－ W ク

ク S K　 3 楕 円 形 1 ．1 0 0 ．60 0 ．07 N － 67 0－ E ク

ク S K　 4 ク 1 ．04 0 ．90 0 ．15 N － 86 0－ E 〃

ク S K　 5 方　 畢 2 ．8 3 0 ．6 1 1 ．0 7 N － 21 0－ E U　 字　 形

ク S K　 6 ク 1 ．18 0 ．82 0 ．2 1 N －　 9 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 7 舟　 形 2 ．60 0 ．61 0 ．4 5 N － 110－ E U　 字　 形

ク S K　 8 方　 形 1 ．24 0 ．79 0 ．1 1 N － 2 60－ E 逆　 台　 形

　 一ク S K　 9 円　 形 ‘ 1 ．85 0 ．3 3 ク

S K lO ク 0 ．94 0 ．32 ク

第　 7　 図 S K l l 楕 円 形 1 ．2 6 0 ．8 0 0 ．06 N － 4 50－ W 〃

ク S K 12 方　 形 2 ．0 0 1 ．80 0 ．29 N － 22 0－ E ク

第　 8　 図 S K 13 ク 3 ．5 8 1 ．7 5 0 ．07 N － 66 0－ W ク

ク S K 14 ク 3 ．9 0 1 ．82 0 ．28 N － 66 0－ W 〃

ク S K 15 楕 円 形 3 ．2 5 1 ．60 0 ．11 N － 65 0－ W 逆　 台　 形
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挿 図 番号 遺構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第　 8　 図 S K 16 方　 形 3 ．6 7 1 ．59 0 ．30 N － 68 0－ W 逆　 台　 形

ク S K 17 不 整 楕 円 形 1 ．00 0 ．8 1 ‘0 ．3 1 N － 48 0－ E ク

ク S K 18 方　 形 ．2 ．00 1 ．67 0 ．24 N － 14 0－ E ク

ク S K 19 不 整 楕 円 形 1 ．88 1 ．30 0 ．27 N － 13 0－ E U　 字　 形

〃 S K　 20 ク －1 ．2 5 1 ．02 0 ．33 N － 75 0－ W ク

S K　 2 1 舟　 形 1 ．20 0 ．40 0 ．11 N － 82 0－ W ク

S K　 2 2 方　 形 1 ．04 0 ．60 0 ．30 N － 77 0－ W 逆　 台　 形

第　 8　 園 S K　 2 3 ク 1 ．3 5 1 ．04 0 ．30 N 一一　4 0－ E ク

第　 9　 図 S K　 2 4 ク 1 ．4 7 0 ．95 0 ．36 N － 10 0－ E ク

ク S K　 25 ク 0 ．8 5 0 ．83 0 ．30 N － 18 0－ E U　 字　 形

ク S K　 26 ク 1 ．4 1 0 ．9 1 0 ．22 N － 15 0－ E ク

ク S K　 27 ク 2 ．2 9 0 ．93 0 ．25 N － 12 0－ E 逆　 台　 形

S K　 28 不 整 形 1 ．9 1 0 ．97 0 ．23 N － 34 0－ E 〃

第　 9　 図 S K　 29 方　 形 1 ．7 3 0 ．80 0 ．86 N － 68 0－ W ク

ク S K　 30 楕 円 形 1 ．1 8 0 ．40 0 ．49 N － 87 0－ E ク

ク S K　 31 円　 形 1 ．1 3 0 ．49 ク

S K　 32 方　 形 1 ．6 5 1 ．3 9 0 ．22 N － 16 0－ E ク

S K　 33 不 整 形 0 ．6 5 1 ．5 5 0 ．13 N － 63 0－ W ク

第　 9　 図 S K　 34 円　 形 0 ．64 0 ．12 ク

ク． S K　 35 ク 0 ．80 0 ．18 ク

ク S K　 36 方　 形 1 ．5 5 1 ．0 1 0 ．14 N － 83 0－ W U　 字　 形

ク S K　 37 ク 1 ．3 3 0 ．64 0 ．60 N － 60 0－ W 逆　 台　 形

ク S K　 38 不 整 楕 円 形 0 ・．7 6 0 ．74 0 ．18 N － 10 0－ E ク

ク S K　 39 ク 1 ．0 6 0 ．98 0 ．31 N － 14 0－ E ク

第 1 0 図 S K　 40 円　 形 0 ．8 9 0 ．24 ク

ク S K　 41 楕 円 形 0 ．8 9 0 ．78 0 ．34 N － 33 0－ W ク

ク S K　 42 ク 0 ．8 1 0 ．70 0 ．32 N － 72 0－ E ク

ク S K　 43 円　 形 0 ．60 0 ．54 ク

．〃 S K　 44 ク 0 ．68 0 ．23 U　 字　 形

ク S K　 45 楕 円 形 0 ．84 0 ．7 1 0 ．32 N － 55 0－ W 逆　 台　 形
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 10 図 S K　 4 6 不 整 楕 円形 ‘ 0 ．90 0 ．6 9 0 ．15 N － 6 30－ E U　 字　 形

S K　 47 円　 形 0 ．58 0 ．2 1 逆　 台　 形

第 10 図 S K　 48 ク 1 ．12 0 ．5 3 〃

ク S K　 49 楕 円形 1・．34 1 ．2 0 0 ．6 6 N － 1 50－ E ク

〃 S K　 50 ク 0 ．74 0 ．6 3 0 ．3 7 N － 6 90－ W ク

ク S K　 5 1 不 整 形 0 ．99 0 ．8 5 0 ．1 4 N － 2 40－ E U　 字　 形

ク S K　 52 方　 形 0 ．90 0 ．7 2 0 ．0 7 N － 160－ E ク

ク S K　 53 楕 円形 0 ．59 0 ．5 3 0 ．13 N － 4 50－ E 逆　 台　 形

ク S K　 54 方　 形 2 ．91 2 ．1 9 0 ．2 3 N － 7 00－ W ク

第 11 図 S K　 55 ク 1 ．63 0 ．6 5 0 ．0 9 N － 2 10－ E ク

〃 S K　 56 不 整 形 1 ．75 1 ．2 7 0 ．0 7 N － 1 50－ E U　 字　 形

ク S K　 57 方　 形 1 ．32 1 ．0 7 0 ．1 9 N － 1 90－ E 逆　 台　 形

ク S K　 58 不 整 形 1 ．39 0 ．9 3 0 ．18 N － 6 80－ W ク

ク S K　 59 ク 4 ．8 0 2 ．7 5 0 ．34 N － 8 50－ W ク

S K　 60 不 整 楕 円形 1 ．60 1 ．3 3 0 ．3 5 N － 25 0－ E ク

第 11 図 S K　 6 1 方　 形 1 ．39 0 ．9 0 0 ．0 8 N － 77 0－ W U　 字　 形

ク S K　 6 2 不 整 楕 円形 1 ．70 1 ．24 0 ．4 8 N － 3 10－ E 逆　 台　 形

第 12 図 S K　 6 3 方　 形 2 ．20 0 ．80 0 ．11 N － 6 50－ W ク

〃 S K　 64 不 整 形 4 ．21 2 ．26 0 ．7 0 N － 1 60－ E ク

ク S K　 6 5 ク 1 ．00 0 ．98 0 ．13 N － 4 70－ E ク

ク S K　 6 6 不 整 楕 円形 3 ．94 3 ．67 0 こ7 5 N － 1 70－ E ク

第 13 図 S K　 6 7 不 整 形 3 ．51 1 ．83 0 ．54 N － 2 40－ E ク

ク S K　 6 8 円　 形 1 ．15 0 ．4 3 ク

ク S K　 6 9 不 整 形 2 ．71 1 ．7 5 0 ．3 9 N － 6 20－ W ク

ク S K　 70 方　 形 1 ．4 3 1 ．3 6 0 ．2 9 N － 1 0－ E U　 字　 形

ク S K　 7 1 不 整 楕 円形 1 ．29 1 ．17 0 ．2 8 N － 3 00－ W ク

S K　 72 ク 0 ．75 0 ．5 9 0 ．0 8 N －　 7 0－ E 逆　 台　 形

第 13 図 S K　 73 方　 形 1 ．99 0 ．9 4 0 ．16 N － 190－ E ク

ク S K　 74 楕 円形 0 ．81 0 ．6 1 0 ．17 N － 530－ W U　 字　 形

ク S K　 7 5 不 整 楕 円形 1 ．24 1 ．0 0 0 ．2 8 N －　 5 0－ E ク
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第3表　包含層出土土器観察表

挿 図番 号 層　 位 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

1 第 1 層
弥生 土器

・＝ヒ：亜：

3 1．4 直立す る頚部 か ら、 U 緑 部は外 U 緑 部外 面 ヨコナ デ調整 。外 面

（8．1 ） 反 し、端 部は外傾 す る面 を孝 す。 には指頭 庄痕 が残 る。内面 不明。

2 ク ク

18 ．6

8 ．0

上外方へ の びる頚部 か ら口緑部

は外反 し、端 部両端 を拡張 し 3
条の凹線 文 を施 す。

器面は磨耗 が 著 し く、調整不 明。

3 ケ ク

12 ．0

（8 ．3）

上 外方へ の びる 日録 部、端 部 を

丸 く仕上 げ る。
ケ

4 ク ク
（7 ．0）

9 ．8

あげ底気 味の底 部。底 部 はい く
分 た ち上 が る。

′ケ

5 ク

弥生 土器

聾

（4．7 ）

6．3

あげ底の底 部。 底部 は 1．5cm た
ち上が る。

ケ 下胴 部 か ら底

部 に かけて黒
斑 が残 存。

6 ケ

弥生 土器

高　 杯

大 き く開 く脚部 。裾部 で さ．らに 内面 は しぼ り 目と横 方 向のパ ケ

（4．1 ）

11．0

開 き、端部 両端 を若 干拡張 す る。 目が残存 。外 面 はパ ケ 目が一部
残 存。

7 ク

弥生 土器

鉢

（2．5 ）

3．4

あ げ底の底 部。底 部 はた ち上 が

る。

内面 ナデ調 整。外 面パ ケ調整 。

8 ク ク
（4．9 ）

3．5

ノク

内面 ナデ調整 。外 面不 明。

9 ク ・ケ

10．2

8．8

3．4

あ げ底 の底部 は た ち上 が り、休

部 は上外方へ の び、 目線 端部 は
外傾 す る平 面 をなす。

内外面 と もパ ケ調整 。

挿 図番 号 層　 位 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴 径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

10 第 1 層
土師 質土器

鉢

21 ．6
（5 ．1）

休 部 は上外方へ の び、 口緑 部 は
直 立 し、端部 を細 く仕 上 げる。

器 面は摩耗 が著 し・く、調 整不 明。

11 ク

瓦質土 器

鍋

25 ．4

（6 ．0）

休 部は 内湾気味 に上 が り端 部 を

丸 く仕 上げ る。 ロ緑外 面 には嘩
状 の鍔 を貼 付す る。

ク

12 〃 ク

18 ．0
（5 ．8）

休 部は 内湾 して上が り、 口緑 部

で上外 方を向 く。 端部 は上 方 を
向 く平 面をなす 。

口緑 部 ヨコナ デ調整。他 は不 明。

13 ク ク

23 ．0

（6 ．0）

休 部は 内湾 して上が り、 口緑 部

で上外方 を向 く。 端部 は外傾 す
る凹面 をなす。

ケ

14 ク 捨　 鉢

23．4 休部 は上外 方へ のび、 ロ緑部 は 内面 には 5 本単位 の条線 を部 分 備 前焼。

（8．6 ） 樟ぼ 直立 し、下端 を拡 張す る。 的 に施 す。 内外 面 ともロ クロナ

テP。
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挿 図番号 層　 位 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

15 第 工層
染　 付

皿

削 り出 し高台。 休部 は内湾 気味 見込 に 2 条の界 線 と文様。 外 面 透 明粕 。

（1．9）

（6 ．6）

に上が る。 文様 、高台 外 面に 2 条の界 線。 胎 土 、灰 白色 。

呉須 の発色 は
良 い。

16 ク 猪　 口

6 ．2 削 り出 し高台。 休部 は内湾 気味 外面 に 「玉 川」 と・い う文字 と草 透 明粕 。

2 ．5

1 ．8

に上が り、端 部 を丸 く仕 上げ る。 花文。 胎 土 、灰 白色 。

伊 万里 系。

17 ク 小　 杯

削 り出 し高台。 休部 は上外 方へ 外面 に文様 と 1 条の界線 。 高台

ケ

（3 ．8）

3 ．5

の びる。 外面 に 2 条 の界線 。

18 ク 碗

－
削 り出 し高台。休 部 は内湾 気味 見込 、蛇 ノ 臼状粕 ハ ギ。 見込 か 青緑粕 。

（1 ．8）

4 ．0

に上 が る。 ら外 面に かけて施 粕。 胎 土灰 白色。

唐津系 。

19 ク ク
（4．7 ）

5．0

一ケ 高台内 の削 りが深 い。 全面 に施
和 し、畳 付 の粕 を剥 ぎと る。

京焼系。

挿図 番号 ・ 層　 位 器　 種

口径

法皇　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

20 第 I 層
弥生土 器

・＝ヒ笠

18．8 上外方へ の びる顆部 か ら、 U 緑 日録 部 ヨコナ デ調整 。外 面は磯

（9．5 ） 部 は外 反 し、 端部 に 7 単位 の刻

目を施 す。肩 部 にへ ラ状 原体 に
よ る刺突 文。

方向 のパ ケ調整。 内 面不明。

21
●

ク ク

22．0
（8．3 ）

大 きく外 反す る口緑部 。端部 は
外傾 す る凹面 を有す る。 口緑 外

面に粘 土苛 を脂 付す る。

器 面は磨耗 が著 しく、調 整不 明。

22 ク ケ
（3．4 ）

5．6

平 底の底 部。底 部 はた ち上 が る。 内 面は ナデ調 整。 外面パ ケ調 整。

23 ク

弥 生土 器

褒

（4．7 ）

7．2

上 げ底部。 底部 は若干 た ち上が

る。

内 面ナデ調 整。 外 面不明。

24 ク

弥 生土 器

高　 杯

内湾気味 に上 がる杯部 。脚 部は 内 面 しぼ り目が残 存。外 面不 明。

（7 ．7 ）

9．4

ハ の字状 に開 き、裾部 で さらに
開 く。端部 は丸 く仕 上 げ られ る。

底部接 合 は粘 土 板 充垣法 によ る。

挿 図番号 層　 位 器　 種

口径

法 皇　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

2 5 第 Ⅱ層
土師 質土 器

杯

14 ．3 ほぼ 平 らな底部 か ら、休 部 は上 U 緑部 か ら内面 にか けて、 ヨコ

（3 ．8）

7 ．5

外方へ の び、端部 を丸 く仕上 げ

る。

ナデ調 整。外 面不 明。 底部 は回
転 糸切 り底 で板状 庄痕 が残 る。
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第4表　包含層出土石器観察表＿

挿 図番号 層　 位 器　 種

最大長

豊 富 蓋 雲量 材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

26 第 1 由 石　 斧

13 ．1

7 ．2
4 ．2

655 ．0

緑 色 岩

丁太 型蛤 刃石斧 で ある。基 部が 欠損 して

いる∴ 刃部 は研 磨 され てい るが、両側
辺部 と中央部 に革打 痕が残 る。

2 7 ク ク

10 ．2

7．0

2．6

355．0

緑泥 片岩

太型 埠 刃石斧 であ る。基 部が 欠損 して

いる。 刃部はや や 丸味 をおび、 弱 い故
打痕 が残 る。 中央部 に疎打 痕 があ る以

外 は打痕 が残 る。

28 〃 ク

16．1

7．7

4．9

1 195．0

ク

木型 蛤 刃石 斧 であ る。 刃部 に はかな り
疎打痕 が残 り、磨 滅 して いる。 全面 に

も敲打痕 が残 る。

29 ク ク

8．2

3．5

1．2

5 3．0

緑 色片岩

柱 状 片 刃石 斧で あ る。 先端 部分 が約％

残存 す る。 刃部 は大 きく片 方か ら研 ぎ
出 されて いる。 全面 を研磨 して いる。

30 ク ク

11．9

5．6

4．0

43 5．0

緑 色 岩

両 刃石 斧で あ る。 刃部 は両 面か ら斜 め

に研 ぎ出 されて い るが約％ が欠損 す る。
刃部以 外 には顧打 痕 が残 る。

3 1 第 Ⅱ層 ク

10．6

5．0

3．1

1 55．5

緑 色 片岩

両 刃石 斧で あ る。 刃部 は両 面か ら研 ぎ

出 され る。 先端 には敲 打痕 が部分 的 に
残 る。 全 面を研磨 す る。基部 欠損 。

32 第 I 層 ク

13．6

4．7

3．6

39 0．0

ク

両 刃石 斧で あ る。 刃部 は両 面か ら研 ぎ
出 される。先 端 には弱 い故打 痕 が残 存

す る。 又基 部 にも弱 い敲 打痕 が残 る。

ほぼ完 形。

33 ケ ク

6．3

2．0

1．0

18．7

頁　　 岩

小 型石 斧で あ る。 刃部 は両 面か ら小 さ

く研 ぎ出 されて いる。 刃部以 外 には弱

い敲打痕 が残 る。

ク

34 ク 叩　 石

10．0

9．5

3．2

47 0．0

砂　　 岩

両面 中央部 が謹 打 に よ り凹 んで いる。

また、 周辺部 に も弱 い故 打痕 が残 る。

35

J‾

ク ク

10．4

7．0

4 ．5

280 ．0

ク

両面 中央部 に弱 い奉 打痕 が残 る。

36 ク ケ

9 ．5

6 ．9

4 ．2

455 ．0

〃

主に片 面中央 部 に鼓 打痕 が残 る。

37 ク ク

13 ．7

5 ．0

3 ．0

330 ．0

ク

棒状 を軍 し、 断面痺 円形 をな す。両 先
端 部 に敲 打痕 が残 る。 また、 両側辺 部

にも茄 い顧打痕 が残 る。

38 〃 磨　 石

9．3

8 ．8

3 ．8

450 ．0

ク

全 面 を研 磨 してい る。断 面醇 円形 を呈

す。

39 〃 小 円’礫

4 ．2

4 ．．0

3 ．5

80 ．0

ク

河 原石 を使用 した もので 、ほ ぼ球形 を
なす。

40 ノシ 砥　 石

6．7

3．7

2．2

90．0

・ケ

両 面が欠 損 してい る。両側 辺部 を使 用

してい る。
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挿図番号 層　 位 器　 種

最大量
計測値　 最大幅
（cm 、g ）最大厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

41 第I 層 砥　 石

6．1
2．5
2．8

5 0．0

砂　　 岩

4 面を使用している。

42 ・ケ 石　 飯

2．6
1．3
0．3
0 ．5

サヌカイ ト

凹基式の打製石鉄で串．争。全面に細か
い調整剥離を行 っている。挟 りは意識
的に大 きく造 り出 している。一方の挟
りは欠損。

第5表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

4 3 S B　 2

瓦質土 器

鍋

20 ．0

（6 ．8）

19 ．3

胴部 は、 内湾 して上 が り．、ロ緑

部 は上外 方への び、 端部 を丸 く

仕上 げ る。

器 面 は磨耗 が著 し く、調整 不明 。 下胴 部 に煤が
付著 す。

P l 出土 。

4 4 S K ll 碗

10 ．2
削 り出 ．し高台。 休部 は内湾 気味 見込 とロ緑 内面 に 3 条 の界線 。 伊 万里系 。

（5 ．9）

3 ．4

に上 が り、ロ緑 部 はやや外 反 し、
端部 を丸 く仕上 げる。

外 面 に障子 と竹笠 の文 様、 高台

外 面 に 1 条 の界線 。畳付 は 粕を

1剥 ぎとる。

4 5 ク 深　 鉢

平 らな底部 か ら、休 部 は斜 め上 底部 は回転 糸切 り底 。休部 下部 焼成 不良 。

（3 ．0）

6 ．2

方へ 短 くの びたの ち直立 す る。 は回転 へ ラ削 り。内 面 に 2 個の

胎 車が残存 。

瀬戸 ・美濃 系。

46 S K 12 捨　 鉢

2 6 ．2

（6 ．4）

体部 は上外 方 への び、口緑 部 は
直立 し、 下端 を若干拡 張 す る。

内面 に は 7 本単位 の条 線 を斜 め

に施 す。内 外面 と もロ クロナデ。

備前焼 。

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴 径

底径

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

47 S K 15

須恵 器

杯

平 らな底 部 にはハ の字状 に開 く 内外 面 とも ヨコナデ 調整 。底部

（2 ．6 ）

11 ．0

高台 が付 く。端 部 は外傾 す る平

面 を なす。休部 は上 外方 への び
る。

は回転 糸 切 り底 。

遺構 番号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

48 S K　 25

土師 質土 器

杯

10 ．2

3 ．0

5 ．2

ほぼ平 らな底部 から、休部 は内
湾 気味 に上 が り、端 部 を丸 く仕

上 げ る。

内外 面 ともロ クロナ デ。底 部 は
回転糸 切 り底。

49 ク ク

9 ．6

4 ．7

5 ．2

ノケ ケ

50 S K　 31
瓦質 土器

鉢

25 ．0

（5 ．2）

休部 は上 外方 への び、口 緑部 は

肥厚 す る。端部 は外 傾す る面 を
牽す 。

口緑 部 ヨコナ デ調整 。内面 ナ デ

調整 。外 面未調 整。

51 S K　 43

染　 付

皿

底部 は円 形 に削 り出す。 見 込 に2 条の 界線 と文様 。外面 透 明粕。

（1 ．8 ）

4 ．6

体部 は内 湾気 味 に上 が る。 に文様 と 2 条 の界線 。底部 に土
日痕 が残 存。

胎 土、灰 白色。
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挿 図番 号 遺構番 号 品　 種

口径

法 量　 器高

（cm ） 胴 径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

5 2 S K　 44 °
瓦質 土器

鍋

2 9 ．1

（5 ．7）

3 1 ．0

胴部 は内湾 して上 が り、 口緑部

は内傾 しての び、端部 は上 方 を
向 く凹面 をな す。

器面 は塔耗 が著 しく、調整 不明 。 胴 部下部 に煤

が付 着 す る。

53 S K　 5 8 土　 錘

全長　 2 ．6

直 径　 1 ．1

重量（g）6 ．9

瓦質の 土錘 で、 円筒形 を呈 し、

ほぼ 中央部 に直 径 4 mm の円孔 を
穿つ。

・表 面は摩耗 してい る。

挿 図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

54 S K　 64
弥 生土 器

壷

14 ．4

（6 ．1）

なめ らか に外反 す る口頸部。 端
部 両端 を若 干拡張 す る。

器面 は磨耗 が著 しく、 調整不 明。

55 ′′ ク
（3 ．2）

6 ．0

あ げ底 気味 の底部 。 外面 ナデ調 整。‾・内 面不 明。 下 胴部 か ら、

底 部 にか けて
黒 斑 あ り。

挿 図番 号 遺構 番 号 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

56 S K　 64

土師 質土 器

鉢

32 ．1
（7 ．7 ）

丸味 のあ る底 部 か ら、休 部 は上
外 方へ の 甲、ロ緑 部 は外傾 す る。

器面 は磨耗 が著 しく、 調整不 明。

57 ′′

染　 付
10 ．0 削 り出 し高 台。体 部 は内湾気 味

寸
見込 と口緑 内面 に 3 条 の界線 と 胎 土 、灰 白色 。

3．2 に上 が り、端 部 を細 く仕 上 げ る。 花文。 外 面 3 条 の界線。 見込 蛇 漆 つ ぎ を行 っ

1
皿

5 ．0
ノ臼状 粕ハ ギ。 て し　る。

呉須 の発色 は
よい。

挿 図番 号 遺構 番 号 器　 種

口径

法皇　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

58 S K　 66
弥 生土器

喪

28 ．4 くの字状 をなす 口緑部 。端部 に 口緑部 ヨコナデ調整 。外 面 ナデ

（5 ．0 ） 2 条 の擬凹線 文。 眉部 にはヘ ラ
‘状 原体 に よる刺突 文。

調整。 内面不 明。

挿 図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴 径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

59 S K　 6 8 ＝土亡笠

2 ．6 油壷 で 、頚部 は直立 し口緑部 で 外 面 に文様 あ り。全 面 に施 和 す

（3 ．3 ） 外 反す る。胴 部 はなだ らか に下

る。

る。

60 S K　 69 捨　 鉢

38 0
休部 は上外方 へゐび 、 口緑師 蔓 内面 に 9 本単位 の条 線 を全面 に 備 前焼。

（4 ：0 ） 肥 厚 され、 2 条の 凹線 を施す 。 施 す。 内外面 ともロ クロナデ 。

61 ′′ 碗

削 り出 し高台 。休部 は内湾気味 外 面 には回転 へ ラ削 りを施 す。 京焼系 。

（3 ．5 ）

5 ．1

に上 がる。 見 込蛇 ノ臼状粕 ハ ギ。

鉄 粕 を見込 中心 に施 軸す る。

62 ′′ 鉢

19 ．4 休 部 は上 外方 への び、 ロ緑部 は 口緑内面 か ら外面 にか けて施粕 褐色 軸。

（3 ．1 ） 水 平 にのび 、端部 を丸 く仕 上 げ

る。

す る。

ー　40　－



挿 図番 号 遺構 番 号 器　 種

口径

票 語霊　 形　　　 態

底径

文　 様　　　 手　 法 備　　 考

63 S K　 71

土師 質土 器
10 ．2 ほぼ平 らな底 部 か ら、休 部 は上 口緑部 ヨ コナデ。 内面 ナデ。外

2 ．7 外 方へ のび 、端部 を細 く仕上 げ 面未調整 。底部 に板 状圧 痕 が残

皿 る。 存 。

64 S K　 75

瓦質 土器

鍋

2 9 ．8

（6 ．0）

胴部 は内湾 気 味 に上 が り、 ロ緑

部 は外反 す る。
器 面 は磨耗 が著 し く、調整 不明 。

挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

6 5 S D　 l

弥 生土 器

・＝ヒ宜

17 ．3
（6 ．2）

ほぼ直 立 す る頸部 か ら、 口緑 部

は なめ らか に外 反 し、端部 は外
傾 す る平面 をなす。外 面 にパ ケ

状 原体 に よる文様 あ り。

口緑部 ヨコナデ 調整。 他 は不明。

66 ク ク

22 ．2 外 反 す る口緑 部。 端部 両端 を若 口緑部 ヨコナデ調 整。 内面 ナデ。

（7 ．3 ） 干拡 張 し、パ ケ状 原体 に よる刻

目を施 す。

調整。 外面パ ケ調 整。

67 ク ク
（6 ．2 ）

11 ．2

平 らな底 部 は立 ち上 が り、胴部
内湾 気味 に上 が る。

外面 へ ラ磨 き。他 はナ デ調整 。

68 ク

弥 生土 器

蜜

13 ．6 口緑 部 は胴 部 か ら屈 曲 しての び 口緑 部 ヨコナ デ調整 。他 はナ デ

（3 ．7） 端部 上端 を拡張 し、 4 条 の凹線

文 を施 す 。

調整 。

6 9 ク ク

19 ．6 くの字状 を なす口緑部 。端部 を 頸部直 下 よ りヘ ラ削 り。他 は不

（3 ．4） 若干拡 張 し2 条 の凹線 文 を施 す。 明。

7 0 ケ ク

19 ．0
（5 ．8）

口緑部 は胴 部 よ り短 く外反 し、
端部 に 2 条 の擬 凹線文 を施 す。

器面 は磨耗 が著 しく、 調整 不明。

7 1 ク ク
（3 ．4 ）

6 ．0

あ げ底 気味 の底部 。 外面 ナデ調整 。内 面不 明。

72 ク ク
（3 ．7 ）

7 ．0

平 らな底 部 。底部 は た ち上 がる。 内面ナ デ調整。 外面 不明 。

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴 径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

73 S D　 l
瓦 質土 器

鍋

2 3 ．2 胴部 は内 湾気味 に上 が り、口緑 口緑部 ヨコナデ調 整∩ 他 はナ デ

（3 ．6） 部 に至 る。 ロ緑 外面 に率状 の鍔
を貼付 す る。

調整 。

74 ク 痘　 鉢

33 ．8 休部 は上外 方へ のび 、口縁部 は 内面 に 7 本単 位 の条線 を部 分的 備前焼 。

（7 ．0） 直立 す る。 口緑準 部 を拡 張 す る。 に施 す。内外 面 ともロ クロナデ。

75 〃 ケ

25 ．7

（5 ．3）

ケ 内外 面 ともロ クロナ デ。残 存 部

が少 ない ため条線 不明 。
・ケ



挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

76 S D　 l

青　 磁

碗

12 ．6
（4 ．0）

休 部 は内湾 気味 に上 が り、端 部

を丸 く仕上 げ る。

外面 にへ ラ描 の雷 文 を施 す 。 青緑色 粕。

胎 土 、灰 白色。

77 ク ク

・15 ．0
（7 ．0）

〃
外面 にへ ラ描 の細 蓮 弁 文 を施 す。 濃緑色 軸。

胎土 、灰 白色 。

78 ノシ ク
（2 ．6）

4 ．8

削 り出 し高台。 高台 内面 を円形 に粕ハ ギ。 青緑色 粕。
胎土 、灰色 。

79 ケ

染　 付

碗

11 ．2

（3 ．9 ）

休部 は内湾 気味 に上 が り、口緑 見込 に 1 条の界線 。外 面 に 1 条 淡黄色 粕 。

部 で上外 方 を向 き、端部 を丸 く
仕上 げ る。

の界 線 と文様。 胎土 、灰 白色。

挿 図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

80 S D　 2

土師 器

杯

12 ．4

2 ．9

7 ．1

平 らな底 部 か ら、休 部 は上外方 口唇部 か ら内面 に か けてヨ コナ 内 面橙色 。

へ のび 、端部 を丸 く仕上 げ る。 デ 調整。 外面不 明。底 部 回転 へ

ラ切 り底 。

外 面 にぷ い橙
色 。

81 ク 一ケ

11 ．9

3 ．5

7 ．0

丸 味の あ る底部 か ら、休 部 は上 口唇部 か ら内 面 にか けて ヨうナ 内 面 にぷい橙
外 方へ のび 、端部 を丸 く仕上 げ デ調整 。外面未 調整 。底部 回転 色 。．外 面淡黄

る。 へ ラ切 り底。 虐色 。

82 ク ク

12 ．6

3 ．2

6 ．5

〃

内面 ヨコナ デ調整。 外面 不明 。
底 部 回転 へ ラ切 り底 。

内 面黄橙 色。
外 面捗 黄橙色 。

83 ・ケ

土師 器

皿

12 ．5
（1 ．7 ）

丸味 の ある底 部 か ら、体部 は斜 内外面 ともヨ コナデ薗整 。底部 内 外面・とも橙

め上方 へ短 く上 が り、端部 を丸
く仕上 げ る。

回転 へ ラ切 り底。 色 。

84 ク

須 恵器

杯　 蓋

（1 ．5）

平 らな天井 部 に擬 宝珠 形の つ ま

み がつ く。

器面 は磨 耗 が著 しく、 調整不 明。 内外面 とも灰

白色。

85 ク ク

12 ．4

（1 ．3）

平 らな天 井部 か ら、 口緑部 は ゆ

るや か に下 り、端 部で下 方へ屈
曲 さす。

天井部 は回転 へ ラ削 りの あ とナ

デ調 整。天 井部内 面 の一部 にナ
デ調 整。他 は ヨコナ デ調整。

一ケ

8 6 ク

須恵 器

杯

11 ．4

4 ．6

6 ．2

平 らな底部 には高 さ 4 m m の高台 内外 面 とも ヨコナデ調 整。底 部 内面 オリーブ

が付 く。端 部 は下方 を向 く平面
ををす。休 部 は上外 方へ のび、

口緑部 で外 反 す る。

は回転 へ ラー切 り底 。 灰色 。外面 暗

オリーブ灰色 。

87 ク ．ケ
（2 ．4）

8 ．2

平 らな底部 には高 さ 4 m m の高台

がイすく。端 部 はやや 内傾 す る平
面 を なす 。

・ケ

内面 灰 白色 。

外面 暗 オリー
ブ灰色 。

88 ケ ．ケ
（2 ．0 ）

9 ．8

平 らな底部 には高 さ4 mm の高 台 －

が付 く。 端部 は下方 を向 く平面

をなす。
〃

内外 面 とも灰

色。

89 ケ 〃

大型 の杯 で、平 らな底部 に は高 内底 面 のみナ デ調整 。他 は ヨコ 内外 面 とも灰

（3 ．7 ）

11 ．2

さ 6 mm の高台 が付 き、端部 は内

傾 す る平 面 をなす。 休部 は上外 ニ
方 を向 く。

ナ デ調整 。 白色 。焼 成不

良。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

90 S D　 2
須恵 器

杯

13 ．2 平 らな底 部 か ら、体 部 は上外 方

°

内 外面 ともヨコナ デ調整 。底部 内 外面 とも灰

2 ．7

8 ．0

へ のび 、端部 を丸 く仕上 げ る。 は回転へ ラ切 り底。 色 。

9 1 ク ケ

13 ．6

3 ．7

10 ．1

平 らな底部 から休部 は内湾 気味

に上 が り、端部 を丸 く仕上 げ る。
ロ緑部 を外 側 に曲 げた部分 が あ
る。

ノシ

内 面褐灰 色。

外 面灰色 。

9 2 ク ケ

12 ．4

3 ．8

休部 は上外 方へ の びる。端 部 を
丸 く仕 上 げ る。

内外 面 とも ヨコナデ 調整。 内外 面 と も青
灰色 。

93 ク ク

13 ．4

4 ．0

休部 は上外 方へ のび る。端部 を
細 く仕 上 げ る。

ク 内 面灰 白色 。
外面 育灰色 。

94 ク

須 恵器

皿

17 ．4

2 ．6

休 部 は上外 方へ短 くのび、 口緑
部 はや や外傾 し、 端部 を内方 に
曲げ る。

ケ
内外 面 とも灰

白色 。

95 〃 ク

17 ．0 丸 味の あ る底部 か ら、休 部 は短

・P

内底面 ナデ調 整。 口緑部 ヨコナ

・一1トニ
内 外面 とも灰

2 ．4

14 ．0

く上が り、 口緑 部 で外傾 し、端

部 は外傾 す る平 面 をなす 。

デ調整 。底部 は回転 へ フ切 り底 。 白色。

96 ク ク

17 ．8

1 ．9

15 ．0

平 らな底部 か ら、休 部 は上 外方

へ短 くのび る。端部 は細 く仕上
げる。

・ケ 〃

97 〃 ク

17 ．0

2 ．2

14 ．0

平 らな底部 か ら、休 部 は上 外方

へ短 くの び る。 端部 は丸 く仕 上
げる。

ケ 内外 面 と も灰
色 。

98 ク ク

18 ．0 丸味 の ある底部 か ら、休部 は短 内外 面 とも ヨコナデ 調整。 底部 内外 面 とも灰

（2 ．6）

15 ．0

く外 反 しての び、端部 を丸 く仕

上 げる。

は回転 へ ラ切 り底 。外 面 に火だ
す きとみ られ る痕 が あ る。

白色 。

99 〃 ク

2 5．．2
（2 ．3）

内湾 気味 にの びる休部 。端部 は

糸田く仕 上 げ られ る。
内外 面 とも ヨコナデ調 整。 内外 面 とも褐

灰色 。

挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径二

法量　 器 高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

100 S D　 2

土師 質 土器

鍋

20 ．6
胴 部 は内湾気 味 に上 が り、 その 口緑部 ヨ コナデ調整 。外 面 叩 目

（4 ．2）

（23 ．0 ）

事ま口緑部 に至 る。 口緑外 面に

鍔 が うて 。

が残存 。内面 ナデ調 整。鍔 は粘

土 紐 を外へ のば してつ くる。

10 1 ノシ

青　 磁

碗

（1 ．6 ）

4 ．4

削 り出 し高台 。休部 は内湾 気味
にの びる。

見 込円形 に宥由ハ ギ。 見 込 か ら外 面 ．

にか けて青緑
色 粕 がか かる。

挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴 径

底径

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

102 S D　 3

弥生土 器

鉢

16 ．0

（14 ．7）

休部 は上 外方へ やや 内湾気 味 に

上 が り、 端部 を細 く仕 上 げ る。
器 面 は磨耗 が著 し く、調 整不 明。 下胴 部 に黒斑

あ り。焼 成不
良 。
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挿図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴 径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

103 S D　 3
瓦 質土 器

鍋

2 9 ．4

（3 ．4）

胴部 は内湾 して上 が り、 その ま

ま口緑 部‘に至る。 口緑外 面 に粘
土紐 を貼付 し鍔 をつ くる。

器 面は磨耗 が著 しく、調整 不明 。

104 ケ ク

2 1 ．2
（5 ：4）

胴 部 は内湾 して上が り、 口緑 部
は外傾 しての び、端部 は外傾 す

る凹面 を有 す る。

一ケ

10 5 ク ク

15 ．4
（5 ．0 ） ′シ

一シ

106 〃

瓦 質 土器

鉢

29 ．8
（2 ．6 ）

口緑 部 は上外 方へ の び、端部 は
外傾 す る平 面 を有 す る。

口緑部 ヨ コナデ調整 。他 は不 明。

107 S D　 5

瓦 質土 器

鍋

16 ．0

（5 ．8 ）

胴部 は内湾 して上 が り、 ロ緑部

は外傾 して のび、端 部 は外傾 す

る平面 を なす。

ケ

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴 径 ・

底径

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

108 S D　 7

弥 生土 器

婆

（3 ．1）

3 ．8

あげ底の底 部。 底部 は大 きく立

ち上 が る。

器 面は磨耗 が著 し く調整不 明。

挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法 皇　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

109 S D　 7 皿

13 ．4

（2 ．8）

休部 は内湾 気味 に上 が り、その

まま口緑部 に至 る。端 部 は丸 く
仕上 げ られ る。

全面 は 白色 粕 がかか る。 （白磁 ） 伊 万里 系。

110 S D　 9 香　 炉

12 ．0
休部 は直立 してのび 、その ま ま 内面 ロ クロナデ。 口緑部 か ら内 黄橙色 軸。

（6 ．5） 口緑部 に至 る。端 部 を内方へ 拡
張 す る。

面 にか けて施 粕。 瀬 戸 ・美濃 系。

挿 図番 号 遺構 番 号 器　 種

口径

法皇　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

1 11 S I） 11
土 師器

皿

14 ．6

（2 ．1）

丸味 のあ る底 部 か ら、休 部 は斜

め上方 へ短 くの び、 口緑 部で外
傾 す る。端部 は丸 く仕上 げ られ

る。

内面 ヨコナ デ調整 。外面 不明 。 内 外面 とも橙
色 。

挿 図番 号 遺構 番 号 器　 種

口 径

法量　 器高

（cm ） 胴 径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 廟　 考

112 S E　 l 車

27 ．0
（17 ．6）

胴部 は内反 して上 が り、口緑部

に至 る。 ロ緑部 は形骸 化 した N
字 白線 をなす。

内 外面 ともヨコナ デ調整 。 常滑 焼。

113 ケ 小　 杯

7 ．6 削 り出 し高台。 休部 は上外 方へ
°

外面 にもみ じの文様 と3 条 の界 伊万 里系 。

5 ．7

4 ．6

の び、端 部 を細 く仕 上 げる。 線 を施 す 。畳 付 は軸ハ ギ。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

114 S E　 l 香　 炉

11 ．4 体部 は上外 方へ のび 、そ の まま 外 面に 2 条 の界埠 と文 様 を施 す。 伊 万里 系。

（4 ．9） 口緑 部 に至る。 端部 内面 を内方

へ拡 張す る。

口緑部 と外 面 に施 粕 す る。

115 ク 士
笠

3 ．4
油壷 で、頸 は細 く、 口緑 部 は外 外面 に草花 文。 口縁 部 か ら外 面 ・ケ

（4 ．6） 反す る。胴 部 は下 方へ ひ ろが る。 にかけて施粕 す る。

116 ク 碗

1 1 ．0

（4 ．2）

丸腕 で、体部 は内 湾気 味 に上 が
り、端 部 で外 反 する。

内外 面に緑粕 を施粕 す る。 瀬 戸 ・貴 漉 系。

117 ク ク

12 ．0

（3 ．4 ）

休 部 は内湾 気味 に上が り、端 部 ・

を丸 く仕 上 げ る。
見込蛇 ノ臼状 粕ハ ギ。 （青緑 皿） 青緑粕 。

唐 津系 。

1 18 ク ク
（2 ．0 ）

4．・4

削 り出 し高台 。休部 は内 湾気 味

に上 がる。
一ケ ・ケ

1 19 イ′ ノシ
（2 ．2 ）

4 ．4

削 り出 し高台 。休部 は内湾 気味

に上 がる。休 部下部 に回転 へ ラ
削 りを行 い、 その上 に指頭庄 痕

を等 間隔に施 す。

見込 か ら外面 に かけて施 粕。 唐津 系 。

120 一ケ 鉢
（4 ．0 ）

11 ．2

削 り出 し高台 。体部 は内湾 気味

に上が る。

畳付 和ハ ギ。全 面 に施 粕 。 ク

12 1 ケ 捨　 鉢

36 ．2 休部 は上 外方 への び、口緑 部 を 内面 に 7 本単位 の条線 をや や間 備 前焼。

（5 ．0 ） 肥厚 させ 、外 面 に 2 条の 凹線 を
施 す。

隔 をあ けて施す 。内外 面 早 クロ

ナ デ。

122 ケ ク

31 ．6

（3 ．9 ） ク

内 面全面 に11本 単位 の条線 を施

す。 内外 面 ロクロナ デ。
ケ

123 ク ケ

21 ．4 休部 は内湾 気味 に上 外方 への び 内 面全面 に約 9 本単位 の条 線 を 〃
（8 ．2） ロ緑 部 は直立 す る。 施 す。外 面回転 へ ラ削 り。 他 は

ロ クロナデ。

124 一ケ 碗

11 ．4

（4 ．8）

休部 は上 外方 へ内湾 気味 に上 が

り、端部 を丸 く仕上 げ る。
内外 面 に施 粕す る。 京焼 系。

125 〃 ク

削 り出 し高台。 休部 は内湾 気味 全面 に施粕 。畳付 和ハ ギ。 高台 黄色粕 。

（3 ．0）

4 ．6

に上 が る。 内の 削 りが深い。 京焼 系。

126 ノシ 〃
（2 ．8）

5 ．3

〃 〃
京焼 系。

127 S P　 l
瓦 質土器

鉢

17 ．2 丸味 のあ る底 部 か ら休部 は上 外 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ調 整。

（4 ．4 ） 方へ た ち上 が り、端部 は上方 を
向 く凹面 を‾なす。

外 面未 調整 。

128 ク 碗

削 り出 し高 台。休 部 は内湾気 味 休 部外 面下 部回転 へ ラ削 り。見 京焼 系。

（3．5 ）

4 ．8

に上 が る。 込 から外面 にか けて施粕 。



挿 図番 号 遺構 番 号 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴 径

底径

形　　　　　　　 態 ヌ　 様　　 手　 法 備　　 考

129 S P　 2

土 師質 土器

杯

11 ．0

3 ．4

4 ．0

ほぼ平 らな底 部 か ら、休部 は内

湾 気味 に上 外方へ の びる。端 部
は丸 く仕上 げ る。

内外面 ロ クロナ デ。底部 回転 糸

切 り底 。内 面 にロ クロ目が残 る。

130 ク ク

9 ．8

4 ．4

5 ．8

ほぼ平 らな底 部 か ら、体部 は上

外 方へ の び、端部 を丸 く仕上 げ

る。

器面 は磨耗 して いて、調 整不 明。

13 1 ク ・ケ

10 ．1

4 ．5

7 ．8

平 らな底部 か ら、休部 は内湾 気
味 に上 が り、端部 を丸 く仕上 げ

る。

ロ緑 部 ヨコナデ。他 はナデ調 整。

底 部 は回転糸 切 り底 。

13 2 ク

土 師質 土器

皿

10∴2

2・．3

6 ．5

平 らな底 部 か ら、休部 は短 く立

ち上 が り、端 部 を丸 く仕 上 げ る。

内外面 ともロ クロナデ。 底部 は、

回転糸 切 り底 。

13 3 P　　 l 皿

20 ．0
休 部 は上外 方へ のび 口緑 部 で短 内外面 に施粕 。 口緑 内 面に文 様 伊 万里 系。

（3 ．3 ） く外反 す る。端部 は丸 く仕上 げ
られ る。深皿 で あ る。

あ り。

134 P　　 2

土 師質 土器

皿

10 ．8 ほぼ平 らな底 部 か ら、休部 は上 器面 は磨耗 が著 し く、調 整不 明。

2 ．6

3 ．0

外 方へ の び、端部 を細 く仕上 げ

る。

手づ くね。

135 P　　 3
土師質 土器

小　 皿

6 ．6

1 ．6

丸味 の ある底部 か ら、休部 は内

湾 気味 に上 が り、端部 を細 く仕
上 げる。

ケ

136 P　　 4
土 師質 土器

皿

14 ．0

3 ．0

7 ．0

ほぼ平 らな底部 か ら、休部 は上
外方 への び、端部 を細 く仕 上 げ

る。
イ′

137 P　　 5 ク

12 ．6 やや 丸味 の ある底 部 か ら、休部 口緑 部 ヨコナ デ調 整。 内面 ナデ

2 ．7 は内湾 気 味 に上 が り、端部 を細

く仕 上 げる。

調整 。外 面未調整 。

138 P　　 6 碗

9 ．0
（2 ．9）

休部 は内湾 気味 に上 が り、端部

を細 く仕上 げ る。
全面 に施粕 。 青緑色 粕。

京焼系 。

139 P　　 7
瓦 質土 器

鍋

15 ．6

（6 ．6）

胴部 は内湾 気味 に上 が り、口緑

部 は外傾 す る。端 部 は外傾 す る
平面 をな す。

口緑 部 ヨコナデ調 整。 内面 ナデ

調整 。外面 不明。

140 P　　 8

土師 質土器

鉢

18 ．8

4 ．7

15 ．6

ほぼ平 らな底部 か ら、体部 は上 ロ緑部 ヨコナデ 調整。他 はナデ 底 部に は部分 的

外方 へ のび、端 部 を丸 く仕 中 げ
る。

調整 。 に煤 が付着 する。

14 1 ケ 皿

9 ．2

2 ．7

削 り出 し高台。 休部 は内湾 気味 見込 に胎 土 日が残 る。 見込 か ら 緑色 柚。
に上 が り＼端部 を丸 く仕 上げ る ＝ 外面 に かけて施 粕 。休部 下部 に

回転 へ ラ削 り。
唐津 系。

142 P　　　 9

瓦質 土器

鍋

12 ．4

（3 ．0）

外傾 す る口緑部 。端 部 は外 傾す

る凹 面 を なす。

口緑 部 ヨコナ デ調整。 内面 ナデ
調整 。外 面未調 整。

143 ク ク

17 ．4

（3 ．7 ）

外傾 す る口緑部 。端 部 は外傾す

る平 面 をなす。

内 面 ヨコナデ調 整。外 面不 明。
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挿 図番号 遺構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

144 P　 lO
土 師質土 器

皿

12 ．4 丸味 の あ る底 部 か ら休 部 は内 湾
ノ＝l・

ロ緑部 ヨコナ デ調整 。内 面ナ デ

3 ．7 ヌ1味 に上 が り、端 部 を丸 く仕 上

げる。

調整 。外 面未調 整です旨頭庄 痕 が
残 る。

145 ケ ク

13 ．0

3 ．1

7 ．9

ほぼ平 らな底 部 か ら、休 部 は内
湾気 味 に上 が り、 端部 を丸 く仕
上 げ る。

ク

146 P　 ll 碗

削 り出 し高台 。休 部 は内湾気 味 休部 下部 に回転 へ ラ削 りを施す 。 青緑 色粕 。

（3 ．5）

4 ．4

に上 が る。 見込 か ら外 面 にか けて施粕 。 胎 土、灰 白色 。

伊 万里系 。

147 P　 12 土　 錘

全長 4 ．4

直 径 1 ．1

重量 （g）8 ．9

土 師質 の土錘 で円 箇形 を呈 し、

ほぼ中央 部 に直径3 ．5 mm の 円 孔
を穿 つ 。

表面 は磨耗 してい る。

挿 図番号 遺埴番 号 器　 種

口径

法 量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

148 P　 1 3
弥 生土器

婆

17 ．0 くの字 を なす口緑部 。端 部 は ヨ 口緑 ヨコナデ調 整。他 はナデ調

（‘3 ．6） コナデ に よ り拡 張 す る。 整。

第6表　遺構出土石器観察表

挿 図番号 遺 構番 号 品　 種

最 大量

計測値　 最 大幅

（cm 、g ） 最 大厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備 r　 考

14 9 S D　 2 石　 斧

4 ．0

2 ．7

1 ．7

22 ．0

泥　　 岩

柱状 片刃石 斧 であ り、刃部 は一 方 か ら
斜 め に研 ぎだされ てい る。先端 部 が約
％ しか残存 してい ない ため大 き さは不

明。

15 0 S K　 29 ク

10 ．2

4 ．2

1 ．7

120 ．0

玄武岩 質岩

（緑色岩 ）

両 刃石斧 で、 刃部 は両面 か らつ く りだ

‘されて いる。 表面 には調整 の時 の弱 い
敲打 痕 が残 る。断面 は楕 円形 を呈 す。

ほぼ完 形。

15 1 S D　 2 ケ

10 ．2

6 ．9

2 ．6

3 10 ．0

蛇 紋 岩

両 刃石斧 で あるが、主 に片 面 か ら刃 部

が大 き く研 ぎだ され て いる。 刃部 は磨
滅 し、丸 くなって いる。 全面 に高真打痕
が残 る。

152 S D　 l ク

5 ．3

1 ．2

0 ．7

6 ．9

頁　　 岩

小型 石斧 で、両 刃 とな って いる。 刃部 は
は両 面 か ら斜 めに研 ぎだ され て いる。

部分 的 に敲打痕 が残 る。

153 S D　 3 叩　 石

11 ．7

3 ．7

1 ．8

85 ．0

細粒 砂岩

棒状 を呈 す るもので 断面 は楕 円形 を呈

してい た とみ られ る。両端 部 に敲打痕 が
が残 る が大部分 は欠損 してい る。

15 4 S K　 29 ケ

12 ．0

3 ．6

2 ．9

2 05 ．0

〃

棒状 を呈 す るもので 、断面 は 楕円形 を

呈す 。両端 部 に敲 打痕 が残 る。

15 5 ク ク

11 ．6

4 ．6

2 ．9

2 25 ．0

ク

棒状 を呈 す るもので 、断面は 三 角形 を
呈す 。両端 部 に弱 い敲 打痕 が残 る。
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

最大 長

計測 値　 最大 幅

（cm ．g） 最大 厚

畢　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

1 56 S K　 2 9 叩　 石

11．6

5．1

3．2

28 0．0

細粒 砂岩

棒 状 を呈す る もの で断 面は菱形 を呈 す。

両端部 に弱 い敲打痕 が残 る。

157 S P　 l 〃

12．8

6 ．0

3．2

3 88 ．0

〃

棒状 を呈 す るもので 、断 面を楕 円 形 を
呈 す 。両端 部 に弱い敲 打痕 が残 る。

158 P　 14 磨　 石

9．5

8．3

3 ．3

375 ．0

中粒砂 岩

河原 石 を使用 した もめで 、全．面を研 磨

す．るこ敵面 は楕円 形 を呈 す。

159 P　 15 石 包丁

4 ．0

3 ．5

0 ．8

13 ．8

千 枚 岩

直線 刃形態 を呈す る もの で、 刃部 は主

に片面 か ら斜 め に研 ぎ出 され てい る。　 ‾＿l
紐穴 は 1 個 残存 。全 面 を研 磨 してい る。I

‾－‾‾1

S E　 l 〃

6 ．8

・ケ

半月形直 線 刃形態 を呈す る もので、 刃

160
4 ．6

1．2

34 ．0

部 は両 面か ら斜 め に研 ぎだ されて いる。
全 面 に剥 離痕 が残 る。

161 S K　 4 砥　 石

7 ．4

2 ．2

2 ．3

64 ．5

細粒砂 岩　 －

小 型の砥 石で 、 3 面 を使 用 してい て、
中央部 がやや 凹ん でい る。

162 S E　 l ク

8 ．9

3 ．8

3 ．4
i92 ．0

ク

箱 形 を呈 す る もの であ るが側 辺部 は欠

損 す る。 2 面 を使 用 してい る。

163 S K　 64 ク

14 ．5

6 ．8

5．4

7 10．0

ク

4 面 を使 用 して いて、使 用度 の激 しい

面は 中央 部 が凹ん でい る。

164 ． P　 16 ク

15．0

6 ．6

8．3

10 27 ．0

ク

断面三 角形 を呈 し、‘各 面 を使 用 してい

る。

165 S K　 4 8 〃

1 1．4

9．9

7 ．3
1295 ．0

ク

断面四 角形 を呈 し、各 面 を使 用 してい

る。側 辺部 と 1 面 に疎打痕 が残 る。

166 ク 石　 臼

復元 径　 27 ．0

高　 さ ．7 ．0

重量　 2180 ．0

中粒砂 岩

上目で 上面 は かな り欠損 して いる。摺
目は非 常 に シャー プであ る。

167 S D　 l 不　 明

10 ．4

3 ．7

2 ．7

162 ．0

細粒砂 岩

棒状 を’な すもので 約％が 欠損す る。 先

端 部は幅 広 につ くられて い る。 また、

表 面は火 を受 け赤 く変色 して い る。

168 S K　 66 玉

1．5

0．8

0・早

1 ．2

ガ ラ　 ス

ガラス玉 として はや や長 い筒状 を呈 し、

断面埠 円形 を‾なす。 ほぼ 中央部 に直 径
約 1・5m mの円 孔 を穿 つ。 全体 にい びつ

であ る。

169 S D　 l ク

長　 さ　 0．2

径　　　 0．3
孔 の径　 0 ．1

重　 量　 0 ．0 1

ク

扁再 な玉 で 両端 から円孔 を穿つ 。 白色 。

170 ク 〃

長　 さ　 0 ．3

径　　　 0 ．4

孔の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．01

ク

イ′ 〃

－　48　－



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値 値 最 大 幅

（c m ．g ） 最 大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

1 7 1 S D　 l 玉

長　 さ　　 0 ．3

径　　　 0 ．5

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．0 3

ガ　 ラ　 ス

扁 平 な 玉 で 両 端 か ら 円 孔 を 穿 つ 。 白 色 。

1 7 2 ク ク

長　 さ　　 0 ．2

径　　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．0 1

ク

ク

ク

1 7 3
ク ク

長　 さ　　 0 ．2

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．0 2

ク

ケ

ク

1 7 4 ク ク

長　 さ　　 0 ．2

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．0 1

ク

イ′

ク

1 7 5 ク ・ケ

長　 さ　　 0 ．2

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．0 2

ク

・ケ

ク

1 7 6
〃 ク

長　 さ　　 0 ．2

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．0 3

ケ

ノケ

ク

1 7 7 ク ク

長　 さ　　 0 ．2

径　　　　 0 ．3

孔 の 径　 0 ． 2

重　 量　 0 ．0 2

ク

一ケ

ク

1 7 8
ケ 〃

長　 さ　　 0 ．2

径　　　 0 ．3

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．0 2

ケ

ク

一ケ

1 7 9 ク ク

長　 さ　　 0 ．4

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ． 1

・ケ

ほ ぼ 球 体 を な し 、 両 端 か ら 円 孔 を 穿 つ 。 緑 色 。

1 8 0
ク Jシ

長　 さ　　 0 ．3

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．1

ク

扁 平 な 玉 で 両 端 か ら 円 孔 を 穿 つ 。

ク

1 8 1 ク ク

長　 さ　　 0 ．3

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．1

ク

〃

ク

1 8 2
ク ク

長　 さ　　 0 ．3

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．1

ク

〃

ク

1 8 3
ク ク

長　 さ　　 0 ．3

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．＿4

ク

ク

一ケ

18 4 ク ク

長　 さ　　 0 ．3

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．0 4

ク

一ケ

ク

18 5 ク ク

長　 さ　　 0 ．3

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．0 4

ク

〃

ク



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値　 最 大 幅 ・

（cm ．g ） 最 大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

1 8 6 S D　 l

l

玉

長　 さ　　 0 ．3

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．0 3

ガ ラ　 ス

扁 平 な玉 で 両 端 か ら円 孔 を穿 つ 。 緑 色 。

1 8 7 ク ク

長　 さ　　 0 ．3

径　　　 0 ．4

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．0 4

ク

〃 ク

1 8 8 ク ク

長　 さ　　 0 ．2

径　　　 0 ．5

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．1

〃

ケ ケ

1 8 9 ケ ク

長　 さ　 0 ．4

径　　　 0 ．5

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．1

ケ

や や 丸 味 の あ る 玉 で 両 端 か ら 円 孔 を 穿

つ 。

‘紫 色 。

1 9 0 ク ク
t

長　 さ　　 0 ．4

径　　　 0 ．5

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0．1

ク

一ケ ク

1 9 1 〃 ク

長　 さ　 0 ．4

径　　　 0 ．5

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0．2

〃

〃 一ケ

1 9 2 ケ ケ

長　 さ　　 0 ．3

径　　　 0 ．5

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．1

ク

ク ク

1 9 3 ク ク

長　 さ　 0・3

径　　　 0．5

孔 の 径　 0．2

重　 量　 0．1

ク

ク ク

1 9 4 ク ク

長　 さ ．0 ．4

径　　　 0 ．6

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．1

ク

ク ク

1 9 5 ク ク

長　 さ　 0 ．3

径　　　 0．6

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．1

ケ

ク ク

1 9 6 ク ケ

長　 さ　 0 ．3

径　　　 0 ．5

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0．1

ク

〃 〃

1 9 7 ク ク

長　 さ　　 0．5

径　　　 0 ．5

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．1

〃

ク 一ケ

1 9 8 ク ク

長　 さ　 0 ．4

径　　　 0 ．5

孔 の 径　 0 ．2

重　 量　 0 ．9

ク

ク ク
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第7表　遺構出土木器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大量
計測値　 最大幅

（cm、g ） 最大厚
重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

199 S K　20 不　 明

l

29．5
9．8

2．0
杉

板状に加工 したもので節が残っている。
底面から出土したので、棺の板の可能
性 もあるが明確ではない。
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Loc．34B

1．位置と調査経過

Loc・34Bは、空港拡張範囲の北西端部から北へ延びる水路と、道路新設工事に伴う調査区で

ある。調査は、Loc．34Aと同時に行われ、調査区は、長さ45m、幅5mの細長いトレンチ状で

ある。調査方法としては、狭長な調査区であったので、当初より全面発掘を行った。その結果、

弥生時代中期の土拡および中～後期の遺物を出土する自然流路と、近世一近∵現代の土拡、溝、

ピットを検出した。調査区の字名は横手と呼ばれており、調査面積は216nf、調査期間は昭和

56年11－12月の約1か月間であった。

2．調査概要

Loc・34Bから検出された遺構は、土堪、溝、ピットである。その配置は、ほぼ全面に散在し

ているが、中央部には、弥生時代の自然流路が存在しており、みられなかった。遺構番号は、

Loc．34Aから続いており、土肱はSK76－93の17基、溝はSD13・14の2条、ピットは30個前

後が検出された。遺構の中で、土堪、溝からは、近～現代の陶磁器片が出土しており、中世の

ものは存在しない。ピットからは、若干の土師質土器片が出土しており、中世と考えられるが、

図示できる遺物はみられなかった。

3．層序と出土遺物

Loc．34Bの基本層序は次の通りである。

第工層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　茶褐色粘質土層

以上のように、第Ⅲ層茶褐色粘質土層が、遺構検出面であり、弥生時代の遺構と同一面で、

中一近世の遺構が検出されている。このような遺構検出状況からみれば、弥生時代編で述べた

とおり、中世以降に削平があったことが判明している。また、第Ⅲ層中からは、若干の弥生土

器片に混じり、土師質土器片および、近一現代の陶磁器片が出土しているが、図示できるもの

はなかった。

4．遺構と遺物

土拡

S K76～83

SK76－83は、調査区の中央部にみられる弥生時代の自然流路の南に位置しており、散在し
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検出された。検出面は第Ⅲ層茶褐色粘質土層である。

S K76－80の平面形は楕円形および不定形であり、断面形は逆台形を呈している。埋土は、

灰色粘質土である。SK77はSK76に切られており、また、SK78は調査区の壁にかかってい

る。S K81－83は、いずれも調査区の壁にかかっており、全体は不明であるが、方形を呈して

いると考えられる。時期は前述のとおり、近一現代であり、図示できる遺物はみられなかった。

SK84～93

SK84－93は、調査区の中央部にみられる自然流路の北に位置しており、散在し検出された。

検出面は第Ⅲ層茶褐色粘質土層である。

SK84・86－88・92の平面形は、楕円形および不定形であり、断面形は逆台形を呈している。

埋土は灰色粘質土である。SK84は自然流路北壁にかかり、4－5個の土堰が切りあっており、

不明瞭である。またSK87はSK86に切られており、SK92はSK91に切られている。SK85・

89－91・93の平面形は方形であり、断面形は逆台形を呈している。埋土は灰色粘質土である。

S K90はS K89に切られており、S K91はSK92を切っている。出土遺物はほとんどみられな

かったが、S K91の底面には10－20cmの礫が東半部全面にみられ、また、SK93の底面には長

径約36cmの礫が西壁ぞいに2個存在し、墓肱と考えられる。

溝

S D13・14

SD13・14は、調査区の南半部に位置しており、重複し検出された。検出面は第Ⅲ層茶褐色

粘質土層である。

SD13は、L字状をしており、西端部は調査区にかかっており、北端部はSD14に重複して

いる。幅は約1．20m、深さは0．20mを測る。底面には、長径20～30cmの礫がみられた。SD14

は東西方向の溝であり、東西端部ともに調査区にかかっており、さらに延びている。幅は0．36m、

深さ0．15mを測る。埋土はSD13・14ともに灰色粘質土であり、重複しているが新旧関係は不

明である。出土遺物は若干の陶磁器片がみられ、近一現代である。

5．まとめ

Loc．34Bにおいて検出された遺構は、土肱、溝、ピットであるが、土肱、溝はいずれも近－
－

現代の陶磁器片を出土しており、中世の遺構とは考えられなかった。ピットについては、土師

質土器片が出土しており、中世と考えられるが断定はできない。

土肱の大半は、出土遺物もなく性格不明であるが、SK91・93は、底面に礫がみられ、墓肱

と考えられ、他つ方形の土肱、SK79・81－83・85・89・90なども同じく墓肱の可能性が認め

られる。溝は、SD13・14ともに土拡と同じく近一現代と考えられるが性格は不明である。
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第8表　土拡計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 3 3 図 S K　 76 楕 円 形 （1 ．60 ） 1 ．43 0 ．78 N － 64 0－ W 逆　 台　 形

ク S K　 77 不 定 形 1 ．6 5 （0 ．68 ） 0 ．15 N － 63 0－ W ク

ク S K　 78 ク 2 ．0 5 1 ．30 0 ．72 N － 4 3 0－ E ク

ク S K　 79 楕 円 形 1 ．4 5 1 ．05 0 ．27 N － 71 0－ E ク

〃 S K　 80 ク 1 ．10 0 ．93 0 ．15 N － ．10 0－ E ク

ク S K　 81 不 定 形 1 ．0 1 （0 ．4 5） 0 ．48 N － 75 0－ W ク

第 3 4 図 S K　 82 ク （1 ．1 9） 1 ．2 5 0 ．30 N － 68 0－ W ク

ク S K　 83 ク 1 ．5 5 （0 ．5 9） 0 ．54 N － 58 0－ E ク

ク S K　 84 ク 4 ．3 5 1 ．6 6 0 ．56 N － 19 0－ E ク

ク S K　 85 長 方 形 2 ．2 0 0 ．7 8 0 ．39 N － 66 0－ W ク

ク S K　 86 円　 形 1 ．15 1 ．0 5 0 ．29 N － 66 0－ W ク

ク S K　 8 7 不 定 形 0 ．8 1 0 ．3 9 0 ．07 N － 66 0－ W ク

〃 S K　 8 8 楕 円 形 （1 ．20 ） 0 ．9 4 0 ．1 6 N － 1 50－ W ク

第 35 図 S K　 8 9 長 方 形 1 ．65 （1 ．10） 0 ．24 N － 6・90－ W ク

〃 S ・K　 9 0 ク （1 ．55 ） 0 ．8 1 0 ．2 5 N － 2 00－ E ク

ク S K　 9 1 ク 2 ．19 1 ．30 0 ．5 3 N － 6 50－ W ク

ク S K　 92 不 定 形 1 ．90 （1 ．03 ） 0 ．7 5 N － 2 10－ E ク

ク S K　 93 長 方 形 （1 ．80 ） 1 ．12 0 ．3 9 N －　 8 0－ E ク
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3．Loc．35A

J



Loc．35A

l．位置と調査経過

Loc・35Aは、田村遺跡群の北西端部に位置する。従来西見当遺跡と呼ばれている部分である。

本調査は、高知空港拡張工事に伴う周辺整備事業の一環として行われた道路拡張工事に係るも

のである○そのため、道路北側拡張部分のみトレンチを設定し調査を行った。

2．調査概要

Loc・35Aは、トレンチ調査であるため便宜的に西端から、Aトレンチ、Bトレンチ、Cトレ

ンチと名称する。Aトレンチでは、弥生時代の土拡5基、自然流路、ピット群と近世の井戸を

検出した0弥生時代の遺構は、『弥生編』で説明を加えている。B・Cトレンチでは、近世の

土拡10基、溝4条を検出した。中世の遺構、遺物は認められず、全体的に撹乱が著しい。

調査は、昭和56年度12月12日から1月7日の間に実施し、最終的な調査面積は222I正である。

3．層序と出土遺物

調査区において認められた基本層序は以下の通りである。

第I層　耕作土

第I層　茶灰色粘質土層

第Ⅲ層　黄褐色粘質土層

Bトレンチでは、第工層を除去した段階で遺構を検出した。第I層の耕作土中より、1－12、

17の遺物が出土した。遺物は、須恵器杯（1）、伊万里系皿（2）・紅猪口（3）・碗（4）・仏

飯器（5）、奈半利焼碗（6）、備前焼措鉢（7、8、12）、奈半利焼皿（9）、瀬戸・美濃系蓋

（10）、産地不明の碗（11）、寛永銭（17）である。Aトレンチ、Cトレンチにおいても、第工

層中より近世陶磁器類が出土しているが、細片で実測不可能である。

4．遺構と遺物

土拡

S K6

SK6は、Bトレンチの西端部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は、細長い溝状の長方形を呈する。規模は、西端が調査区外になるため全形は不明だ

が、検出した範囲で、長径2・88m、短径0・60m、深さ0．20mを測る。壁は急傾斜で立ち上がる。

底面は、平坦で標高7・12mを測る○埋土は灰茶色シルトである。出土遺物は皆無である。
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S K7

SK7は、Bトレンチの西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は長方形を呈する。規模は、長径2．35m、短径1．05m、深さ0．23mを測る。長軸方向

はN－680－Wである。壁は急傾斜で立ち上がり、断面形は逆台形状を呈する。底面は、平坦

で標高7．52mを測る。埋土は灰茶色シルトである。出土遺物は皆無である。

S K8～H

SK8－11は、Bトレンチの中央部やや西部に位置しており、互に切り合い関係にあるので

一括して説明を行う。

SK8は、SKlOを切って存在し、大部分がトレンチ外になる。円形を呈する土拡である。

埋土は灰茶色シルトである。出土遺物は皆無である。SK9は、SKlO・11を切って存在する。

SK8と同様の円形を呈する土拡である。規模は、直径1．1mを測る。底面は、幅0．1m程の溝

が周囲を巡る。桶状のものを埋めこんだ跡と考えられる。埋土は灰茶色シルトで、遺物は13の

陶器が出土している。SKlOは、不整形の土肱でSK8・9に切られており、北壁はトレンチ

外に延びている。埋土は灰色粘質土で、出土遺物は皆無である。SKllは、SK9・10に切ら

れており、また、南側は近代の撹乱で破壊されている。平面形は長方形を呈する。埋土は灰色

粘質土で、出土遺物は皆無である。

S K12

SK12は、調査区のBトレンチの中央部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

北側は、トレンチ外に延びるため、全形、規模は不明であるが、平面形は方形を呈するもの

と考えられる。規模は、検出した範囲で長径2．73m、短径1．35m、深さ0．32mを測る。壁は急

傾斜で立ち上がる。底面は、平坦で標高7．17mを測る。埋土は暗白色砂質土である。出土遺物

は皆無である。重複関係はSK13を切っている。

S K13

SK13は、Bトレンチの中央部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

北側はトレンチ外で、西部はSK12に切られているため全貌は不明だが、平面形は円形を呈

するものと考えられる。壁は急傾斜で立ち上がる。底面は、平坦で標高8mを測る。埋土は茶

褐色粘質土である。出土遺物は皆無である。

h l

．

」

－

S K14

SK14は、Bトレンチの東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

北側はトレンチ外になるため、全貌は不明だが、平面形は楕円形を呈するものと考えられる。
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規模は、東西が1．90m、深さ0．45mを測る。壁は急傾斜で立ち上がるが、西壁は段を有する。

底面は、平坦で標高7．10mを測る。埋土は黒褐色粘質土である。出土遺物は皆無である。

S K15

SK15は、Bトレンチの東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は不整円形を呈する。規模は、直径1．60m、深さ0．35mを測る。壁は垂直に近く立ち

上がり、断面形は箱形を呈する。底面は、平坦で標高6．98mを測る。埋土は茶灰色粘質土であ

る。本土肱の底面東部に、10－20皿大の河原石が投棄されていた。出土遺物は皆無である。重

複関係はSD3を切っている。

S DI

SDlは、Bトレンチの中央部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

南北に走る溝であり、北側はトレンチ外に延びている。規模は、幅0．45－0．60m、検出長

1．30m、深さ0．2mを測る。底面の標高は7．10－7．20mを測る。埋土は、暗褐色粘質土である。

底面に10－20cm大の河原石が敷きつめられている。遺物は、14の伊万里系紅猪口が出土してい

る。重複関係はS D2を切っている。

S D2

SD2は、Bトレンチの中央部から東部にかけて位置する。第I層を除去した段階で検出し

た。

SKlO・11に切られた地点から始まり、SK14の地点で一旦終結し、SK15の所でまた始ま

っている。規模は、幅0．30－0．60m、深さ0．10－0．40m、長さ13．60mを測る。底面の標高は

6．90－7．20mを測り、断面形は逆台形状を呈する。埋土は茶褐色粘質土である。遺物は、16の

五輪塔の空風輪が埋土上層から出土している。重複関係は、SKlO・11とSDlに切られてい

る。

S D3

SD3は、Bトレンチの東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

南部はSK15に切られており、北側はトレンチ外に延びるため、全貌は不明である。検出し

た範囲の規模は、幅0．80m、撫さ0．20～0．30m、長さ1．00mを測る。底面の標高は6．93mで、

断面形は逆台形状を呈する。埋土は茶褐色粘質土である。出土遺物は皆無である。
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井戸

S EI

S Elは、Aトレンチの東端部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

規模は、掘り方が直径2．7mを測り、石組は直径0．8mの範囲で下端のみ確認した。上部の石

組は残存していなかった。古老の話では、本井戸は、近代まで使用されており、使用不可能に

なった時点で石組を破壊し、埋めもどしたとのことである。埋土は茶灰色粘質土で、掘り方は

灰褐色粘質土に礫が混入していた。遺物は、15の瀬戸焼碗が出土している。本遺構は石組が残

存しておらず、掘り方の土がもろいため、危険を伴うので、完全な調査を実施することができ

なかった。

5．まとめ

Loc．35Aは、弥生時代の遺構以外は、近世の遺構のみであった。Aトレンチの東端に近世の

井戸1基、Bトレンチより近世の土拡10基、溝3条、Cトレンチより近世の溝1条をそれぞれ

検出した。トレンチ調査のため、遺構の全貌を明確にすることができなかった。Aトレンチの

東端で弥生時代の遺構が消滅し、それ以東は弥生時代の自然流路を除き近世、近代の遺構であ

ることが判明した。近世の土拡群中で、S K8・9等は、座棺の近世墓の可能性がある。その

他の土肱は性格不明である。時期は、土砿内出土の遺物が少なく明確ではないが、耕作土中よ

り出土した2、3の伊万里系皿及び紅猪口、SD3より出土した14の伊万里系紅猪口等から、

18－19世紀の頃と考えられる。Aトレンチ東端に位置する井戸は、15の瀬戸・美濃系碗が出土

していることから、18世紀末～19世紀初頭まで使用期間を潮らせることができる。

－　97　－



第9表　土拡計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形
規　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考
長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 38 図 S K　6 細長い溝状
の長方形 2．88 0．60 0．20 N －790－W 逆　 台　 形 全形不明

ク S K　7 長方形 2．35 1．05 0．23 N －680－W 逆 台形 状

ク S K　8 円　 形 － － － 全形不明

ク S K　9 ク 1．10 － －

ク S K lO 不整形 － － － 全形不明

ク S K ll 長方形 － － －

ク S K 12 方　形 2．73 1．35 0．32 N －720－W 逆　 台　 形 全形不明

ク S K 13 円　 形 － － 0．35 ク

〃 S‘K ・14 楕由形
－ 1．90 り・45 N － 50一撃・・ 箱　　　 形 ク

ク S K 15 不整円形 1．60 － 0．35 ク
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第10表　包含層出土土器観察表

挿 図番号 層　 位 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴 径

嘩 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　 考

1 第 1 層
須恵 器

杯

（2 ．2）

7 ．4

高台 は内傾 し、断 面四 声形訳 を

呈 する。
休部 は屈曲 した後 内湾 気味 に立

ち上 が る。

灰 色。

挿 図番号 層　 位 器　 種

口径
疎 量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

2 第 1 層 皿

12 ．8 高台 は断面 長方形 状 を呈 し、体 見込 に二 重の界線 。外 底 に一 重、 わず かに青昧

3 ．1

7 ．6

部 は内湾 して立 ち上 が る。 高 台外面 に二重 、高 台脇 に一 重

の界 線。 体部外 面 に唐草 文。畳
付 に砂溶 着。

がか った 白色
粕 。胎 土 は白

色 。伊 万里 。

3 ク 紅猪 口

4 ．4
丸味 を帯 びた高台 を持 つ底部 か 体 部外 面 に細 か い放 射状 の凹 凸 白色粕 。

1 ．4

0 ．7

b 、休 部 は内湾 して 口緑部 に い

た る。
口緑端 部 は面取 られ た水平面 を
なす。

がみ られ る。 胎 土 は白色。

伊 万里 。

4 一ケ 碗

高台 は内面 がやや 深 く削 られ、 畳 付 の粕 は削 りと られ る。高 台 緑 灰色粕 。

（3 ．9） 端部外 面 が面取 られ畳付 を狭 く

す る。
休部 は内湾 して立 ち上 が る。

外面 、高台脇 に二 重の 界線 が非 胎 土 は灰 白色 。

に辛　い　　 に　　　　　　 に 伊 万 虫。

4 ．7
Cl

．様 が濃 い青色 に発 色す る。 内外 ‾
・面 に貫入 あ り。

5 イ′ 仏飯 器

皿 部 は内湾 して外 上方 に立 ち上 外底 、畳 付 、裾部 の粕 は削 り と 育 味が か った

（3 ．4 ）

3 ．1

が る。 られ る。
杯 部外 面 に三 重の 界線 と文様 が
鮮 か な青色 に発色 す る。

白色 粕。 胎土

は白色。
伊 万里系 。

6 ケ 碗

12 ．8
高台 内は深 く削 られ、休部 は内 外 面高 台脇 まで施和 され 、内面 にぷ い赤褐 色

5 ．0

5 ．0

湾 して立 ち上 が る。 は蛇 ノ臼状粕ハ ギ が観 察 され る。
外 面 口緑 部下 に一条 の洗練 あり。

粕 と緑 が かっ

た灰 白色 粕。
胎土 は橙 色。

奈 半利 。

7 ク 捨　 鉢

26 ．3 口緑部 は上下 に拡張 され、 口緑
トヽ

条 線 は10 本 1 単 位。 内外 面 とも灰 ∴‾

（5 ．9） 部内面 に わずか に按 を有 す る。 口緑部外 面 に 2 条の 凹線 が施 さ

れ る。

赤色 。 口緑部
外 面の み赤灰
色 。備 前。

8 ク ク

30 ．0 口緑部 は肥厚 し、上下 に拡張 さ ロ緑部外 面 に 2 条 の凹線 、内面 にぷ い赤 褐色 。

（5 ．4） れ る。 に 1 条 の凹線 が施 され る。条線

の開始 点 に 1 条の沈 線 が施 ノされ
る。条線 は25 本 1 単 位。

備 前。

9 ク 皿

－
高台 は断面逆 台形 状 を呈 し、高 外 面 は高台腕 まで施 粕 され る。 極暗 茶褐 色粕

（1 ．8）

4 ．8

台内 の削 りが深 い。 見 込 は蛇 ノ臼状 粕ハ ギの後 、 白

い上薬 を塗付 す る。

胎 土 は黄 灰色 。

奈 半利 こ

10 ノン 蓋

6 ．5 天 井部 か ら内湾気 味 に断面方形 ロ緑 端部 外面 まで施和 され、内 淡黄 色粕 。胎

（1 ．5） のロ緑 部 にいた る。 かえ りは垂 面 は露胎 す る。 口緑部 と天 井部 土 は淡黄 灰 白
直 に下 方 に突 出す る。 の　 に 1 条の i ，．が　 され る

－

○天 井部外 面 に陶 胎鉄絵 技法（？）の

文 様が見 られ る。内外面に貫入あり。

○瀬 戸 ・美濃 系。

11 ク 碗

高台 は断面長 方形状 を呈 し、体 高 台脇 まで施和 され る。 淡 黄色粕 。

（1 ．8）

4 ．9

部 は内湾 気味 に立 ち上 が る。 高
台の一 部が三 角形 に刻 まれ る。
高台脇 が わずか に削 られ る。

内外 面に貫 入 あり。 胎 土 は淡 黄灰
白色 。

12 ク 捨　 鉢

26 ．4
口緑部 は肥厚 し、 上下 に拡張 さ 口緑 部 内外 面 に各々 1 条 の凹線 赤褐 色。

（4 ．4 ） れ る。 が施 される。
条線 開始 点直上 に 1 条の洗 練 が

施 され る。条線 は 8 本 1 単 位。

備 前。

13 ．′　S K 12 徳　 利

削 り出 し高台 で断面 長方形 状 を 休部 外面 に施和 され る。 淡黄 白色粕 。

（4 ．2 ）

10 ．4

呈 す る。畳付 外面 は面取 られ る。
高台 に坤べ 薄 い休部 が垂直 に立

ち上が る。

貫入 あ り。
底部 内外 面に墨 書 あ り。

胎土 は淡 黄色。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

14 S D　 l 紅 猪口

5 ．0 高台 は断 面三 角形状 を呈 し、体 内面 に施和 され 、外面 及び高 台 白色軸 。

1 ．5

1 ．2

部 は内湾 して立 ち上 がる。 ロ緑 は一部 を除 き、 ほ とん ど露胎 す 胎 土 は白色。
端部 は水 平 に面取 られる。 る。 伊 ノノ里 。

15 S E　 l 碗

高台 は断面 三角 形状 を草 し、体 高台脇 に一重 の界 線、 見込 に梅 青 味 がか った

（2 ．2）

4 ．4

部 は内湾気 味 に立 ち上 が る。 花文 が濃 い青色 に発色 す る。
内外面 に貫入あ り。

白色粕 。月台土

は淡黄 灰l′】色 。
瀬戸 。

第11表　遺構出土石器観察表

挿図番 号 遺構番 号 器　 種

草 本 長
計測 値　 最大幅 ．
（cm 、g ） 最大厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

16 S D　 2 五輪塔 16．5
16．7

6，500．0

砂　　 岩

空 風輪 で ある。

第12表　包含層出土古銭観察表

挿図番号 層　 位 銭　　　 種 初鋳年 （西暦） 備　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

17 第 1 層 寛永通宝 日本明正 （1636）
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4．Loc．35B



Loc．35B

1．位置と調査経過

Loc・35Bは、田村遺跡群の北西部に位置し、小字名は、田村川を挟んで西は横手、東は南土

居の前である。当調査区の北には西見当遺跡がある。

当調査区は、空港拡張事業に付随した田村川改修工事および農道拡幅工事に伴って、急遽設

定された調査区であり、計6ヵ所のトレンチ調査を行った。トレンチには、北より順にA～F

の名称をつけている。

2．調査概要

Loc・35Bにおける主な検出遺構は弥生時代に属するものが大半であり、これらについては既

に『弥生編』で記述している。それゆえ、本項では同編で紹介しなかった中・近世遺構につい

て触れることにしたい。

当調査区における中・近世の遺構は、Aトレンチで検出された5基の土拡（SK4－8）と

Dトレンチで確認された性格不明遺構（SX2）とである。なお、各遺構からの出土遺物はい

ずれも細片であり、図示できるものはなかった。

3・層序と出土遺物

Loc・35Bにおける基本的な層序は次の通りである。

第I層　耕作土

第I層　床土

第Ⅲ層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

第Ⅲ層は、弥生時代から近世に至るまでの遺物包含層であり、弥生土器、土師質土器、瓦質

土器、青磁及び近世陶磁器が若干出土している。但し、同層の堆積はBトレンチでは認められ

ず、また、Aトレンチにおいても旧農道工事によって第Ⅳ層上面まで痩乱を受けていた。

4．遺構と遺物

土拡

S K4

SK4は、Aトレンチの西端部に位置し、撹乱層除去後に検出された。平面形は不整長円形

を里し、長径0・96m、短径0．60mを測り、長軸方向はN－730－Wを指す。深さは西半部が0．15m
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r

で東半部が0．20mとなっており、壁の立ち上がりは緩やかである。埋土は灰色粘質土であり、

埋土中より土師質土器及び近世陶磁器の細片が出土している。

S K5

SK5は、SK4の東に位置し、撹乱層除去後に検出された。平面形は直径1．00m内外の不

整円形を里し、深さは0．18mを測る。断面形は逆台形状をなしている。埋土は灰色粘質土であ

り、埋土中より、弥生土器、土師質土器及び近世陶磁器が出土している。

S K6

SK6は、Aトレンチのほぼ中央に位置し、撹乱層除去後に検出された。平面形は不定形で

あるが、長径5・90m、短径1．32mを測る長大な土塔である。しかし、深さは0．16mと浅く、特

に西半部の深さは0．10mに満たない。長軸方向はN－650－Wを指す。埋土は灰褐色粘質土で

あり、埋土中より、弥生土器、土師質土器及び青磁の細片が出土している。

S K7

SK7は、SK6の東南に位置し、撹乱層除去後に検出された。平面形は長円形を呈するも

のと考えられるが、南半部は旧農道工事によって破壊されており、全容は不明である。深さは
ヽ

0・15mを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より若干の土師質土器が出土している。

S K8

SK8は、Aトレンチの東に位置し、撹乱層除去後に検出された。平面形は不整方形を呈す

るものとみられるが、南半部は旧農道工事によって破壊されており、全容は不明である。深さ

は0・20mを測るが、底面には、起伏がみられ、径20cm内外の自然礫が配されていた。埋土は黒

灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土師質土器及び瓦質土器の細片が出土している。

性格不明遺構

S X2

SX2は、Dトレンチの東端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。その大半が調査

区外となっているため、全容は不明であるが、深さは0．85mに及ぶ。土垣かあるいは溝の肩部

か判明しないためSXとして扱った。埋土は、2層に分層され、第工層が灰色粘質土、第Ⅱ層

が灰色砂質土であった。埋土中より土師質土器の細片が出土しているが、時期も不明である。
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5．まとめ

Loc・35Bにおいて検出された中・近世遺構は、時期を確定でき得るような遺物を伴出してお

らず、性格も判然としない。また、Aトレンチの各土肱は、上層部を旧農道工事によって撹乱

されており、残存状態も不良であった。一応、Aトレンチの土拡群は、SK4・5が近世のも

ので、SK6－8が中世に属するものと考えている。
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第13表　土拡計測表

挿 図番号 ． 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 4 1 図 S K　 4 不整長円形 0 ．9 6 0．60 0．20 N － 73 0－W 逆　 台　 形

〃 S K　 5 不 整円形 1．0 0 0．18 〃

〃 S K　 6 不定形 5．9 0 1．32 0．16 N － 65 0－W ク

ク S K　 7 不　 明 1．7 0 0．15 ク

ク S K　 8 不 整方形 （1．7 8） 0．20 皿　 形
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5．Loc．36A



Loc．36A

1．位置と調査経過

Loc．36は、田村遺跡群の北西部に位置しており、小字は、旧田村川を境にして西側が横手で、

東側が南土居の前である。

Loc．36は、場周道路の工事及び田村川の改修工事等の関係で、昭和56・57の両年度にわたっ

て調査が実施された。昭和56年度に試掘調査を実施した箇所をA地点（Loc．36A）とし、設

定した各トレンチを西部からA～Cトレンチとする。昭和57年度にはLoc．36AのAトレンチ

の南側を拡張して調査しており、この箇所をB地点（Loc．36B）とする。

2．調査概要

Loc．36では、弥生時代と中世の遺構が複合して存在し、遺構番号は弥生時代の遺構を先行さ

せ、Loc．36AからLoc．36Bへと付した。

Loc．36Aは、昭和56年度に試掘調査を実施した箇所であるが、場周道路及び田村川の改修工

事等の関係で、各トレンチで検出した遺構を完掘せざるを得なかった。

Aトレンチは、旧田村川の西側に設定した東西方向に細長いトレンチで、中央部が南側に方

形状に突出している。Aトレンチの中央部から東部にかけて、中近世の土拡群やピット群等の

遺構が検出された。

Bトレンチは、Aトレンチの南東側に近接して設定された南北方向のトレンチであるが、中

近世の遺構や遺物は、全く存在しなかった。

Cトレンチは、旧田村川の東側に設定した縦方向に細長いトレンチであり、Bトレンチと同

様に、中近世の遺構は存在しなかった。

3．層序と出土遺物

Loc．36Aの、Bトレンチ及びCトレンチでは、先述したように中近世の遺構や遺物は全く存

在しなかったため、B・Cの両トレンチの層序は省略し、Aトレンチの層序についてのみ述べ

ることにする。
！′

第I層　耕作土

第Ⅱ層　淡黒灰色粘質土層

第Ⅲ層　黄褐色粘質土層

第Ⅳ層　淡褐色粘質土層

第Ⅴ層　黒褐色粘質土層

第Ⅵ層　淡黒褐色粘質土層

第工層は、耕作土であり、全域に堆積がみられた。第Ⅱ層は、淡黒灰色粘質土層で、中近世

－115－



－116－

‾　へ　　－　ヽ



の遺物包含層である。第Ⅱ層の淡黒灰色粘質土層は、西部でやや厚い堆積がみられた。第Ⅲ層

は、黄褐色粘質土層で、中近世の遺構検出面である。第Ⅲ層は、無遺物層であるが、全域に堆

積がみられた。第Ⅳ層の淡褐色粘質土層は、無遺物層であり、全域に堆積がみられた。第Ⅴ層

の黒褐色粘質土層は、無遺物層で、西部に堆積がみられ、弥生時代の遺構検出面である。第Ⅵ

層の淡黒褐色粘質土層は、無遺物層であり、西部で堆積がみられた。

4．遺構と遺物

土拡

S K9

S K9は、Aトレンチ中央部の南寄りに位置し、第Ⅲ層で検出された。平面形は隅丸長方形

を里し、長径1．53m、短径0．71m、深さ0．25mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

180－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、鉄刀の残片が出土した。S K9の埋土中には、

挙大一人頭大程度の自然礫の集石がみられた。

S KlO

SKlOは、Aトレンチ中央部の南寄りに位置し、第Ⅲ層上面で検出された。平面形は不整の

隅丸長方形を里し、長径1．30m、短径0．83m、深さ0．52mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸

方向はN－210－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器及び瓦質土器の細片が出

土した。SKlOは、北部と中央部に2段の段部をもち、底面は北部から南部に向かって次第に

深くなっている。

S K11

S Kllは、Aトレンチ中央部のやや北寄りに位置し、第Ⅲ層上面で検出された。平面形は不

整円形を呈し、長径1．43m、短径1．31m、深さ0．44mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方

向はN－260－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器片及び軽石等の遺物が出土

した。

S K12

S K12は、Aトレンチ中央部の南寄りに位置し、第Ⅲ層上面で検出された。平面形は不定形

で、長径の残存長3．07m、短径の残存長1．72m、深さ0．37mを測る。断面形は箱形を呈し、長

軸方向はN－120－Eである。埋土は灰褐色粘質土に黄褐色粘質土と黒褐色粘質土の小ブロッ

クが混入しており、土師質土器及び瓦質土器の細片が出土した。SK12は、Aトレンチの外側
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に延びており、長径及び短径の全長等は不明であり、南部に段部を有している。

S K13

SK13は、Aトレンチ東部に位置し、第Ⅲ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、

長径の残存長1．36m、短径1．29m、深さ0．68mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

10－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK13は、南

北の両端部に小段を有している。SK13は、Aトレンチの外側に延びており、長径等は不明で

ある。

S K14

S K14は、Aトレンチ東部に位置し、第Ⅲ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径の残存長2．48m、短径の残存長1．42m、深さ0．24mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸

方向はN－490－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

5．まとめ

Loc．36Aでは、SK9－14の6基の土拡及びピット群を検出したが、出土遺物が非常に少量

で、明確な時期等は不明であった。しかし、SK9は、出土遺物及び形態等から中世墓と考え

られ、検出面もやや深く、他の土肱に比べ、やや古い時期の遺構と考えられる。
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第14表　土拡計測表

挿 図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 彿　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 4 3 図 S K　 9 隅丸長方形 1．53 0 ．7 1 0 ．2 5 N － 1 80－ E 箱　　　 形

〃 S K lO 不整 隅丸
長 方 形 1．30 0 ．8 3 0 ．5 2 N － 2 10－ E ク

ク S K l l 不整円形 1．4 3 1．3 1 0 ．44 N － 2 60－ E 捨　 鉢　 形

第 4 4 図 S K 12 不定形 （3．07） （1．7 2） 0．37 N － 1 20－ E 箱　　　 形

第 4 3 図 S K 1 3 不整円形 （1．36） 1．2 9 0．68 N － 1 0－ E ク

S K 14 不整楕 円形 （2．4 8） （1．4 2） 0．24 N － 4 90－W 逆　 台　 形
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6．Loc．36B



Loc．36B

1．位置と調査経過

Loc．36Bは、田村遺跡群の北西部に位置し、小字横手の東南端にあたる調査区である。北は

Loc．36AのAトレンチに接し、西は弥生後期集落址及び中世掘立柱建物址群を検出したLoc．

34に接している。また、南西には中世の溝に固まれた屋敷址を確認したLoc．33がある。

当調査区においては、空港拡張事業に付随した田村川暗渠化工事に伴って、まず、東側（A

3－22－12－B3－7－2以東）の田村川右岸城175㌦の調査を緊急に行い、後に、西側675nf

の調査を行った。順序としては、最初東側の中・近世遺構を調査し、続いてその下層の弥生遺

物包含層（SR2）を発掘、次に西側の中・近世遺構を調査し、最後に弥生遺構（STl等）

の発掘を行った。

2．調査概要

当調査区の最終的な調査面積は850nfに及び、弥生後期の遺構と中・近世の遺構とを検出し

た。

弥生遺構は、竪穴住居址1棟、土砿2基及び自然流路1条であった（『弥生編』参照）。

中・近世遺構は、掘立柱建物址6棟、土拡20基、溝2条、井戸1基が検出されている。溝は

屋敷を囲むものではなく、出土遺物も弥生に比して中・近世のものは少なかった。遺構は、弥

生の自然流路の埋土上面に掘り込まれており、中・近世遺構から弥生土器及び石器が出土する

場合も多かった。なお、遺構番号は、Loc．35Aから通し番号にしたため、土拡はSK15－30、

溝はSD3・4となっている。

3．層序と出土遺物

Loc．36の基本的な層序は次の通りである。

第工層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

第Ⅲ層は、弥生及び中・近世遺物の包含層であり、弥生土器の他、土師質土器小皿（1）、

瓦質土器鍋（2）、備前焼捨鉢（3－5）、瀬戸焼菊皿（6）、近世陶磁器碗（7、8、10）・壷

（9）が出土している。第Ⅳ層は、弥生及び中・近世の遺構検出面である。但し、第Ⅳ層の堆

積が確認できたのは調査区の北西部のみであり、それより東はすべてSR2の埋土上層（灰黄

褐色シルト）が、中・近世の遺構検出面となっていた。それゆえ、実際には、第Ⅳ層上面で検

出された中・近世遺構はS BlとSK15のみであり、他はすべてSR2の埋土上層で検出され

－125－



第45図　調査区設定図
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た。以後、同層を便宜上第Ⅴ層として記述することにする。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

S Blは、調査区の北西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×2間のほぼ正方

形を呈する建物であるが、東西3．20m、南北2．80mで東西が若干長くなっている。棟方向はN

－800－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形を呈し、深さは20～45cmを測る。確認できた柱痕の直

径は10－15cmである。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師質土器の細

片が出土している。なお、S BlはSK7と重複関係にある。SK7は弥生後期のものとみら

れるが、S Blは中世のものと考えられる。

S B2

S B2は、調査区の中央部北寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。2×4間の南

北棟であり、梁間3．20m、桁行4．30mを測る。棟方向はN－190－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径20cm内外の円形あるいは長円形を呈し、深さは25cm前後を測る。確認

できた柱痕の直径は15cmである。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土師

質土器及び瓦質土器の細片が出土している。なお、S B2はSB3及びSK17・18と重複関係

にあるが、それらの新旧関係は不明である。但し、S B2東辺部中央の柱穴がSK18によって

削平を受けた可能性はある。

S B3

S B3は、S B2の南西部に位置し、第V層上面において検出された。1×3間の東西棟で

あり、梁間2．10m、桁行4．50mを測る。棟方向はN－700－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは16－44cmを測る。確

認できた柱痕の直径は10cmである。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土

師質土器及び備前焼の細片が出土している。なお、S B3はS B2及びSK16と重複している

が、直接の切り合い関係が認められず、新旧関係は不明である。

S B4

S B4は、調査区の北東部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。1×2間の東西棟で
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あるが、北辺は1間となっている。梁間1．50m、桁行2．20mを測り、棟方向はN－660－Wを

指す。

各柱穴の平面形は直径20cm内外の円形を呈し、深さも20cm前後を測る。確認できた柱痕の直

径は12cmである。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師質土器の細片が

若干出土している。

S B5

SB5は、SB4の南に位置し、第V層上面において検出された。2×3間の東西棟であり、

梁間3．30m、桁行4．80mを測る。棟方向はN－690－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは25－55。皿を測る。確

認できた柱痕の直径は15－20cmである。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、

土師質土器、瓦質土器及び青磁の細片が出土している。なお、SB5はSK24と重複関係にあ

るが、新旧関係は不明である。

S B6

S B6は、S B3の南に位置し、第V層上面において検出された。1×1間の建物であるが、

東西2．70m、南北1．80mの東西棟である。但し、西辺は2間となっている。棟方向はN－670

－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径20cm内外の円形あるいは不整円形を里し、深さは12－44cmと差異がみ

られる。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器の細片が若干出土している。検出

状況からして、中世以降の掘立柱建物と考えられる。なお、SB6はその南部をSK25・26に

よって切られている。

土拡

S K15

SK15は、S Blの南に位置し、第Ⅳ層上面（東半部は第V層上面）において検出された。

平面形は長方形を呈し、長径4．90m、短径3．70m、深さ0．31mを測る長大な土肱である。長軸

方向はN－730－Wを指す。

底面は、ほぼ平坦であり、壁の立ち上がりも滑らかであるが、東北端と東南端には浅い段を

有している。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中位を中心に、弥生土器、土師質土器及び近世

陶磁器広東茶碗（11）が出土した。また、砥石も1点（27）出土している。11の広東茶碗の特

徴からして、SK15は時期的には18－19世紀のものと考えられる。なお、SK15の西北端はS

Tlの東壁の上面を切っている。
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S K16

SK16は、SB3内東寄りに位置し、第V層上面において検出された。平面形は長円形を呈

し、長径1・14m、短径0・65mで、深さは0・20mを測る。長軸方向はN－22。－Eを指す。

底面は平坦であり、壁は垂直に近く立ち上がる○埋土は灰黒褐色粘質土であり、埋土中より

弥生土器及び土師質土器の細片が出土しているo SK16とSB3との新旧関係は不明である。

S K17

SK17は、SB2内南東部に位置し、第V層上面において検出された。平面形は長方形を呈

し、長径1・50m、短径0．50mで、深さは0．23mを測る。長軸方向はN－200－Eを指す。

底面はほぼ平坦であり、壁は垂直に近く立ち上がる。埋土は灰黒褐色粘質土であり、埋土下

位より、弥生土器、土師質土器及び瓦質土器鍋（12）が出土している。なお、SK17はその西

端をピットによって切られている。

S K18

SK18は、SK17の北東に位置し、第V層上面において検出された。平面形は不整方形を里

し、長径1・03m、短径0・80mで、深さは0・25mを測る。長軸方向はN－35。－Wを指す。

底面はやや凹状をなし、壁は断面舟底形をなして立ち上がる。埋土は灰褐色粘質土であり、

埋土中より若干の弥生土器片が出土している。しかし、SK18は、ピットを切っており、後世

の土肱と考えられる。

S K19～22

SK19－22は、調査区の北東部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。いずれも中世の

土肱と考えられ、埋土は灰黒褐色粘質土であった。

SK19は、平面形が不整円形であり、長径1・60m、短径1・35mで、深さは0．20mを測る。弥

生土器及び土師質土器の細片が若干出土している。

SK20は、平面形が直径72cm内外の不整円形を呈し、深さは9cmである。弥生土器の細片が

若干出土している。なお、同遺構はSK21の北端を切っている。両者とも埋土は灰黒褐色土で

あるが、SK20の方が灰色が濃い。

SK21は、平面形が不整方形を呈しており、長径1・35m、短径0．92m、深さは0．25mを測る。

長軸方向はN－50－Eを指す。底面はほぼ平坦であり、壁は垂直に近く立ち上がる。底面直

上から瓦質土器鍋（13）が出土している○なお、SK21はSK20及びピットによって切られて

いる。

SK22は、平面形が不整形であり、長径2・30m、短径1・55mで、深さは0．68mに及ぶ。底面

は、ほぼ平坦であるが、南西部に深さ0・40m程の段を有す○埋土中より若干の土師質土器と多
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くの弥生土器片が出土した。但し、図示できたのは弥生土器底部破片（14）のみであった。

S K23・24

SK23・24は、調査区の中央部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。

S K23は、平面形が不整方形を里し、長径1．95m、短径1．23mで、深さは0．15mを測る。埋

土は灰色粘質土で、出土遺物は皆無であった。

S K24は、平面形が一辺1．30mの不整方形を呈し、深さは0．30mを測る。底面北半部は凹状

に落ち込んでおり、最深部は0．50mに達する。埋土は灰黒褐色粘質土である。深い土肱ではあ

るが、形状に規格性が乏しく、出土遺物も若干の弥生土器の細片のみであった。

S K25・26

S K25・26は、S B6の南部に位置し、第V層上面において検出された。

SK25は、平面形が隅丸方形を呈するものと考えられるが、．東半部をSK26に切られており、

全容は不明である。埋土は灰褐色粘質土で、出土遺物は皆無であった。

SK26は、平面形が長円形を呈し、長径2．60m、短径2．13mで、深さは0．45mを測る。底面

には若干の起伏がみられ、壁は緩やかに立ち上がる。埋土上位において、人頭大の自然石が6

個まとまって検出された。しかし、出土遺物が皆無であり、性格は不明である。なお、両土肱

はS B6を切っている。

S K27・28

SK27・28は、S K23の南に位置し、第V層上面において検出された。

SK27は、平面形が不整形であるが、長径2．10m、短径1．60m、深さ0．35mを測る長大な土

肱である。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中位に人頭大の自然石が20個程詰められていた。

出土遺物は、弥生土器の他、石の間から備前焼も出土している。中世墓の可能性を持つ遺構で

ある。

SK28は、近世の土肱と考えられ、埋土は灰色粘質土であり、埋土中位より近世陶磁器類（15

－17）が出土した。うち、15は伊万里系皿である。

S K29

SK29は、調査区の南部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は不整長円形を

呈し、長径4．10m、短径3．35mで、深さは0．50mを測る。長軸方向はN－70－Eを指す。

底面にはやや凹凸がみられ、壁の立ち上がりは、東壁と南壁が急で、西壁と北壁は緩やかで

ある。埋土は灰黒褐色粘質土であり、埋土上位から下位にかけて、人頭大の自然石が多数検出

された。特に、中央部西寄りでは、人為的に積み重ねられた集石遺構が南北3．20mにわたって
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認められた。同遺構の西側には石は1個のみで、東側には多数の石が配されており、中世墓の

可能性をもつ土肱である。出土遺物は、弥生土器、土師質土器、瓦質土器鍋（18）及び染付皿

（19）等であった。

S K30～33

SK30－33は、調査区の南東部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。埋土はいずれも

灰黒褐色粘質土であった。

SK30は、南北に長い土肱であり、底面の北寄りが一部段状に盛り上がっている。弥生土器、

土師質土器及び青磁の細片が出土している。

SK31は、平面形が長円形を呈し、深さは0．15mである。弥生土器片を若干出土したのみで

あった。

SK32は、平面形が不整長円形を呈し、長径1．75m、短径1．00mで、深さは0．24mを測る。

埋土上位に大小の自然石が配されており、形状的には墓の可能性をもつものである。しかし、

出土遺物は皆無であった。

SK33は、溝状を呈する小規模な土拡であり、弥生土器片が若干出土している。

S K34

SK34は、調査区の南端に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は直径1．50m内

外の不整円形を呈し、深さは0．18mである。埋土は灰色砂質土であり、出土遺物は皆無であっ

た。

溝

S D3

SD3は、調査区の南東部を東西に横走する溝であり、第Ⅴ層上面において検出された。幅

0・80mで、断面形はU字形を呈し、深さは0．25mを測る。東端は調査区外に延びており、全容

は明らかではないが、確認長は12mである。埋土は、2層に分層され、第I層が灰褐色粘質土、

第Ⅱ層が暗褐色シルトであった。遺物は、第Ⅱ層上位を中心に、弥生土器、土師質土器、瓦質

土器及び青磁稜花皿（20）・碗（21）が出土している。

S D4

SD4は、SD3の南を並走する溝であり、第V層上面において検出された。幅1．40mで、

断面形は舟底形を里し、深さは0．40mを測る。東西両端は調査区外に延びており、確認長は15m

である。埋土は、2層に分層され、第I層が灰褐色粘質土、第I層が暗褐色シルトであった。
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遺物は、第I層下位から第Ⅱ層上位を中心として、弥生土器、土師質土器、備前焼及び青磁碗

（22）が出土している。

井戸

S EI

S Elは、調査区の東部北寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は直径

3．30mの円形を呈する素掘りの井戸である。田村川に隣接した位置にあるため、深さ1．40mま

で掘り下げた段階で、湧水が激しくなり、調査を断念した。埋土は、灰色粘質土であり、下層

に行く程粘性が強くなっていた。埋土中より、弥生土器（23－25）、土師質土器及び伊万里系

皿（26）が出土している。26の特徴から推して、SElは時期的に19世紀に下るものと考えら

れる。

5．まとめ

Loc．36Bにおいて検出された主な中世遺構は、掘立柱建物址と各種の土拡及び2条の溝であ

る。

6棟の掘立柱建物址は、柱穴出土の中世遺物に決め手となるものがなく、時期を特定するこ

とは困難である。南部の2条の溝は出土遺物（20－22）の特徴からすると、15－16世紀代のも

のと考えられる。溝は掘立柱建物群を囲むような形のものではないが、両者はほぼ同時期に存

在したものと判断して大過ないものと考える。20基に及ぶ土垢も、その性格が明らかなものは

皆無であり、ただ、SK26・27・29・32等の集石を伴うものが墳墓の可能性をもつものである。

中でもSK29は、特異な形状を呈しており、今後の資料の増加によって、その性格が特定でき

るのではないかと考える。
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第15表　掘立柱建物址計測表

挿図番号 遺構番号

規　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（㌦）

備　　　 考

梁 （間）×桁 （間） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 4 6 図 S B　 l 2　　 ×　　 2 2 ．80　×　3．22 1．35　－ 1．70 N － 80 0－W 8．9

ク S B　 2 2　 ×　 3 3 ．20　×　4 ．30 0．80　－　2．25 N － 19 0－ E 1 3．8

第 4 7 図 S B　 3 1　 ×　 3 2 ．10　×　4 ．50 1．90　－　2．60 N － 70 0－W 9．5

ク S B　 4 1　 ×　 2 1 ．50　×　2．20 0．75　～　2．23 N － 66 0－W 3．3

第 4 8 図 S B　 5 2　 ×　 3 3 ．3 0　×　4 ．80 1．45　～　2．70 N － 69 0－W 15．8

ク S B　 6 1　 ×　 1 1 ．8 0　×　2 ．70 0．90　～　2．85 N － 67 0－W 4．7

第16表　土砿計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 4 9 図 S K 15 長 方 形 4 ．90 3 ．70 0 ．31 N － 73 0－ W 皿　　　 形

ク S K 16 長 円 形 1 ．14 0 ．65 0 ．20 N － 22 0－ E 箱　　　 形

〃 S K 17 長 方 形 1 ．50 0 ．50 0 ．23 N － 20 0－ E ク

ク S K 18 不 整 方 形 1 ．0 3 0 ．80 0 ．25 N － 35 0－ W 舟　 底　 形

第 50 図 S K 19 不 整 円 形 1 ．60 1 ．35 0 ．20 N － 63 0－ E 皿　　　 形

ク S K　 20 ク 0 ．72 0 ．09 N － 4 00－ W 箱　　　 形

ク S K　 21 不 整 方 形 1 ．3 5 0 ．92 0 ．25 N －　 5 0－ E ク

ク S K　 22 不 整 形 2 ．30 1 ．箪 0 ．68 N － 52 0－－W 逆　 台　 形

ク S K　 23 不 整 方 形 1 ．9 5 1 ．23 0 ．15 N － 65 0－ W 皿　　　 形

ク S K　 24 ク 1 ．3 0 0 ．30 N － 75 0－ W 逆　 台　 形

第 5 1 図 S K　 25 隅 丸 方 形 1 ．8 0 0 ．25 N － 23 0－ E 皿　　　 形

ク S K　 26 長 円 形 2 ．60 2 ．13 0 ．45 N － 30 0－ E 〃

〃 S K　 27 不 整 形 2 ．10 1 ．60 0 ．35 N － 12 0－ E 〃

ク S K　 28 ク 4 ．40 1 ．00 0 ．33 N － 79 0－ W ク

第 5 2 図 S K　 29 不 整 長 円 形 4 ．10 3 ．35 0 ．50 ＿ N －　 7 0－ E 箱　　　 形

ク S K　 30 不 整 形 3 ．8 5 1 ．00 0 ．26 N － 17 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 3 1 長 円 形 1 ．3 5 0 ．85 0＿．15 N － 70 0－ W 箱　　　 形

第 5 3 図 S K　 3 2 不 整 長 円 形 1 ．7 5 1 ．00 0 ．24 N － 31 0－ W 皿　　　 形

ク S K　 3 3 溝　 状 1 ．68 0 ．15 0 ．15 N －　 3 0－ E U　 字　 形

ク S K　 34 不 整 円 形 1 ．60 1 ．45 0 ．18 N － 61 0－ W 箱　　　 形
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第け表　包含層出土土器観察表

挿図番 号 層　 位 器　 種

口径

法 皇　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

1 第Ⅲ 層
土 師質 土器

小　 皿

6 ．6

1 ．6

3 ．8

休部 はや や内湾 して外上方 に立

ち上 が り、口緑 部 に至 る。‘端 部 ‾
は丸 くお さめ る。

内外 面 ともロ クロナ デ調 整。

2 ク

瓦 質土器

鍋

27 ．8
（5 ．5）

休部 は内湾 して立 ち上が り、口
緑 部 はやや 内傾 す る。端部 は内
傾 す る面 を なす 。

外面 に拍頭 庄痕痍 る。

3 ク 恵　 鉢

34 2
休 部 は直線 的 に外 上方 に立 ち上 内面 8 本単位 の条線 を下 か ら上 備 前焼 。

（5 ：6） が り、口緑部 は上 下 に拡 張 す る‾。
端 部 は尖 る。

へ向 けて施 す。

4 ク ク

休 部 は直線 的 に外 上方 に立 ち上 内面 6 本単位 の条線 を下 か ら上 〃

（4 ．5 ）

13 ．2

が る。 へ向 けて施 す。

5 ク ク
（4 ．3 ）

12 ．8

ケ
内 面14 本単位 の条線 を下 か ら上

へ 向 けて施 す 。
〃

6 ク 菊　 皿

10 ．5 休部 は内湾 して立 ち上 が り、 口 内 面休部 の花弁 は削 り技法 。見 瀬戸 焼。

2 ．5

5 ．4

緑 部 は外 反す る。端 部 は上に肥

．厚 し、 丸 くお さめ る。

込 と外底 は素地 露出 。

7 ク 碗

11 ．9
休部 は内湾 して上 方 に立 ち上 が 畳付 に砂溶 着。 内外 面貫入 あり。 京焼 系。

8 ．2

4 ．9

る。 口緑 端部 は丸 くお さめ る。
高台 内 の削 りが深 い。

畳付 を除 き全面 に施粕 。

8 ク ク

休部 は内 湾 して外上 方 に立 ち上 内外 面貫 入 あり。畳付 を除 き全 ク
（3 ．2）

5 ．1

がる。 高台 は 1．2cm の高 さで外

に踏 ん ぼっ てい る。 端部 は丸 く
お さめ る。

面 に施粕 。畳付 に砂溶 着。

9 ク ・＝ビ璽E

12 ．6 底部 から若干外 反気 味で 上胴部 上胴 部内 面に指 頭庄痕 残 る。内

22 ．3

21 ．4

14 ．8

まで立 ち上 が り、上胴 部 で屈曲

し、緩や かな カー ブで内偵 する。
口頸 部 は短 くや や上 方向 く。端

部 は外傾 す る面 をなす。

外 面 ともロ クロナデ 調整 。

10 〃 碗
（3 ．5）

4 ．6

体 部 は内湾 して外上 方 に立 ち上

が る。

克込 は蛇 ノ臼状 に粕 を痛 車顕 る。

第18表　遺構出土土器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

11 S K 15 広東茶碗
（3．2）

5．9

高台は高さ1．8cm で垂直に下り
る．。高台内面は外傾 しており、
端部は尖る。

畳付のみ粕を削り或 る。

1 2 S K 17
瓦質土器

鍋

2 1．8 休部は内湾気味に立ち上が り、 肩部に平らな寒帯を貼付 ける。

（8 ．3） ロ緑部は嘩やかに内傾 し、端部
は内傾する面をなす。

外面に指頭圧痕残 る。

13 S K　2 1 ケ

20．2
（5．0）

口緑部は頸部からやや外傾し、
端部は外傾する面 をなす。胴部
はやや張 り出す。
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＿しこ．－＿＿＿＿J J　　ノ

挿図番号 遺構番号 器　種

口径

法量　器高

（cm）胴径

底径

形　態　　　 文　様 手　　　　　　　 法 備　　 考

14 SK　22

弥生土器

不　明

（5．8）

5．7

わずかに上げ底状の底部。 内面に指頭による強いナデ上げ。

挿図番号 遺構番号 器　種

口径

法皇　器高

（cm）胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　様　　 手　法 備　　 考

15 SK　28 皿

休部は内湾して外上方に立ち上 見込は蛇ノ臼状に粕を掻き取る。伊万里系。

（2．3）

6．2

がる。高台は高さ4mmで内傾し

て下りる。
．畳付の粕を削り取る。内面中心
にコンニャク判。

16 ク ・＝lゴ・笠
（3．2）

13．4

高台は7mmの高さで、休部は内
湾して外上方に立ち上がる。

内面に砂目跡あり。

17 ケ 蓋

●
4．6 かえりは垂直に下り、端部は丸 粕は外面のみ施す。

2．6 くおさめる。 内面にロクロ目残る。
かえりに粘土を貼付ける。

18 SK　29・
瓦質土器

鍋

22．6

（5．3）

口緑部は垂直に立ち上がる。端

部は水平な面をなす。
や張り出す。

外面に指頭庄痕あり。

19 ク

染　付

皿

8．4
（1．7）

体部は内湾して外上方に立ち上

がり、口緑部に至る。端部は丸
くおさめる。

休部内外面に施粕。

20 SD　3
青　磁

稜花皿

（1．7）

5．2

底部から屈曲して立ち上がる。 見込に印花文。

高台内面まで施和し、畳付の粕
を削り取る。

21 ク

青　磁

碗

底部あ器壁が厚い。 高台内面まで施和し、内外面と 外底は赤く発

（2．6）

4．1

高台は茜さ1．5cmで、高台内面

は浅い。

も貫入。 色する。

22 SD　4

青　磁

碗

（2．9）

5．2
ヽ

高台は高さ1．2cmでやや外傾し

て下りる。畳付は外面を削り、
狭くしている。

ケ

挿図番号 遺構番号 器　種

口径

法皇　器高

（cm）胴径

底径

形　態 ・　文　様 手　　　　　　　 法 備　　 考

23 SE　ll

弥生土器

士宝E

（3．3）

8．0

厚い底部。

24 ケ 弥生土器
（3．3）

6．0

底部内面に指頭庄痕。 外底に黒斑有

り。

25 ク ク
（4．5）

6．0

やや上げ底を呈す。 〃
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法皇　 器高
（cm） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

26 S E l 皿
（1．4）

8 ．2

高さ7 mmの高台。 見込 に二重の界線。
高台外面に二重、内面に一重の
界線。

伊万里系。

第19表　遺構出土石器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長
計測値　 最大幅

（cm，g） 霊大豊
材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

27 S K 15 砥　 石

（5．4）．

3．8
1 ．4

45 ．0

細粒砂岩

3 面 を使用 している。
橿 盟 呈 ま、断面三角形の溝脚 使
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7．Loc．37



Loc．37

1．位置と調査経過

Loc．37は、田村遺跡群の北西部に位置しており、小字は桑ノ本（クワノモト）である。当地

点は、田村川の改修工事等の関係で、昭和56年度に試掘調査を実施したところ、北西部で中近

世の土肱、掘立柱建物址、ピット群等の遺構が検出されたため、同年にその箇所を拡張して調

査した。

2．調査概要

Loc．37では、調査区のほぼ全域で中近世の掘立柱建物址、土肱、ピット等の遺構が散在して

分布する状況がみられたが、これらの遺構群の拡がりは狭く、旧田村川を隔てて西側に隣接す

るLoc．41の中近世の遺構群の東限として位置づけされる。

3．層序と出土遺物

Loc．37の基本的な層序は以下の通りである。

第I層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

第Ⅴ層　黒茶色粘質土層

第I層は、耕作土で、全域に堆積がみられた。第Ⅱ層は床土で、無遺物層であり、調査区に

散在していた。第Ⅲ層は、灰褐色粘質土層で、中近世の遺物包含層であり、調査区の近辺に堆

積が認められた。第Ⅲ層の灰褐色粘質土層からは、土師質土器の細片等の遺物がごく少量出土

している。第Ⅳ層は、黄褐色粘質土層で、無遺物層である。第Ⅳ層の黄褐色粘質土層は、中近

世の遺構検出面であり、全域に堆積が認められた。第Ⅴ層は、黒茶色粘質土層で、弥生時代の

遺物包含層であり、少量の弥生土器片が出土している。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

S Blは、調査区北西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×1間の南北棟の掘

立柱建物址で、棟方向はN－170－Eである。梁間は2．47mを測り、柱間距離は2．31－2．47m
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I

である。桁行は3．40mを測り、柱間距離は3．22－3．40mである。柱穴は、直径20～25cm、深さ

11－17cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S B2

S B2は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の東西棟の掘

立柱建物址で、棟方向はN－820－Wであるが、南辺中央部の柱穴1個は検出されなかった。

梁間は6．14mを測り、柱間距離は2．34－3．80mである。桁行は6．52mを測り、柱間距離は3．22

～3．30mである。柱穴は、直径18－25cm、深さ6－18cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋

土は暗灰色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S B3

S B3は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×1間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－800－Wである。梁間は1．37mを測り、柱間距離は1．36－1．37mで

ある。桁行は1．65mを測り、柱間距離は1．55－1．65mである。柱穴は、直径25－35cm、深さ7

－30cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなか

った。（

土拡

S KI

S Klは、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1．26m、短径1．01m、深さ0．11mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－660－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K2

S K2は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1．01m、短径0．48m、深さ0．12mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－100－Eで

ある。埋土は暗灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K3

S K3は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を里し、長

径1．78m、短径1．74m、深さ0．23mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－800－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S K3は、底面が平坦であ

り、拳大程度の自然礫数個が堆積していた。
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5．まとめ

Loc．37では、中近世の掘立柱建物址3棟と土砿3基の他、約50個のピットを検出したが、そ

れらの遺構から出土した遺物はほとんど皆無であり、遺構の時期等は不明である。しかし、当

地点で検出した遺構群は、旧田村川を隔てて、西側に位置するLoc．41の中近世の屋敷跡群の

東限を形成すると考えられる。
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第20表　掘立柱建物址計測表

挿図番号 遺構番号

規　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（㌦）

備　　　 考

梁 （間）×桁 （間） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 59 図 S B　 l 1　 ×　 1 2．47　×　3．4 0 2．3 1 －　3．40 N － 1 70－ E 8 ．4 0

第 5 8 図 S B　 2 2　 ×　　 2 6．14　×　6．52 2．34　－　3．80 N － 82 0－W 4 ．0 0

第 59 図 S B　 3 1　 ×　 1 1．37　× 1．65 1．36　～ 1．65 N － 80 0－W 2．2 6

第21表　土砿計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 5 9 図 S K　 l 楕 円形 1．26 1．0 1 0．11 N － 66 0－W 逆　 台　 形

ク S K　 2 ク 1．01 0．48 0．12 N － 10 0－ E ク

ク S K　 3 隅丸方形 1．78 1．74 0．23 N － 80 0－W ク
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8．Loc．38A



Loc．38A

l．位置と調査経過

Loc・38Aは、飛行場北側場周道路建設に伴うもので、Loc．39に北面する地点に位置している。

小字南土居の前の南部にあたる調査区である。北西から南東方向に幅4．0m、長さ67．0m、南

西から北東方向に幅3．2m、長さ19．0mの細長い調査区である。標高は、北西一南東方向の調

査区では7・4m、南西一北東方向の調査区においても7．4m前後であり、標高差はほとんど見

られない。

2．調査概要

調査は、北壁で断面観察を行いつつ、西方から東に向って全面を検出面まで掘り下げた。北

西一南東方向の調査区の東端部、及び南西一北東方向の調査区においては、民家の跡である

ために著しく撹乱を受けており、大小の撹乱肱が多く存在している。

検出遺構は、弥生時代の土拡2基、溝1条、中近世の土拡7基、中世の溝1条、中世の掘立

柱建物1棟である。

′

3．基本層序と遺物

第I層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　灰茶褐色砂質土層

第Ⅴ層　茶褐色砂質土層

第Ⅵ層　黄褐色シルト層

で奉るが、第Ⅴ層はごく一部の堆積であり、基本的には、エーⅣ・Ⅵ層である。Ⅲ層は中近世

の遺物包含層、Ⅳ層は中近世の遺構検出面、Ⅵ層は地山層であり、弥生時代の遺構検出面であ

る。しかしながら、Ⅳ層は調査区の東側においては削平されて、その堆積はほとんど見られな

い。また、現地表より20－30cmの深さが遺構検出面であるため、遺構の残存状況は良くない。
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4．遺構と遺物

弥生

土拡

S Kl

調査区の西端で検出し、中世のS D2に切られている。南北方向に長軸を有する不整楕円形

の土拡で、残存長径0．73m、短径1．04m、深さ0．19mを測る。埋土は黄茶褐色粘質土で、底は

平坦面をなし、断面形は逆台形を呈する。遺物は前期の壷1個で、出土状況は底面直上で北壁

で倒れかかるような状態であった。

前期の土拡墓の可能性がある。

S K2

長軸方向をN－200－Eに取る不整楕円形の土蛤である。規模は、長径0．64m、短径0．60m、

深さ8cmを測る。埋土は黄茶褐色粘質土単純一層で、弥生中期の土器細片が数点出土している。

中期の土肱であるが、性格は不明である。

S Dl

調査区の西部に位置し、南西から北東方向に調査区を縦に切っており、北端でSK3に切ら

れている。長さ4．00m、幅0．50－0．90m、深さ0．13－0．15mを測る。底の高さは南端と北端で

はほとんど変化がないが、わずかに南が低くなっている。埋土は黒灰色砂質土層で、遺物は弥

生中・後期の細片約50点が出土している。弥生後期の溝である。

中世

掘立柱建物址

S Bl

調査区西部で検出した1×1間の掘立柱建物址である。柱間距離は1．20mと2．00mである。

柱穴の規模は、概ね径30cm、深さ15－20cmを測る。P3には10cm大の河原石が置かれている。

また、P4には径10cm大の柱痕跡が見られる。楕円形を呈しているので、抜き取られた可能性
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がある。各柱穴埋土はすべて黄灰色粘質土である。

土拡

S K3

北側が調査区外に出ており、西はSDlを切っている。隅丸長方形の平面彩を有し、長軸方

向をN－400－Eに取る。現存長径1．62m、短径1．95m、深さ約0．10mを測る。底面は平坦で、

埋土は灰黄色粘質土単純一層である。遺物は須恵器と土師器の細片が1点ずつ出土している。

S K4

大部分が調査区外に出ている。長軸方向をN－670－Wに取り、長径1．74m、残存短径0．66m、

深さ約0．20mを測る。底面は平坦であるが、西壁は段状に立ち上がっている。埋土は茶灰色粘

質土単純一層である。遺物は16世紀代と考えられる土師質土器鍋（3）・釜（1、2）、伊万里

皿（4）・徳利（5）が出土している。図示したもの以外に備前捨鉢細片、土師質土器細片等

が出土している。17－18世紀頃の土砿である。

S K5

S K4の南に位置し、不整円形の平面形を有する。長軸方向をN－510－Wに取り、長径

1．23m、短径1．06m、深さ0．20－0．30mを測る。底面は南西側が一段高くなっている。埋土は

淡灰黄色粘質土に黒色粘質土がブロックで入っており、近代の撹乱の可能性がある。出土遺物

は無い。

S K6

大部分が調査区外に出ている。長径1．62m、残存短径0．44m、深さ0．40mを測り、東側が大

きく落ち込んでいる。埋土は灰黄褐色粘質土で、埋土中より青磁稜花皿細片と土師質土器皿細

片が1点ずつ出土している。15世紀後半頃の遺構と考えられる。

S K7

半分以上が調査区外に出ているが、隅丸方形の平面形を有する遺構であると考えられる。残

存長径1．14m、短径0．49m、深さ0．23mを測る。底面は平坦で、壁は斜めに立ち上がる。埋土

は灰色粘質土である。出土遺物は認められない。埋土からみて近世墓の可能性がある。

S K8

円形の平面形を有する遺構で、長軸方向をN－440－Eに取る。長径1．72m、短径1．64m、
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深さ0．49mを測る。北西と南東の壁が段状に立ち上がる。埋土はSK7と全く同様の灰色粘質

土である。近世墓であろう。

S－9

隅丸長方形の平面形を有する土肱で、長軸方向をN－240－Eに取る。長径1．70m、短径

1．14m、深さ0．36mを測る。底は平坦面をなし、壁は斜めに立ち上がる。埋土は、SK7・8

同様、灰色粘質土である。近世墓と考えられる。

溝

S D2

調査区の西端を東西に走り、東端で直角に北に曲がっている。長さ16．00m、幅0．80m内外、

深さ0．30m内外を測り、断面形は逆台形を呈する。底面の標高は、西端が6．88m、東端が6．66m

で、約0．22mの比高差があり、総じて東へ行くほど深くなっている。出土遺物は、土師質土器

皿（6）・杯（7）・鍋（9）、瓦質土器鍋（8）の他に、土師質土器細片30数点、瓦質土器細

片40数点、流れ込みと考えられる弥生前・中・後期土器片50数点が出土している。第Ⅴ層（茶

褐色砂質土）を掘り込んでいる。出土遺物から見て15世紀代の溝である。

5．まとめ

以上のように、Loc．38からは、弥生時代の土垢、溝、中世の土埠、溝、近世墓が確認された。

弥生時代の遺構では、SKlの前期Ⅲ段階の土砿墓に注目しなければならない。当地点の北西

約120mの地点（Loc．44）には、前期Ⅱ－Ⅲの集落址が存在しているが、墓址は確認されてい

ない。Loc．44の前期集落と当地点の土砿墓の関係が当然考えられる。

中世では、SD2の存在が注目される。SD2が東端において屈曲しているところから、他

調査区で数多く検出された掘立柱建物址群を囲む溝である可能性がある。
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第22表　掘立柱建物址計測表

挿図番号 遺構番号
規　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（㌦）

備　　　 考
梁 （間）×桁 （間） 梁　 ×　桁 （m ） 柱 間距 離 （m ）

第 61 図 S B　 l 1　 ×　 1 1．44　×　2．25 1．20　×　2．00 N －670－W 3．24

第23表　土拡計測表

挿 図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備 ．考
長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 61 図 S K　 l 不整楕 円形 （0．73） 1．04 0 ．19 N － 1 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 2 ク 0．64 0．6 0 0 ．0 8 N － 2 00－ E ク

ク S K　 3 隅丸長方形 （1．62） 1．95 0．12 N － 40 0－ E ク

第 62 図 S K　 4 1．74 （0 ．66） 0．21 N － 67 0－W 箱　　　 形

ク S K　 5 不整 円形 1．23 1．06 0．29 N － 5 10－W 逆　 台　 形

ク S K　 6 不整楕円形 1．62 （0．44） 0．40 N － 65 0－W 段　　　 状

ク S K　 7 隅丸方形 1．14 0．49 0．23 N － 89 0－W 箱　　　 形

ク S K　 8 円　 形 1．72 1．64 0 ．4 9 N －4 4 0－E 階　 段　 状

ク S K　 9 隅丸長方形 1．70 1．14 0 ．3 6 N － 240－ E 箱　　　 形
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第24表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構 番 号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

1 S K　 4
土 師質 土器

鍋

（7 ．8 ）

2 5．7

内湾 気味 に立 ち上が り、 上向 き

のツバ がつ く。

内 面パ ケ調整 。

2 ク ク
仔．0 ）

29 ．6

ケ

3 ク ‘ク

3寧・8

（6 ．6 ）

胴 部 は直線 的 に立 ち上 り、口緑
部 は内湾 気味。

ナデ調整 。

4 ク 皿
（2 ．2 ）

10 ．0

内 面 に界線 を認 め る。

ノ

伊 万里。

5 ク 瓶　 子
仏．3 ）

6 ：6

台形状 の高 台 がつ く。 下胴 部 と高台脇 に界線 あ り。
〃

6 S D　 l

土師 質土 器

小　 皿

7 ・3

．1．7

4 ．0

内湾気 味 に一立 ち上 が る。 口緑 端
部 は丸 くお さめ る。

ナ デ調整。

7 ケ

土師 質土 器

杯

5 ．2

2 ．0

3 ．0

直 線的 に立 ち上 が り、端部 は丸

くお さめる。
ロ クロ目が みう れ る。

8 ク

、瓦質土 器

鍋

串 亘

（4 ．7 ）

口緑部 は内傾 気味 に直線 的 に立

ち上 が る。

9 ク

土師 質土 器

鍋

22 ．3 断 面三 角形 の ツバ がつ く。 口緑 外 面 は右 上 ガ りの 叫 き。 内面 は、

（4 ．5 ） 部 は内傾 して立 ち上 がる。 横 方向 のパ ケ調整。
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9．Loc．38B



Loc．38B

1．位置と調査経過

Loc．38Bは、田村遺跡群の北西部に位置し、小字南土居の前の南端部にあたる調査区である。

北にはLoc．38Aが接し、東には中・近世の掘立柱建物址群及び土拡群を多数検出したLoc．39

がある。

当調査区の調査は、昭和57年度末に行われ、土拡や溝等の遺構を検出した。調査区は、それ

らの遺構を迫って条件の許す限り拡張した。

2．調査概要

当調査区の最終的な調査面積は244I前こ及び、土拡5基、溝3条及び若干のピット群を検出

した。遺構は、時期的には中・近世に属するものが大半を占めている。しかし、出土遺物はい

ずれも細片であり、図示できるものはなかった。

3．層序と出土遺物

Loc．38Bにおける基本的な層序は次の通りである。

第I層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　黄灰色粘質土層
l

第Ⅳ層　灰褐色粘質土層

第Ⅴ層　黒褐色粘質土層

第Ⅲ・Ⅳ層は、遺物包含層であり、弥生土器、土師質土器、瓦質土器、青磁及び近世陶磁器

が出土している。但し、第Ⅳ層は東部では堆積が薄くなっている。第Ⅴ層は、その上面が遺構

検出面であり、東側ほど標高が高くなっている。

4．遺構と遺物

土拡

S KI

SKlは、調査区の南西部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は直径1．65m

内外の不整円形を呈し、深さは0．40mを測る。底面は、平坦であるが、周縁部に深さ4cmの環

溝が巡っている。埋土は灰色粘質土であり、埋土中より若干の弥生土器及び近世陶磁器が出土

している。本土肱は、形状からして座棺埋置の近世墓である可能性が強い。
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S K2

S K2は、調査区の南部西寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は直径

1．05m内外の不整円形を呈し、深さは0．46m、を測る。断面形はU字形をなしている。埋土は灰

色粘質土であり、埋土中より若干の近世陶磁器が出土している。

S K3

SK3は、SK2の南側に位置し、第V層上面において検出された。平面形は不整長方形を

呈し、長径1．48m、短径0．60mを測り、長軸方向はN－730－Wを指す。深さは0．42mであり、

断面形はU字形をなしている。埋土は灰色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片が出土

している。なお、S K3はS K4の西壁を切って掘り込まれている。

S K4

S K4は、S K3の東に位置し、第V層上面において検出された。平面形は不整楕円形を呈

し、長径2．06m、短径1．46mを測り、長軸方向はN－140－Eを指す。深さは0．20mであり、

断面形は逆台形状をなしている。壁の立ち上がりは緩やかであり、北壁部には段を有している。

埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師質土器が出土している。なお、SK

4はS D2・3の西端部を切って掘り込まれている。

S K5

S K5は、調査区の東端部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は隅丸長方形

を呈し、長径1．60m、短径1．10mを測り、長軸方向はN－200－Eを指す。深さは0．22mであり、

断面形は逆台形状をなしている。底面には若干の起伏がみられ、北半部は深さ0．14mと浅くな

っている。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び青磁の細片が出土している。

S DI

S Dlは、調査区の南西部で、第Ⅴ層上面において検出された。東西に延びる溝であるが、

東端はS Klによって切られており、確認長は12．50mであった。幅1．20m、深さ0．20mを標

準とし、底面には若干の起伏を有している。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土

器、土師質土器、瓦質土器及び青磁の細片が出土している。
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S D2

SD2は、調査区の南部で、第Ⅴ層上面において検出された。SDlの東部延長上に位置す

る東西溝であり、確認長は12．50mを測る。幅0．40m、深さ0．15mを標準とし、断面形は舟底

形をなしている。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び青磁が出土してい

る。なお、SD2の西端はSK4によって切られている。

S D3

SD3は、SD2の南側を東西に並走する溝であり、第Ⅴ層上面において検出された。幅

0・60m、深さ0．20mを標準とし、断面形は逆台形状をなしている。確認長は、SD2と同じく

12・50mであった。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び瓦質土器の細片

が出土している。なお、SD3の西端もSK4によって切られている。

5．まとめ

Loc・38Bにおける検出遺構は、若干のピット群と溝3条及び土拡5基であった。ピット群は、

当調査区における中世掘立柱建物の存在を示唆しているものの、確認できた範囲では建物址は

検出し得なかった。溝も出土遺物からして中世に機能したものと考えられるが、屋敷を囲むよ

うな形状は呈していない。土肱は、埋土の状況からして、SK1－3が近世のものであり、S

K4・5が中世に属すると判断される。しかし、それらの性格については、SKlが土墳墓と

考えられる他は、現時点では不明である。
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第25表　土拡計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 65 図 S K　 l 不整円形 1 ．6 5 0．4 0 逆　 台　 形

ク S K　 2 ク 1．0 5 0．46 U　 字　 形

ク S K　 3 不整長方形 1．4 8 0 ．60 0．42 N － 73 0－W ク

ク S K　 4 不整楕円形 2 ．0 6 1 ．4 6 0 ．20 N － 14 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 5 隅丸長方形 1．6 0 1．10 0 ．2 2 N － 20 0－ E ク
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調査区セクション（北壁）

A－ －B

ヽ√＿J√
S Kl

二二

一一二「
A－

－B

－B

A－

＼＿＿′　A＿
S K2

B＼
第工居　灰色粘質土（SK3埋土）

第Ⅱ居　黄褐色粘質土（SK4埋土）

D L＝7．40m

第工居　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　黄灰色粘質土居

第Ⅳ居　灰褐色粘質土居

0

－B

‾ヽ」＿　　J

S K5

A－

「＼、　　／

S Dl

－B

第65図　調査区セクション、SKl～5、SDl～3
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10．Loc．39A



Loc．39A

1．位置と調査経過

Loc．39は、田村遺跡群の北部に位置し、小字寺の前にあたる調査区である。北には田村城館

の外堀を検出したLoc．43があり、南には中・近世の建物址を検出したLoc．40が接している。

また、東にも中・近世の建物址を確認したLoc．22がある。

当調査区における調査は、昭和57年8月の試掘調査から着手された。同調査の結果、ほぼ全

域に中世のピット群が確認されたため、同年末から翌58年4月まで、全面の発掘調査を行った。

主な検出遺構は、中・近世の溝に囲まれた屋敷址及び古代の掘立柱建物址などであり、南部下

層では弥生時代の水田址も確認された。

ところで、Loc．39は、面積も非常に広大であり、遺構の絶対数も多いため、便宜上、調査区

を3分して、北からLoc．39A・39B・39Cとして、それぞれ報告することにした。なお、水

田址は『弥生編』で、古代建物址は『古代編』で紹介している。

ここでは、小字寺の前の北端に位置するLoc．39Aについて述べる。当調査区の大半は、昭

和58年4月に調査された地点であるが、北西部の場周部分は、昭和57年度に緊急調査されたも

のである。以後、後者を取り立てて述べる場合、Aトレンチと呼称する。

2．調査概要

Loc．39Aにおける主な検出遺構は、掘立柱建物址29棟、土拡139基、溝14条、井戸1基である。

S B1－8はS D2の東側に集中しており、S B9・10はS Dlの西側で検出された。また、

S B11－18はSDlOの南側に位置しており、S B19－29及びS ElはSD6とSD7によって

囲まれた範囲内で検出されている。屋敷も、大きくはこの4ブロックに分かれていたものと考

えられる。時期的には、中世末から近世初頭のものが多いと考えられるが、土拡の中には近世

末に下るものもある。

3．層序と出土遺物

Loc．39Aにおける基本的な層序は次の通りである。

第I層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　黒褐色粘質土層

第Ⅴ層　暗褐色粘質土層

第Ⅲ層は、遺物包含層であり、弥生土器壷（1）、須恵器高杯（2）・杯（3）及び土師質土

器小杯（4）が出土している。但し、同層は調査区の南部及び西部では堆積が薄くなっており、
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徐々に消滅していた。第Ⅳ層は、中・近世の遺構検出面である。同層は、調査区の西部では堆

積が認められず、第Ⅴ層が遺構検出面となっていた。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

S Blは、調査区の北西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×3間の東西棟で

あり、梁間4．20m、桁行4．80mを測る。但し、北辺の柱穴を1個欠いている。棟方向はN－

780－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは10～42cmを測る。確

認できた柱痕の直径は10cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、柱痕部は濃灰褐色を呈してい

た。埋土中より土師質土器及び染付が出土している。なお、SBlの西北端の柱穴はSK22に

よってその上部を切られている。

S B2

S B2は、S Blの南東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×2間の正方形を呈

する建物であり、一辺3．00mを測る。但し、東辺の柱穴を1個欠いている。棟方向は、N－

760－Wを指し、S Blとほぼ平行である。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形を呈し、深さは12－35cmを測る。確認できた柱痕の直

径は15cm内外である。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片が出土してい

る。なお、S B2はS B3及びSK32と重複しているが、それぞれの新旧関係は不明である。

S B3

S B3は、S Blの南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×3間の南北棟であり、

梁間4．20m、桁行5．20mを測る。棟方向はN－100－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径22－48cmの円形あるいは不整円形を呈し、深さは8－24cmを測る。確

認できた柱痕の直径は8－20cmである。柱穴によって形状的に差異が大きい。埋土は、灰褐色

粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土師質土器、瓦質土器及び白磁が出土している。なお、

S B3はS B2・5・6及びS K31・42と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B4

S B4は、S B3の西に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×2間の正方形を呈す

ー182－

ー‾‾こ’、ヽ1ェ＿一



る建物であり、一辺3．10mを測る。

各柱穴の平面形は直径24cm内外の円形を里し、深さは8－20cmを測る。確認できた柱痕の直

径は12cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片が出土している。

S B5

SB5は、SB4の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×2間の小規模な南北

棟であり、梁間1．70m、桁行3．00mを測る。棟方向はN－140－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径22cm内外の円形あるいは不整円形を里し、深さは20cm前後を測る。埋

土は灰褐色粘質土であり、埋土中からの出土遺物は皆無であった。なお、SB5はSB3・6・

7及びSK40と重複している。SB5がSK40によって切られているのが確認できた他は、新

旧関係は不明である。

S B6

SB6は、SB3の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×2間の東西棟であり、

梁間1．50m、桁行3．60mを測る。棟方向はN－780－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径20cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは12－32cmを測る。埋

土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土師質土器及び瓦質土器の細片が出土して

いる○なお、SB6は、SB3・5及びSK42と重複している。SB6がSK42によって切ら

れているのが確認できた他は、新旧関係は不明である。

S B7

SB7は、SB6の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×3間の東西棟であり、

梁間4・20m、桁行5．70mを測る。但し、東側の梁間は4．00mに満たない。棟方向はN－730－

Wを指す。

各柱穴の平面形は直径24cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは20cm前後を測る。確

認できた柱痕の直径は12cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師

質土器の細片が出土している。なお、SB7はSB5及びSK39－41と重複している。SB7

がSK39によって切られているのが確認できた他は、新旧関係は不明である。

S B8

SB8は、SB7の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×2間の南北棟であり、

梁間2・20m、桁行3．80mを測る。但し、西辺の中間柱穴を欠いている。棟方向はN－8。－E

を指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形を呈し、深さは20cm前後を測る。埋土は暗灰褐色粘質
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土であり、埋土中より弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。なお、S B8の西北端

の柱穴はSK43を切っている。

S B9

S B9は、調査区の西端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×1間の建物であ

るが、東西1．80m、南北2．50mを測り、南北にやや長い。棟方向は、N－190－Eを指し、S

Dlにほぼ平行である。

各柱穴の平面形は直径24cm内外の円形を呈し、深さは8－25cmを測る。確認できた柱痕の直

径は8cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片が出土している。

S BlO

S BlOは、S B9の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×1間の小規模な建物

であり、東西1．80m、南北1．20mを測る。棟方向は、N－770－Wを指し、北側のS DlOにほ

ぼ平行である。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形を呈し、深さは10cm前後を測る。埋土は灰褐色粘質土

であり、埋土中からの出土遺物は皆無であった。

S Bll

S Bllは、調査区の南西に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×1間の建物である

が、東西3．60m、南北2．70mを測り、東西に長くなっている。棟方向はN－780－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径40cmの円形を里し、深さは16－40cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であ

り、埋土中より土師質土器及び瓦質土器の細片が出土している。

S B12

S B12は、S Bllの南西に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×3間の東西棟であ

り、梁間3．60m、桁行4．20mを測る。但し、西辺は東辺に比して0．20m程短くなっている。棟

方向はN－740－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは長円形を里し、深さは8－36cmを測る。確認

できた柱痕の直径は16cmである。埋土は灰褐色粘質土であるが、若干の黒褐色土と黄褐色土が

ブロック状に混入しているものもあった。埋土中より弥生土器及び土師質土器が出土している。

S B13

S B13は、S B12の南西に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×1間の建物である

が、東西2．80m、南北2．10mを測り、東西が若干長くなっている。棟方向はN－750－Wを指す。
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‾　　1

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形を呈し、深さは10cm前後を測る。確認できた柱痕の直

径は16cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より若干の土師質土器片が出土している。

S B14

SB14は、SB12の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×2間の南北棟であり、

梁間2．70m、桁行3．60mを測る。但し、南辺は2間となっている。棟方向はN－130－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形を呈し、深さは10～36cmを測る。埋土はSB12の柱穴

と同様であり、埋土中より土師質土器の細片が出土している。

S B15

SB15は、調査区の南部西寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×4間の東西

棟であり、梁間2．10m、桁行6．00mを測る。棟方向はN－800－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径23cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは8－22cmを測る。埋

土は灰褐色粘質土であり、埋土中より若干の土師質土器片が出土している。

S B16

S B16は、SB15の北東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SDlOの北東コーナー

部の内側に位置する。2×2間の建物であるが、東西3．60m、南北3．00mを測り、東西に若干

長くなっている。棟方向は、N－770－Wを指し、SDlOとほぼ平行になっている。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは長円形を呈し、深さは25cm前後を測る。確認

できた柱痕の直径は17cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土師質

土器及び瓦質土器の細片が出土している。なお、SB16は、SB17・18及びSK76と重複して

いる。S B16がSK76を切っているのが確認できた他は、新旧関係は不明である。

S B17

SB17は、SB16の西南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。2×2間の小規模な建

物であり、一辺2．20mの正方形を呈す。棟方向は、N－330－Eを指し、周辺の建物と趣を異

にしている。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは6－25cmを測る。確

認できた柱痕の直径は16cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中からの出土遺物は皆無

であった。なお、SB17は、SB16・18と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B18

SB18は、SB16の南側に接した位置で、第Ⅳ層上面において検出された。2×3間の東西
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棟であり、梁間3．62m、l桁行5．54mを測る。棟方向はN－810－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは長円形を呈し、深さは25cm前後を測る。確認

できた柱痕の直径は18cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土師質

土器及び瓦質土器の細片が出土している。なお、S B18は、S B16・17及びS K114と重複し

ている。S B18がS K114によって切られているのが確認された他は、新旧関係は不明である。

S B19

S B19は、調査区の東部に位置し、、第Ⅴ層上面において検出された。1×1間の建物である

が、東西3．08m、南北4．80mを測り、南北に長い建物である。棟方向はN－230－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形を呈し、深さは10～42cmを測る。仝柱穴に柱痕が確認

されており、その直径は10－16cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器

の細片が出土している。また、東北端の柱穴からは桂根と目される木片（66）も出土した。

S B20

S B20は、調査区の中央部東寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。1×2間の小

規模な東西棟であり、梁間1．40m、桁行2．70mを測る。棟方向はN－680－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは8－28cmを測る。確

認できた柱痕の直径は12cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中からの出土遺物は皆無

であった。

S B21

S B21は、S B20の南に位置し、第V層上面において検出された。1×3間の東西棟であり、

梁間2．70m、桁行4．10mを測る。棟方向は、N－730－Wを指し、SD6に直交している。

各柱穴の平面形は直径25皿内外の円形あるいは長円形を呈し、深さは10－30cmを測る。確認

できた柱痕の直径は13cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び瓦質

土器の細片が出土している。

S B22

S B22は、S B21の東に位置し、第V層上面において検出された。2×1間の建物であるが、

東西4．00m、南北3．40mを測り、東西に若干長くなっている。棟方向はN－700－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形を呈し、深さは10－30cmを測る。確認できた柱痕の直

径は15cm円外である。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片が出土してい

る。
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S B23

S B23は、S B22の南に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。1×2間の東西棟であり、

梁間1．80m、桁行4．30mを測る。棟方向はN－760－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径22cm内外の円形を呈し、深さは8－25cmを測る。確認できた柱痕の直

径は12cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び瓦質土器の細片が出

土している。

S B24

SB24は、S B22の東に位置し、第V層上面において検出された。一辺約3．30mの正方形を

呈する建物であり、南辺が2間となっている他はすべて1間である。棟方向はN－580－Wを

指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形を呈し、深さは10－36cmを測る。確認できた柱痕の直

径は15cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より若干の土師質土器が出土している。

S B25

S B25は、SB24の南東に位置し、第V層上面において検出された。東西3．90m、南北3．30m

を測り、東西に若干長い建物である。南辺と西辺が2間で、他辺は1間である。棟方向はN－

650－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは16－36cmを測る。確

認できた柱痕の直径は12－20cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及

び瓦質土器の細片が出土している。

S B26

SB26は、調査区の南部東寄りで、第V層上面において検出された。SD6の東側に位置す

る1×5間の長い南北棟である。梁間1．80m、桁行9．00mを測り、棟方向はN－190－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形を里し、深さは8－25cmを測る。確認できた柱痕の直

径は10cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、須恵器、土師質土器及

び瓦質土器の細片が出土している。

S B27

S B27は、SB26の東に位置し、第V層上面において検出された。1×4間の東西棟であり、

梁間2．40m、桁行9．00mを測る。但し、西辺は東辺に比して0．20m程短くなっており、また、

南辺では5間分の柱穴が検出された。棟方向は、N－700－Wを指し、SD7の南辺の方向に

ほぼ平行であり、S B26に直交している。
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各柱穴の平面形は直径20cm内外の円形あるいは長円形を呈し、深さは8－48cmを測る。確認

できた柱痕の直径は13cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、須恵器

及び土師質土器の細片が出土している。

S B28

S B28は、調査区の南東部で、第V層上面において検出された。S B27の北東に位置する。

1×5間の長い東西棟であり、梁間2．20m、桁行9．80mを測る。但し、西辺は東辺より0．20m

程長くなっている。棟方向はN－730－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは長円形を呈し、深さは10－37cmを測る。確認

できた柱痕の直径は10cm内外である。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より須恵器及び土師

質土器の細片が出土している。なお、S B28は、S B29及びSK131・132と重複している。S

B28がSK132によって切られているのが確認できた他は、新旧関係は不明である。

S B29

S B29は、S B28の南部で、第V層上面において検出された。S Elの北部に位置する3×

4間の東西棟である。梁間5．10m、桁行7．50mを測り、当調査区では最大規模の建物である。

棟方向はN－740－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形を里し、深さは11－25cmを測る。確認できた柱痕の直

径は8－16qmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師質土器、瓦質土器及び青

磁の細片が出土している。なお、S B29は、S B28及びS K131・132と重複している。S B29

がSK132に切られているのが確認された他は、新旧関係は不明である。

土拡

S KI

SKlは、Aトレンチの北端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整円

形を呈し、長径1．20m、短径1．10mで、深さは0．20mを測る。長軸方向はN－880－Eを指す。

底面はほぼ平坦であり、壁は垂直に近く立ち上がる。

埋土は灰褐色粘質土をベースとしており、それに黒褐色土がブロック状に混入していた。埋

土中より若干の土師質土器及び近世陶磁器が出土している。なお、SKlはSD2の西肩を切

って掘り込まれている。

S K2～5

SK2－5は、調査区の北西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。いずれも近世初
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頭の墓と考えられる遺構であり、埋土は等しく灰褐色粘質土であった。

SK2は、平面形が長円形を呈し、長径0．85m、短径0．78mで、深さは0．17mを測る。長軸

方向はN－350－Eを指す。底面はほぼ平坦で、壁は滑らかに立ち上がる。南西壁際より土師

質土器杯が2点（5、6）出土している。

SK3－5は、SK2の南東で、南北に並んで検出された。

SK3は、平面形が一辺1．00m内外の隅丸方形を呈し、深さは0．60mを測る。底面はほぼ平

坦であり、壁は垂直に近く立ち上がる。底面よりやや浮いた状態で、土師質土器皿（7）及び

骨片が出土している。

SK4は、平面形が不整長円形を呈し、長径1．00m、短径0．85mで、深さは0．30mを測る。

底面はほぼ平坦であり、壁は垂直に近く立ち上がる。底面直上より土師質土器皿（8）が出土

している。

SK5は、平面形が一辺1．00mの隅丸方形を呈し、深さは0．42mを測る。底面はほぼ平坦で、

壁は垂直に近く立ち上がるが、東壁のみ立ち上がりが緩やかである。東壁際の底面直上より、

土師質土器皿（9）・杯（10）が出土している。

SK3以外からは骨片の出土は認められなかったが、土肱の形状及び出土遺物からみて、4

土肱とも座棺を埋置したところの近世初頭の墓と考えられる。

S K6

S K6は、Aトレンチの東端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径

1．60m内外の円形を呈するものと考えられるが、東半部が痩乱を受けており、全容は不明であ

る。確認部の最深は0．12mを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器皿（11）

が出土している。

S K7

SK7は、調査区の北西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長円形

を呈し、長径1．96m、短径1．78mで、深さは0．56mを測る。埋土は灰色粘質土であり、埋土中

より、須恵器、土師質土器及び近世陶磁器の細片が出土している。なお、SK7はSDlを切

って掘り込まれている。

S K8

S K8は、S K7の東で、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長方形を呈し、長径

1．15m、短径0．55mで、深さは0．50mを測る。長軸方向はN－200－Eを指す。底面は平坦で

あり、壁は断面U字形を呈して立ち上がる。埋土は灰色粘質土であり、底面よりやや浮いた状

態で、土師質土器三足皿（12）及び寛永銭が出土している。また、木片も若干出土しており、
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本遺構は近世の木棺墓と考えられる。なお、SK8は、SD2を切って掘り込まれている。

S K9

SK9は、SK5の南東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長円形を

呈し、長径1．52m、短径1．20mで、深さは0．20mを測る。長軸方向はN－580－Wを指す。底

面には若干の起伏がみられ、壁は緩やかに立ち上がる。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中よ

り須恵器の細片が出土している。

S KlO・H

SKlO・11は、調査区の北に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。両土埠とも、平面形

は不整形であり、深さは、SKlOが0．10m、SKllが0’．15mである。埋土はいずれも灰褐色粘

質土であり、埋土中より若干の土師質土器片が出土している。

S K12

SK12は、Aトレンチの西端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。同遺構の西半が

調査区外となっているため、全容は不明である。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より若干

の土師質土器が出土している。

S K13

SK13は、SK12の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。東西に延びる長大な土拡

であるが、西半が調査区外となっているため、全容は不明である。埋土は灰色粘質土をベース

としており、それに黒色土がブロック状に混入していた。埋土中より近世陶磁器の細片が出土

している。

S K14

SK14は、SK13の東南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長方形を呈し、
l

長径1．56m、短径1．10mで、深さは0．15mを測る。長軸方向はN－210－Eを指す。底面はほ

ぼ平坦であり、壁の立ち上がりは緩やかである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、須

恵器、土師質土器及び近世陶磁器の細片が出土している。

S K15～17

SK15－17は、調査区の北西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。いずれも、SD

lの西側に接しており、同港と重複関係にある。

SK15は、平面形が直径1．62m内外の円形を呈し、深さは0．18mを測る。埋土は灰色粘質土
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であり、埋土中より土師質土器及び近世陶磁器の細片が出土している。なお、S K15はS K16

及びSDlを切って掘り込まれている。

SK16は、平面形が長円形を呈する長大な土肱と考えられるが、北端をSK15によって切ら

れており、東半はSDlと重複しているため、全容は不明である。埋土は灰褐色粘質土で、S

Dlと同一であり、同遺構の東壁は確認できなかった。底面に集石がみられ、それがSDlの

底面に連続していることから、SDlに付属した施設であった可能性がある。埋土中より、土

師質土器、瓦質土器及び青磁の細片が出土している。なお、SK16はSK17の北端を切ってい

る。

S K17は、平面形が長方形を呈する土肱と考えられるが、東半をSDlによって切られてお

り、全容は不明である。深さは0．30mを測り、埋土は暗灰褐色粘質土である。埋土中より、弥

生土器、土師質土器及び備前焼の細片が出土している。

S K18へ′22

S K18－22は、調査区の北西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。いずれも、S D

2の東側に位置する。

SK18は、平面形が直径0．72m内外の不整円形を呈し、深さは0．27mを測る。直径0．40mの

座棺が埋置されていた可能性があり、中央部に円形の掘り込みが確認されている。埋土は暗灰

褐色粘質土であり、埋土中より伊万里系紅猪口（13）及び木片が出土している。17世紀の座棺

墓と考えられる。

S K19は、平面形が不整方形を呈し、長径4．82m、短径3．85mで、深さ0．78mを測る。SD

2の東側に接する長大な土肱である。底面はほぼ平坦であるが、南側が若干深くなっている。

壁の立ち上がりは比較的緩やかである。東壁の中位に深さ0．30mの段が掘り込まれており、ま

た、東壁及び西壁の一部には集石も検出された。

埋土は、5層に分層され、第I層灰色粘質土、第I層黄灰褐色粘質土、第Ⅲ層灰褐色粘質土、

第Ⅳ層暗灰褐色粘質土、第Ⅴ層灰赤褐色粘質土となっている。第Ⅲ・Ⅳ層を中心に、弥生土器、

土師質土器、備前焼及び近世陶磁器が出土した。また、集石の中に石臼が1点（65）混在して

いた。なお、S K19はS D2の東肩を切っており、また、SK22によって東端部を切られてい

る。

S K20は、平面形が不整長方形を呈し、長径1．95m、短径1．55mを測り、長軸方向はN－

160－Eを指す。深さは0．40mで、断面形は逆台形を里す。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土

中より弥生土器及び備前焼の細片が出土している。

S K21は、平面形が不整長円形を呈し、長径1．15m、短径0．82mで、深さは0．22mを測る。

埋土は灰色粘質土であり、埋土中より、土師質土器、瓦質土器及び近世陶磁器が出土している。

なお、S K21はS D2を切って掘り込まれている。
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SK22は、平面形が長方形を呈し、長径1．90m、短径1．12mを測り、長軸方向はNq630－

Wを指す。深さは0・28mで、断面逆台形を里す。但し、東壁の中位に小さな段を有している。

埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び唐津焼の細片が出土している。

S K23～26

SK23－26は、調査区の北部中央に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。

SK23は、平面形が隅丸長方形を呈し、長径2．27m、短径1．12mを測り、長軸方向はN－

250－Eを指す。深さは0・13mと浅い。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師質土器、

瓦質土器及び近世陶磁器が出土している。

SK24は、平面形が不整長円形を呈し、長径3．90m、短径2．35mを測る。深さは0．50mに及

ぶが、底面の起伏が激しく、壁の立ち上がりも緩やかである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋

土中より、土師質土器、備前焼及び近世陶磁器が出土している。

SK25は、平面形が、長方形を呈し、長径2．35m、短径1．48mを測り、長軸方向はN－23。

－Eを指す。深さは0・20mで、断面形は逆台形状を呈す。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土

中より弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。なお、SK25の北壁の一部はSK24に

よって切られている。

SK26は、平面形が不整長方形を呈し、長径2．25m、短径1．45mで、深さは0．12mを測る。

埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び伊万里系碗（14）が出土している。

S K27

SK27は、調査区の西端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径0．45m

内外の円形を呈するものと考えられるが、西端は調査区外となっており、全容は確認できなか

った。深さは0・10mを測り、埋土は灰褐色粘質土であった。埋土中からの出土遺物は皆無であ

った。

S K28・29

SK28・29は、Aトレンチの南西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。いずれも、

その西半が調査区外となっており、全容は不明である。両土肱とも、埋土は灰褐色粘質土であ

り、埋土中より若干の土師質土器が出土している。

S K30～34

SK30－34は、調査区の中央部北寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。

SK30は、平面形が長円形を呈し、長径1．50m、短径1．28mで、深さは0．40mを測る。底面

はほぼ平坦であり、壁は垂直に近く立ち上がる。底面において直径1．00mの環状をなして、幅
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0．10m、深さ3cmの周溝が巡っているのが検出された。埋土は灰褐色粘質土であり、周溝部は

赤褐色を呈していた。埋土中より弥生土器及び土師質土器が出土している。底面直上では自然

石及び木片も検出されており、SK30は、形状的にみて座棺を埋置した近世墓ではないかと考

えられる。

S K31は、平面形が長方形を呈し、長径3．12m、短径2．25mを測り、長軸方向はN－800－

Wを指す。深さは0．32mを測り、断面形は逆台形状を呈している。埋土は灰褐色粘質土であり、

埋土中より、弥生土器、須恵器、土師質土器及び備前焼が出土している。なお、SK31は、S

B3内の北半に整然とおさまっており、あるいはS B3の付属施設として機能していたものと

も考えられる。

S K32は、平面形が長方形を呈し、長径1．32m、短径1．01mを測り、長軸方向はN－70－

Eを指す。深さは0．10mを測り、埋土は灰黄褐色粘質土で、出土遺物は皆無であった。

S揮33は、平面形が不整形であり、深さは0．25mを測る。埋土は、2層に分層され、第工層

が灰褐色粘質土、第Ⅱ層が茶灰色砂質土であった。第工層下位より弥生土器及び土師質土器の

細片が出土している。

SK34は、平面形が直径1．70mの不整円形を呈し、深さは0．45mを測る。埋土は灰色粘質土

であり、埋土中より若干の土師質土器が出土している。なお、SK34はSD3の南端を切って

いる。

S K35・36

SK35・36は、調査区の東部北寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。

S K35は、平面形が不整長円形を呈し、長径2．02m、短径1．68mで、長軸方向はN－330－

Eを指す。深さは0．18mを測り、断面形は逆台形状を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土

中より弥生土器及び須恵器の細片が出土している。

S K36は、平面形が不整長円形を里し、長径1．32m、短径1．16mで、長軸方向はN－600－

Wを指す。深さは0．16mを測り、底面には若干起伏がみられる。埋土は、2層に分層され、上

層が黄灰褐色粘質土、下層が茶灰色粘質土であった。下層より土師質土器及び瓦質土器の細片

が出土している。

S K37・38

SK37・38は、Aトレンチの南端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。

SK37は、平面形が直径1．45m内外の円形を呈するものと考えられるが、西半が調査区外と

なっており、全容は不明である。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片が

出土している。

SK38も、その南半部が痩乱を受けており、全容は不明である。埋土は灰色粘質土であり、
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埋土中より近世陶磁器が出土している。

S K39～48

SK39－48は、調査区のほぼ中央部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。

SK39は、平面形が不整形であり、長径6・72m、短径1．80mを測る。非常に長大な遺構であ

るが、深さは7cmと極めて浅い。単なる地形の窪みとも考えられるが、埋土は灰褐色粘質土で

あり、埋土中より、弥生土器、土師質土器及び備前焼が出土している。

SK40は、平面形が不整長方形を呈し、長径1・35m、短径0．76mで、深さは8cmを測る。埋

土は黄灰色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師質土器が出土している。なお、SK40

はSB5の南東端の柱穴やその他のピットを切って掘り込まれている。

SK41は、平面形が隅丸長方形を呈し、長径2．31m、短径1．82mを測り、長軸方向はN－

740－Wを指す。深さは0・20mで、壁の立ち上がりは極めて緩やかである。埋土は黄灰色粘質

土であり、埋土中より土師質土器の細片が出土している。

SK42は、平面形が長円形を呈し、長径1．95m、短径1．37mを測り、長軸方向はN－18。－

Eを指す。深さは0・20m、断面形は逆台形状を呈している。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋

土中より、弥生土器、須恵器及び土師質土器が出土している。なお、SK42はSB6の東北端

の柱穴を切っている。

SK43は、平面形が不整方形を呈し、長径0．95m、短径0．75mを測り、長軸方向はN－87。

－Eを指す。深さは9cmと浅く、壁の立ち上がりも緩やかである。埋土は暗灰褐色粘質土であ

り、埋土中より若干の土師質土器が出土している○なお、SK43はSB8の西北端の柱穴によ

って切られている。

SK44－46は、東西に並ぶ不整形の土肱であり、埋土はいずれも暗灰褐色粘質土であった。

遺物は、SK45より若干の弥生土器及び土師質土器の細片が出土したのみである。

SK47は、平面形が不整長方形を呈し、長径1．70m、短径0．95mを測り、長軸方向はN－

120－Eを指す。深さは0・18mであり、断面形は逆台形状をなしている。埋土は暗灰褐色粘質

土であり、埋土中より若干の土師質土器が出土している。

SK48は、平面形が不整長円形を呈し、長径1．75m、短径1．00mを測り、長軸方向はN－

20－Eを指す。深さは0・18mであり、底面には起伏が著しい。なお、SK48はその中央部を

ピット群によって切られている。

SK49

SK49は、調査区の中央部東寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。平面形は隅丸

長方形を呈し、長径1・42m、短径0・83mを測り、長軸方向はN－68。－Eを指す。深さは0．32m

であり、断面形はU字形をなしている。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器
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の細片が出土している。なお、S K49はS D5を切って掘り込まれている。

S K50

S K50は、S K49の東南に位置し、第V層上面において検出された。近世墓の可能性をもつ

土肱である。平面形は直径1．80mの円形を里し、深さは0．33mを測る。埋土は、3層に分層さ

れ、第工層が灰褐色粘質土、第Ⅱ層が礫混じりの灰赤褐色粘質土、第Ⅲ層が赤褐色粘質土とな

っていた。

第I層除去の段階で、中央部に第I層を埋土とする直径1．18mの円形プランが確認され、そ

の周囲を第Ⅲ層が環状に囲んでいた。かかる堆積状況は、第I層の部分に桶状の物体が埋置さ

れていたことを示唆するものとも考えられるが、木片類は出土せず、須恵器片が1点出土した

だけであった。なお、S K50はS D6の東肩を切って掘り込まれている。

S K51・52

S K51・52は、調査区の東部北寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。

S K51は、北部が撹乱を受けているため、全容は不明であるが、底面及び埋土中位に集石を

伴う長大な土拡であり、深さも0．48mを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生

土器、土師質土器、青磁碗（15）及び近世陶磁器が出土している。なお、南側に接するSK52

との切り合い関係は、埋土が同一であるために確認できなかった。

S K52は、平面形が不整長方形を里し、長径4．48m、短径3．68mを測り、長軸方向はN－

110－Eを指す。深さは0．18mで、底面は平坦であるが、北部中央が凹状をなし、最深部は0．58m

に及び、北のS K51に連続している。埋土中より、弥生土器、土師質土器、備前焼及び近世陶

磁器の細片が出土している。

S K53・54

S K53・54は、調査区の東北部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。

S K53は、平面形が長円形を呈し、長径1．92m、短径1．48mを測り、長軸方向はN－650－

Wを指す。深さは0．36mであり、断面痕は逆台形状をなす。埋土は明灰褐色粘質土であり、埋

土中より若干の近世陶磁器が出土している。なお、S K53はS K54によって切られているが、

深さがS K54を上回っているため、底面と壁の立ち上がり部が残されていた。′

S K54は、平面形が長円形を里し、長径2．00m、短径1．76mを測り、長軸方向はN－600－

Eを指す。深さは0．28mであり、断面形は逆台形状をなしている。埋土は灰褐色粘質土である

が、埋土中からの出土遺物は皆無であった。S K54は、SK53を切っており、近世以降の遺構

と判断される。
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S K55

SK55は、調査区の西部に位置し、第Ⅱ層上面において検出された。長大な長円形のプラン

を有しているが、近代の撹乱によるものであり、SDlの西端を切っている。

S K56～72

SK56－72は、調査区の西部南寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SDlOの南

に位置する近世墓群であり、その大半は木棺墓と考えられるが、墓と断定できない土拡も含ま

れている。

SK56は、平面形が不整長方形を呈し、長径1．50m、短径0．92mを測り、長軸方向はN－

670－Wを指す。深さは0・25mであり、断面形は箱形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、底

面直上より若干の木片を出土している。木棺を埋置した土肱と考えられる。

SK57は、その北半をSK56によって切られており、全容は不明である。深さは0．20mを測

り、壁は垂直に近く立ち上がる。底面直上で自然石を検出している。

SK58は、平面形が直径1．55mの円形を呈し、深さは0．31mを測る。断面形は箱形を呈す。

埋土は灰褐色粘質土であり、埋土下位において径15－20。mの自然礫からなる集石が東に偏して

検出された。出土遺物は、弥生土器及び近世陶磁器であり、集石下からは木片も出土している。

SK59は、平面形が東西に長くのびた長方形を呈し、長径4．62m、短径1．05mを測り、長軸

方向はN－750－Wを指す。深さは0．30mであり、断面形は箱形を呈す。埋土は灰褐色粘質土

であり、埋土中より、弥生土器、土師質土器鍋（16）及び伊万里焼等が出土している。長径が

異常に長い土拡であり、近世墓の範時に入れるべきではないかもしれない。なお、SK59の東

壁はSK61・62によって切られている。

SK60は、平面形が長円形を呈し、長径1．02m、短径0．61mを測り、長軸方向はN－440－

Wを指す。深さは0．13mであり、断面形は逆台形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中

より若干の弥生土器片が出土している。本遺構も墓として扱うべきではないと考える。

SK61は、平面形が長方形を呈し、長径1．90m、短径0．75mを測り、長軸方向はN－130－

Eを指す。深さは0．52mであり、断面形は箱形を里す。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中よ

り唐津系碗（17）等の近世陶磁器が出土している。

SK62は、平面形が直径1．50mの円形を呈し、深さは0．58mを測る。埋土は黄灰褐色粘質土

であり、埋土中より、弥生土器、須恵器、土師質土器及び近世陶磁器の細片が出土している。

形状からして、座棺が埋置されていたものと考えられる。なお、SK62の北端部は、SK59を

切っており、SK61によって切られている。

SK63は、平面形が不整長方形を呈し、長径1．90m、短径0．75mを測り、長軸方向はN－

160－Eを指す。深さ0．28mまで掘り下げた時点で木棺埋置部が検出された。同部は、長径

1・24m、短径0．44mを測る。検出面から底面までの深さは0．50mであり、壁はほぼ垂直に立ち
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上がっている。埋土は灰褐色粘質土であり、木棺埋置部には黒色土がブロック状に混入してい

た。底面直上より、骨片と木片及び寛永銭、煙管の断片が出土している。なお、SK63の東壁

はS K64によって切られている。

SK64は、平面形が長方形を呈し、長径2．00m、短径0．68mを測り、長軸方向はN－110－

Eを指す。深さは0．38mであり、断面形は箱形を呈す。埋土は黄灰褐色粘質土である。底面北

端部より、伊万里系紅猪口（18）と寛永銭3枚が出土している。

S K65は、平面形が不整長方形を呈し、長径2．03m、短径0．60mを測り、長軸方向はN－

80－Eを指す。深さは0．25mで、断面形は箱形を呈す。埋土は灰褐色粘質土である。底面北

西端部において伊万里系碗（19）と寛永銭2枚友び漆器片が出土している。なお、寛永銭1枚

は碗の中に置かれていた。

S K66は、平面形が長方形を里し、長径1．93m、短径0．85mを測り、長軸方向はN－100－

Eを指す。同平面形を深さ0．16mまで掘り下げた時点で、木棺埋置部が検出された。同部は、

長径1．32m、短径0．58mを測る。検出面から底面までの深さは0．50mであり、壁はほぼ垂直に

立ち上がっている。埋土は灰褐色粘質土であり、木棺埋置部には黄黒色土がブロック状に混入

していた。底面西部より寛永銭が5枚出土している。なお、S K66はS K67を切っている。

S K67は、平面形が直径2．00m内外の円形を呈するものと考えられるが、S K66・68によっ

て南部と東部を切られており、全容は不明である。深さは0．43mを測り、断面形は逆台形を呈

す。西壁際に径20－25cmの自然石が検出されている。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中よ

り弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。形状的には座棺埋置の可能性を有するが、

木片等は出土していない。

S K68は、平面形が不整形であり、深さも0．17mと浅い。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土

中より、弥生土器、備前焼及び瀬戸・美濃系急須の蓋（20）が出土している。本遺構は墓であ

る可能性が少ない。

S K69は、平面形が不整長方形を呈し、長径3．00m、短径1．50mを測り、長軸方向はN－

40－Eを指す。深さは0．25mであり、断面形は皿形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、埋

土中より、土師質土器、備前焼及び近世陶磁器が出土している。

SK70は、その中央部をSK69によって切られており、全容は不明である。残存部の形状か

らして、平面形は、長径2．55m、短径0．90mの不整長方形を呈するものと考えられる。深さは

0．15mと浅く、埋土は灰褐色粘質土である。埋土中より土師質土器及び近世陶磁器の細片が出

土している。

SK71は、平面形が直径1．78mの円形を呈し、深さは0．40mを測る。壁の立ち上がりはほぼ

垂直であるが、埋土は、3層に分層され、第I層灰褐色粘質土、第Ⅱ層黒黄灰色粘質土、第Ⅲ

層暗灰褐色粘質土となっていた。うち、第Ⅱ層にあたる部分が座棺埋置部と考えられ、同層よ

り、土師質土器、近世陶磁器及び木片が出土している。
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SK72は、平面形が直径1．25mの円形を呈し、深さは0．22mを測る。埋土は灰褐色粘質土で

あった。形状から座棺埋置の近世墓と考えられるが、出土遺物は皆無であり、断定はできない。

S K73・74

SK73・74は、調査区の中央部西寄りで、第Ⅳ層上面において検出された。SDlOの北側に

位置し、埋土はいずれも灰褐色粘質土である。

S K73は、平面形が不整長円形を呈し、長径2．03m、短径1．40mを測り、長軸方向はN－

570－Wを指す。深さは0．20mであり、断面形は皿形を呈す。出土遺物は皆無であった。

SK74は、平面形が長円形を呈し、長径0．90m、短径0．76mで、深さは0．42mを測る。断面

形は箱形を呈するが、南北両壁には段部を有している。埋土中より、弥生土器、須恵器、土師

質土器及び弥生時代の棒状叩石（61）が出土している。

S K75・76

S K75・76は、S K73の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。埋土はいずれも茶灰

色粘質土である。

S K75は、平面形が長円形を呈し、長径1．86m、短径1．26mを測り、長軸方向はN－730－

Wを指す。深さは0．23mであり、断面形は逆台形を呈す。埋土中より、須恵器、土師質土器及

び備前焼が出土している。

SK76は、平面形が直径3．50m内外の不整円形を呈し、深さは0．40mを測る。埋土は、5層

に分層され、第工層灰褐色粘質土、第Ⅱ層灰褐色シルト、第Ⅲ層褐色土、第Ⅳ層灰色砂質土、

第Ⅴ層茶灰色シルトとなっている。第Ⅱ～Ⅳ層より、弥生土器、須恵器、土師質土器及び土錘

（21、22）が出土している。なお、SK76はSB16の北東端部の柱穴によって切られている。

S K77

SK77は、SK76の南東で、第Ⅳ層上面において検出された。SD14の北部に位置する近世

木棺墓である。平面形は長方形を呈し、長径1．70m、短径0．67mを測り、長軸方向はN－230

－Eを指す。同プランを0．18m程掘り下げた時点で、木棺埋置部が確認された。同部は長径

1．50m、短径0．32mの長方形を呈しており、検出面から底面までの深さは0．35mであった。埋

土は灰褐色粘質土であり、木棺埋置部には黄黒色粘質土がブロック状に混入していた。底面直

上から板状木片が出土しており、伊万里系猪口（23）も木片の間から出土している。なお、S

K77はSD14の北端部を切って掘り込まれている。

S K78～80

SK78－80は、調査区の中央部東寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。
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▼‾リーr．一

SK78は、平面形が一辺3．85m内外の不整方形を呈し、深さは0．52mを測る。底面には若干

の起伏がみられ、南部中央が深くなっている。壁の立ち上がりは緩やかであり、東壁には段を

有している。埋土は、2層に分層され、第工層が灰褐色粘質土、第Ⅱ層が暗灰褐色粘質土であ

った。出土遺物は、弥生土器、須恵器、土師質土器、瓦質土器及び備前焼等であり、主として、

第Ⅱ層下位より出土している。しかし、いずれも細片であり、図示できるものはなかった。な

お、S K78は、S D5・6及びS K79を切って掘り込まれている。

SK79は、その南半をSK78によって切られており、全容は不明である。深さは0．18mを測

り、埋土は黄灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無であった。

SK80は、平面形が一辺1．58m内外の不整方形を呈し、深さは0．30mを測る。底面には若干

の起伏がみられ、壁の立ち上がりは緩やかである。埋土は、2層に分層され、第I層が黄灰褐

色粘質土、第I層が灰褐色粘質土であった。第I層下位より大小の自然礫が若干出土したが、

土器類の出土は皆無であった。

S K81～83

SK81－83は、調査区の東部中央に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。埋土はいずれ

も灰褐色粘質土である。

S K81は、平面形が不整長方形を呈し、長径3．80m、短径2．17mを測り、長軸方向はN－

760－Wを指す。深さは0．32mであり、底面はほぼ平坦で、壁は滑らかに立ち上がる。但し、

西壁と南壁の一部には段がみられる。埋土中より、弥生土器、須恵器及び土師質土器の細片が

出土している。

SK82は、平面形が直径3．40m内外の不整円形を呈し、深さは0．46mを測る。底面には若干

の起伏がみられ、南西部には深さ5cm程の落ち込みが認められた。壁は垂直に近く立ち上がる

が、西壁には浅い段を有している。なお、西壁部は中世のピットの上面を切って掘り込まれて

いる。出土遺物は土師質土器及び近世陶磁器の細片のみであった。

S K83は、平面形が不整長円形を呈し、長径1．45m、短径1．00mを測り、長軸方向はN－

800－Wを指す。深さは0．17mであり、断面形は皿形を呈している。埋土中より、土師質土器、

瓦質土器及び常滑焼の細片が出土している。

S K84・85

SK84・85は、調査区の東部北寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。埋土はいず

れも灰褐色粘質土である。

S K84は、平面形が不整方形を呈し、長径1．56m、短径1．40mを測り、長軸方向はN－700

－Wを指す。深さは0．22mであり、断面形は逆台形をなしている。埋土中位北壁際において土

師質土器皿（24）が出土している。
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SK85は、平面形が直径2．60mの円形を呈し、深さは0．98mを測る。底面は平坦であり、壁

はほぼ垂直に立ち上がる。座棺を埋置した土拡墓かと考えられたが、木片等は出土しなかった。

埋土中位より、弥生土器、土師質土器、瓦質土器及び備前焼が出土している。

S K86

SK86は、調査区の北東部に位置し、SAlの南で第V層上面において検出された。長径

1・75m、短径1．45mを測る長円形であり、深さは0．13mを測り、浅い。長軸方向はN－350－

Wを指す。底面は中央部がやや低く、断面形は浅い皿形である。埋土は灰褐色粘質土の単一層

であり、出土遺物及び重複関係はみられなかった。時期的には埋土等から近世と考えられる。

S K87

SK87は、調査区の北東部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。東半部は調査区外と

なっており、全容は不明である。

長径1・52m、短径の検出長は0．60mを測り、平面形は長円形もしくは隅丸方形と考えられる。

深さは0・31mを測り、底面は平坦である。壁はしっかりと立ち上がり、断面形は逆台形を呈す。

埋土は暗灰色粘質土の単一層であり、出土遺物及び重複関係はみられなかった。

S K88～90

SK88－90は、調査区の東部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。

SK88は、平面形が直径1．48mの円形を呈し、深さは0．20mを測る。底面はほぼ平坦である

が、中央部西寄りに深さ4cm程の溝状の窪みを有している。壁は緩やかに立ち上がる。埋土は

暗灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。

SK89は、平面形が直径1．65mの円形を呈し、深さは0．24mを測る。底面はほぼ平坦であり、

壁の立ち上がりは緩やかである。底面直上北半部において径20cm内外の自然礫からなる集石も

検出されている。埋土は暗灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器及び青磁の細片が出土

している。

SK90は、平面形が直径1．60m内外の不整円形を呈し、深さは0．33mを測る。底面はほぼ平

坦であり、壁の立ち上がりは東壁を除いて緩やかであり、断面形は皿形を呈している。埋土は

黄灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土師質土器及び瓦質土器が出土している。

S K91～93

SK91－93は、調査区の南西端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。埋土はいずれ

も灰褐色粘質土であった。

SK91は、平面形が不整形であるが、中央部北寄りに長径1．80m、短径1．00mの長方形の窪
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みを有しており、同部分より若干の土師質土器片が出土している。

SK92は、平面形が幅0．70m内外の帯状を呈しており、SDとして扱うべき遺構かもしれな

い。南端部は近代の撹乱を受けており、全容は明らかでない。出土遺物も皆無であった。

SK93は、平面形が長方形を呈しており、長径1．60m、短径1．25mを測り、長軸方向はN－

160－Eを指す。深さは0．45mに及び、断面形はU字形をなしている。埋土中より若干の土師

質土器片が出土している。

S K94～98

SK94－98は、SK93の南に位置しており、うち、SK98は第Ⅲ層上面において検出され、

他は第Ⅳ層上面において検出された。SK95－97は近世墓と考えられる。

SK94は、平面形が不整長円形を里し、長径0．95m、短径0．70mを測る。深さは0．17mで、

断面形は逆台形状をなしている。埋土は灰色粘質土をベースとしており、それに黒褐色土がブ

ロック状に混入している。埋土中より弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。

SK95・96は、検出段階では切り合い関係が認められなかったため、1基の瓢箪形の土拡と

して扱っていたが、埋土中位よりSK96に伴う集石が検出され、また、底面においてはSK95

の周溝が確認されたため、2基の円形土拡墓が重複しているものと捉え直された。

SK95は、その東半部をSK96によって切られているため、全容は明らかではないが、平面

形が直径1・84mの円形を呈するものと考えられる。深さは0．40mで、周溝部は直径1．40mの環

状をなしており、同部の上に座棺が埋置されていたものと判断される。埋土は灰褐色粘質土で

あり、埋土中より、須恵器、土師質土器及び近世陶磁器が出土している。

SK96は、平面形が直径1．80mの円形を呈するものと考えられるが、その東端部をSK97に

よって切られており、全容は不明である。埋土はSK95と同じく灰褐色粘質土であり、埋土中

位において径20cm内外の自然礫よりなる集石が一面に検出された。集石の間を中心にして、土

師質土器、備前焼及び近世陶磁器が出土している。また、底面直上より若干の木片も出土して

いる。

SK97は、平面形が直径1．30mの不整円形を呈し、深さは0．50mを測る。底面はほぼ平坦で

あり、壁は垂直に近く立ち上がる。但し、北壁には段を有しており、東壁の一部はSK98によ

って切られている。埋土は灰褐色粘質土をベースとしており、それに黒褐色土が混入していた。

埋土中より近世陶磁器が出土している。

SK98は、灰黄色の埋土中より近代の瓦類を出土しており、近代の土肱と考えられる。

S K99～102

SK99－102は、調査区の南西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。埋土はいずれ

も灰褐色粘質土であった。SK99－101は、座棺を埋置したところの近世墓である可能性が強い。
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SK99は、平面形が直径1．57m内外の不整円形を呈し、深さは0．26mを測る。底面は平坦で

あり、壁は垂直に近く立ち上がる。埋土中より弥生土器及び近世陶磁器の細片が出土している。

SKlOOは、平面形が長円形を里し、長径1．60m、短径1．45mを測り、長軸方向はN－860－

Eを指す。深さは0．27mであり、底面はほぼ平坦であるが、周囲に、幅0．22m、深さ4cmの環

溝が巡っている。形状的には座棺埋置の近世墓と考えられるが、出土遺物は近世陶磁器の細片

のみであり、木片等は検出されなかった。

S KlOlは、平面形が直径1．55mの円形を呈し、深さは0．27mを測る。西半部埋土中位にお

いて径15cm内外の自然礫からなる集石が検出された。出土遺物は、土師質土器及び近世陶磁器

の細片であった。

SK102は、平面形が長方形を呈し、長径1．15m、短径1．90mを測り、長軸方向はN－770－

Wを指す。深さは0．15mであり、断面形は逆台形状をなしている。埋土中より、弥生土器、須

恵器、土師質土器及び近世陶磁器の細片が出土している。

S K103・104

SKlO3・104は、SKlOOの東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。

SK103は、平面形が長方形を呈するものと考えられるが、東南部をSK104に切られている

ため、全容は不明である。埋土は灰褐色粘質土であるが、深さも5cmと浅く、出土遺物も皆無

であった。

SK104は、平面形が長方形を呈し、長径3．50m、短径1．55mを測り、長軸方向はN－690－

Wを指す。平面形は長大であるが、深さは0．10mと浅い。埋土は灰色粘質土であり、埋土中よ

り弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。

S K105

SK105は、SK104の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長方形を

呈し、長径6．60m、短径1．92mを測り、長軸方向はN－190－Eを指す。長大な士拡であるが、

深さは7cmと極めて浅い。埋土は灰色粘質土であり、埋土中より若干の近世陶磁器が出土して

いる。

S K106～110

SKlO6－110は、調査区の南部西寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。

SK106は、平面形が長円形を里し、長径1．50m、短径1．35mを測り、長軸方向はN－150－

Eを指す。埋土は灰褐色粘質土であるが、深さは7cmと浅く、出土遺物も皆無であった。

SK107は、平面形が長方形を里し、長径1．30m、短径0．85mを測り、長軸方向はN－680－

Eを指す。埋土は灰色粘質土であるが、深さは5cmと浅く、出土遺物も皆無であった。
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SK108は、平面形が一辺1．20m内外の不整方形を呈し、深さは0．30mを測る。底面は平坦

であり、壁は断面U字形をなして立ち上がるが、東壁には段を有している。埋土は灰色粘質土

であり、埋土中より、土師質土器、備前焼及び近世陶磁器が出土している。

SK109は、平面形が長方形を呈するものと考えられるが、北端はSK108によって切られて

おり、また南端は近代の撹乱を受けているため、全容は不明である。深さは0．20mを測り、断

面形は逆台形状を呈している。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片が出

土している。

SKllOは、平面形が不整長円形を呈し、長径1．58m、短径0．88mを測り、長軸方向はN－

80－Eを指す。深さは0．23mであり、断面形は逆台形状をなしている。底面はほぼ平坦であ

るが、南半部が若干深くなっている。底面直上において径30cm内外の自然石数個と木片が検出

されている。しかし、出土土器は皆無であった。

S Klll

SKlllは、SK108の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長方形を

呈し、長径1・00m、短径0．12mを測り、長軸方向はN－100－Eを指す。深さは0．20mであり、

断面形は逆台形状を呈している。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、土師質土器杯（25

－27）、備前焼及び近世陶磁器が出土した。なお、土師質土器は、SKlllの北西端部にまとま

った形で出土している。

S K112

SK112は、SKlllの南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長円形を

呈し、長径2・10m、短径1．35mを測り、長軸方向はN－630－Wを指す。深さは0．15mであり、

底面にはやや起伏がみられ、中央部が溝状に窪んでいる。埋土は黄灰色粘質土であり、埋土中

より近世陶磁器の細片が出土している。

S K113・114

SK113・114は、調査区の南部中央に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。

SK113は、平面形が不整長方形を呈し、長径1．55m、短径1．15mを測り、長軸方向はN－

180－Eを指す。深さは5cmと浅く、断面形は皿形を呈している。埋土は灰褐色粘質土であり、

埋土中より土師質土器及び青磁の細片が出土している。

SK114は、平面形が不整長方形を呈し、長径3．05m、短径1．52mを測り、長軸方向はN－

170－Eを指す。深さは0．10mで、断面形は皿形をなしている。埋土は茶灰色粘質土であり、

埋土中より土師質土器の細片が若干出土している。なお、SK114はSB18の東南端の柱穴の

上面を切って掘り込まれている。
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S K115～117

S K115－117は、S K114の東南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形はいず

れも不整方形を呈するものと考えられるが、SDlOによってその東半あるいは西半を切られて

おり、全容は不明である。

S K115は、深さ0．15mを測り、埋土は灰褐色粘質土であった。埋土中より土師質土器の細

片が出土している。なお、SK115はSD14を切って掘り込まれている。

S K116は、深さ0．27mを測り、埋土は暗灰褐色粘質土であった。埋土中より土師質土器の

細片が出土している。なお、SK116はSKl15の南端を切っている。

S K117は、深さ0．16mを測り、埋土は暗灰褐色粘質土であった。但し、埋土中からの出土

遺物は皆無であった。

S K118・119

S K118・119は、調査区の南端部中央に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。いずれも、

埋土は灰色粘質土であり、SD7を切って掘り込まれている。

S K118は、平面形が不整長円形を呈し、長径5．36m、短径2．70mを測り、深さは0．62mに

及ぶ。長軸方向はN－680－Wを指す。底面には若干の起伏がみられ、南東部が深くなっている。

壁の立ち上がりは緩やかであり、北西部には段を有している。埋土中より、須恵器、土師質土

器及び近世陶磁器が出土している。なお、S K118はS DlOの南端も切っている。

S K119は、平面形が不整長円形を呈し、長径2．20m、短径1．85mを測り、長軸方向はN－

420－Eを指す。深さは0．18mで、断面形は逆台形状をなしている。埋土中より、土師質土器、

備前焼及び近世陶磁器が出土している。

S K120・121

S K120・121は、調査区の南部東寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。

S K120は、平面形が不整長円形を呈し、長径3．45m、短径1．90mを測り、長軸方向はN－

830－Wを指す。深さは0．35mであり、断面形は逆台形状をなしている。埋土は暗灰褐色粘質

土であり、埋土中より須恵器及び土師質土器が出土している。

SK121は、南北両端をSD7及びSK120によって切られており、全容は不明である。深さ

も8cmと浅く、埋土は黄褐色砂であった。埋土中より須恵器及び土師器の細片が出土している。

S K122～126

SK122－126は、調査区の東南部に位置し、第V層上面において検出された。S B27の南に

位置する土拡群である。埋土は、S K122が暗灰褐色粘質土である他は、すべて灰褐色粘質土

である。
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S K122は、平面形が長円形を呈し、長径1．75m、短径0．80mを測り、長軸方向はN－70－

Eを指す。深さは5cmと浅く、断面形は皿形をなしている。埋土中より須恵器及び土師質土器

が出土している。なお、SK122の東南端部はSK123によって切られている。

S K123は、平面形が不整長方形を呈し、長径1．55m、短径0．70mを測り、長軸方向はN－

190－Eを指す。深さは0．15mであり、断面形は逆台形状をなしている。埋土中より、弥生土器、

土師質土器及び青磁の細片が出土している。

S K124は、平面形が直径0．90mの円形を呈し、深さは0．17mを測る。断面形は逆台形状を

なしている。埋土中からの出土遺物は皆無であった。

S K125は、平面形が幅0．72m内外の帯状を呈する土肱であり、長さは4．83mに及ぶ。長軸

方向はN－760－Wを指す。形状的には溝に近いが、長さの点から土拡に分類した。深さは0．15m

であり、断面形は逆台形状をなしている。埋土中より若干の瓦質土器が出土している。

SK126は、平面形が不整長円形を呈し、長径1．20m、短径1．02mを測る。深さは8cmと浅く、

埋土中からの出土遺物も皆無であった。

S K127へ′130

S K127－130は、S K126の更に東に位置し、第V層上面において検出された。埋土はいず

れも灰褐色粘質土であった。

SK127・128は、平面形が不定形であり、深さも0．10mと浅く、出土遺物も皆無であった。

S K129は、平面形が不整長方形を呈し、長径2．00m、短径1．02mを測り、長軸方向はN－

790－Wを指す。深さは0．25mであり、断面形は箱形をなしている。埋土中より若干の土師質

土器が出土している。

SK130は、平面形が不整長円形を里し、長径2．45m、短径1．22mを測り、長軸方向はN－

760－Wを指す。深さは0．13mであり、底面には若干の起伏がみられ、北側が浅くなっている。

埋土中より若干の土師質土器が出土している。なお、SK130はSD7を切っている。

S K131・132

S K131・132は、調査区の東部南寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。いずれも、

長軸方向はN－700－Wを指し、埋土は灰褐色粘質土であった。

S K131は、平面形が直径0．75m内外の不整円形を呈し、深さは0．10mを測る。底面北寄り

で若干の自然礫を検出したが、出土土器等は皆無であった。

S K132は、平面形が不整長円形を呈し、長径2．13m、短径1．55mで、深さは8cmを測る。

底面はほぼ平坦であり、壁は緩やかに立ち上がる。埋土中より弥生土器及び瓦質土器が出土し

ている。
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SK133～135

SK133－135は、調査区の東端南寄りに位置し、第Ⅴ層上面において検出された。埋土はい

ずれも黄灰褐色粘質土であった。

SK133は、平面形が不整長円形を呈し、長径1．86m、短径0．98mを測り、長軸方向はN－

370－Eを指す。深さは0・15mであり、断面形は逆台形状をなしている。埋土中より須恵器及

び土師器の細片が出土している。

SK134は、平面形が不整長方形を里し、長径2．30m、短径1．10mを測り、長軸方向はN－

180－Eを指す。深さは0・41mであり、断面形は逆台形状をなしている。但し、南壁には段を

有し、西壁の南部は挟り込まれている○底面直上において径20cm内外の自然礫よりなる集石が

検出された0その集石付近より、弥生土器、土師質土器及び備前焼が出土している。

SK135は、平面形が長方形を呈し、長径1．40m、短径0．68mを測り、長軸方向はN－16。－

Eを指す。深さは0・46mに及び、断面形はU字形をなしている。但し、北壁には段を有してい

る。本遺構においても、底面直上で集石が検出された。また、埋土下位より弥生土器及び土師

質土器が出土している。なお、SK135は、その東壁及び南壁の一部をSD7・9によって切

られている。

SK136～139

SK136－139は、調査区の東南端部に位置し、第Ⅴ層上面において検出された。

SK136は、平面形が不整長円形を呈し、長径3．84m、短径1．85mを測り、長軸方向はN－

580－Wを指す。深さは0・18mであり、底面には若干の起伏がみられ、東側が浅くなっている。

壁の立ち上がりは緩やかであり、西壁と北壁の一部には段を有している。埋土は灰褐色粘質土

であり、埋土中より、土師質土器、備前焼及び瀬戸・美濃系天目茶碗（28）が出土している。

また、底面直上東半部では集石も検出され、若干の木炭片の出土もみた。なお、SK136はS

D7を切って掘り込まれている。

SK137は、南部をSK138によって切られており、また東半部は調査区外となっているため、

全容は不明である。深さは0・10m前後を測り、埋土は灰褐色粘質土であった。埋土中より、土

師質土器、染付皿（29）及び近世陶磁器が出土している。

SK138は、平面形が長大な長方形を呈するものと考えられるが、東半部が調査区外となっ

ているため、全容は不明である。長径は7．00mに及び、深さは0．88mを測る。埋土は、灰褐色

粘質土をベースとしており、それに黒色土がブロック状に混入していた。埋土中より、土師質

土器、瓦質土器及び近世陶磁器が出土している。なお、SK138の西南端部はSK139によって

切られている。

SK139は、平面形が不整方形を呈し、長径2．48m、短径2．10mを測り、長軸方向はN－80。

－Wを指す。深さは0・70mであり、断面形は逆台形状をなしている。埋土は灰色粘質土であり、
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埋土中より、土師質土器（30）、備前焼捨鉢（31、32）、染付皿（33）、伊万里系皿（34）・鉢（35）、

瀬戸・美濃系皿（36）等が出土している。

溝

S DI

SDlは、調査区の北西部で、第Ⅳ層上面において検出された。Aトレンチの北部から南へ

35m縦走し、西に900屈曲する溝である。幅0．60m、深さ0．18mを標準とし、断面形は舟底形

を呈す。西端部はSK55によって切られており、確認長は45mである。

SDlの埋土は、灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土師質土器、備前焼捨鉢（38）

及び瀬戸焼が出土している。また、砥石も1点（62）出土している。

SDlは、S B9・10等を区画していたものと考えられるが、西半部が調査区外のため、全

容は明らかでない。なお、SDlは、SK7・15によって切られており、SK17を切っている。

また、中央部に池状に広くなっている部分があるが、同部分はS Plとして別に扱った。

S D2

SD2は、SDlの東側で、第Ⅳ層上面において検出された。Aトレンチの北東部から、S

Dlにほぼ平行して南下する溝である。幅0．80m、深さ0．35mを標準とし、断面形はU字形あ

るいはⅤ字形を呈す。全長は34mに及び、方向はN－170－Eを指す。

SD2の埋土は、2層に分層され、第I層が淡灰褐色粘質土、第Ⅱ層が灰褐色粘質土であっ

た。埋土中より、弥生土器、須恵器、土師質土器、備前焼、青磁、染付、瀬戸焼天目茶碗（39、

40）、伊万里系蓋（41）等が出土した。また、砥石も1点（63）出土している。なお、SD2は、

SK8・19・21によって切られている。出土遺物も、時期的には41を除けば16世紀後半から17

世紀初頭に属するものが多い。SD2は当該期にSBl～8に伴う溝として機能していたもの

と考えられる。

S D3

SD3は、調査区の北部中央で、第Ⅳ層上面において検出された。調査区の北端部から南南

東に延びる溝であり、他の溝とは方向が異っている。幅0．60m、深さ0．12mを標準とし、断面

形は皿形を呈している。確認長は23mであり、やや孤状に屈曲して南下している。

SD3の埋土は、灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、須恵器壷（43）、土師質土

器皿（42）及び扁平片刃石斧（60）が出土している。なお、SD3はSK24に切られている。
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S D4

SD4は、SD3の東で、第Ⅳ層上面において検出された。幅0．50m、深さ0．12mを標準と

し、断面形は皿形を呈している。確認長は11mを測り、方向はN－60－Eを指す。

SD4の埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師質土器の細片が出土して

いる。なお、SD4の南端部はSD3と合流するものと考えられるが、同部はSK24によって

切られており、詳細は不明である。

S D5

SD5は、調査区の中央部東寄りで、第Ⅴ層上面において検出された。調査区の北端部から

南南西へ延びる溝であり、確認長は25mである。幅0．60m、深さ0．20mを標準とし、断面形は

舟底形を呈している。埋土は、2層に分層され、第I層が暗灰褐色粘質土、第Ⅱ層が灰茶色粘

質土であった。第工層下位を中心に、土師質土器、瓦質土器及び備前焼が出土している。なお、

SD5は、SK49・78によって切られている。

S D6

SD6は、SD5の東側で、第V層上面において検出された。調査区の北端部からSD5と

並行して南南西へ延び、SD7の北部で東へ90。屈曲する。幅0．60m、深さ0．12mを標準とし、

断面形は皿形を呈している。確認長は46mに及ぶ。埋土は、2層に分層され、第工層が灰褐色

粘質土、第Ⅱ層が暗灰褐色粘質土であった。埋土中より、須恵器、土師質土器、瓦質土器及び

備前焼の細片が出土している。なお、SD6は、SK50・78によって切られている。

S D7

SD7は、調査区の東部で、第Ⅴ層上面において検出された。調査区の東北端部から南南西

に向かって縦走し、SElの東南で西へ900屈曲して横走し、さらにSK118の北側で南へ900

屈曲して延びる溝である。幅0．80m、深さ0．25mを標準とし、断面形はU字形を呈している。

確認長は84mに及ぶ。

SD7の埋土は、2層に分層され、第I層が灰褐色粘質土、第I層が暗灰褐色粘質土であっ

た。埋土中より、弥生土器、須恵器、土師質土器鍋（44）、瓦質土器、備前焼、青磁碗（46）

及び唐津焼措鉢（45）が出土している。なお、SD7は、SK53・54・118・119・130・136．

139によって切られており、また、SK121・135及びSD11－13を切っている。

SD7は、SD6とともにSB19－29をU字形に囲むような形状を呈しており、出土遺物か

らみて、時期的には16世紀後半～17世紀初頭にかけて機能したものと考えられる。

ー208－



S D8

SD8は、調査区の東端部で、第Ⅴ層上面において検出された。幅0．60－0．80mで、深さは

0・15m前後を測り、断面形は皿形を呈している。南北に延びる溝であるが、北半部は調査区外

となっているため、全容は不明である。確認長は12mである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋

土中より、弥生土器、須恵器及び土師質土器が出土している。なお、SD8の西肩部はSD9

によって切られている。

S D9

SD9は、調査区の東部中央で、第V層上面において検出された。幅0．16m、深さ4cmの細

溝である。SD6の上面を西端とし、SD8の上面を東端とする東西溝であり、全長は33mに

及ぶものと考えられる。しかし、途中で消滅している箇所もあり、溝としての機能をどれだけ

有していたかは疑問である。埋土は灰色粘質土であり、埋土中より若干の土師質土器と近世陶

磁器が出土している。なお、SD9はSD6－8を切っている。

S DlO

SDlOは、調査区の南西部で、第Ⅳ層上面において検出された。調査区西端より東南東に向

かって44m横走し、そこで900南へ屈曲して22m延びる長い溝である。幅1．10m、深さ0．30m

を標準とし、断面形は舟底形を呈している。但し、北辺の中央部は浅くなっており、消滅して

いる部分が2か所あった。

埋土は、2層に分層され、第工層が明茶褐色シルト、第Ⅱ層が灰褐色粘質土であった。埋土

中より、弥生土器、須恵器、土師質土器鍋（47）・皿（48）、備前焼、唐津焼及び伊万里焼が出

土している。なお、SDlOはSK115－117及びSDllを切っている。また、南端部はL。C．39B

のSD7に連続する可能性が強いが、同部がSK118によって切られているため、詳細は不明

である。

J

l

S Dll

SDllは、調査区の南部中央で、第Ⅳ層上面において検出された。幅0．65m、深さ0．12mを

測り、断面形は皿形を呈している。南北に延びる溝であるが、北端をSDlO、南端をL。C．39

BのSD7によって切られているため、全容は不明であり、確認長は15mを測る。埋土は灰褐

色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土師質土器鍋（49）及び青磁が出土している。

S D12

SD12は、SDllの東で、第Ⅴ層上面において検出された。幅0．55m、深さ8cmを標準とし、

断面形は皿形を呈している。SDllと並行して南北に延びる溝であるが、南端部を七。C．39B
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のSD7によって切られており、全容は不明である。確認長は24mを測る。埋土は黄灰褐色砂

質土であり、埋土中より、弥生土器、須恵器及び土師器の細片が出土している。なお、SD12

はS D6・13によっても切られている。

S D13

SD13は、SD6の西側を並行して南北に走る溝であり、第V層上面において検出された。

幅0．50m、深さ0．12mを標準とし、断面形は皿形を呈している。南端部をSD7によって切ら

れているため、全容は明確ではないが、確認長は13mを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋

土中より弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。

S D14

SD14は、調査区の南部中央で、第Ⅳ層上面において検出された。幅0．40m、深さ8cmを測

り、漸面形は皿形を呈す。北端をSK77、南端をSK115によって切られているため、全容は

不明であるが、確認長は4．40mを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の

細片が若干出土している。

井戸

S EI

SElは、調査区の東南部で、第V層上面において確認された。SD7の東南コーナーの内

側に位置する。同遺構上面一帯では、第Ⅲ層除去の段階から大小の自然石の出土が目立ち、第

Ⅴ層直上において石組井戸の上端部が検出された。

SElは、上端部の環状の石組みの内径が1．20mを測り、ほぼ同規模のまま下端に至る。検

出面から下端部までの深さは3．80mであり、同部には直径0．42mの木製の井筒が設置されてい

た。井筒の外周には人頭大の自然石が敷きつめられており、井筒と外縁石組との間を固定して

いた。

井戸内部の埋土は、上層が礫混じりの灰褐色粘質土、下層が暗灰色粘土であり、最下層部に

は細砂も混入しており、井筒付近では湧水も激しかった。埋土中より、弥生土器、土師質土器

杯（50、51）・措鉢（52）及び備前焼嚢（53）が出土している。また、使途不明木製品も3点（67

－69）出土している。

掘り方は、平面形が直径4．40m内外の不整円形を呈しており、上端部の埋土は灰褐色粘質土

であった。しかし、SElの半裁調査は諸般の事情により不可能であったため、断面の状況は

不明であり、また、井筒部分の詳細も図示できなかった。

S Elは、出土遺物及びその位置からみて、S B19～29及びSD6・7と併存していたもの
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と考えられる。

柵列

S AI

SAlは、調査区の北東部に位置しており、第V層上面において検出された。4間の柵列で

あり、柱間距離は1．80－2．20mを測り、方向はN－690－Wである。

柱穴は、平面形が直径30－40cmを測る円形であり、柱痕をもつものが3個存在する。柱痕は

直径16cm前後を測る円形である。また、柱穴の底に長径24cmの礫が入っているものが1個みら

れる。埋土は灰褐色粘質土の単一層であり、出土遺物はみられず、時期は不明である。

S A2

SA2は、調査区の南西部で、第Ⅳ層上面において検出された。南北に並ぶ5個の柱穴から

なり、全長5．50mに及ぶ。S B12・13の西に位置し、方向はN－180－Eを指す。柱間距離は

1．40m前後を測るが、北端部の柱間は若干短くなっている。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは長円形を呈し、深さは16－35cmを測る。埋土

は灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。

SA2の方向は、S B12・13の棟方向と直交する関係にあり、SA2はおそらくそれらの建

物に付属したものと考えられる。

性格不明遺構

S PI

S Plは、調査区の北西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SDlの東辺の中央

部が、幅2．10m、深さ0．52mと規模を肥大させた部分である。埋土は、SDlと同じく灰褐色

粘質土であるが、下層はやや暗灰色を呈していた。その下層においては、大小の自然礫よりな

る集石が検出された。

出土遺物は、弥生土器、土師質土器杯（54）、備前焼、常滑焼、青磁碗（55）及び唐津焼等

であり、集石付近からの出土が比較的多数を占めていた。

ピット

PI

Plは、調査区の北部で、第Ⅳ層上面において検出された。S K23の北側に位置する。平面
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形は直径24cmの円形を呈し、深さは13cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より染付

皿（56）が出土している。

P2

P2は、調査区の南西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長円形を呈し、

長径72cm、短径62cmを測り、深さは12cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、土

師質土器皿（57）、青磁及び砥石（64）が出土している。なお、P2はSBllと重複しているが、

両者の新旧関係は不明である。

P3

P3は、P2の南東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。S B14の北東部に位置する。

平面形は直径24cmの円形を呈し、深さは25cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より

青磁碗（58）が出土している。

P4

P4は、調査区の南部西寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SB18の南に位置

する。平面形は直径28cmの円形を呈し、深さは14cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土

中より青磁碗（59）が出土している。

5．まとめ

Loc．39Aにおける主要な検出遺構は、溝によって区画された掘立柱建物群と近世土砿墓群と

の2つである。

前者は、既述の如くSDlによって区画されたSB9・10と、SD2の東部のSB1－8、

SD6・7によって囲まれたS B19－29及びSDlOによって区画されたS B11－18との計4ブ

ロックに分けられる。うち、SDlの西北は調査区外であり、未発掘の建物群の存在が予想さ

れる。また、SDlOの南部の建物群の中には、Loc．39Bの北端部の若干の建物も含めて考える

必要があろう。

以上の建物群に伴う溝は、いずれも時期的には16世紀後半～17世紀初頭に位置付けられるも

のであり、田村遺跡群内における溝に囲まれた中世屋敷の最終段階に属するものと考えられ、

その時期は一部江戸時代に入っている。そのゆえか、溝による区画が14－16世紀の同類の屋敷

と比較して、若干ルーズになっている感がある。なお、建物群と同時期のものとしては、SE

lのほかにSK2－5が注目される遺構である。SK2－5は、SB1－8と同じくSDZの

東側で検出されており、両者は関連をもつものではないかと考えられる。

次に、SDlOの南部で検出されたSK56－58・61－67・71・72の12基の土肱は、その大半が
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17世紀後半以降に属する近世墓であり、S B11－18とは時期を異にしている。おそらく、建物

群廃絶後に当調査区一帯は水田化され、その片隅に墓域が設定されたものであろう。なお、寝

棺を埋置したと考えられる長方形の土拡が、座棺埋置の円形土肱を切っている事実も、その変

遷を辿る上で重要な資料となるものと考える。



第26表　掘立柱建物址計測表

挿 図番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（㌦ ）

備　　　 考

梁 （間）× 桁 （間 ） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 68 図 S B　 l 2　 ×　 3 4 ．20　×　 4 ．80 1 ．55　～　 3 ．10 N － 7 80－ W 20 ．2

ク S B　 2 2　 ×　 2 3 ．00　×　 3 ．0 0 1 ．10　～　 3 ．10 N － 7 60－ W 9 ．0

第 69 図 S B　 3 2　 ×　 3 4 ．20　×　 5 ．2 0 1 ．10　－　 2 ．4 6 N － 100－ E 2 1 ．8

ク S B　 4 2　 ×　 2 3 ．10　×　 3 ．10 1 ．4 2　－ 1 ．6 5 N － 2 10－ E 9 ．6

ク S B　 5 1　 ×　 2 1 ．7 0　×　 3 ．0 0 1 ．3 0　－ 1 ．80 N － 14 0－ E 5 ．1

第 7 0 図 S B　 6 1　 ×　 2 1 ．5 0　×　 3 ．6 0 1 ．5 0　～ 1 ．90 N － 78 0－ W 5 ．4

ク S B　 7 2　 ×　 3 4 ．2 0　×　 5 ．7 0 1 ．4 1 －　 2 ．75 N － 73 0－ W 23 ．9

第 7 1 図 S B　 8 1　 ×　 2 2 ．20　 ×　 3 ．8 0 1 ．40　－　 3 ．80 N －　 8 0－ E 8 ．4

ク S B　 9 1　 ×　 1 2 ．50　 × 1 ．8 0 1 ．80　－　 2 ．50 N － 19 0－ E 4 ．5

ク S B lO 1　 ×　 1 1 ．20　× 1 ．80 1 ．18　－ 1 ．82 N － 77 0－ W 2 ．2

第 7 2 図 S B ll 1　 ×　 1 2 ．70　×　 3 ．60 2 ．70　－　 3 ．60 N － 78 0－ W 9 ．7

ク S B 12 2　 ×　 3 3 ．60　×　 4 ．20 1 ．25　－　 2 ．60 N － 74 0－ W 15 ．1

第 7 3 図 S B 13 1　 ×　 1 2 ．10　×　 2 ．80 2 ．05　－　 2 ．91 N － 75 0－ W 5 ．9

ク S B 14 1　 ×　 2 2 ．70　×　 3 ．60 1 ．3 1 ～　 2 ．70 N － 13 0－ E 9 ．7

ク S B 15 1　 ×　 4 2 ．10　×　 6 ．00 0 ．86　－　 2 ．98 N － 80 0－ W 12 ．6

第 74 図 S B 16 2　 ×　 2 3 ．00　×　 3 ．60 1 ．18　－　 2 ．15 N － 77 0－ W 10 ．8

ク S B 17 2　 ×　 2 2 ．20　×　 2 ．20 1 ．00　－　 2 ．37 N － 33 0－ E 4 ．8

第 7 5 図 S B 18 2　 ×　 3 3 ．62　×　 5 ．54 1 ．63　－　 3 ．62 N － 8 10－ W 20 ．1

ク S B 19 1　 ×　 1 4 ．80　×　 3 ．08 3 ．08　～　 4 ．80 N － 230－ E 14 ．8

第 76 図 S B　 2 0 1　 ×　 2 1 ．40　×　 2 ．70 1 ．08　－ 1 ．60 N － 680－ W 3 ．8

ク S B　 2 1 1　 ×　 3 2 ．70　×　 4 ．10 1 ．13　－　 2 ．70 N － 730－ W 1 1 ．1

第 77 図 S B　 2 2 2　 ×　 1 3 ．4 0　×　 4 ．00 1 ．57　－　 4 ．0 6 N － 7 00－ W 13 ．6

〃 S B　 2 3 1　 ×　 2 1 ．8 0　×　 4 ．30 1 ．7 3　－　 2 ．6 0 N － 7 60－ W 7 ．7

第 78 図 S B　 2 4 1　 ×　 1 3 ．30　×　 3 ．30 1 ．3 3　－　 3 ．4 5 N － 580－ W 10 ．9

ク S B　 2 5 1　 ×　 2 3 ．3 0　×　 3 ．9 0 1 ．2 5　－　 3 ．9 0 N － 6 50－ W 12 ．9

第 79 図 S B　 26 1　 ×　 5 1 ．8 0　×　 9 ．0 0 1 ．4 6　－　 2 ．5 4 N － 190－ E 16 ．2

〃 S B　 27 1　 ×　 4 2 ．4 0　×　 9 ．0 0 1 ．2 4　－　 2 ．5 0 N － 7 00－ W 2 1 ．6

第 8 0 図 S B　 28 1　 ×　 5 2 ．20　×　 9 ．8 0 1 ．5 8　～　 3 ．6 5 N － 7 30－ W 21 ．6

第 8 1 図 S B　 29 3　 ×　 4 5 ．10　×　 7 ．5 0 1 ．30　－　 3 ．70 N － 74 0－ W 38 ．3
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第27表　土拡計測表

挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 82 図 S K　 l 不 整 円 形 1 ．．20 1 ．10 0 ．2 0 N － 8 80－ E 皿　　　 形

ク S K　 2 長 円形 0 ．85 0 ．7 8 0 ．17 N － 3 50－ E ・ ク

ク S K　 3 隅 丸 方 形 1 ．00 0 ．98 0 ．6 0 N －　 2 0－ E 箱　　　 形

ク S K　 4 不 整 長 円形 1 ．00 0 ．85 0 ．3 0 ク 皿　　　 形

ク S K　 5 隅 丸 方 形 1 ．00 0 ．4 2 0 ．4 2 N － 6 50－ W 逆　 台　 形

ク S K　 6 円　 形 1 ．60 0 ．12 皿　　　 形

ク S K　 7 不整 長 円形 1 ．96 1 ．78 0 ．56 N － 1 0－ E 箱　　　 形

第 83 図 S K　 8 長 方形 1 ．15 0 ．55 0 ．50 N － 20 0－ E U　 字　 形

ク S K　 9 不 整 長 円形 1 ．52 1 ．20 0 ．20 N － 58 0r w 皿　　　 形

ク S K lO 不 整 形 1 ．85 1 ．20 0 ．10 N － 16 0－ W ク

〃 S K ll ク 0 ．97 0 ．87 0 ．15 N － 200－ W ク

ク S K 12 不　 明 0 ．11 〃

ク S K 13 帯　 状 1 ．42 0 ．15 N － 660－ W ク

ク S K 14 長 方 形 1 ．56 1 ．10 0 ．15 N － 21 0－ E ク

第 8 4 図 S K 15 円　 形 1 ．62 0 ．18 ク

（

ク S K 16 長 円 形 3 ．20 0 ．35 N － 30 0－ E ク

ク S K 17 不　 明 0 ．30 ・〃

ク S K 18 不 整 円形 0 ．7 2 0 ．27 逆　 台　 形

第 85 図 S K 19 不 整 方形 4 ．8 2 3 ．8 5 0 ．78 N － 66 0－ W 皿　　　 形

ク S K　 20 不 整 長 方 形 1 ．9 5 1 ．5 5 0 ．40 N － 16 0－ E ク

ク S K　 2 1 不 整 長 円形 1 ．15 0 ．8 2 0 ．22 N － 5 20－ W ク

第 86 図 S K　 2 2 長 方 形 1 ．90 1 ．12 0 ．28 N － 6 30－ W ク

ク S K　 2 3 隅丸 長 方 形 2 ．27 1 ．12 0 ．1 3 N － 2 50－ E ク

ク S K　 2 4 不 整 長 円形 ‘ 3 ．90 2 ．3 5 0 ．5 0 N － 6 30－ W ク

ク S K　 2 5 長 方 形 2 ．35 1 ．4 8 0 ．2 0 N － 2 30－ E ク

ク S K　 2 6 不 整 長 方 形 2 ．25 1 ．4 5 0 ．1 2 N － 2 60－ E ク

第 87 図 S K　 2 7 円　 形 0 ．4 5 0 ．1 0 ク

ク S K　 2 8 不　 明 0 ．2 8 ク

ク S K　 2 9 ク 0 ．2 1 ク

ク S K　 3 0 長 円形 1 ．50 1 ．28 0 ．4 0 N － 21 0－ E 逆　 台　 形
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挿 図 番号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深 ‘　 さ

第 8 7 図 S K　 31 長 方 形 3 ．1 2 2 ．2 5 0 ．32 N － 80 0－ W 逆　 台　 形

第 8 8 図 S K　 32 ク 1 ．3 2 1 ．0 1 0 ．10 N －　 7 0－ E 皿　　　 形

ク S K　 33： 不 整 形 2 ．3 2 1 ．6 5 0 ．25 N － 77 0－ E ク

ク S K　 34 不 整 円形 1 ．70 0 ．45 ク

ク S K　 35 不 整 長 円形 2 ．0 2 1 ．68 0 ．18 N － 33 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 3 6 ク 1 ．3 2 1 ．16 0 ．16 N － 60 0－ W 皿　　　 形

ク S K　 3 7 円　 形 1 ．4 5 0 ．30 逆　 台　 形

第 89 図 S K　 3 8 不　 明 0 ．33 ク

ク S K　 3 9 不 整形 6 ．72 1 ．80 0 ．0 7 N － 19 0－ E 皿　　　 形

ク S K　 4 0 不 整 長 方形 1 ．35 0 ．76 0 ．0 8 N － 15 0－ E ク

〃 S K　 4 1 隅 丸 長 方形 2 ．3 1 1 ．82 0 ．2 0 N － 7 4 0－ W ク

第 90 図 S K　 4 2 長 円形 1 ．95 1 ．37 0 ．2 0 N － 18 0－ E 逆　 台　 形

〃 S K　 4 3 不 整 方 形 0 ．95 0 ．75 0 ．0 9 N － 8 70－ E 皿　　　 形

ク S K　 4 4 不 整 長 円形 0 ．85 0 ．50 0 ．15 N － 3 20－ E 逆　 台　 形

ケ S K　 4 5 不 整 形 1 ．45 0 ．75 0 ．2 5 N － 3 50－ E 〃

ク S K　 4 6 ク 1 ．40 0 ．95 0 ．14 N － 3 30－ E ク

ク S K　 4 7 不 整 長 方 形 1 ．70 0 ．95 0 ．18 N － 120－ E 逆　 台　 形

ク S K　 4 8 不 整 長 円形 1 ．75 1 ．0 0 0 ．18 N －　 2 0－ E ク

ク S K　 4 9 隅丸 長方 形 1 ．4 2 0 ．8 3 0 ．3 2 N － 6 80－ E U　 字　 形

〃 S K　 5 0 円　 形 1 ．80 0 ．3 3 箱　　　 形

第 9 1 図 S K　 5 1 不 整 形 3 ．2 0 0 ．4 8 N － 1 10－ E 皿　　　 形

1 ク S K　 5 2 不 整 長 方 形

ヽ

4 ．48 3 ．6 8 0 ．1 8 N － 1 10－ E 逆　 台　 形

第 92 図 S K　 5 3 長 円形 1 ．92 1 ．4 8 0 ．3 6 N － 6 50－ W ク

ク S K　 54 ク 2 ．00 1 ．7 6 0 ．2 8 N － 60 0－ E 〃

S K　 5 5 ク 撹 乱

第 92 図 S K　 5 6 不 整 長 方 形 1 ．50 0 ．9 2 0 ．2 5 N － 67 0－ W 箱　　　 形

ク S K　 5 7 ク 1 ．2 2 0 ．20 ク

ク S K　 5 8 円　 形 1 ．5 5 0 ．3 1 ク

ク S K　 59 長 方 形 4 ．6 2 1 ．0 5 0 ．30 N － 75 0－ W ク

第 9 3 図 S K　 60 長 円形 1 ．0 2 0 ．6 1 0 ．13 N － 44 0－ W 皿　　　 形
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挿 図 番 号 遺構 番 号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 9 3 図 S K　 61 長 方 形 1 ．90 0 ．75 0 ．52 N － 13 0－ E 箱　　　 形

ク S K　 6 2 円　 形 1 ．50 0 ．58 ク

ク S K　 6 3 不 整 長 方形 1 ．90 0 ．75 0 ．28 N － 16 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 6 4 長 方形 2 ．00 0 ．68 0 ．38 N － 11 0－ E ク

ク S K　 6 5 不 整 長 方形 2 ．03 0 ．60 0 ．25 N －　 8 0－ E ク

ク S K　 6 6 長方 形 1 ．93 0 ．85 0 ．50 N － 10 0－ E 〃

ク S K　 6 7 円　 形 2 ．00 0 ．4 3 ク

ク S K　 6 8 不 整 形 ． 1 ．65 1 ．4 0 0 ．17 N － 84 0－ E 皿　　　 形

第 94 図 S K　 6 9 不 整 長 方 形 3 ．00 1 ．50 0 ．2 5 N －　 4 0－ E ク

ク S K　 7 0 不 整 長 円形 2 ．55 0 ．9 0 0 ．15 N － 8 50－ W ク

ク S K　 7 1 円　 形 1 ．7 8 0 ．4 0 逆　 台　 形

ク S K　 7 2 ク 1 ．2 5 0 ．2 2 箱　　　 形

ク S K　 73 不 整 長 円形 2 ．0 3 1 ．4 0 0 ．20 N － 5 70－ W 皿　　　 形

〃 S K　 74 長 円 形 ．0 ．9 0 0 ．7 6 0 ．42 N － 16 0－ E 箱　　　 形

ク S K　 75 ク 1 ．8 6 1 ．2 6 0 ．23 N － 73 0－ W 逆　 台　 形

第 95 図 S K　 76 不 整 円形 3 ．5 0 0 ．40 N － 27 0－ E ク

ク S K　 77 長 方 形 1 ．7 0 0 ．6 7 0 ．35 N － 23 0－ E ク

ク S K　 78 不 整 方 形 3 ．8 5 0 ．52 N － 70 0－ E 皿　　　 形

ク S K　 79 不 整 形 1 ．3 0 0 ．18 N － 16 0－ E 箱　　　 形

第 9 6 図 S K　 80 不 整 方 形 1 ．5 8 0 ．30 N － 2 50－ W 皿　　　 形

ク S K　 8 1 不 整 長 方 形 3 ．8 0 2 ．17 0 ．32 N － 76 0－ W 逆　 台　 形

〃 S K　 82 不 整 円形 3 ．4 0 0 ．46 ク

ク S K　 83
l

不 整 長 円 形 1 ．4 5 1 ．00 0 ．17 N － 80 0－ W 皿　　　 形

ク S K　 84 不 整 方 形 1 ．5 6 1 ．40 0 ．22 N － 70 0－ W 逆　 台　 形

第 9 7 図 S K　 8 5 円　 形 2 ．60 0 ．98 ク

ク S K　 8 6 楕 円形 1 ．75 1 ．45 0 ．13 N － 3 5 0－ W 皿　　　 形

ク S K　 8 7 ク 1 ．52 0 ．60 0 ．3 1 逆　 台　 形

ク S K　 8 8 円　 形 1 ．48 0 ．2 0 〃

ク S K　 8 9 ク 1 ．65 0 ．4 4 皿　　　 形

〃 S K　 9 0 不 整 円 形 1 ．60 0 ．3 3 N － 30 0－ E 〃
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 98 図 S K　 9 1 不 整 形 3 ．55 1 ．10 0 ．2 0 N － 20 0－ E 逆　 台　 形

〃 S K　 9 2 帯　 状 ・ （4 ．20 ） 0 ．70 0 ．2 0 N － 21 0－ E ク

〃 S K　 9 3 長方 形 1 ．60 1 ．25 0 ．4 5 N － 16 0－ E ‘U　 字　 形

ク S K　 9 4 不 整長 円形 0 ．95 0 ．70 0 ．17 N －　 5 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 9 5 円　 形 1 ．84 0 ．4 0 ク

ク S K　 9 6 ク 1 ．80 0 ．4 5 ク

ク S K　 9 7 不 整 円 形 1 ．30 0 ．5 0 ク

第 99 図 S K　 9 8 不 整 長 円形 1 ．50 1 ．0 0 0 ．3 5 N － 180－ E ク

ク S K　 9 9 不 整 円 形 1 ．57 0 ．2 6 ク

ク S K lO O 長 円形 1 ．60 1 ．4 5 0 ．2 7 N － 8 60－ E ク

ク S K lO l 円　 形 1 ．55 0 ．2 7 ク

ク S K lO 2 長方 形 1 ．90 1 ．15 0 ．15 N － 7 70－ W ク

ク S K lO 3 ク 1 ．67 0 ．90 0 ．0 5 N － 2 30－ E ク 「

ク S K lO 4 ク 3 ．50 1 ．55 0 ．10‾ N － 6 90－ W ク

第 10 0 図 S K lO 5 不 整 長 方 形 6 ．60 1 ．9 2 0 ．0 7 N － 190－ E ク

〃 S K lO 6 長 円形 1 ．50 1 ．3 5 0 ．0 7 N － 150－ E ク

〃 S K lO 7 長 方 形 ．1 ．30 0 ．8 5 0 ．0 5 N － 6 80－ E ク

ク S K lO 8 不 整 方 形 1 ．20 0 ．3 0 U　 字　 形

ク S K lO 9 長方 形 0 ．6 2 0 ．2 0 N － 130－ E 逆　 台　 形

ク S K l lO 不 整 長 円形 1 ．58 0 ．8 8 0 ．2 3 N －　 8 0－ E ク

第 10 1 図 S K ll l 不 整 長 方形 1 ．0 0 0 ．12 0 ．2 0 N － 1 00－ E ク

ク S K 11 2 不 整 長 円形 2 ．10 1 ．3 5 0 ．1 5 N － 6 30－ W 皿　　　 形

〃 S K 11 3 不 整 長 方 形 1 ．55 1 ．15 0 ．0 5 N － 1 80－ E ク

ク S K 11 4 ク 3 ．05 1 ．52 1 ．10 N － 1 70－ E ク

ク S K l 15 不 整 方 形 2 ．25 0 ．1 5 N － 1 80－ E ク

第 10 2 図 S K 1 16 ク 1 ．6 0 0 ．2 7 逆　 台　 形

ク S K 1 17 ク 1 ．6 4 0 ．1 6 ク

ク S K 1 18 不 整長 円形 5 ．3 6 2 ．7 0 0 ．6 2 N － 6 80－ W ク

第 10 3 図 S K 1 19 ク 2 ．2 0 1 ．8 5 0 ．1 8 N － 4 20－ E ク

ク S K 12 0 ク 3 ．4 5 1 ．9 0 0 ．3 5 N － 8 30－ W ク
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挿図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第103 図 S K 121 不　 明 0．08 逆　 台　 形

ク S K 122 長円形 1．75 0．80 0．05 N －　7 0－E 皿　　　 形

〃 S K 123 不整長方形 1．55 0．70 0．15 N －190－E 逆　 台　 形

ク S K 124 円　 形 0．90 0．17 ク

第104 図 S K 125 帯　 状 4．83 0．72 0．15 N －760－W 〃

ク S K 126 不整長円形 1．20 1．02 0．08 N －630－W 〃

ク S K 127 不定形 0．90 0．63 0．10 N －400－W ク

ク S K 128 ク 1．55 0．85 0．10° N －290－E ク

ク S K 129 不整長方形 2．00 1．02 0．25 N －790－W 箱　　　 形

〃 S K 130 不整長円形 2．45 1．22 0．13 N －760－．W 皿　　　 形

ク S K 131 不整円形 0．75 0．10 N －700－W 〃

第105図 S K 132 不整長円形 2．13 1．55 0．08 N －700－W ク

ク S K 133 ク 1．86 0．98 0．15 N －370－E 逆　 台　 形

ク S K 134 不整長方形 2．30 1．10 0．41 N －180－E ク

ク S K 135 長方形 1．40 0．68 0．46 N －160－E U　 字　 形

ク S K 136 不整長円形 3．84 1．85 0．18 N －580－W 辿　 台　 形

第106 図 S K 137 不整形 0．10 ク

ク S K 138 長方形 7．00 0．88 N －200－E ク

ク S K 139 不整方形 2．48 2．10 0．70 N －800－W 逆　 台　 形
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第28表　包含層出土土器観察表

挿図番号 層　 位 器　 種

旦径

法皇　 器高
（cm） 飼径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 第Ⅲ層
弥生土器

・＝ヒ笠

31．2
（2 1．5）

内傾気味の頸部より、外反する
口繹部に至る。端部は丸 くおさ
める。

頭部上端に黒
斑有 り。

2 〃

須恵器

高　 杯

4 ．2
（5 ．2）

高杯脚部の上半部。

3 ケ

須恵器

杯

7 ．0
（4 ．2）

休部は内湾 して外上方に立 ち、
端部は丸 くおさめる。

内外面とも横ナデ調整。

挿図番号 層　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

4 第Ⅲ層
土師質土器

小　 杯

7．0

2．1

4．2

体廓は直線的に外上方に立 ち、

口緑部に至る。
ロ緑喝部を丸 くおさめる。

第29表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構 番 号 器　 種

口径

法量　 器 高
（cm ） 胴 径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

5 S K　 2
土 師質土 器

杯

10 ．3

5 ．3

6 ．0

休 部 は直 線的 に外 上方 に立 ち、

端 部 を丸 くお さめる。

内外面 ともロ クロナデ調 整。
底 部 は回転糸 切 り。

6 ク ケ

12 ．2

4 ．0

6 ．4

休 部 は内湾気 味 に立つ。 魂部 はナデ調 整 によ って細 く仕

上 げる。
底 部 接回転糸 切 り。

7 S K　 3

土 師 質土器

皿

7 ．8

1 ．6

5 ．0

休部 はやや 内湾気 味 に外 上方 に
立 ち、端部 を丸 くお さめ る。

内外面 ともロ クロナデ調 整。
底 部 擢回転糸 切 り。

8 S K　 4 ク

9 ．4

2 ．1

7 ．2

′ケ
内外 面 とも磨耗 の為、 調整不 明。

底部 は回転糸 切 り。

9 S K　 5 〃

7 ．8

1 ．6

4 ．6

ク
磨 耗 が激 しく調整 不明 。

10 ク

土 師 質土器

杯

10 ．7

4 ．9

5 ．6

休部 は内湾 気味 に立 ち、 ロ緑 部
は外 方 に直 線的 に延 び る。端 部
を丸 くお さめる。

内外 面 ともロ クロナ デ調整。

11 S K　 6

土師 質土器

皿

8 ．5

1 ．9

4 ．5

休部 は下位 で屈 曲 し、内湾 気味

に立 ち上 が る。
〃 胎 土 は精選 さ

れて お り、砂
粒 を含 まない。

12 S K　 8
土師 質土器

三足 皿

12 ．3

6 ．4

休 部 は内湾気味 に立 ち、端 部 を

丸 くお さめ る。 外底 は丸底 で あ
り、幅 2 cm 、 高 さ　2．7 cm 程 の三

足を付 ける。

内外 面 ともロ クロナ デ調整。
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挿 図番 号 遺構 番 号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法

l

備　　 考

13 S K 18 和二猪口

5 ．6

3 ．6

2 ．4

休 部＿は直 線的 に立 ち上 が り、口
緑 邸 は若 干外 反 する。

高台外 面 まで施 粕 す る。 伊 万里 系。

14 S K　 2 6 碗
（2 ．4）

4 ．2

高 さ 1 cm や 高 台 か ら‘、 内湾 気味

‘に外 上方 に延 びる休 部 に至 る。

外 面高 台脇 に界線。 ・ケ

15 S K　 5 1
青　 磁

碗

10 ．4
（4 ．5）

外面 に片切彫 の蓮弁 文様 。

16 S K　 5 9
土師 質土器

鍋

4 5 ．2

（4 ．5）

休部 は直 線的 に大 きく外上方 へ
立 ち、端 部 は肥 厚 して丸 くお さ

める。

内外面 ともナデ調整 。

17 S K　 61 碗
（3 ．3）

4 ．‾6

高 さ 7 mm の高 台 から、内 湾気味

に外 上方 に延 び る休 部 に至 る。

唐津 系。

18 S K　 64 ‘ 紅 猪口

6 ．4

1 ．5

3 ．6

平面 長円形 を呈 す 。 伊万 里系 。

19 S K　 65 碗

11 ．1

6 ・9

4 ．5

高 さ 7 m m の垂直 に立つ高 台 を形

成 し、端部 に砂 溶着 す る。休部
は内 湾気味 に外 上方 へ立 ち、 口
緑端 部 を丸 くお さめる。

外 面、卓 花文 、雲文 。 〃

l

l

l

20 S K　 68 急 須 の蓋

8 ．8
（1 ．0）

毒 のか え りはハ の字状 にや や開

いて下 り る。端 部 を丸 くお さめ
る。

天井 部 のみ に施和 し、貫入 有 り。ll 瀬 戸 ・‘美濃 系。

I

I

l

21 S K　 76 土　 錘

全 長　 （3 ．8 ）

直 径　 1 ．7

重 量（g ）8 ．7

紡錘 形 を呈す 。 巨 師 質。

I

22 ク ク

全 長　　 4 ．6

直 径　 2 ．5

重量 （g ）18 ．7

〃 ク

23 S K　 77 猪　 口

6 ．6

3 ．5

2 ．6

休部 は直 線的 に外上 方 に立 ち上

が り、 口緑 部 は緩 く外 反す る。
小 さ い高 台 を有 す。

伊万 里系 。

24 S K　 84
土 師 質土器

皿

12 ．4

2 ．6

8 ．0

休部 は内湾気 味 に立 ち、 口緑部

で外 反す る。 端部 を細 く仕 上 げ l
る。

25 S K lll

土 師質土 器

杯

8 ．9

4 ．3

4 ．7

休部 は ほぼ直線 的 に外上方 に立

つ。

内外 面 ともロ クロナデ 調整。

26 ク ク

8 ．8

5 ．1

5 ．0

休 部 は下位でや や外 反 し、 内湾

気味 に立 つ。 端部 を丸 くおさめ ‘

る。

ク

2 7 ク ク

9 ．6

4 ．8

4 ．7

休部 は下位 でや や外反 し、若 干
内湾気 味 に立つ 。端部 は肥厚 し

丸 くお さめ る。

一ケ
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法 量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

2 8 S K 136 天 目茶碗
（2 ．0）

4 ．4

削 り出 し高 台 で、高台 脇 をへ ラ

削 り。

残存部 、 化粧 がけ されて いな い。

l

瀬戸 ・美濃 系。

29 S K 13 7
染　 付

皿

10 ．4

（1 ．9）

端反 りの皿 。 外面 唐草文 。

口緑部 内面 に 1 条 の幅 広の 界線。

30 S K 1 39
土 師質土 器

不　 明

（10 ．2 ）

20 ．0

休 部 はほぼ垂 直 に立 ち上 がる。 内外面 ナデ 調整。

外面 に 3 つ の円形刺 突 文。
火 鉢 の底 部 か。

31 〃 埴　 鉢

32 ．8

（5 ．6 ）

口唇 部 を丸 くお さめ る。 条 線 は 7 本単位 で ある。
口緑 部外 面 に 2 本 の凹線 文有 り。
内 外面 ともロ クロナデ調整 。

備 前焼。

32 ク 〃
（4 ．5 ）

12 ．2

休部 は直線 的 に外上 方 に立つ。 条線 の単唐 数不 明。

内 外面 と もロクロ ナデ調整 。
〃

3 3 ケ

染　 付

皿

（2 ．2 ）

8 ．7

蛇 ノ目凹形 高台 を呈 す 。 見 込 に松 ・竹 ・梅 を組 み合 わせ
た文様。

外底 に富貴 長春 の文字 を入 れ る。

3 4 ク 皿

12 ．8 高 さ 6 m m の高台 。 畳付 内外 面 を削 り狭 くす る。 伊 万里 系。

4 ．3 休部 は内湾 して外上方 に立 ち、

口緑部 に至 る。 端部 を丸 くお さ

畳付 に砂 が溶着 。
外面 、つ る草文。；．

6 ．6 め る。 内面 、文様 。

3 5 ク 鉢

1年・2
（5 ．0）

正八 角形 を呈 する鉢。

体部 は内湾 気味 に立 ち、 口緑 部

は緩 や かに外 反す る。 端部 を糸田
丸 く仕上 げ る。

二角 ずつ文様 を 1 セ ッ トにす る。
ク

3 6 〃 皿

6 ．4 高 さ 6 mm の高台。 畳 付 の部分 のみ粕 を削 り寧 る。 瀬 戸 ・美濃系 。

3 ．6

7 ．0

休部 は内湾 気味 に立 ち、口緑 部

はやや 外反 す る。

内面 草花 文 （陶胎 上絵 ）。見込 に

文様 。

3 7 ク 碗

1 1 ．0 高 さ 7 mm の高台 は垂直 に下 りる。 畳 付 は狭 く、砂 が溶 着。

6 ．6

4 ．0

休部 は内湾 して外 上方 に立 ち、

口緑端部 を丸 くお さめる。

内外面 貫入有 り。

見 込 に文様。

3 8 S D　 l 塔　 鉢

29 ．6
体 部下位 か ら外反 して立 ち、 口 口緑部 に 2 条 の凹線 。 備 前焼 。

（6 ．d ） 緑 部で屈 曲 して内傾 す る。 内外面 ともロ クロナデ調 整。

条 線の単 位 は 8 本。

39 S D　 2 天 目茶 碗

10 ．8 高 さ 7 mm の外傾 す る高台 。 ロ クロ成 形 で露 胎部 は化粧 が け 瀬戸 焼。

6 ．8

4 ．8

休部 か ら内湾気 味 に立 ち、口緑

部 は若干 外反 す る。 端部 は丸 く
おさめ る。

され ていな い。
高 台脇 、へ ラ削 り。

40 〃 ク

11 ．6
（6 ．4 ）

休部 は内 湾気味 に立 ち、 上位 で
内側 に屈 曲 し、口緑 部 は外 反 す．去

る。口緑部 内 面及 び外面屈 曲部
に稜 を形 成。

休部 下位 まで施粕 。
高 台埠↑ ラ削 り。

ク

41 ク 蓋

13 ．2
蓋 のか え りは内傾 し、端部 を丸 天井 部 に把 手 が付 くもの と考 え 伊 万里 系。

3 ．0 くお さめ る。 られ る。

42 S D　 3
土師 質土 器

皿

7 ．6 休部 下位 で屈 曲 し、垂 直 に立 ち、 口緑 部内 面、外底 部 に布 目痕 。

2 ．1 口緑 部 は大 き く外反 す る。 休部 に外 か ら内 に貫 く穴有 り。

外底 にハ ー ト型 、円型 の浮 文。

口緑部 外面 、内底 部 に指頭庄 痕。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法皇　 器高

（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

43 S D　 3
須 恵器

＝ヒ宝E

（8 ．4 ）

9 ．6
′

高 さ8 mm の高 台 は、外傾 して踏

んぼ る形 に付 く。
休部 は直 線的 に立つ 。

内 外面 とも横 ナデ調 整。

挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

44 S D　 7
土師 質土 器

鍋

15 ．8
（10 ．9 ）

休部 は内 湾 して立 ち、 口緑 部 は
内傾 す る。端 部 を丸 くお さめ、
肩部 はや や肥 厚す る。

口緑部 内外面 頒 ナデ調 整。
休 部外面 ナ デ読愕覧
体 部下位 内面パ ケ調 整。

45 ク 捨　 鉢

28 ．0

（8 ．8 ）

休部 は直 線的 に外上 方へ 立つ 。 休部 上位 か らロ緑 部 内外面横 ナ ー

デ調 整。休 部内 面ナ デ調整。 胴
部斜位 の叩 目。

唐津 系。

46 ク

青　 磁

碗

13 ．0
（3 ．4 ）

休部 はや や内湾 気味 に立 ち、 口

緑部 は若 干肥 厚 し端 部 を丸 くお
さめ る。

外 面細 達弁 文。

47 S D lO
土 師質土 器

鍋

21 ．0 休部 は内 湾 して立 ち、肩部 がや ‾’休 部上位 か らロ緑部 内外 面 ヨコ 外 面、煤 状炭

（7 ．1） や突 出 す る。 ロ緑部 の外側 は直
上 し、内側 は内傾 す る。一端部 は

肥 厚 し丸 くお さめ る。

ナデ調整 。軽 部内 面ナ デ調整。

胴 部斜位 の 甲 目。

化物 付着 。

48 ケ 皿

12 ．6

2 ．3

7 ．5

ほぼ平担 な底 部 か ら、高 台脇 を
削 り、腰 部 で屈曲 して外 上方 に

立 つ。 口緑部 は外 反 し、端部 を
丸 くおさめ る。

瀬戸 ・：美濃 系 。

49 S D ll

土 師質土 器

鍋

25 ．8 ロ緑 部 は緩 いカー ブで内傾 す る。 休部 外面斜 格子 の両 目。

（6 ．8） 端 部は 内傾 し丸 くおさめ る。 口縁部 内外面 横ナ デ調整 。
休 部内面 ナデ調 整‾。

5 0 S E　 l

土 師質土 器

杯

10 ．2 休 部 は内湾 して外 上方 lこ立 ち、 内外面 ともロ クロナデ 調整。 休部 外 面、煤

3 ．8

6 ．8

口緑部 は上 方 につ まみ上 げ、端

部 は尖 る。

底 部 は＿回転 糸 切 り。 状 炭化物 付着 。

51 ク ク

10 ．2

4 ．2

5．3

ク
口緑部 内外面 痛 テテ画 転 日日

52 ク

土 師質 土器

漕　 鉢

26 ．6

13 ．8

13 ．0

休部 はやや 内湾気 味 に外 上方 に
立 ち、ロ緑部 は内傾 す る。端 部 ．

を丸 くお さめ る。

条 線 は単 位数 不明 。

53 ク 牽

34 ．6

（7 ．0）

口緑部 は断面 碍 円形 の やや外 反

す る玉 縁 口緑 で あ る。

備 前焼 。

54 S P　 l

土 師質 土器

杯

9 ．0

4 ．0

5 ．8

体 部 はやや 内湾気 味 に外上方 へ

立 ち、端部 を丸 くお さめ る。

内外面 ともロ クロナデ調 整。

底部 は回転 糸 切 り。

55 ク

青　 磁

碗

高 台 は1 ．5 cm の 高 さで 、畳付外 外面 ’細 蓮弁 文。

極 ．4 ）

4 ．6

面 を削 り狭 い。

底部 の器壁 が厚 い。
体面 は内湾 気味 に立つ 。

内面　 見込 に稔花 。

56 P　　 l
染　 付

皿

（1 ．6）

7 ．0

外面 、渦巻 の唐草文。
内面見 込 にアラベ ス ク文様 。

削 り出 し高台 で、畳付 の粕 を掻
き取 る。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法皇　 器高
（cm） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

57 P　　 2
土師質土器

皿

9．8
2．1

7．2

休部は内湾気味 に立 ち、口縁部
は直線的に外上方に延 びる。端
部を丸くおさめる。

休部外面に指頭庄痕。

58 P　　 3
青　 磁 12 ．4

7 ．8

高台は1．7cm の高さ。
底部の器壁が厚い。

　ヽ．とコF　　　　．，

外面だ剣頭単位を意識 した細蓮
空文0

碗
4 ．8

休部は内湾ヌ1味に立つ。 島台外面まで施粕。
内外面貫入有 り。

59 P　　 4 ク

厚目の底部か与内湾気味に外上 外面細達弁文。内面見込に捻文
（3．9）

4．6

方に延びる休部 に至る。高さ1．5

cm の高台 を有す。

中央 にスタンプ。　　　　 ’
内外面とも荒い貫入有り。
外底蛇ノ臼状に粕を掻 き取 る。

第30表　遺構出土石器観察表

挿 図番 号 遺構 番 号 器　 種

最大長

計測 値　 最大幅

（c m ，g ） 最 大厚
重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　 徴 備　　 者

60 S D　 3 石　 斧

10 ．6

4 ．7

1 ．9

182 ．0

緑色 片岩

鋭 い 刃部 を有 し、 表面 には若干 の研磨
痕 を残 す。

6 1 S K　 74 叩　 石

16 ．7

4 ．0

2 ．7

33 2 ．5

ク

両 長側線部 上位 に決 りを有 す る棒 状叩・

石 であ る。

l
6 2 S D　 l 砥　 石

（5 ．3）

5 ．5

2 ．0

94 ．0

頁　　 岩

4 面 を使用 して いる。

63 S I）　 2 ク

11 ．8

4 ．2

3 ．8

300 ．8

砂　　 岩

3 面 を使用 して いる。

64 P　　 2 ケ

旬．6 ）

4 ．9

2 ．6

97 ．5

流 紋 岩－

・ケ

6 5 S K 19 石　 臼

直径

全厚　 （5，5）

重 量（g）1460 ．5

砂　　 岩

6 条 1 単位 の痛 目 を有 す。

第31表　遺構出土木器観察表

挿 図 番号 遺構 番号 器　 種

最 大長
計測値 最 大幅

（cm ）‾
畢 大厚

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

66 S B 1 9 柱　 根

2 1 ．4

10 ．4

4 ．5

不　　 明

断 面円形 を呈 する もの と考 え られるが 、
大 半 を欠 く。

6 7 S E　 l 不　 明

24 ．8 使途不 明 の角材 であ る。

5 ．4

5 ．2
〃

4 面 に調整痕 が残 る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最 大長

計測 値 盲 貢 面

（cm ） 盲 遠 ．
材　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

68 S E　 l 不　 明

18 ．9

3 ．0
．．・．．t．－
2 ．9

不　　 明

4 面 に調 整痕 が残 る。

69 ク ク

3 3 ．1

3 ．2
Flllllll．．t　【
2 ．9

ク

表 面 を丸 く削 って いる。
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11．Loc．39B



Loc．39B

1．位置と調査経過

Loc・39Bは、田村遺跡群の北部に位置し、小字は寺ノ前（テラノマエ）である。Loc．39Bは、

Loc・39Aの南側に位置し、中近世の遺構群が検出された。昭和57年度に実施された試掘調査で、

ほぼ全域に中近世の遺構が存在することが判明し、昭和58年度に本調査を実施した。

調査期間は、昭和58年2月21日－3月19日、昭和58年4月5日～4月28日であり、調査に要

した延べ日数は約50日間で、調査面積は約3，744I正であった。

2．調査概要

Loc・39Bでは、溝に囲まれた屋敷跡1区画を確認した。この区画は、1辺約48mのほぼ方形

の範囲で、1基の井戸（SEl）を有していた。この範囲内で36棟の掘立柱建物址と28基の土

肱を検出し．た。掘立柱建物址は、区画内の南部に集中し、土肱は散在する傾向がみられた。

その他の遺構も、上記区画の西側に集中して存在する傾向がみられ、調査区の西端部では、

遺構の分布密度が稀薄であった。

3．層序と出土遺物

Loc．39Bにおける基本的な層序は以下の通りである。

第I層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

第I層の耕作土は、全域にみられ、伊万里、唐津等の近世陶磁器の細片が出土した。第Ⅱ層

は、床土であり、全域にはみられず、無遺物層である。第Ⅲ層は、灰褐色粘質土層で、縄文時代

から中世の遺物を包含していた。第Ⅲ層は、調査区の全域には堆積せず、散在していた。第Ⅲ層

からは、縄文時代の打製石斧（6、8）、弥生時代の大型蛤刃石斧（7、9）、石包丁（10）、弥

生土器壷（1）、土師質土器杯（2）・皿（3、4）等の遺物が出土した。第Ⅳ層は、黄褐色粘質

土層で、古代から近世の遺構検出面である。同層は、無遺物層で、調査区全域に堆積していた。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層の黄褐色粘質土層の上面で検出された。規模は1

－279－



イ r ＼ † 予 ＼ 、・ 了 ′′　　　 ；ミ 望 ＼ ．．．′′′　 ノ ／

／ ● ・／　　　　　　　　　　　 ・㍉ ．′う蒔i 芝

／

／

l ●

／ ：・・仁 ． ト 二 子 ク

′

M ．N　　　　　　 ／　 ′

／′　 き きも　 ！・

／

／

l

／

＿▲

．　　　 一　　 ／　　 し、

表 十 〇 ・ヾ 、‘

■ヽ ＿ヽ‘

／　　　 ＼ ＼

ゥ　　　　 ／　 1
／　 ク

一T B

ク

＼ ＼ ＼ ・　 L J T　 ■
∴　 ・！　　　　　 ／ ＿．Jl

「 ＼ ＼

、一、
、、、、．．

、、
、、

．∴ ・・・　 メ　　　　 「 、 ’’・・・ ・・・！

一ヽ

√ ㌔ こ・・．

／

／

／／

／／

／／

′；～㌢

／　　 シ 、、、

‘0
一シ1　　　　　　　　　　　　 ！．

勿　　　　　　 ・・．・：・・．・：・・：l∴・：T T

．h
：工・・：・丁．・．・’．・：
．▼．．°．°．

°　　°　　°　　4
°　．．．．　°　°
°　°　．　．　．　°　°

．．　　　　　　　　　 隼 享喜 隼‡．°　°　．．．．．　°

．．こ苧ミ・・．．．　　　　　　　 ・：辛 労 ・：章 ‡・：

幸 ㍉ 吉 琵°　．　．　．　．　°
°　　°　　．　　°　　°

・∴．・・．・・．・・・・・．、．．∴．・’．∴・．・．・’・

・‘．・．・’．・．・’・・∴・：t ．・．・‘・・．・‘・・∴∴’．・’・’・・’・’才 ′二 戸 ・三°魂 焙 争．・ン・．・：∴・：・‘．1．・‘．・：・・．・：・’．・：・’．・∴・’・・．・‘・．．・’
・．・・・・・・・・・・・・・・．！、・・・．・・・・．・・・・．・・・・．・．・・・・’・・・・’・・・ご
．・．．・．．・．．・・∴・．・’．・．・．∴シ・’・．∴・‘・’．・

・．・：・・．・：・’．・：∴・ン
日　　．　　°・享完　　 ご〇　 才
．° ．° t

：・‘．・：・．． ァ ・　　　　　　　　　 ／

・†ノ「 °　　°　I　． ′　　　　　　／ノ／／／∵羊、
／．－．t　　　　　　　　°．°

°　　 °　　 ．　　 °　　 °
ヽ ． ． ． °　　　　　　 °　 ▼ ． ． ．

°　 °　 ．　 ．　 ．　 °　 °
t　 t　 ． ． ． ． ．　 °　 t

＼ 電 導 ’ぺ ：二 ・・星 ・：・：・・：

／

／

㌔　 ／ ‾

／

1 ． ． ． ． ．　 °

． ． ． ．　 °　　　　 ． ． ． ． ．

°　 t　 ． ． ．　 ▼　 °　 °

叫 等 ． り ・㌔・．・・∴ ・・・・．・ ・・．・ ・・・・∴ ・・

子 ‘’ r ’ 疇

／

／ ′

／

／

／　　　　 ㌔

▼　 ．　 ．　 °　　 °

°　　 °　 ．　 ．　 °°　　 ．　　 °　　 °

°　 ′

°°

「　 ⊥

’。
l

r C　 一‘

∴ ′ナ ′　　 ク ′了 ′ 宣 彗 kt．t

●．
．．．．．．°

／J
ノ ′

〟

／／

4 ／

／／ ク

／

：・ささ．J

．謀 ′ I ！′ でI ミ ：．唱 ．’’’ ’、≦ ・・、・；妄・子 ・： ．．．． ●．

＿ヽ
－．

ソ －、、 、く

一▲．‘・・
－・∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

！

′′／ ・ ク　 マ

ク ／
／　　　　　　 ・・：p ・♪　　　　　　 七 〟 躍

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㌧▲．　 ．． ／
．＿ヽ　．

／　　　 ：・：示・・． ．’0 ： ’．・・・・・ ．． ／

°　e
子 ・・

▼
／

／

！

／

／

ク ／
／

／ ＼

／

’’・・・ ・・・．　　　　　　　　　　　　 ’’、・・・ ′r・・ ／

．．．4
’’了 ・・・． 一°・・・　　　　　　　　　　　 ／／

．°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′
ク

′ ′′′ ’、 ＼′テ ； ・・。 野 ・ ・・ ク
一▲◆

．t °　4°．’・・・ ．．．　 ′ ／

ク　　　　　　 ・・・・・‥・ ／

’．＼’
・＼．’・．

10 0 111

■．■←■－ ．■■－ － ．■■．■．－■．■■■－

γ　　　　　　 、く

／　 ・／　　　　　　　　 ’　 、

十 ′′′′　 』 ．～ ．∴空聖 二

第118図　調査区設定図

－280－



、　′　　り　　＿

×1間の東西棟の掘立柱建物址であり、棟方向はN－680－Wである。梁間は2．48mを測り、柱

間距離は2．23－2．48mである。桁行は3．10mを測り、柱間距離は3．00－3．10mである。柱穴は、

直径9－23cm、深さ10～20cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であるが

出土遺物はみられなかった。

S B2

S B2は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の南北棟の

掘立柱建物址であり、棟方向はN－210－Eであるが、南東隅と西辺の柱穴3個は検出されな

かった。梁間は4．40mを測り、柱間距離は2．08－2．26mである。桁行は4．89mを測り、柱間距

離は1．54－1．68mである。柱穴は直径22－74cm、深さ8－24cmを測り、不整円形を皇す。埋土

は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S B3

S B3は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の掘立柱建

物址で、棟方向はN－190－Eであるが、北東隅と西辺中央部の柱穴2個は検出されなかった。

梁間は3．69mを測り、柱間距離は1．88mである。桁行は3．88mを測り、柱間距離は1．72－1．98m

である。柱穴は、直径24－30cm、深さ10～17cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土

であり、少量の土師質土器片が出土した。S B3は、S K21と重複しているが、新旧関係は不

明である。

S B4

S B4は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×1間の南北棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－200qEである。梁間は2．76mを測り、柱間距離は2．67－2．76mで

ある。桁行は3．70mを測り、柱間距離は3．64－3．70mである。柱穴は、直径26－38cm、深さ5

－22cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S B5

S B5は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の南北棟の掘

立柱建物址で、棟方向はN－210－Eである。梁間は3．66mを測り、柱間距離は3．24－3．66m

である。桁行は7．30mを測り、柱間距離は3．52－3．71mである。柱穴は、直径21－44cm、深さ

14－40cmを測り、不整円形及び楕円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられ

なかった。S B5は、S D6の西辺を切っており、S D5・9と重複するが、新旧関係は不明

である。
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S B6

S B6は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×3間の東西棟の掘

立柱建物址で、棟方向はN－740－Wである。梁間は3．58mを測り、柱間距離は3．41－3．58m

である。桁行は7．04mを測り、柱間距離は1．74－3．50mである。柱穴は、直径22－38cm、深さ

8－25cmを測り、不整円形及び楕円形を里す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯

の小破片等の遺物が出土した。S B6は、北東部でSK17を切っており、南部でSD3と重複

するが、新旧関係は不明である。

S B7

S B7は、調査区中央部北寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×1間の東西

棟の掘立柱建物址で、棟方向はN－850－Wである。梁間は2．80mを測り、柱間距離は2．72－
「

2．80mである。桁行は3．50mを測り、柱間距離は3．40～3．50mである。柱穴は、直径22－30cm、

深さ10－17cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかっ

た。S B7は、S B8・10、SK15と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B8

S B8は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の南北棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－250－Eである。梁間は2．76mを測り、柱間距離は1．20－1．56mで

ある。桁行は3．40mを測り、柱間距離は1．17－1．90mである。柱穴は、直径19－27cm、深さ7

－18cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S B8は、S B7と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B9

S B9は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－760－Wである。梁間は3．09mを測り、柱間距離は3．02－3．09mで

ある。桁行は3．78mを測り、柱間距離は1．70－2．08mである。柱穴は、直径20－28cm、深さ7

－17cmを測り、不整円形を里す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出

土した。S B9は、S BlOと重複しているが、新旧関係は不明である。

S BlO

S BlOは、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×4間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－750－Wであるが、北辺東部と西辺中央部の柱穴2個は検出されな

かった。梁間は3．62mを測り、柱間距離は1．48－2．14mである。桁行は7．42mを測り、柱間距

離は1．76－1．89mである。柱穴は、直径25－36cm、深さ6－44cmを測り、不整円形を呈す。埋
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土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片等の遺物が出土した。SBlOは、SK14

に切られ、SK16を切っており、S B7・9と重複するが、新旧関係は不明である。

S Bll

S Bllは、調査区北端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の掘立柱建物

址で、棟方向はN－770－Wであるが、東辺中央部及び南東隅の柱穴2個は検出されなかった。

梁間は3．34mを測り、柱間距離は1．41－1．93mである。桁行は3．71mを測り、柱間距離は1．65

～1．92mである。柱穴は、直径15－22cm、深さ6－30cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐

色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S B12

S B12は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の南北棟の掘

立柱建物址で、棟方向はほぼ磁北をさす。梁間は4．51mを測り、柱間距離は3．93－4．51mであ

る。桁行は4．72mを測り、柱間距離は1．80～2．92mである。柱穴は、直径26－64cm、深さ8－

27cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、須恵器杯（11）、土師器皿（12）

等の遺物が出土した。SB12は、SK30の南部を切っており、SK30より新しい時期の建物址

である。

S B13

SB13は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の東西棟の掘

立柱建物址で、棟方向はN－670－Wであるが、南東隅の柱穴1個は検出されなかった。梁間

は2．80mを測り、柱間距離は2．80mである。桁行は3．45mを測り、柱間距離は1．62－1．83mで

ある。柱穴は、直径19－26cm、深さ10－34cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土で

あり、少量の土師質土器片が出土した。S B13は、SD12の北部を切っており、SD12より新

しい時期の建物址である。

S B14

S B14は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×3間の東西棟の

掘立柱建物址で、棟方向はN－740－Wであるが、南辺の西部の柱穴1個は検出されなかった。

梁間は3．58mを測り、柱間距離は3．30－3．58mである。桁行は5．29mを測り、柱間距離は1．56

～1．95mである。柱穴は、直径24－34cm、深さ7－22cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐

色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB14は、SB15、SD13と重複している

が、新旧関係は不明である。
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S B15

SB15は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×3間の東西棟の

掘立柱建物址で、棟方向はN－740－Wであるが、北辺東部の柱穴1個は検出されなかった。

梁間は2・82mを測り、柱間距離は2．68－2．82mである。桁行は4．92mを測り、柱間距離は1．40

～1・85mである。柱穴は、直径22－38cm、深さ8－32cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐

色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB15は、SB14・16・17と重複している

が、新旧関係は不明である。

S B16

SB16は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の掘立柱建

物址で、棟方向はN－800－Wである。梁間は2．66mを測り、柱間距離は2．53－2．66mである。

桁行は2・68mを測り、柱間距離は0．73－1．91mである。柱穴は、直径22－30cm、深さ10～27cm
l

を測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の少破片が出土した。

SB16は、SB15・17と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B17

SB17は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の東西棟の

掘立柱建物址であり、棟方向はN－88。－Wであるが、北辺中央部の柱穴1個は検出されなかっ

た0梁間は3・12mを測り、柱間距離は2・95－3・12mである。桁行は4．69mを測り、柱間距離は

2・07－2・62mである。柱穴は、直径21－30cm、深さ10－20cmを測り、円形及び不整円形を呈す。

埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB17は、SB15・16と重複し

ているが、新旧関係は不明である。

S B18

SB18は、調査区中央部の南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×1間の東

西棟の掘立柱建物址であり、棟方向はN－730－Wである。梁間は1．62mを測り、柱間距離は

1・49－1・62mである。桁行は2．75mを測り、柱間距離は2．58－2．75mである。柱穴は、直径18

－23cm、深さ10～31cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺

物はみられなかった。SB18は、南西部でSD9を切っており、SD9より新しい時期の建物

址である。

S B19

SB19は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×4間の南北棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－140－Eであるが、南辺中央部の柱穴1個は検出されなかった。梁間

－284－

‾　‾　▼‾　．　′－



イ　ー‾‾－11－－－－　1ソ1

は4．97mを測り、柱間距離は2．18－2．79mである。桁行は6．82mを測り、柱間距離は1．39－

1．98mである。柱穴は、直径17－72cm、深さ8－40cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色

粘質土であり、染付碗（14）等の遺物が出土した。S B19は、SD6の西辺南西部及びSD3

南部を切っており、SB21－24、SD9と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B20

SB20は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×1間の掘立柱建物址

で、棟方向はN－770－Wである。梁間は2．68mを測り、柱間距離は2．48－2．68mである。桁

行は2．75mを測り、柱間距離は2．74－2．75mを測る。柱穴は、直径24－30cm、深さ12－30cmを

測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。S B20

は、SD6西辺の南西部を切っており、S B22・23、SK26と重複しているが、新旧関係は不

明である。

S B21

S B21は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の南北棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－220－Eである。梁間は3．40mを測り、柱間距離は1．26－2．14mで

ある。桁行は4．28mを測り、柱間距離は1．81－2．47mである。柱穴は、直径20－26cm、深さ10

－30cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片や炭化物が

出土した。SB21は、SB19・22－24と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B22

S B22は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×4間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－760－Wであるが、西辺中央部と南辺西部の柱穴3個は検出されな

かった。梁間は2．70mを測り、柱間距離は1．28－1．42mである。桁行は6．14mを測り、柱間距

離は1．34－1．79mである。柱穴は、直径19－30cm、深さ12－38cmを測り、不整円形及び隅丸方

形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯・皿の小破片等の遺物が出土した。S B

22は、S B19－21・23・24と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B23

S B23は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－750－Wであるが、南辺中央部の柱穴1個は検出されなかった。梁

間は2．64mであり、柱間距離は2．52－2．64mである。桁行は4．04mを測り、柱間距離は1．85－

2．19mである。柱穴は、直径28－37cm、深さ18－37cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土

は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。S B23は、S B19－22・24と重複し
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ているが、新旧関係は不明である。

S B24

SB24は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×3間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－750－Wである。梁間は3．26mを測り、柱間距離は3．10～3．26mで
／

ある。桁行は6・40mを測り、柱間距離は1．88－2．42mである。柱穴は、直径16－44cm、深さ7

－40cmを測り、不整円形及び隅丸方形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器

片や炭化物が出土した。SB24は、SB19・21～23、SD6と重複しているが、新旧関係は不

明である。

S B25

SB25は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の東西棟の掘

立柱建物址で、棟方向はN－710－Wであるが、北東隅及び南辺東部の柱穴2個は検出されな

かった。梁間は2・72mを測り、柱間距離は1．13－1．80mである。桁行は4．70mを測り、柱間距

離は1・28－1・85mである。柱穴は、直径18－30cm、深さ5－30cmを測り、不整円形及び隅丸方

形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器及び瓦質土器の細片が出土した。SB25は、

SB26と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B26

SB26は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の南北棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－220－Eであるが、東辺中央部及び南東隅の柱穴3個は検出されな

かった。梁間は3・52mを測り、柱間距離は1．72－1．98mである。桁行は3．78mを測り、柱間距

離は1・04－1・06mである。柱穴は、直径22－30cm、深さ8－30cmを測り、不整円形及び隅丸方

形を里す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB26は、SB25・

27、SK49と重複するが、新旧関係は不明である。

S B27

SB27は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は3×5間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－750－Wであるが、北辺の柱穴3個は検出されなかった。梁間は4．33m

を測り、柱間距離は1．16－1．68mである。桁行は7．57mを測り、柱間距離は1．39－1．66mであ

る。柱穴は、直径14－38cm、深さ6－30cmを測り、不整円形及び隅丸方形を里す。埋土は灰褐

色粘質土であり、土師質土器杯の小破片が出土した。SB27は、SK49を切っており、SB26・

28－31と重複しているが、新旧関係は不明である。
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S B28

S B28は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は3×3間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－690－Wであるが、北東隅及び南辺西部の柱穴2個は検出されなかっ

た。梁間は5．59mを測り、柱間距離は1．67－2．16mである。桁行は6．92mを測り、柱間距離は

1．42－2．90mである。柱穴は、直径23－30cm、深さ8－50cmを測り、不整円形及び隅丸方形を

呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、瓦質土器鍋（18）等の遺物が出土した。SB28は、SB27・

29－31、SK40・41と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B29

S B29は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－700－Wである。梁間は3．37mを測り、柱間距離は1．60－1．73mで

ある。桁行は5．18mを測り、柱間距離は2．44－2．70mである。柱穴は、直径20～30cm、深さ7

－23cmを測り、不整円形及び隅丸方形を皇す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯・皿、

瓦質土器鍋の小破片が出土した。SB29は、SB27・28・30・31・34と重複しているが、新旧

関係は不明である。

S B30

S B30は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－730－Wであるが、西辺中央部と南辺中央部の柱穴3個は検出され

なかった。梁間は3．12mを測り、柱間距離は1．54－1．58mである。桁行は4．92mを測り、柱間

距離は1．36－1．94mである。柱穴は、直径18－30cm、深さ6－42cmを測り、円形及び不整円形

を里す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB30は、S B27－29・

31・34と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B31

S B31は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の南北棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－180－Eである。梁間は3．08mを測り、柱間距離は1．50－1．60mで

ある。桁行は3．33mを測り、柱間距離は1．57－1．71mである。柱穴は、直径30～50cm、深さ6

－42cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿の小破片

が出土した。SB31は、S B27－30・34と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B32

S B32は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の東西棟の掘

立柱建物址で、棟方向はN－770－Wであるが、北辺と南辺の中央部と南西隅の柱穴3個は検
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出されなかった。梁間は2．76mを測り、柱間距離は2．76mである。桁行は4．70mを測り、柱間

距離は不明である。柱穴は、直径28－44cm、深さ10－43cmを測り、円形及び不整円形を呈す。

埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片や瓦質土器片が出土した。SB32は、SK50

と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B33

SB33は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－780－Wである。梁間は2．08mを測り、柱間距離は2．02－2．08mで

ある。桁行は3・21mを測り、柱間距離は1．53－1．68mである。柱穴は、直径26－43cm、深さ12

－36cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿．杯の小

破片等の遺物が出土した。SB33は、北部でSB34と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B34

SB34は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×3間の東西棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－750－Wであるが、北辺東部及び北東隅の柱穴2個は検出されなかっ

た。梁間は3・50mを測り、柱間距離は3．50mである。桁行は5．14mを測り、柱間距離は1．42－

1・91mである。柱穴は、直径26－32cm、深さ11－32cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色

粘質土であり、土師質土器や瓦質土器の細片が出土した。SB34は、SK51、SDllを切って

おり、SB29－31・33・35、SK52と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B35

SB35は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×3間の南北棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－150－Eであるが、南辺中央部の柱穴2個は検出されなかった。梁

間は3・08mを測り、柱間距離は2．86－3．08mである。桁行は4．78mを測り、柱間距離は1．44－

1・72mである。柱穴は、直径15－38cm、深さ6－30cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土

は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（15－17）等の遺物が出土した。SB35は、SK51、S

Dllを切っており、SB34・36、SK52と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B36

SB36は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の南北棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－200－Eであるが、南西隅、西辺及び東辺の柱穴4個は検出されな

かった。梁間は3・24mを測り、柱間距離は1．40－1．82mである。桁行は6．48mを測り、柱間距

離は1・74mである。柱穴は、直径22－30cm、深さ13－19cmを測り、円形及び不整円形を里す。

埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB36は、SDllを切っており、
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SB35・38、SK42と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B37

SB37は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の東西棟の掘

立柱建物址で、棟方向はN－680－Wであるが、西辺南部の柱穴1個は検出されなかった。梁

間は5．09mを測り、柱間距離は1．60－1．74mである。桁行は7．37mを測り、柱間距離は2．82－

4・55mである。柱穴は、直径20～42cm、深さ6－42cmを測り、不整円形及び楕円形を里す。埋

土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿の小破片が出土した。SB37は、SDlO・12・16を切

っており、SK56と重複しているが、新旧関係は不明であ＿る。

S B38

SB38は、調査区中央部のやや東側に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の

東西棟の掘立柱建物址で、棟方向はN－730－Wであるが、南辺中央部の柱穴2個は検出され

なかった。梁間は3．58mを測り、柱間距離は1．59－2．37mである。桁行は6．17mを測り、柱間

距離は1．37－2．80mである。柱穴は、直径18－44cm、深さ4－22cm測り、不整円形及び楕円形

を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB38は、SB36、S

K43、SDllと重複しているが、新旧関係は不明である。

S B39

SB39は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は3×5間の東西棟の掘立柱

建物址で、棟方向はN－710－Wであるが、北辺中央部、南西隅及び南辺西部の柱穴3個は検

出されなかった。梁間は5．70mを測り、柱間距離は1．77－2．80mである。桁行は12．97mを測り、

柱間距離は1．26－3．53mである。柱穴は、直径14－42cm、深さ4－28。mを測り、円形及び不整

円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB39の東面は屈

かもしれない。SB39は、SB40～43、SDlO・12と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B40

SB40は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の南北棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－180－Eであるが、南西隅の柱穴1個は検出されされなかった。梁

間は3．28mを測り、柱間距離は1．46－1．86mである。桁行は5．83mを測り、柱間距離は1．46－

2・44mである。柱穴は、直径16－40cm、深さ10～17cmを測り、不整円形、隅丸方形及び隅丸三

角形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、須恵器杯（13）が出土しているが、混入と考えられ

るo SB40は、SD12を切っており、SB39・41、SDlOと重複しているが、新旧関係は不明

である。
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S B41

SB41は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の南北棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－260－Eであるが、西辺中央部の柱穴1個は検出されなかった。梁

間は2・24mを測り、柱間距離は2・15－2・24mである。桁行は3．92mを測り、柱間距離は1．50－

2・42mである。柱穴は、直径20～45cm、深lさ12－28cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色

粘質土であり、出土遺物はみられなかったo SB41は、SDlO・12を切っており、SB39・40・

42と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B42

SB42は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の掘立柱建物址

で、棟方向はN－210－Eであるが、東辺中央部の柱穴1個は検出されなかった。梁間は3．15m

を測り、柱間距離は1・20－1・96mである。桁行は3．16mを測り、柱間距離は1．52－1．63mであ

る0柱穴は、直径20－37cm、深さ6－21cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であ

り、土師質土器杯の小破片が出土した。SB42は、SD12を切っており、SB39・41・43と重

複しているが、新旧関係は不明である。

S B43

SB43は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×1間の南北棟の掘立

柱建物址で、棟方向はN－24。－Eである。梁間は1．78mを測り、柱間距離は1．68－1．78mで

ある。桁行は2・92mを測り、柱間距離は2・92mである。柱穴は、直径24－39cm、深さ7－39cm

を測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB

43は、SD12を切っており、SB39・42と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B44

SB44は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×3間の東西棟の掘

立柱建物姓で、棟方向はN－730－Wであるが、南辺東部の柱穴1個は検出されなかった。梁

間は2・20mを測り、柱間距離は1・98－2・20mである。桁行は4．59mを測り、柱間距離は1．32－

1・78mである。柱穴は、直径20～28cm、深さ5－26cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色

粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB44は、SK57に切られており、SB45・

46と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B45

SB45は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の南北棟の掘

立柱建物址で、棟方向はN－170－Eであるが、南西隅の柱穴は検出されなかった。梁間は3．15m
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を測り、柱間距離は1．52－2．02mである。桁行は3．73mを測り、柱間距離は1．52－1．87mであ

る。柱穴は、直径19－36cm、深さ7－51cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘

質土であり、少量の土師質土器片が出土した。S B45は、S B44、SD12と重複しているが、

新旧関係は不明である。

S B46

S B46は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の東西棟の総

柱の掘立柱建物址で、棟方向はN－710－Wである。梁間は3．82mを測り、柱間距離は1．78－

2．00mである。桁行は4．89mを測り、柱間距離は1．45－1．82mである。柱穴は、直径30～37cm、

深さ5－44cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器や瓦

質土器の細片が出土した。SB46は、SK57に切られており、S B44・47と重複しているが、

新旧関係は不明である。

S B47

S B47は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の南北棟の

掘立柱建物址で、棟方向はN－180－Eであるが、南辺南部及び南東隅の柱穴2個は検出され

なかった。梁間は3．29mを測り、柱間距離は1．50－1．71mである。桁行は4．62mであり、柱間

距離は1．08－1．84mである。柱穴は、直径19－34cm、深さ11－34cmを測り、不整円形を里す。

埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片や炭化物が出土した。S B47は、S B46、S

K58と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B48

S B48は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の掘立柱建

物址で、棟方向はN－180－Eである。梁間は3．59mを測り、柱間距離は1．70－1．89mである。

桁行は3．76mを測り、柱間距離は1．67－2．02mである。柱穴は、直径22－40cm、深さ11－32cm

を測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。

S B48は、S B49・50と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B49

S B49は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の掘立柱建

物址で、棟方向はN－250－Eであるが、南西隅の柱穴1個は検出されなかった。梁間は3．17m

を測り、柱間距離は1．22－1．95mである。桁行は3．77mを測り、柱間距離は1．55－2．15mであ

る。柱穴は、直径18－37cm、深さ5－50cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であ

り、土師質土器皿の小破片が出土した。S B49は、SK59を切っており、S B48・50と重複し
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ているが、新旧関係は不明である。

S B50

SB50は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の掘立柱建

物址で、棟方向はN－190－Eであるが、南西隅、南辺及び東辺中央部の柱穴3個は検出され

なかった。梁間は3・70mを測り、柱間距離は1・75－1・95mである。桁行は3．90mを測り、柱間

距離は1・84mである0柱穴は、直径32－40cm、深さ10～24cmを測り、不整円形を呈す。埋土は

灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片や炭化物が出土した。SB50は、SB48・49、SK

59と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B51

SB51は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の東西棟の

掘立柱建物址で、棟方向はN－84。－Eであるが、南西隅の柱穴は検出されなかった。梁間は

1・72mを測り、柱間距離は1・72mである。桁行は3．33mを測り、柱間距離は1．12－2．06mを測

る。柱穴は、直径20－33cm、深さ6－22cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であ

り、少量の土師質土器片が出土したo SB51は、SD6の南辺を切っており、SD6より新し

い時期の建物址である。

土拡

S KI

SKlは、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は長楕円形を里し、長

径1・33m、短径0・45m、深さ8cmを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－500－

Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器鍋（19）等の遺物が出土した。SKlは、

中央部を中近世のピットに切られている。

S K2

SK2は、調査区西端都に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、長

径1・08m、短径1・00m、深さ0・19mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－17。－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK2は、南部に小段を有

している。

S K3

SK3は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、
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長径2・15m、短形1．41m、深さ0．29mを測る。断面形は箱形を里し、長軸方向はN－58。－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK3の中央部では、

底面に拳大程度の自然礫2個が堆積していた。

S K4

SK4は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径2・59m、短径1．79m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－17。－

Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器焙烙（20）、備前捨鉢（21）等の遺物が出

土した。SK4の埋土中には、拳大程度の自然礫が多量に堆積していた。SK4は、SK5と

重複しているが、新旧関係は不明である。

S K5

SK5は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1・19m、短径0．53m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－11。－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器鍋（22）等の遺物が出土した。SK5は、SK

4と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K6

SK6は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1・21m、短径0・92m、深さ0．18mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－14。－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、備前捨鉢（30）等の遺物が出土した。

S K7

SK7は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1・15m、短径0．73m、深さ0．10mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－86。－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K8

SK8は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

2・82m、短径1．32m、深さ6cmを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－800－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K9

SK9は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、長径
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1．88m、短径の残存長1．63m、深さ0．12mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

670－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK9は、南部が

SDlに切られており、SDlより古い時期の土拡である。

S KlO

SKlOは、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、長径

2．17m、短径の残存長1．99m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

760－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SKlOは、南部を

SDlOに、東部をSK12に切られており、SK12、SDlOより古い時期の土肱である。

S Kll

SKllは、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

1．65m、短径1．57m、深さ5cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－60－Eである。

埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K12

SK12は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

2．71m、短径2．17m、深さ0．12mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－760－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器鉢（31）等の遺物が出土した。SK12の底面に

は、拳大程度の自然礫の集石がみられた。SK12は、SKlOを切っており、SKlOより古い時

期の土肱である。

S K13

SK13は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径の残存長1．02m、短径0．75m、深さ0．34mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

880－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土恕片が出土した。SK13は、西

部がSDlに切られており、SDlより古い時期の土肱である。

S K14

SK14は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

0．86m、短径0．74m、深さ7cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－420－Wである。

埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK14は、SBlOに切られており、

S BlOより古い時期の土肱である。
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S K15

SK15は、調査区中央部西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈

し、長径1・62m、短径1．39m、深さ0．24mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN，

690－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SK15は、

SB7と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K16

SK16は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径1・45m、短径1．02m、深さ0．19mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－250－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK16は、SBlOに切ら

れており、S BlOより古い時期の土肱である。

S K17

SK17は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径2・79m、短径2．58m、深さ9cmを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－79。－

Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿の小破片が出土した。SK17は、SB6

に切られており、SB6より古い時期の土肱である。

S K18

SK18は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径0・86m、短径0．83m、深さ0．51mを測る。断面形は措鉢形を里し、長軸方向はN－36。－W

である。埋土は灰色粘質土であり、掘り方から土師質土器皿（32）・杯（33）の完形品が出

土した。SK18は、備前大喪（34）を棺に使用した中世墓で、棺からは、櫛や人骨片が出土し

た。

S K19

SK19は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を皇し、

長径の残存長2・05m、短径1．32m、深さ0．18mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN

－180－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK19は、

南部をSD6の西辺に切られており、SD6より古い時期の土肱である。

S K20

SK20は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長

径0・86m、短径0．70m、深さ0．29mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－180－Eで
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ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K21

SK21は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1・30m、短径0・41rq、深さ0．16mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－780－Wである。

埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器及び瓦質土器片が出土した。SK21は、SB3

と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K22

SK22は、調査区南部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を

呈し、長径1．57m、短径1．11m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

230－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SK22は、

南部で底面が深くなっている。

S K23

SK23は、調査区南部のやや西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形

を里し、長径1．50m、短径1．15m、深さ8cmを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向は

N－760－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK23は、

北部と東部の壁際が中近世のピットに切られている。

S K24

SK24は、調査区南部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、

長径1．05m、短径0．40m、深さ8cmを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－53。－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK24の底面は、中央

部で深まっている。

S K25

SK25は、調査区中央部のやや南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長

方形を呈し、長径の残存長1．78m、短径0．90m、深さ0．11mを測る。断面形は浅い逆台形を呈

し、長軸方向はN－680－．Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片

が出土した。SK25は、東部が、SD6の西辺に切られており、SD6より古い時期の土肱で

ある。
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S K26

SK26は、調査区南部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、

長径1．04m、短径0．75mミ深さ7cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－880－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK26は、SB20と重

複しているが、新旧関係は不明である。

S K27

SK27は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径2．30m、

短径0．44m、深さ9cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－240－Eである。埋土

は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK27は、北部に小段を有している。

S K28

SK28は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径

2．19m、短径1．55m、深さ0．27mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－660－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K29

SK29は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径1．75m、短径1．67m、深さ0．38mを測る。断面形は箱形を里し、長軸方向はN－120－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SK29は、北半部

の壁際に小段を有し、底面は平坦である。

S K30

SK30は、調査区北部東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を里

し、長径3．00m、短径0．73m、深さ0．10mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

170－Wである。埋土は灰色砂質土であり、出土遺物はみられなかった。SK30は、S B12に

切られており、SB12より古い時期の土肱である。

S K31

SK31は、調査区北部東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は長楕円形を呈し、

長径1．95m、短径0．30m、深さ7cmを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－100

－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。
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S K32

SK32は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長

径1・13m、短径0．63m、深さ0．18mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－720－Wで

ある○埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK32の底面は、ほぼ平

坦である。

S K33

SK33は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径2・31m、短径1．95m、深さ0．20mである。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－51。－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K34

SK34は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径0・93m、短径0・84m、深さ0．12mを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－820

－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK34は、SK35に切

られており、SK35より古い時期の土肱である。

S K35

SK35は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

の残存長1・58m、短径0．77m、深さ0．17mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

820－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK35は、S

K34を切っており、SK34より新しい時期の土肱である。

S K36

SK36は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を里し、長

径1・15m、短径0．95m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－9。－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯の小破片が出土した。SK36は、中近世の

ピットに切られており、底面は平坦である。

S K37

SK37は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、

長径1・07m、短径0．90m、深さ0．16mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－47。－

Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK37は、底面が平

坦であり、SD8を切っており、SD8より新しい時期の土嘘である。
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S K38

SK38は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

2．10m、短径1．01m、深さ0．10mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－120－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SK38の底面は、

平坦である。

S K39

SK39は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、長径

1・25m、短径1．10m、深さ0．22mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－220－Eである。

埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K40

SK40は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径1・39m、短径0．99m、深さ0．24mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－120－E

である0埋土は灰色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK40は、北部に小段を

有しており、中央部は中近世のピットに切られている。

S K41

SK41は、調査区中央部南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を

呈し、長径3・38m、短径1．79m、深さ0．13mを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向は

N－740－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器盤脚部（23）や土師質土器皿・

杯の小破片が出土した。SK41は、底面がほぼ平坦であり、SB28と重複しているが、新旧関

係は不明である。

S K42

SK42は、調査区中央部のやや南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕

円形を呈し、長径1．49m、短径0．99m、深さ5cmを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方

向はN－740－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK

42は、S B36と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K43

SK43は、調査区中央部の東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈

し、長径2・12m、短径1．02m、深さ0．10mを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN

－100－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK43は、
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SB38と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K44

SK44は、調査区中央部の東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈

し、長径0．91m、短径0．55m、深さ8cmを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－

250－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK44は、S

DlOを切っており、SDlOより新しい時期の土肱である。

S K45

SK45は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径1．52m、短径0．77m、深さ0．23mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－210－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。

S K46

SK46は、調査区東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、長

径0．85m、短径0．73m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－610－E

である。埋土は灰色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK46は、北部と西部で

中近世のピットを切っている。

S K47

SK47は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は長方形を呈し、長径

の残存長3．94m、短径0．94m、深さ0．21mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

220－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK47は、南

部でSD6南辺を切っており、SD6より新しい時期の土拡である。

S K48

SK48は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

1．54m、短径1．14m、深さ5cmを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－510－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK48は、南西部に小段を

有している。

S K49

SK49は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径1．35m、短径1．01m、深さ0．17mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－80－E
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である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK49は、SB27に切

られており、SB27より古い時期の土肱である。

S K50

SK50は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径4・50m、短径2．23m、深さ0．36mを測る。断面形は措鉢形を里し、長軸方向はN－110－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（24、25）・捨鉢（26）、備前大喪（27）等

の遺物が出土した。SK50は、埋土中に拳大程度の自然礫の集石がみられた。SK50は、SB

32と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K51

SK51は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を里し、長

径2・57m、短径1．01m、深さ0．10mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－20。－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器の細片が出土した。SK51は、SB34・35に

切られており、SB34・35より古い時期の土肱である。

S K52

SK52は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径2・43m、短径0．86m、深さ0．24mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－170－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器捨鉢（28）、備前捨鉢（29）等の遺物が出土した。

SK52は、SB34・35と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K53

SK53は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径1・56m、短径1．10m、深さ0．17mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－20。一E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯の小破片等の遺物が出土した。

S K54

SK54は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径1・44m、短径0．69m、深さ7cmを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－190－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器及び、瓦質土器の細片が出土した。SK54は、

SDllの南端部を切っており、SDllより新しい時期の土拡である。
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S K55

S K55は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、長

径0．86m、短径0．81m、深さ0．25mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－690－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K56

SK56は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径3．11m、短径2．54m、深さ0．65mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－80－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK56は、SDlOの南部

を切っており、SDlOより新しい時期の土拡である。

S K57

SK57は、調査区東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径1．84m、

短径0．98m、深さ0．18mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－320－Eである。埋

土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK57は、S B44・46に切られており、

S B44・46より古い時期の土肱である。

S K58

SK58は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径1．43m、短径0．82m、深さ0．16mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－290－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、備前大喪（35）・壷（36）等の遺物が出土した。

S K59

SK59は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を里し、

長径1．17m、短径0．81m、深さ0．13mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－180－

Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S K59は、S B49に切ら

れており、S B50と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K60

SK60は、調査区南東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を里し、長

径3．30m、短径1．34m、深さ0．86mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－210－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器鍋（37）等の遺物が出土した。SK60は、S

D6の南辺東端部を切っているが、SD6に付随する遺構の可能性がある。
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井戸

S EI

S Elは、調査区南東端部で検出された石組みの井戸である。石組みの平面形は円形を呈し、

直径1．32m、深さ3．80mを測る。石組みは、人頭大程度の自然礫を螺旋状に積み上げて構築さ

れている。掘り方の平面形は円形を呈し、直径は3．92m、推定される深さ4．34mを測る。石組

みの最下部には、一木をくり抜いた井筒が埋置されていた。

S Elからは、土師質土器鍋（38、39）・倍烙（40）、瓦質土器鍋（41－43）、瀬戸小皿（44）・

瓶子底部（49）、備前捏鉢（45）・捨鉢（46－48）・大喪（50、51）・壷（52）、白磁皿（53）、染

付小皿（54）等の遺物が出土した。また、SElからは石臼（258－260）、石仏（261）等の石

製品も出土した。

S DI

SDlは、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。SDlは、東端部で南側に鋭く

屈曲しており、長さ31．12m、幅0．68m、深さ0．24mを測る。断面形は措鉢形を呈し、埋土は

灰色粘質土である。SDlからは、土師質土器鍋（55）、染付碗（56）等の遺物が出土した。

SDlは、SK9・10・13を切っており、S K9・10・13より新しい時期の溝である。

S D2

SD2は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。断面形は浅い逆台形を呈し、長さ

3．92m、幅0．28m、深さ8cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S D3

SD3は、調査区中央部に位置し、南北方向に縦走する溝で、第Ⅳ層上面で検出された。断

面形は浅い逆台形を呈し、長さ17．60m、幅0．80m、深さ0．12mを測る。埋土は灰色粘質土で

あり、少量の土師質土器片が出土した。SD3は、S B19、SD6に切られており、S B21と

重複しているが、新旧関係は不明である。

S D4

SD4は、調査区中央部に位置し、南北方向に縦走する溝であり、第Ⅳ層上面で検出された。

断面形は捨鉢形を呈し、長さ6．48m、幅0．44m、深さ0．32mを測る。埋土は灰褐色粘質土であ

り、少量の土師質土器片が出土した。SD4の南端部では、幅が拡張し、拳大から人頭大程度
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の自然礫の集石がみられた。SD4は、SD6の西辺に切られており、SD6より古い時期の

溝である。

S D5

SD5は、調査区中央部に位置し、南北方向に縦走する溝で、第Ⅳ層上面で検出された。断

面形は浅い逆台形を呈し、長さ4．40m、幅0．32m、深さ9cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、

少量の土師質土器片が出土した。SD5はSB5に切られており、SB5より古い時期の溝で

ある。

S D6

SD6は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。

S D6の西辺は、中央部で、西側に階段状に屈曲しており、断面形は措鉢形を呈し、長さ

57．60m、幅2．00m、深さ0．44mを測る。

SD6の南辺は、東西方向に横走しており、長さ49．60m、幅2．16m、深さ0．48mを測る。

埋土は3層に分層され、かなり多量の遺物が出土した。第I層は、黄灰色粘質土で8cmほど堆

積し、少量の遺物を包含していた。第I層は、灰褐色粘質土で、約23cmほど堆積し、少量の遺

物を包含していた。第Ⅲ層は、暗灰色粘質土で、約16cmほど堆積し、かなり多量の遺物を包含

していた。SD6は、須恵器蓋（57）等の混入もみられるが、大半の出土遺物は16世紀の遺物

である。

土器質土器は皿（58－61）・杯（62－67）・鍋（68－80）・釜（82）等がみられる。瓦質土器は、

鍋（81、83）・棄（84）等がある。備前は、捨鉢（85－89）・壷（90）・大嚢（91－93）等がみ

られる。（94）は産地不明の陶器質の大喪である。（95－98）は青磁椀である。（99－101）は伊

万里碗である。（102、103）は唐津で、皿（102）・鉢（103）等がある。（104、105、107、108）

は土錘で、（106）は陶錘である。また、SD6からは砥石（257）及び木器の椀等も出土した。

（263）は挽物擬高台の椀である。

SD6は、S B5・20・51、SK60に切られており、SK19・25、SD3・4を切っている。

また、SD6は、SB20・24・51と重複しているが、新旧関係は不明である。

S D7

SD7は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出され、東西方向に横走している。断面

形は深いU字形を里し、長さ33．84m、幅4．96m、深さ1．56mを測る。SD7の西半部では、

幅が広まり、南部に大きな段部を有している。埋土は7層に分層され、土器、木器等の多量の

遺物が出土した。

第工層は、灰褐色粘質土であるが、黄褐色粘質土や黒褐色粘質土の小ブロックが混入してお
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り、約56cmほどの堆積がみられるが、遺物をほとんど包含していなかった。第Ⅱ層は、灰色粘

質土で、約34cmほどの堆積がみられ、少量の遺物を包含していた。第Ⅲ層は、淡灰色粘質土で、

約23cmほど堆積し、遺物をほとんど包含していなかった。第Ⅳ層は、淡明灰色シルトで、約17cm

ほど堆積し、遺物をほとんど包含していなかった。第Ⅴ層は、暗青灰色粘質土で、約40cmほど

堆積し、多量の遺物や炭化物を含んでいた。第Ⅵ層は、青灰色粘質土で、約40。mほど堆積し、

遺物をほとんど包含していなかった。第Ⅶ層は、暗青灰色粘質土で、約28。mほど堆積し、少量

の遺物を含んでいた。

SD7からは、16世紀の多量の遺物が出土した。土師質土器は、（109－204）で、小皿（109

－112）・皿（113－161）・小杯（162－165）・杯（166－198）・鍋（199－202）・釜（203、204）

等がみられた。備前は、（205－219）で、揺鉢（205－218）・大喪（219）等がみられた。（220）

は瀬戸天目茶碗である。青磁は、（221－226、229）で、皿（221、222）・碗（223－226、229）

が出土した。（227）は白磁皿で、（228）は産地不明の陶器である。

また、SD7の第Ⅴ層から、多量の木器（264－305）が出土しており、椀（264－266）、連

歯下駄（268）、桶の底板（267）、加工木（273－305）等がみられた。なお、（264、265）は挽

物高台付きの椀である。

S D8

SD8は、調査区東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。SD8は南北方向に縦走する

溝で、北端部はSD7の東端部に合流している。断面形は浅いU字形を呈し、長さ45．20m、

幅2・40m、深さ0．64mを測る。埋土は3層に分層され、かなり多量の遺物が出土した。第工層

は、灰褐色粘質土で、約32cmほど堆積し、少量の遺物を包含していた。第I層は、暗灰色粘質

土で、約24cmほど堆積し、かなり多量の遺物を包含していた。第Ⅲ層は、暗灰褐色粘質土で、

約10cmほど堆積し、ごく少量の遺物を包含していた。

SD8から出土した遺物は、（230－238）である。土師質土器は、（230－235）で、杯（230

－233）・鍋（234、235）等がみられた。（236、237）は備前措鉢であり、（238）は、青磁碗で

ある。

SD8は、SK37に切られており、北端部はSD7と切り合っているが、切り合い関係は不

明であった。

rノ

S D9

SD9は、調査区中央部の東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された南北方向に縦走する溝

である。断面形は浅い逆台形を呈し、長さ7．20m、幅0．36m、深さ9cmを測る。埋土は灰色粘

質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

SD9は、SB18に切られており、SB5・19と重複しているが、新旧関係は不明である。

ー305－



S DlO

SDlOは、調査区中央部の東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された南北方向に縦走する溝

である。断面形は措鉢形を呈し、長さ38．40m、幅1．52m、深さ0．45mを測る。埋土は灰色砂

であり、土師質土器杯（239）等の遺物が出土した。SDlOは、S B37・41、SK44・56、S

D7に切られており、S B39・40と重複しているが、新旧関係は不明である。

S Dll

SDllは、調査区中央部のやや東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された南北方向に縦走す

る溝である。断面形は浅い逆台形を呈し、長さ17．44m、幅0．56m、深さ0．12mを測る。埋土

は灰色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SDllは、S B34－36、SK54に切ら

れられており、S B38と重複しているが、新旧関係は不明である。

S D12

SD12は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された南北方向に縦走する溝である。断

面形は逆台形を里し、長さ28．00m、幅1．84m、深さ0．25mを測る。SD12は、北部で2条に

分岐しており、南部はSD15に切られている。SD12からは、土師器杯（241－244）・高杯（246）、

須恵器杯（240、245）・蓋（247）・嚢（248）の他、土錘（249、250）が出土した。

SD12は、S B13・37・40～44に切られており、S B39・45と重複しているが、新旧関係は

不明である。SD12は、出土遺物等から、9世紀に機能し、廃絶した溝と考えられる。

S D13

SD13は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された東西方向に横走する溝である。

断面形は逆台形を呈し、長さ7．04m、幅0．48m、深さ9cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、

少量の土師質土器片が出土した。

S B13は、S B14と重複しているが、新旧関係は不明である。

S D14

SD14は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された東西方向に横走する溝である。断

面形は浅い逆台形を呈し、長さ9．60m、幅1．04m、深さ8cmを測る。SD14の底面は、中央部

が段状を呈し、東西の両端部が深まっている。SD14の埋土は灰色粘質土であり、少量の土師

質土器片が出土した。

SD14は、末端部でSD8と切り合っているが、切り合い関係は不明である。
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S D15

SD15は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された溝で、コの字形を呈している。

断面勅ま逆台形を里し、長さ9．92m、幅0．44m、深さ9cmを測る。埋土は灰色砂質土であり、

出土遺物はみられなかった。

SD15は、SDlO・12・16を切っており、SDlO・12・16より新しい時期の溝である。

S D16

SD16は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された南北方向に縦走する溝である。

断面形は逆台形を呈し、残存長4．16m、幅0．40m、深さ8cmを測る。埋土は灰色砂質土であり、

出土遺物はみられなかった。

SD16は、S B37、SD15に切られており、S B37、S D15より古い時期の溝である。

柱穴

PI

P11は、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、SK7の東側に存在し

ている。平面形は不整円形を呈し、直径66－72cm、深さ29cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であ

り、土師質土器皿（251、252）・杯（253）等の遺物が出土した。

P2

P2は、調査区中央部の東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、SK33の東側に

存在している。平面形は不整円形を呈し、直径55－62cm、深さ28cmを測る。埋土は灰褐色粘質

土であり、土師質土器杯（254）等の遺物が出土した。

P2は、柱痕を有し、SDlOを切っており、SDlOより新しい時期の柱穴である。

P3

P3は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された柱穴で、SK56の東側に存在して

いる。平面形は楕円形を呈し、直径51－82cm、深さ20cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、

土師質土器皿（255、256）が出土した。P3は、SD12を切っているが、SD15に切られてい

る。P3は、SD15より古く、SD12より新しい時期の柱穴である。

5．まとめ

Loc．39Bでは、溝に囲まれた屋敷跡が検出された。この屋敷跡は、南東部に井戸（SEl）

をもっている。検出された掘立柱建物址のうち、S B5・19・20・24・50・51は、SD6と重

ー307－



複関係をもっており、溝を伴う建物址群とは別の部類の建物址であると考えられる。また、溝

の北西側は、逆L字形のコーナーをもち、溝の掘削時に、SB6－11が存在していた可能性が

ある。

溝に囲まれた屋敷跡内で検出された建物址は、SB12－19・2ト23・25－49の36棟であり、

土肱はSK30～36・38－46・48－59の28基である。この屋敷跡を区画する溝（SD6－8）か

らは、16世紀後半の遺物が多量に出土した。北辺のSD7は、西辺及び南辺のSD6及び東辺

のSD8と比較すると、1m以上も深く、また、埋土の第Ⅴ層から多量の焼け板が出土したこ

とを考えると、特殊な機能をもたせた溝と考えられる。

また、溝に囲まれた屋敷跡の外側で検出した建物址は、SB1－11・20・24・50・51である

が、SD6西辺の西側に建物址が集中する傾向がみられ、東西棟の建物址の棟方向はN－67。

－W～N－880－W、南北棟の建物址の棟方向はN－140－E－N－260－Eにおさまる傾向がみ

られた○土肱は、SK1－29・37・47・60の30基を溝（SD6－9）の外側で検出したが、性

格の不明なものが多い。しかし、SK18は、備前大喪（34）を棺に使用した中世墓であり、S

B6の東側に隣接している。
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第32表　掘立柱建物址計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（㌦）

備　　　 考

梁 （間）×桁 （間 ） 梁 ・×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 119 図 S B　 l 1　 ×　 1 2 ．48　×　 3 ．10 2 ．23　－　 3 ．10 N － 6 8 0－ W 7 ．7

ク S B　 2 2　 × ・3 4 ．40　×　 4 ．89 1 ．54　－　 2 ．2 6 N － 2 1 0－ E 2 1 ．5

第 120 図 S B　 3 2　 ×　 2 3 ．69　×　 3 ．88 1 ．72　－ 1 ．9 8 N － 19 0－ E 14 ．3

ク S B　 4 1　 ×　 1 2 ．76　×　 3 ．70 2 ．67　－　 3 ．7 0 N － 2 0 0－ E 1 0 ．2

第 12 1 図 S B　 5 1　 ×　 2 3 ．66　×　 7 ．30 3 ．24　－　 3 ．7 1 N － 2 1 0－ E 2 6 ．7

ク S B　 6 1　 ×　 3 3 ．58　×　 7 ．04 1 ．74　－　 3 ．5 0 N － 7 4 0－ W 2 5 ．2

第 122 図 S B　 7 1　 ×　 1 2 ．80　×　 3 ．50 2 ．72　－　 3 ．5 0 N 一一8 5 0－ W 9 ．8

ク S B　 8 2　 ×　 2 2 ．76　×　 3 ．40 1 ．17　－ 1 ．9 0 N － 25 0－ E 9 ．4

第 123 図 S B　 9 1　 ニ×　 2 3 ．09　×　 3 ．78 1 ．70　～　 3 ．0 9 N － 76 0－ W 11 ．7

ク S B lO 2　 ×　 4 ・3 ．62　×　 7 ．42 1 ．76　～　 2 ．1 4 N － 75 0T W 2 6 ．9

第 124 図 S B ll 2　 ×　 2 3 ．34　×　 3 ．7 1 1 ．4 1 － 1 ．9 3 N － 77 0－ W 12 ．4

ク S B 12 1　 ×　 2 4 ．5 1 ×　 4 ．72 ．1 ．80　－　 4 ．5 1 N 2 1 ．3

第 125 図 S B 13 1　 ×　 2 2 ．80　×　 3 ．45 1 ．62　－　 2 ．8 0 N － 67 0－ W 9 ．7

ク S B 14 1　 ×　 3 3 ．58　×　 5 ．29 1 ．66　～　 3 ．5 8 N － 74 0－ W 18 ．9

第 126 図 S B 15 1　 ×　 3 2 ．82　×　 4 ．92 1 ．40　－　 2 ．8 2 N － 74 0－ W 13 ．9

ク S B 16 1　 ×　 2 2 ．66　×　 2 ．68 0 ．73　－　 2 ．6 6 N － 8 0 0－ W 7 ．1

第 127 図 S B 17 1　 ×　 2 3 ．1 2　×　 4 ．69 2 ．07　～ ．3 ．12 N － 8 8 0－ W 14 ．6

ク S B 18 1　 ×　 1 1 ．6 2　×　 2 ．7 5 1 ．49　－　 2 ．7 5 N － 73 0－ W 4 ．5

第 128 図 S B 19 2　 ×　 4 4 ．9 7　×　 6 ．82 1 ．39　－　 2 ．79 N － 14 0⊥ E 3 3 ．9

第 129 図 S B　 20 1　 ×　 1 2 ．68　 ×　 2 ．75 2 ．48　－　 2 ．7 5 N － 77 0－ W 7 ．4

ク S B　 21 2　 ×　 2 3 ．40　 ×　 4 ．28 1 ．26　－　 2 ．4 7 N － 2 2 0－ E 14 ．6°

第 130 図 S B　 22 2　 ×　 4 2 ．7 0　×　 6 ．14 1 ．28　～ 1 ．7 7 N － 76 0－ W 16 ．6

ク S B　 23 1　 ×　 2 2 ．64　×　 4 ．04 1 ．85　－　 2 ．6 4 N － 75 0－ W 10 ．7

第 13 1 図 S B　 24 1　 ×　 3 3 ．2 6　×　 6 ．40 1 ．88 － 3 ．26 N － 75 0－ W 2 0 ．9

〃 S B　 25 2　 ×　 3 2 ．7 2　×　 4 ．70 0 ．72 ．－ 1 ．85 N － 71 0－ W 12 ．8

第 132 図 S B　 26 2　 ×　 3 3 ．52　×　 3 ．78 1 ．04　～ 1 ．98 N － 22 0－ E 1 3 ．3

ク S B　 27 3　 ×　 5 4 ．33　×　 7 ．57 1 ．16　～．1 ．68 N － 75 0－r W 3 2 ．8

第 133 図 S B　 2 8 3　 ×　 3 5 ．59　×　 6 ．92 1 ．42　－　 2 ．90 N － 6 90－ W 38 ．7

ク S B　 29 2　 ×　 2 3 ．37　×　 5 ．18 1 ．60　－　 2 ．7 0 N － 7 00－ W 17 ．5

第 134 図 S B　 30 2　 ×　 3 3 ．12　×　 4 ．92 1 ．54　－ 1 ．9 4 N － 7 30－ W 1 5 ．4 ・
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挿 図 番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（㌦ ）

備　　　 考
梁 （間）× 桁 （間） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 134 図 S B　 31 2　 ×　 2 3 ．0 8　×　 3 ．3 3 1 ．50　－ 1 ．7 1 N － 18 0－ E 10 ．3

第 ‾13 5 図 S B　 32 1　 ×　 2 2 ．76　×　 4 ．70 2 ．76　－　 4 ．70 N － 77 0－ W 13 ．0

〃 S B　 3 3 1　 ×　 2 2 ．08　×　 3 ．2 1 1 ．53　－　 2 ．0 8 N － 78 0－ W 6 ．7

第 1 36 図 S B　 3 4 1　 ×　 3 3 ．50　×　 5 ．14 1 ．4 2　－ 1 ．9 1 N － 7 5 0－ W 1 8 ．0

ク S B　 3 5 1　 ×　 3 3 ．08　×　 4 ．7 8 1 ．4 4　～　 3 ．0 8 N － 150－ E 14 ．7

第 13 7 図 S B　 36 2　 ×　 3 3 ．2 4　×　 6 ．4 8 1 ．40　～　 4 ．74 N － 20 0－ E 21 ．0

ク S B　 37 2　 ×　 3 5 ．0 9　×　 7 ．3 7 1 ．60　～　 4 ．55 N － 68 0－ W 37 ．5

第 138 図 S B　 38 2　 ×　 3 3 ．58　 ×　 6 ．17 1 ．37　－　 2 ．80 N － 73 0－ W 2 2 ．1

第 139 図 S B　 39 3　 ×　 5 5 ．70　× 12 ．97 1 ．26　－　 3 ．53 N － 71 0－ W 7 3 ．9

第 1 38 図 S B　 4 0 2　 ×　 3 3 ．28　×　 5 ．83 1 ．4 6　－　 2 ．4 4 N － 18 0－ E 1 9 ．1

第 14 0 図 S B　 4 1 1　 ×　 2 2 ．24　×　 3 ．92 1 ．50　－　 2 ．4 2 N － 2 60－ E 8 ．8

ク S B　 4 2 2　 ＿×　 2 3 ．15　×　 3 ．16 1 ．2 0　－ 1 ．9 6 N － 2 10－ E 10 ．0

第 14 1 図 S B　 4 3 1　 × ・1 1 ．7 8　×　 2 ．9 2 1 ．6 8　～　 2 ．9 2 N － 24 0－ E 5 ．2

〃 S B　 44 1　 ×　 3 2 ．2 0　×　 4 ．5 9 1 ．3 2　～　 2 ．20 N － 7 30－ W 10 ．1

第 142 図 S B　 45 2 ・×　 2 3 ．1 5　×　 3 ．7 3 1 ．52　－　 2 ．02 N － 17 0－ E 11 ．7

ク S B　 4 6 2　 ×　 3 3 ．8 2　×　 4 ．89 1 ．45　～　 2 ．00 N － 71 0－ W 18 ．7

第 143 図 S B　 4 7 2　 －×　 3 3 ．2 9　×　 4 ．62 1．．08　～　 2 ．08 N － 18 0－ E 15 ．2

ク S B　 4 8 2　 ×　 2 3 ．5 9　火　 3 ．76 1 ．67　～　 2 ．02 N － 180－ E 1 3 ．5

第 14 4 図 S B　 4 9 2　 ×　 2 3 ．17　×　 3 ．77 1 ．22　～ ・2 ．15 N － 2 50－ E 12 ．0

ク S B　 5 0 2　 ×　 2 3 ．70　×　 3 ．90 1 ．7 5　～ 1 ．9 5 N － 190－ E 14 ．4

第 14 5 図 S B　 5 1 1 ・×　 2 1 ．7 2　×　 3 ．3 3 1 ．1 2　－　 2 ．0 6 N － 8 40－ E 5 ．7

第33表　土拡計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考
長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 146 図 S K　 l 長楕 円形 ・ 1 ．3 3 0．45 0．08 N － 50 0－ E 浅 い逆台形

〃 S K　 2 隅丸方形 1．08 1．00 0 ．19 N － 17 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 3 不整楕 円形 2．15 1．4 1 0 ．2 9 N － 5 80－ W 箱　　　 形

ク S K　 4 ク 2．59 1．7 9 0 ．14 N － 1 70－ E 逆　 台　 形

ク S K　 5 楕 円形 1．19 0 ．5 3 0．13 N － 1 10－ E ク
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 14 7 図 S K　 6 楕 円形 1 ．2 1 0 ．9 2 0 ．18 N － 14 0－ E 逆　 台　 形

S K　 7 ク 1 ．15 0 ．7 3 0 ．10 N － 86 0－ E ク

第 14 7 図 S K　 8 ク 2 ．8 2 1 ．3 2 0 ．06 N － 80 0－ W 浅 い 逆 台 形

ク S K　 9 隅 丸 方形 1 ．8 8 （1 ．6 3） 0 ．12 N － 67 0－ W 逆　 台　 形

第 14 8 図 S K lO 〃 2 ．1 7 （1 ．9 9） 0 ．14 N － 76 0－ W 〃

第 14 7 図 S K l l 不 整 円形 1 ．6 5 1 ．5 7 0 ．05 N －　 6 0－ E 〃

第 14 8 図 S K 12 不 整 円形 2 ．7 1 2 ．1 7 0 ．12 N － 76 0－ W ク

第 14 7 図 S K 13 隅 丸 長 方 形 1 ．0 2 0 ．7 5 0 ．34 N － 88 0．－W 箱　　　 形

S K 14 不 整 円形 0 ．8 6 0 ．74 0 ．07 N － 42 0－ W 逆　 台　 形

第 147 図 S K 15 隅丸 方 形 1 ．6 2 1 ．39 0 ．24 N － 69 0－ W 〃

第 149 図 S K 16 隅 丸 長 方 形 1 ．4 5 1 ．02 0 ．19 N － 25 0－ E 箱　　　 形

ク S K 17 不 整 円形 2 ．＿7 9 2 ．58 0 ．09 N － 79 0－ W 浅 い 逆 台 形

ク S K 18 ク 0 ．8 6 0 ．83 0 ．51 N － 36 0－ W 捨　 鉢　 形

ク S K 19 隅 丸 長 方 形 （2 ．‘0 5） 1 ．32 0 ．18 N － 180－ E 逆　 台 ＿　形

ク S K　 20 楕 円 形 0 ．8 6 0 ．70 0 ．29 N － 180－ E 箱　　　 形

第 150 図 S K　 21 ク 1 ．30 0 ．4 1 0 ．16 N － 7 80－ W ク

ク S K　 22 隅 丸 長 方 形 1 ．5 7 1．．1 1 0 ．14 N － 230－ E 逆　 台　 形

ク S K　 23 隅丸 方 形 1 ．50 1 ．15 0 ．0 8 N － 76 0－ E 浅 い 逆 台 形

〃 S K　 24 楕 円 形 1 ．、0 5 0 ．40 0 ．0 8 N － 530－ W 捨　 鉢　 形

ク S K　 25 隅 丸 長 方 形 （1 ．78 ） 0 ．90 0 ．11 N － 6 80－ W 浅 い 逆 台 形

第 15 1 図 S K　 26 楕 円 形 1 ．04 0 ．75 0 ．0 7 N － 8 80－ E 逆　 台　 形

ク S K　 2 7 不 定 形 2 ．30 0 ．4 4 0 ．0 9 N － 2 40－ E ク

ク S K　 2 8 ク 2 ．19 1 ．55 0 ．2 7 N ．－ 6 60－ W 〃

ク S K　 2 9 不 整 円 形 ＿ 1 ．75 1 ．67 0 ．3 8 N － 120－ E 箱　　　 形

S K　 3 0 不整 楕 円形 3 ．00 0 ．73 0 ．10 N － 170－ W 逆　 台　 形

S K　 3 1 長 楕 円 形 1 ．95 0 ．30 0 ．0 7 N － 100－ W 浅 い逆 台 形

第 1 52 図 S 、K　 3 2 楕 円形 1 ．13 0 ．63 0 ．18 N － 7 20－ W 箱　　　 形

ク S K　 3 3 不 整 円 形 2 ．31 1 ．95 0 ．2 0 N － 5 10－ E 捨　 鉢　 形

ク S K　 34 不 整 円 形 0 ．93 0 ．8 4 0 ．1 2 N － 82 0－ W 浅 い 逆 台 形

ク S K　 3 5 楕 円形 （1 ．58） 0 ．7 7 0 ．17 N － 82 0－ W 逆　 台　 形
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ・

第 1 52 図 S K　 3 6 隅 丸 方 形 1 ．15 0 ．95 0 ．14 N －　 9 〇・一 W

／
1

逆　 台　 形

ク S K　 3 7 不 整 円 形 1 ．07 0 ．＿90 0 ．16 N － 4 70－ E 〃

第 15 1 図 S K　 3 8 楕 円形 2 ．10 1 ．0 1 0 ．11 0 N － 120－ E 〃

S K　 3 9
ノ

1 ．25 1 ．10 0 ．2 2 N － 2 20－ E 箱　　　 形

第 15 2 図 S K　 40 隅丸 茜 方 形 1 ．3 9 0 ．9 9 0 ．24 N － 1 20－ E 逆　 台　 形

第 15 3 図 S K　 4 1 ク 3 ．3 8 1 ．7 9 0 ．1 3 N － 74 0－ W 浅 い 逆 台 形

ク S K　 42 不 整 楕 円 形 1 ．4 9 0 ．9 9 0 ．0 5 N ニ 74 0－ W ク

ク S K　 4 3 楕 円 形 2 ．1 2 1 ．0 2 0 ．10 N － 10 0－ E ク

ク S K　 4 4 ク 0 ．9 1 0 ．5 5 0 ．08 N － 25 0－ E ク

ク S K　 4 5 隅 丸 長 方 形 1 ．52 0 ．7 7 ・ 0 ．23 N － 21 0－ E 捨　 鉢　 形

ク S K　 4 6 隅丸 方 形
l

0 ．8 5 0 ．73 0 ．13 N － 61 0－ E 逆　 台　 形

第 154 図 S K　 4 7 長 方 形 （3 ．94 ） 0 ．94 0 ．21 N － 22 0－ E ク

ク S K　 4 8 不 整 円形 1 ．54 1 ．14 0 ．0 5 N － 51 0－ E 浅 い 逆 台 形

ク S K　 4 9 隅 丸 長 方形 1°．35 1 ．0 1 0 ．17 N －　 8 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 50 ク 4 ．50 2 ．23 0 ．3 6 N － 11 0－ E 捨　 鉢　 形 ．

第 1 55 図 S K　 51 ク・ 2 ．57 1 ．01 0 ．10 N － 2 00－ E 逆　 台　 形

ク S K　 5 2 ク 2 ．43 0 ．86 0 ．2 4 N － 170－ E 箱　　　 形

ク S K　 5 3 〃 1 ．56 1 ．10 0 ．17 N － 2 00－ E ク

ク S K　 5 4 ク 1 ．4 4 0 ．69 0 ．0 7 N － 190－ E 逆　 台　 形

ク S K　 5 5 隅丸 方 形 0 ．86 0 ．81 0 ．2 5 N － 6 90＿ W 捨　 鉢　 形

第 1 56 図 S K　 5 6 不 整 円 形 3 ．11 2 ．54 0 ．6 5 N －　 8 0－ W 箱　　　 形

第 1 55 図 S K　 5 7 不 定形 1 ．8 4 ・ 0 ．9 8 0 ．1 8 N － 3 20－ E 逆　 台　 形

第 1 56 図 S K　 5 8 隅丸 長 方 形 ・1 ．4 3 0 ．8 2 0 ．1 6 N － 2 90－ E 箱　　　 形

ク S K　 5 9 不 整 楕 円形 1 ．17 0 ．8 1 0 ．13 N － 18 0－ W 捨　 鉢　 形

ク S K　 60 楕 円形 3 ．3 0 1 ．3 4 0 ．86 N ニ・2 10－ E ク
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第34表　包含層出土土器観察表

挿図番号

I
l
I 層　 位
l
l

I
l
l　 器　 種
I
l

！法量 完慧

！（cm） 監護

l

I　　 形　 態 ・ 文　 様
l

手　　　　　　　　 法 備　　 考

1

l
I
l 第Ⅲ層

i

I 壷

13．6
張 りの少ない胴部かちゃや外反 休部は内外面とも‾タテン‾）ケ。休部 休部内面に大

l （13．8）

13．5

する貼付口緑。 内面はその後，タテナデ。口緑
部はヨコパケの後、ヨコナデ。
休部内面に輪樋み成形痕。

きな黒斑。
弥生土器。

挿図番号 層　 位 器　 種

口径
法皇　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

2 第Ⅲ層
土師賓土盛

杯

（2．0）

8．8

やや内湾気味に立ち上がる。 器表面が磨耗し、不明。

3 〃

土師質土器

皿

11．6
2．2

7．7

直線的に口緑部に達する。 内外面ともにナデ調整。

l

4

l

ク ク

12．7

．2．4

8．0

やや外反気味にロ緑部に達する。l 〃　　　　　　　　 l
l
l
l
l

休部内面に黒
斑。

5 ク

瓦質土器

鍋

24．5
（9．6）
26．8

やや肩の張る休部より直立する
口緑部へ達する。

誓鵠 左羞宣言 謂 警 外面 】

第35表　包含層出土石器観察表

挿 図番号 層　 位 器　 種

最 大長
計測値　 最 大幅

（cm 、g ）最 大厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

6 第 Ⅲ層 石　 斧

（13．4 ）

（5．7 ）

（2．6）

235．0

砂質 泥岩

両 面共 に粗 い剥 離面 を残 す。基部 は完
形 で あるが、 刃部 を欠損 する。短 冊形

の打 製石 斧で あ る。
I

l

縄文 時代 の打

斧。

】

I

7 ケ ・ケ

（8．9）

6・7

3．6

3 35．0

緑色 岩

！ 票霊 譜 完 豊 沼 詣 謡 競 。 l 太型蛤 刃石 斧。

！

8 ク ク

（11．4）

（ 6．5）

（ 2．2）

178、0

砂 質泥 岩

両面 共 に大 きな剥 離面 を残す 。基部 は

完存 す るが、刃部 は全 て欠損 す る。
縄 文時 代の打
斧。

9 ク ク

（14．9）

7．3

3．8

58 8．0

緑色 岩

両面共 に擦痕 が わず かに残 る。明瞭 な
刃部 がみ られず、 太型 蛤刃石 斧の未 製
品 と考 えられ る。

10 ケ 石包 丁

11．4

粘板 岩

長方形 を呈 した磨製 の石 包丁 で、 刃部
や

ほぼ中央 師 三

4 ．5

°1．0
70 ．3

及び背 部．は直 線状 を呈す 。両 面 に顕 著

な擦痕 が残 り、片 刃で ある。

2 個 の紐孔 が
あ り、 完形 で

ある。
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第36表　遺構出土土器観察表

挿 図番 号

l

遺嘩番 号 器　 種

口径

法 皇　 器 高
（cm ） 胴 径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

1 1 S B 12

須 恵器

杯

12 ．2
（2 ．6）

直線的 に 口緑 部 に．達す る。 内外 面 ともに 回転 ナデ 調整。

12 ク

土 師器

皿

直 線的 な高台 か ら、丸 み をおび 内外 面 と も、磨 耗 し不明。 貼付

（2 ．0）

13 ．0

た腰 部へ と続 く。 高 台。

13 S B　 40

須恵 器

杯

12．6 直線 的 に外 反 し、 ロ緑 部へ と達 内外 面 とも に、 ロク ロナデ調 整。

（3．0 ） す る。 口緑 部内 面 に、 一条の 沈線。

14 S B 19
染　 付

碗

14．9
（1．9）

やや外 反 す る口緑 部。 謂 曹 望悪 賢 に、‾幕 の界線 。

15 S B　 3 5

土 師質 土器

杯

（2 ．7）

5 ．5

直線 的に休部 へ続 く。 内外面 ともに、 ログ‘ロナ デ調整 。

底 部 は、糸切 り底。

16 〃 ．ケ

9．0

5．5

5．2

直線 的 にやや 外反 し、 口緑 部 に

達 す る。 ．ケ

17 ク ク

10．8
（4．8） ク

内外 面 とも に、ロ クロ‘ナデ調整 。

18 S B　 2 8

瓦質土 器

鏑

20．7 やや 肩の張 る休 部 か ら直立 す る 内外 面 とも にナデ調整 。外 面 に 体 部外 面 に、

（6．3）

22．3

口緑 部 に達 す る。 指頭 庄痕 を とどめ る。 煤 状炭花 物 が

付 着。

19 S K　 l
土師 質土器

鏑

直線 的 にや や外 反 し、平担 な 口 内外 面 とも にナ デ調整 。 口緑 部

（10．5） 唇部 に達す る。 内面 に輪積 み成形 痕 が残 る。

20 S K　 4

土 師質土 器

熔烙

（3 ．6）

中空 の把手 がつ いて いる。 内面 は，ナデ調翠。外 面 は、守旨頭

押圧 の後 にナデ調 整。
把 手下面 に、
煤状 炭化 物が

イ寸着。

2 1 ク 桔 鉢
（4 ．7 ）

15 ．6

直 線的 に外 反す る休部 へ続 く。 内外面 とも、・ロク亘 ナ デ調整。

内面 には，9 条 1 単位 の条線 が あ

り、 かな り磨滅 してい る。

備前 。

22 S K　 5

土 師質土 器

鍋

23 ．0
（6 ．5）

休 部 は内湾 し、 くぼん だ口膏部

へ と続 く。

内外面 ともナ デ調整 。 休部外 面 に、
煤状炭 化物 が
付 着。

23 S K　 41

土師 質土器

盤

（3．3）

6．6

外 噂す る 3 足 が付 く。 内外 面 と もナ デ調整。 脚部 もナ

デ調整。 一ケ

24 S K　 5 0

土師 質土器

杯

安定 した底 部 よ り、 やや 内湾‘し 内外 面 ともに、亘 ク‘亘ナデ下 庄

（2．4）

5．4

て 直 立気 味 に立 ち皐 が る。 上 げる。

25 ク ク

安定 した底 部 よ り、や や内湾 気 内外 面．ともに、器 表面 がやや磨

（1 ．8）

4 ．8

味 に立 ち上 が る。 耗す る密 、ナ デ調 整。
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臣号 ll 遺構軍書
l

lI　 器　 種
i
I

i 法量 器高

1 （cm） 監護

I
形

l

I
】 s K 50

l

土師質土器 32．4
（6．4）

内湾気味に開き、丸い
に終わる。

I 措鉢
l

ケ

】

大要

32．0
（5．7）

玉線状口緑を呈する。

S K　52
土師質土器

措鉢

24．0
10．0

8．6

やや安定した底部より
に外方に開 く。

一ケ 措鉢

安定した底部より、直

（6．9）

12．6

く休部へ続 く。

S K　 6 ク

28．0
（9．0）

直線的に外方に開 く体
直立する口緑部に達す

S K 12
土師質土器

鉢

16．6
7．2
17．3
11．8

安定した底部より、内
開 く。

S K 18
土師質土器

皿

11．7
3．0‾‾

6．6

やや安定 した底部より
に開 く。

ケ

土師質土器

杯

11．0
4．0

4．8

安定 した底部より、直
方に開く。

l

l
〃

1
】

大疎 I

l
I

3 8．3
6 7．1
3吉：2 ！

安定 した底部より、あ
ない肩部へ続き、やや
玉線状 口緑 に達する。

l
l

I
I

S K　58つ

一十 」

】

ケ

。3吉項 やや外傾する、玉緑疎

I

ク 士宝E

12．4
（5．4）

ク

形　　　　　　　 態

l‾

l

l 文 様 ‘ 手 法 備　　 考

ヨ湾 気味 に開 き、丸 い口緑端 部 内外 面 ともパケ調 整。 条線単位
二終 わ る。 は不 明。

こ線状 口緑 を呈 す る。 内外 面 ともに、 ロ クロナデ調整 。 頸部 外面 に 自
然粕 が付着 。

備前 。

）や安 定 した底部 よ り、直線 的 内外面 ともに、パ ケ調整 の あと
：外方 に開 く。 にナデ 調整。

≡定 した底部 よ り、直線 的 に開 内外面 ともに、ロ クロナ デ調盤。 備前。
休部 へ続 く。 内面 に、．12条 1 卓位 め集 線こ

：線的 に外方 に開 く休部 よ り、 内外面 と もに回転ナ デ調整 。内 ク
：立す る口緑 部 に達す る。 面に、 9 条 1 単位の 条線。 口緑

外 面 に、 5 条 の凹線。

：定 した底部 よ り、内湾 気味 に 内外 面 と もにナデ調整 。外 面 に、
Iく。 指頭 庄痕 を とどめ る。

や 安定 した底 部 よ り、直 線的 内外 面 ともにナ デ調整 。非常 に 完 形。
．開 く。 い びつ な形 で ある。

：定 した底 部 よ り、直 線的 に外 内外 面 ともに ロ クロナ デ調整 。
†に開 く。 底部 は糸切 り底。

：定 した底部 よ り、 あ まり張 ら 内外 面 ロ クq ナデ調整 。

I

肩部 まで 、 自
い肩部へ 続 き、や や内傾 す る 然粕 が付 着。
：線状 口緑 に達 す る。 備前 。

や 外 傾す る、玉 緑疎 口緑。 内外面 ワ グ早ナ デ調整 。口緑 由

外面 に 1 条 の凹線。

噺 醜

ク 内外面 ともナ デ調整 。 口唇 部及 び肩

部 に自然軸 が
付着 。

備前 。

堰 気 味 に立 ち上 が り、 丸 くお 口緑 部 内外面 及び、 休部 内面 は 休部外 面 には
吟 る口緑部 に達 す る。 ナデ調整 。休部 外面 は平行 叩 き － 喋状 炭化物 が

調 整。 付着。

や直立 して立 ち上 か り、丸 く

さめ た口緑部 に達 す る。
内外 面 ともナ デ調整 。

や邸 宅して立 ち上 が り、 丸 く 内外 面 とも にパ ケ調整 の後、 ナ
芸掌 ㌍ 緑部 に達す る。 注 ロ l デ調 整。

空 の把 手がつ いて い る。 内外 面 ともにナ デ調整。
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35

l
l
l s K 58

－十

I
I

l　 ヶ
1

1　 31．3

（7．2）

Iやや外佃

l

36 ク

I
l 壷 12．4

（5．4）

37 S K　60
土師質土器

鍋

16．7
（4．6）

内喀気嘲
さめるE

38 S E　l ク

22 9 やや直立
（5：0） おさめた

39　 】
I

ヶ　 l
l

ク

26．2
（7・2） I

やや邸牽
おさめる
を有する

l



挿 図番 号

l
I

「遺構 番号

l

l

I
l

I　 器　 種

I

I

口径

法 量　 器高

（cm ） 胴 径

！　 底 径

l

I

l 形　　　 態

】
l

l　　 文　 様 ・ 手　 法

I

l

I

I 備　 考

4 1

l

】 s E l

！ 瓦慧 器

l

18 ．8 やや胴 部 が張 り、内湾 しつ つ頸
ヽ

内外 面 ともにナ デ調整 。口 唇部

（4 ．3）

19 ．8

部 に達 し、頸 部 よ り外 方 に開 く。

l

はヨコナ デ調整。

42 ク ク

19．8
（5．5 ）

23．0

内湾す る休 部 よ り、直 立気味 に
立 ち上 が る口縁部 に達 す る。

内面 は、パ ケ調整 の あとに粗 い

ナデ調 整。外 面 は、指頭 押圧 の
あ とに粗 いナデ調整 。

43 ク ク

27．2

（5．3 ）

29．2

内湾す る休部 よ り、やや外 方 に
開 く口緑 部 に達す る。

内外面 ともにナデ 調整。 －

44 ク 小皿

10．6 内湾 気味 に立 ち 上がる休部 よ り、 内外面 と もに淡 緑色 の粕 がか か 高台 がつ くよ

（2．2 ）

6．4

丸 くお さめ る口緑部 に達 す る。 るが、 見込部分 は無 粕。

l

うで あ る。

瀬 戸 ・美濃。

I

4 5 〃 捏鈍

22．7
やや 外方 に開 き、 口唇部 は内傾 内外 面 とも＿に ロク．ワナ デ調 整。 i 備 前。

（4 ．5） す る。 l 外面 に 2 条の凹線 。

46 ク 措 鉢

25 ．4
（6 ．0）

直線 的 に外 方 に開 く休 部 よ り、

直立 す る口緑 部 に達 する。

内外 面 ともに、ロ クロナデ画 盤竺

口緑 部外 面に 3 条の凹 線。
ク

47 ク ク

25 ．0
（4 ．5）

直線 的に外 方 に開 く休 部 よ り、
直立 する 口緑 に達 す る。

内外 面 ともた由クワナデ調整 。口

緑 部外 面 に 2 条 の凹線 。
ノシ

48 ク ク

安定 した底部 よ り、直 線的 に外 内外 面 ともに白グロナヂ調整 。内
ク

（3 ．5）

12 ．0

方 に開 く。 面 に、少 くとも10 条 1 単 位の 条
線が あ る。

49 ク 瓶 子

安 定 した底部 よ り、内 湾気味 に 内面 はナ デ調整。 外面 は回転へ 瀬戸 ・美濃 系

（2．0 ）

12．0

立 ち上 が る。 ラ削 り。　　　　　　　　 l

I

か。

50 ク
大寒

33．6

（7．0 ）

や や内傾 す る玉線状 口緑 を‘呈 す
る。

内外面 ともにロ クロナデ調 撃。 i 外面 に 自然 粕

が付着 。
備前。

51 ク 〃

32．6

（7．4 ）．

直 立す る玉線状 口緑 を呈 す 皐。
ク 頸 部外 面以 下

に 自然 粕 が付
着 。
備 前。

52 ク ＝量オ宣E
（5．7 ）

17．6

安 定 した底部 よ り、直線 的に外

方 に開 く。
・ケ 備 前。

53 〃

白磁

皿

13．4
（3．0 ）

8．0

や や内傾 す る高台 か ら、 丸み を
わびて立 ち上 が り、外反 す る口
緑部 に達 す る。

畳付 を除 いて、 全面 に施 粕。

54 ク

染付

小皿

9．4

2．8

5．6

直 立す る高台 よ り、 内湾気 味 に
立 ち上 が り、 丸 くお さめ る端部

に達 す る。

畳付 を除 いて、全面 に施粕 。

腰部 外面 、口緑 部外面 に界線 。

ロ緑 部内 面 に四 方棒 文。見 込 に
官 人文。　　　　　　　　 I

55 S D　 l
土師 質土器

鍋

26．0
（ 4．2）

内湾 す る休 部 よ り、外 反す る口

緑部 に達 する。
内外 面 ともに ヨコナデ調 整。 休部 外面 に煤

状 炭化物 が付

着。



挿図番号

l
l
I遺構番号
】

l
l
l　 器　 種
I
l

I　 口径
i法量 器高

i （cm） 豊富

l
l
i　　 形　　　　　　 態
！

l
I
l　　 文　 様 ・ 手　 法
I

l
I
l 備　　 考
！

56
I
I s D l
i
】

I 染 付

l　 碗
1

日 芸：呈）

I

l 聖 霊 露語 私 語

i る。
l

口緑部内外面に2 条の界線。体

I部外面に嘩草文。
l

57

l
l s D　 6

！ 須恵器

l　 蓋

「石 3‥2） 十禦 品 雷電 ㌫ 雪㌘し
内外面ともに、回転ナデ調整。

58 ク
土師質土器

皿

16．8 やや内湾する休部より口緑部付 内外面ともにナデ調整。体部外
（2．8） 近で、一度上方に屈曲し再び、

外反する口緑部に達する。
面に、指頭庄痕が残る。

二千 ‾＋

〃

l 〃
l

15．3
＿（．1．7）

l

やや安定した底部より、やや外口緑部内外面は、ともに丁寧なl 反 した口緑部に達する。

l

ヨコナデ調整。休部は、内外面
ともにナデ調整。

l

60

－－」

l
I　 ク
I

I
l

l　 ヶ
［

i l昌‥芸

i 9・0

I やや安定 した底部より、内湾気

味に立ち上がり、端部は丸くお
さめる。

内外面ともにナデ調整。

61

l
I ク

i

イ′

11．2
2．5

6．6

肥厚 した休部が直線的に外方に
のびる。

ク

62 ク
土師質土器

杯

9．2
（3．5）

内湾気味に立 ち上がり、端部は
丸くおさめる。

内外面ともにロクロナデ調整。

63 ク ク

10．1
（2．0）

やや内湾気味 に立ち上がり、端
部は丸くおさめる。

ク

64

l ク

I
＋

l ヶ

l
l

9．8
（3．2）

I

内湾気味に立 ち上がり、端部は
丸くおさめる。

内外面 ともにナデ調整。

65 I

ケ

I
l

〃

6．2 安定した底部 より、直線的に外 内外面 ともに、ロクワナデ調整。

（1．2） 方に開 く。 底部は糸切 り底である。

66 ク ク

11．7
3．6

5．0

安定した底部 より、直線的に外
方に開 き、端部は丸くおさめる。

〃 内外面ともに
磨耗 している。

67 ク ク

安定した底部より、直線的に外 内外面ともに、ロクロナデ調整。

（3．2）

5．5

方に開 く。 底部は糸切り底で．あるが、細 い
ナデを施す。

68 〃

土師質土器

鍋

18．6 内湾する休部より、丸くおさめ 口緑部内外面ともに、ヨコナデ

（5．1） る端部に達する。 調整。休部内面はナデ調整。休
部外面は叩き調整。

一つ

I

ケ ケ　 】

13．6 内湾する休部より、直立する口 口緑部埠、内外面 ともにヨコナ 休部外面に、

（3．6） 縁部に達する。 デ調整。体部内面はヨコパケ調
整。休部外面は叩 き調整。

煤状炭化物が
付着。

70 】

l

イ′ ク

20．2
（6．7）

やや内傾 しつつ、直線的に立 ち
上がる。

内外面 ともにナデ調整。

－317－



挿図 番号

l
l

l 遺構草 号

l

l　 器　 種

I

！法量 昌慧

l （cm ） 禁

l
1

】　　 形　　　　　　 態

l

l

I

l　　 文　 様　　 手　 法

1

71 S D　 6

土師 質土器

鍋

。23‥‡） 十
内傾 しつつ 、直 線的 に口緑 部 に U 緑 部内 外面 とも に、 ヨコナデ
達す る。 l 調整 。休 部内面 は、 ヨコパ ケ調

整 の後粗 いナデ 。休 部外面 は、
指頭 押圧 のあ とに粗 いナデ 調整。

休 部外面 には輪積 み成形 痕が残る。

72 ク ケ

19．7
（ 7．2）

休部 は内湾 しつ つ、 内傾す る平 目線 部 は、内外 面 ともヨ コナデ
担 な口緑部 に達 す る。 調整 。休 部内面 は、 ヨコパ ケ調

整 のあ とナデ調整 。休 部外 面は

叩 き調整。

7 3 ク ケ

2 1．3
（6 ．9）

休部 は、 内湾 しつつ 内傾す る。 口緑 部 は、内外 面 ともヨ コナデ
やや 平担 な口緑 部 に達 す る。 調整 。休部 内面 は‘ナデ 調整。 休

部外 面は叩 き調整 。

74 ケ ク

22 ．4

（10 ．1）
一ケ

l

l

U 緑 部内外 面及 び休部 内面 は、
ナデ 調整。 休部 及び底 部外面 は

叩 き調整。

75 ク ク

24 ．6

（4 ．8）

ヶ　　 ；

l

l

ロ緑部 内外 面は と もにヨコ ナデ

調整。 休部 内面 は ヨコパ ケ調 整
の後 ナデ調 整　 休 部外 面は叩 き

O　　　　　r
調整。

76 〃 ケ

21 ．8
（4 ．1） ・ケ

口緑部 内外 面及 び休部 内面 は、
ナデ 調整。 休部外 面 は叩 き調 整。

77 ク 〃

24 ．4

（9 ．4）

2 8．4

体 部 は内湾 しつ つ立 ち 上が り、 U 緑 部内外 面 ともに、 ヨコナ デ
胴 部最 大径部 分 よ り、内傾 しつ 調整 。休部 は内外 面 ともにナ デ
つ直線 的 に、丸 くお さめ る口緑 調整 。休部 外面下 半 は、叩 き調
部 に達 す る。 整。

78 ク 一ケ

4 1．8

（・3 ．0）

外反 し、丸 くおさめ る口緑部 に 内外 面 ともに、 ナデ調整 。外 面
達す る。 に、 輪積 み成形痕 が残 る。

79
l

l

ク
l

ク

35 ．0
（4 ．3）

l

】

詣 誓莞控 、丸 くお さめ る l

l

l

l 口緑 部は 、内外面 ともに ヨコナ

デ調整 。休 部内外 面 とも にナ デ
調整。

I

80

】

〃 ク

。・3項 やや 内湾 しつ‾っ 内傾 し、 くぼん I

だ口唇 部 に達 す る。
内外 面 ともに、 ナデ調整 。

8 1 ク

瓦 質土 器

鍋

直立気 味 に立 ち上が り、肩部 に 休部 内外面 とも、ロ クロナデ 調

（3．1） 断面 台形の鍔 。 整。鍔 の部 分は 、丁寧 な ヨコナ
デ調整 。休 部 に 2 条の隆 起帯 。

82 〃

土師質 土器 ．

釜

内湾 気味 ド立 ち 上が り、肩部 に 休部 内外面 と も、 ナデ調 整。鍔

（6 ．4） 断面 台形の鍔 。 は ヨコナ デ調整。

8 3 ク

瓦質土器

鍋

24 ．6

（3 ．2）

休部 は内傾 しつ つ、平 担 な口緑
部 に達す る。

内外 面 ともヨコナ デ調整 。

84 ク

一 瓦慧 器
書 ‥2） i 直立 する頸部 か ら、 とび 上が る

口緑部 に達 す る。
1

〃

8 5 ク 措　 鉢

25 ．6
（4 ．1）

外 方 に直線 的 に開 き、 直立 し尖

り気味 の端部 に続 く。

内外 面 ともに ロクロ ナデ。

口緑部 内外 面及 び休部 内面 は、
ナデ 調整。 休部外 面 は叩 き調 整。

上が り、 U 緑 部内外 面 ともに、 ヨコナ デ
内傾 しつ 調整 。休部 は内外 面 ともにナ デ

め る口緑 調整 。休部 外面下 半 は、叩 き調
整。

口緑部 に 内外 面 ともに、 ナデ調整 。外 面
に、 輪積 み成形痕 が残 る。

お さめ る l 口緑 部は 、内外面 ともに ヨコナ

デ調整 。休 部内外 面 とも にナ デ
調整。

や 内湾 しつつ 内傾 し、 くぼん 内外 面 ともに、 ナデ調整 。
口唇 部 に達 す る。

立気 味 に立 ち上が り、肩部 に 休部 内外面 とも、ロ クロ・
面 台形の鍔 。 整。鍔 の部 分は 、丁寧 な

デ調整 。休 部 に 2 条の隆 ラ

湾 気味 ド立 ち 上が り、肩部 に 休部 内外面 と も、 ナデ調 ！

面 台形の鍔 。 は ヨコナ デ調整。

部 は内傾 しつ つ、平 担 な口緑 内外 面 ともヨコナ デ調整 。
に達す る。

立 する頸部 か ら、 とび 上が る 〃
緑部 に達 す る。

休部外面には
煤状炭化物が
付着する。

i！告～空
外面のほl
面に、煤

白犬炭化物が付
！着する。
］

「前画面元
！煤状炭化部が

li外面下半
煤状炭化

酎二煤状炭
白ヒ病が付着寺

錐外面には
l煤痍炭花物が
l付着する。
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器種澤矧　形　　態

1
＋

l

［

］

十

串図番号I遺構番号

十一一」

86　I S D　6

文　様　　　手　法

‾〒：：

休部は外方に直線的に開き、直
立し丸くおさゆる端部に続く。

休部は外方に直線的に開き、短
く直立するU緑部に続く

安定した底部より、外方に直
的に開く。

唐
㌢

安定した底部より、あまり張ら
ない肩部に続き、直立気味の頸
部に至る。

内外
縁部

－　「　－－

I

I　備　　考

ともにロクロナデ調整。

面ともにロ
に2条のロ

ク

凹線。内面に9条
単位の条線が残る

内外面ともに、ロクロナデ調整。
内面に6条1単位の条線が残‾る
緑部内面に段がある

外面ともに、ロクワナデ調撃夕
面に9条1単位の条線が残る

ら」前1后
休部内面には∴輸疎み成形痕が
残り、肩部内面には指頭圧痕が

ともにロクロナデ調畢

内外面ともにロクロナデ調整こ

内面はパケ調整のあとナデ調整。
外面はナデ調整。

外面ともパケ調整の後にナデ

しつつT字形のH

やや内傾する高台から、ゆるや
かに外方に開く休部へ続く。

径の小さい、直立気味に立ち上
がる高台から、ゆるやかに外方
に開く休部へ続く。

径が小さく、外傾する高台から、
やや直立気味に外方に立ち上が
る休部へ続く。

直立気味に立ち上がる高台から
やや外反気味に続く口緑部に達
する。

直立する高台に、外方に開く体

内外面ともロクロナデ調整。

十哀前面

十

た全面に施粕。見
込には印花文。

高台内を除いた、全面に淡い青
緑色粕の中に白濁色が混った粕
が施してある。

高台内を除
高台内には
跡が明瞭に
花文。

高台内を除
込には1条
れ、その中l
休部外面に
が施されその

畳付を除く
に、五弁花

仁一－

いた、全面に施粕。 外底面榔 よぎ。

、粕をかき取った痕
残る。見込には、印

いた全面に施粕。見
巨の界線がめぐらさ
こ印花文が施される。

は幅広の3条の界線
ウ下に達弁文がある。

全面に施和云　見込 伊万里。
支か施される。高台

及び休部に3条の界線。

直立する高台より、内湾気味に
外方に開き、丸くおさめる口緑
部に続く。

⊥

－319－

畳付を除き、内面には白色粕。
外面には淡い緑色粕が施される。
U緑内面に四方梓文。見込　に
2条の界線をめぐらし、その中
に五弁花文を施す。外底面に渦
福字銘がある。



挿図番号i遺構番号i器種i票荒霊

101　日S D　6I　　碗

l 一　重量（g ）10．0 1

105 ′ケ 一ケ

悪 さ ‡：… ！

‘重量（g ）7 ．5

106 ケ 陶　 錘

長 さ　　 3 ．8

径　　 1 ．8

重量（g ）110 ．0

10 7 ク 土　 錘

長 さ　　 4 ．2

径　　 1．2

重量（g ）7．0

1彿
ク 一ケ

長 さ　　 4．4

径　　 1．9

重量（g）12．5

109 S D　 7

土師 質土器
6．1

1．3

小　 皿
l

2．4 】

110

⊥ 〃 l ク 】

】

】

6．6 †

1・4 ！

4．0

1 1 1
ク 〃

‘7 ．4

1 ．7

】 4．0

111

I ク

〃

‘7 ．4

1．7

2 ．0

1 12 ク ク

5 ．4

1 ・3

1　 3 ・4

1 13 ク

土師質 土器
9．5

1．7

皿
4 ．6

114　 l ケ　 】

I
l

ク　 I

1 1．0

1．5

形　　　　　　　態

直立する高台より、内湾気味に
立ち上がる休部へ続く。

内湾する体部から、丸くおさめ
た口緑部へ続く。

安定した直立する高台から内湾
気味に立ち上がる休部へ続く。

孔径は、6mm。

不安定な底部より直線的に外方
に開き、端部は丸くおさめる。

不安定な底部より直線的に外方
に開き、休部中位よりやや外反
し、尖った端部へ続く。

安定した底部より、直線的に
方に開き、尖った端部へ続く

上げ底の底部より肥厚し直線的
に外方に開き、丸くおさめる端
部へ続く。

安定な底部より、やや肥厚し直
線的に外方に開き、丸くおさめ
る端部へ続く。

安定な底部より、直線的に外方
に開き、やや尖り気味の端部へ
続く。

－320－

文　様　　　手　法

畳付を除き、内面には白色柚。
外面には淡い緑色粕が施される
見込に、2条の界線が施されて
いる。

内外面とも鉄粕が施されている
日録部外面に沈線。

休部外面下位から高台内外面を
除いた全面に白濁色の和が施さ
れている。見込に砂目の痕跡が
残る。

ナデ調整。

内外面ともにナデ調整。

内外面ともに、指頭押圧のあと
ナデ調整。

ともにナデ調整。

・∴。・‾＿・、、・∵＼∵　－　∴

「一一



挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法皇　 器高
（cm） 胴径

底径

形　　　　　　　 態

i
I！
1　 文　 様 ・ 手　 法
l

l

I
l
l 備　　 考
l
l

116 S D　 7
土師質土器

皿

11．0
1．8

I 品 宗吾志毒豊 富言こ㌘ 引 内外面ともにナデ調整。

さめる端部へ続 く。　　　　 1
′　　　　　　　　　　　 ！

l

I

・－．・．・．・．・・．－・．－＿＿＿＿J＿＿＿－．
7．2 l

1 17 ク ケ

10．5
2．3

安定 した底部で外方ド＿直線的に
肥厚して開き、やや尖った端部へ
続 く。

「 「 二

l
「 ‾

6．8

118 ケ ク

11．0
（2．1）

】

119 〃 一ケ

11．4
（2．1）

外方に直線的に肥厚 して開 き、
丸 くおさめる端部へ続く。

I
】　　　　 〃
I
I
ll

・120 〃 ノシ

10．3
2．3

吾鮎 譜 絃 霊 誓恋 千

ク
へ続く。　　　　　　　　　　 「

「

7．4

ケ

l
十二 二　 ！

121 〃

ク

〃

12．0
2．1

12 2

8．2 i

ク

11．4
1．8

r 7．2

亨畢 漂 謂 謂 十　 〃

！ ‾

一一一一一一一 一一一一一十 一一 一一一一一 一

「 ‾‾

1 2 3
ノシ ケ

1 1 ．2

2 ．1 仁一
・ケ

・ケ

「二

7．8 i

ケ イ′

11．8
2．0

7．4

最 誓 認 誓 雷雲禁 蒜蒜 I

へ続く。　　　　　　　　 l
l

豊 霊基吾に、指頭押圧の後に l

I
l

125 ・ ノン 〃

11．8
2．0

7．4

やや安定した底部で、外方に直・‘
線的にやや肥厚して開き、丸く
おさめた端部へ続く。　　　 l

I

桓 拒五 両 ㌃ 1 －

l

「 一 一

［

126 ケ 〃

11．8
2．0

7．8

空 車 ‾「 ‾「
－

127 〃 ク

12．8
2．0

9．2

12．0
1．8

詣 音譜 雷言二等書芸讐 完 I　 〃

部へ続 く。

128 ク イ′

土 げ底で、外方に直線的に肥厚

して開き、やや尖った端部へ続
く。

・ケ

7．6

l

l

12 9

130

〃 ク

12．0
2．1

8．2

吉富語 窓 吾 恵 碧 蜜 十一 一二 「 一 一

部へ続 く。　　　　　　　　 】
】

l

I
仁 一 －

イ′ ノシ

12．0
2．0

8．0
l

意寧 寧 可 ‾‾‾二 ‾ 「 i

ー321－



挿 図番号 遽 構番 号 器　 種

口径

法皇　 器 高
（cm ） 胴径

底径

i

l 形　　 態

I

1

l 文 様　 手 法

l

I 呼　 号

131 S D　 7 ．
土 師質土 器

皿

12．6

（2．1）

8．0

家 定 した底部 で 、外方 に直線 的

に肥厚 して 開 き、丸 くお さめた
端 部へ 続 く。

内外面 ともにナデ調整 。

132 ク 〃

12．7

2．2

8．6

ク 一ケ

133 ケ ク

12．1

1．8

8．0

上 げ底 で、外 方 に直線 的に肥 厚

して開 き、や や尖 っ た端 部へ 続
く。

・ケ

134 ク ク

12．4

1．9

8．3

安定 ．した底部 で、外 方 に直線 的

に肥 厚 して開 き、や や尖 った端 ・
部へ続 く。

・．・．・．・．．－・．・・・．一一一一一一一一・一．・．・．・．・・．－ ．・．・．－．－ ．・．・．・．・．・．

〃

135
ク ク

12．2

2．0

8．6

安定 した底 部で 、外 方 に直線的
「 一 一 一 一

1

l

にやや 肥 厚 して開 き、やや 尖 っ ク
た端部 へ 現 く。

136 ク ク

12．4

2．3

9．0

安定 した底 部で 、外 方 に直 線的

に肥 厚 して開 き、 丸 くお さめ た
端部 へ続 く。

一ケ

－

137 ク 〃

12．3

1．8

外方 に直線 的 に肥厚 して 開 き、

やや 尖 った端部 へ続 く。 〃

－

138 ．ケ ク

12．1

2．4

やや 安定 した底 部で 、外方 に直
線 的 にやや 肥厚 して開 き、丸 く．

お さめた端 部へ 続 く。
〃

139 ク 〃

12．4

2．0

8．4

やや上 げ底 で、外 方 に直線 的 に、

肥 厚 して開 き、 丸 くお さめた端
部 へ続 く。

〃

140 〃 ク

13．5 安定 した底部 で 、外方 に直線 的 内外面 ともにナ デ調撃。 体部外

1．7 ．

9．6

に肥 厚 して開 き、丸 くお さめた
端部へ 続 く。

面 に、 指頭庄 痕 が残 る。

14 1 ．ケ ク

12 ．2

2 ．0

8 ．0

安定 した底 部で 、外方 に直線 的

に肥 厚 して開 き、やや 尖 った端
部へ続 き、 口緑部 内 面 にゆるや
か な段 を有す る。

内外 面 ともに粗 いナデ調 整。

142 ク ク

11 ．2

1．8

6 ．6

上 げ底 で、 外方 に直線 的 に肥 厚

して 開 き、 やや 尖 った端部 へ続
く。

内外 面 ともにナ デ調整。

143 ク ク

13 ．6
（2 ．0）

外 方 に直線 的 に肥 厚 して開 き、

丸 くおさめ た端部 へ続 く。 〃

144 ク ク

1 1．8

2 ．1

7 ．5

上げ 底 で、外 方 に直線 的 に肥 厚

して開 き、や や丸 くお さめ た端
部 へ続 く。

ク

145
ク ク

14 ．5
（1 ．9）

外 方 に、 外反 しなが ら肥 厚 して

開 き、丸 くおさめ た端部 へ続 く。 ク
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挿 図 番 号 畢 碑 轟 号 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　 ’考

1 4 6 S D　 7

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．5

1 ．9

9 ．0

安 定 した 底 部 で 、 外 方 に 直 線 的

に 肥 厚 し て 開 き 、 や や 尖 っ た 端

部 へ 続 く。

一 ．－ ．・一 ・一 ．・・一一一一一一一一一・・・・・・一 t．・．・

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

1 4 7 〃 ク

1 4 ．5

（ 2 ．1 ）

外 方 に直 線 的 に肥 厚 し て 開 き 、

尖 っ た 端 部 へ 続 く 。
ク

1 4 8 ク ク

1 5 ．4

（ 1＿．・6）

や や 不 安 定 な底 部 で 、 外 方 に 直
線 的 に 開 くが 、 休 部 中 位 よ りや

や 内 側 に ゆ るや か に 曲 が り、 再

び 直 線 的 に 開 き、丸 くお さめ る 端

部 に続 く。

ク

1 4 9 ク 〃

1 0 ．8

2 ．5

4 ．0

不 安 定 な底 部 で 、 丸 み を も っ て

立 ち 上 が り、 口 緑 部 が わず か に ・

外 反 す る。
〃

器 奉 面 が や や

摩 耗 。

1 5 0 ケ 〃

12 ．8

（ 2 ．5 ）

や や 丸 み を も っ て 外 方 に 開 き，

口 緑 部 が わ ず か に 外 反 し、丸 くお

さめ る 端 部 へ 続 く。
〃

1 5 1 イ′ 〃

1 3 ．4

2 ．9

8 ．6

安 定 し た 底 部 で 、 外 方 に 直 線 的

に 開 き 、 や や 丸 く お さ め る 端 部

へ 続 く。
〃

1 5 2 ク ク

1 1 ．0

（ 2 ．6 ）

や や 丸 み を も っ て 、 外 方 に 開 き二

丸 くお さ め る端 部 へ 続 く云 ク

外 面 に 煤 状 炭

化 物 が 付 着 。

1 5 3 ケ ク

1 2 ．7

（ 2 ．4 ）

や や 丸 み を も っ て 、 外 方 に 閥 も

口緑 部 が わ ず か に外 反 し 丸 く お

さ め る端 部 へ 続 く。
ケ

1 5 4 ク ケ

1 3 ．．6

（ 1．8） ク 〃

1 5 5 ケ ク

1 6 ．0

（ 3 ．0 ）

や や 内 湾 しつ つ 立 ち 上 が り、 や

や 丸 く お さ め る 端 部 へ 続 く。 ノシ

1 5 6 〃 ケ
（ 1 ．8）

9 ．0

や や 安 定 し た 底 部 で 、 や や 丸 み

を も っ て 立 ち 上 が る休 部 へ 続 く。
ク

1 5 7 ク 〃
（ 1．7 ）

1 0 ．7

安 定 し た 底 部 で 、 や や 丸 み を も

っ て 立 ち上 が る休 部 へ 続 く。 〃

1 5 8 ケ ク

1 7 ．8

（ 2 ．4 ）

や や 肥 厚 しつ つ 外 反 し、．丸 く お

さ め る端 部 へ 続 く。 ク

1 5 9 ク ク

1 7 ．6

3 ．3

1 4 ．0

不 安 定 な 底 部 で 、 や や 丸 み を も

っ て 外 方 に 開 き、 丸 く お さめ る
端 部 へ 続 く。

〃

1 6 0 ク 〃

1‾6 ．6

（ 3 ．7）

不 安 定 な底 部 で 、 丸 み を も っ て

外 方 に 立 ち 上 が り、 ロ 緑 部 で わ

ず か に 外 反 す る 。
ク
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴径

底径

】

l

】 形　　　 態

1

1

文　 様　　　 手　 法

l
1

1 億

l

16 1 S D　 7

土師 質土 器

皿

20．7

3．0

16．8

安 定 した底部 で、 外方 に直線 的

に開 き、丸 くお さめ た端 部へ 続
く。

内外面 ともにナデ 調整。 ほぼ

に、
物 が

16 2 ケ

土師 質土 器

小　 杯

5．6

2．0

3．2

安定 したやや 上 げ底の底 部 で、 内外面 ともに ロクロナデ 調整。
外方 に直 線的 に開 き、 丸 くおさ
め た端部 へ続 く。

底部 は、回転 糸切 り底。

16 3 ケ ケ

6．6

2．1

2．8

安定 した底部 で、外 方 に直線 的 内外面 ともにロ クロナデ 調整。
に開 き、 丸 くお さめた端 部へ続 内面全体 に、碗瞭 にロ クロ 目痕

く。 が残 る。 底部 は、 回転糸切 り底 。

164 ク ク

7．4

1．9

3．8

安定 した底部 で、外 方 にやや外 内外面 と もに、ロ クロナ デ調整 。
反 しな が ら開 き、 やや尖 っ た端
部へ 続 く。

底 部 は糸 切 り底 （静 止糸切 り ？）。

165 ケ ケ

6．6
（1．7）

外方 に直線 的 に開 き、 丸 くおさ

め た端 部へ 続 く。

内外面 と もに、ロ クロナデ調整 。

166 ク

土師 質土器

杯

9．4

2．1

4．7

やや 上 げ底 の底 部 で、外 方 に直 内外面 と もに、ロ クロナ デ調整 。
線的 に開 き、 やや 尖っ た端 部 に 底 部 は回転糸切 り痕 が残 り、糸
続 く。 切 り後 に粗 いナデ調 整。

167 〃 〃

11．4

2．9

5．8

安定 した底部 で、外 方 に直線 的

に 開 き、 やや尖 ．った端部 に続 く。 イ′

168 ク ケ

12．4

2．9

5．2

やや 安定 した底 部 で、外 方 に外

反 しな が＿ら開 き、尖 っ た端 部 に
続 く。

・ケ

⊥ 」

169 ケ ケ

11．1
や や妾青 した底部や ∴外 方 に直 内外面 と もに、ロ グロナ デ調整 。 器奉

3．1

5．O I

線 的に 開 き、 丸 くお さめた端部

へ続 く。
I 底部 は糸 切 り底 。

I

l　　　　　　　　　　　 l

嘩耗

170

】

ヶ l ノシ

11 3　　 安定 した底 部 で、外 方 にや や外　 内外面 と もに、ロ クワナ デ調整 。
l3 0　　 反 しな が ら開 き、丸 くお さめ た 底 部は糸 切 り底 で あ‾右が 、糸切

端部 ｛続 く。 l り後粗 いナデ調 整。　　　 I

5．2

171 ク ク 訂
安定した底部で、外方に直線的
に開き、やや尖った端部へ続く。

－一一－－－ J

l内外面ともに、ロクロナデ調整。I外面
が磨
る。

172 ・ケ ク

13．8
（ 3．0）

や や丸 みを もって、外 方 に開 き、

や や尖 った端部 へ続 く。
不 明。 器表

く磨
る。

173 ケ ケ

1b ．9

4 ．2

4 ．0

安定 した底部 で、外 方 にや や 丸
み を もって開 き、 丸 くお さめ た
端部 へ続 く。

内外面 と もに、ロ クロナ デ調整。

174 I 〃 I　 ク　 I

11．6
やや 上 げ底 の底 部で 、外方 にや 内外 面 とも に、ロ クロナ デ調整。 外面

3・9 i

6．0

や丸 み をも って開 き、外傾 す る

端 部へ 続 く。　　　　　　 l

底部 は、 回転糸 切 り底 。
l

l

た箇

175 一ケ ク

11．2

3．9

3．6

やや上 げ底 の底 部で 、外方 に丸
み を‾もって 開 き、丸 くお さめ る
端 部へ 続 く。

内外 面 ともに、ロ クロナデ 調整っ

I

l

十一元高

面が

い る
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挿 図番 号 埠 埴番 号

l

I 器 種

l　 口径

法 量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態

176 S D　 7

土師 質土器

杯

14 ．1

（2 ．3）

外方 に直線 的 に開 き、丸 くお さ

め る端部 へ続 く。

177 ク ケ

1 1．8
（4 ．1）

外方 に直線 的 に立 ち上 が り、丸
くお さめ る端部 へ続 く。

178 ケ ケ

12 ．6

3 ．8

4 ．2

やや 安定 した底 部で、 やや 内湾
しつ つ外方 に開 き、 丸 くお さめ

る端部 へ続 く。

ケ ク

〃

l i．5

4 ．6

安定 した底 部 で、内湾 しつ つ立

179
ち上が り、丸 くお さめ る端 部へ

続 く。

180

6 ．6

ク
（1．6）

5 ．2

安｛ した底 部 で　 外 方 に直線 的
スE　　 」l氏ロ　 、　　　　 －　 川

に開 く休部 に続 く。

181 ケ ケ

安定 した底 部で 、外方 に外 反気

（1．7）

5 ．2

味 に開 く休 部 に続 く。

〃 ケ

安定 した底部 で 、外方 に内湾 気

182
（ 1．3）

6 ．0

味 に開 く休 部 に続 く。

183 ケ 十 二 」

安定 した底部 で 、外方 に外 反気
1

（2 ．3）

5 ．0

味 に開 く休部 に続 く。

安定 した底 部で 、外方 に内湾 気

1

184 1
1

ケ

1

l　　 ヶ

l　　　　 l

（2 ．2）

】

味 に開 く休 部 に続 く。

4 ．6

】

185 1
l

ク

l　　　　 】

l　 ヶ　 I

（2・3 ） i
や や 上げ底 気味 の安定 した底 部
で、外 方 に直線 的に開 く休部 に

続 く。

5．4

l

＿二」
二 」

l 〃 l 安定した底部で、外力に内湾気（2．6）

5．0

味に開 く休部に続 く。

187 I

l

ク I

】
ケ

安定した底部で、外方に直線的

（1．8）

5．2

に開く休部に続く。

181

l

一一」

ク　 1
l

ヶ　 I
I

」

底径の小 さいやや上げ底気味の

（2 9 底部で、外方にやや内湾気味に

．）

3．8

開 く休部に続 く。

】

189 】

】

ク　 l

l

ヶ　 l
（2・5） I

やや上げ底の底部で、外方にや
や内湾気味に開く休部 に続 く。

l I
l

I 6．0 】

I

190 I

l

I
l

〃 】

1

l

ク I

l

（：：：つ

安定 した底部で、外方にやや内
湾気味に開く休部に続 く。

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

外方 に直線 的 に開 き、丸 くお さ

め る端部 へ続 く。

内外面 ともに、ロ ク．ロナデ調 整。

外方 に直線 的 に立 ち上 が り、丸
くお さめ る端部 へ続 く。

〃

やや 安定 した底 部で、 やや 内湾 内外 面 ともに、ロクロナ デ調整。
しつ つ外方 に開 き、 丸 くお さめ

る端部 へ続 く。

底部 は糸切 り底 。

安定 した底 部 で、内湾 しつ つ立 内外 面 ともに、ロ ケd ナデ 調整。
ち上が り、丸 くお さめ る端 部へ

続 く。
底部 は回転 糸切 り底。

安定 した底 部 で、外 方 に直線 的

に開 く休部 に続 く。 〃

安定 した底 部で 、外方 に外 反気 内外 面 ともに、ロ クロナデ調 整。 器 表面 が磨耗
味 に開 く休 部 に続 く。 す る。

安定 した底部 で 、外方 に内湾 気 内外 面 ともに、ロ クロナデ調 整。
味 に開 く休 部 に続 く。 底部 は、回転 糸切 りの あ と、粗

いナ デ調整。

安定 した底部 で 、外方 に外 反気

味 に開 く休部 に続 く。

内外面 ともに、ロ クロナ デ調 整。

安定 した底 部で 、外方 に内湾 気 内外 面 ともに、ロ クロナデ調 整。

l

「

味 に開 く休 部 に続 く。 l 底部 は嘩 糸の 底。

l

や や 上げ底 気味 の安定 した底 部

で、外 方 に直線 的に開 く休部 に
続 く。

l　　　　　 〃

安 定 した底部 で、 外力 に内湾 気

味 に開 く休部 に続 く。 ケ

安 定 した底部 で、 外方 に直線 的 内外面 とも に、ロ ク亘ナ デ調整 。
に開 く休 部 に続 く。 底 部 は回転糸切 り底 で あ り、糸

切 りの後 に粗 いナデ 調整。

底 径の小 さいやや 上げ底気 味の
底 部で 、外方 にや や内湾気 味 に

開 く休部 に続 く。

内外 面 とも に、ロ クロナ デ調整 。

や や上 げ底の底 部 で、外方 にや

や 内湾気 味 に開 く休部 に続 く。
1

〃

安定 した底 部 で、外 方 にや や内 内外 面 とも に、ロクロナ デ調整。
湾気 味 に開 く休 部 に続 く。 底部 は 回転 糸切 り底 。
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挿 図番 号

I

I

I 遺構番 号

l

l

I

I

I 器　 種

l

口径

法皇　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

l

l 形　　　 態 文　 様 ・一　手　 法 備　　 考

191

I

S D　 7

土師 質土器

杯

やや 安定 した底 部で 、外方 にや 内外 面 と もに、亘 タロナ デ調整 。

（1．6）

5 ．0

や内湾 気味 に開 く体部 に続 く。 底部 は 回転 糸切 り底。

192 ク ．ケ

安定 した底部 で 、外方 に直線 的 内外 面 とも に、ワ クロナ デ調整。

（1 ．7）

4．2

に開 く休部 に続 く。 底吾郎ま回転 糸切 り後 に粗 いナデ
調整。

19 3 ク ク
（1．5 ）

6．9

安 定 した底部 で、 外方 にやや 内
湾 気味 に開 く休部 に続 く。

・ケ

194 ク

l

ク
l

l

（ 1．9）

1　 5 ・5

〃

内外面 と もに、ログ d ナ デ調整 。 内外 面 に、煤

状 炭化 物 が付
着す る。

195

l

l

l　 ク

l

l

l

l　 ク

I
i （1 ・3）

6 ．3

I　　　　　 ク

I

I

内外 面 ともに 、ワ クロナ デ調整。

底部 は回転 糸切 りの後 に粗 いナ
デ調 整。

196

l

ク ケ
（1．2 ）

9 ．6

・ケ

内外 面 ともに、＿ロ ケや ナデ調 整。

197 ク 〃
（2．3 ）

5．0

安 定 した底部 で、 外方 に直線 的

に開 く休 部 に続 く。 ク

器表 面 がやや
磨耗 している。

198 〃 ケ
（2．3）

5．2

安 定 した底部 で、．外 方 にやや 内
湾気 味 に立 ち上 が る。 ク 一ケ

199
l

l

ク 】

I

l

土 師質 土器
23 ．8 内傾 した休 部 か ら、や や平担 に 口緑 部 は内外面 ともに、 ヨコナ 休 部外 面 には

（5 ．1） 内傾 した 口緑 部 へ続 く。

I

デ調 整。 休部 内面 は、ナデ 調整。
立

煤 状炭 化物 の

・ナ
鍋　 l I

l

休 部外面 は、叩 き調整 の あ とに

ナ デ調整 o　　　　　　　　 I

付 着 がみ られ

る。

I
I

200

l

ク I 〃

（：：：自
体面 元 首 両 前 「 直面 計

内傾 しつつ 、．平担 に内傾 した口
緑 部 へ続 く。

ク　　 ！
ト ー

ク

201 ク ク

27 ．8 内傾 した休部 か ら、や や平担 に ロ緑部 は、 内外面 ともに ヨコナ 外 面に煤状 炭

（5 ．1） 内傾 した 口緑 部へ 続 く。 デ調整 。休部 内面 はナ デ調整 。
休部外 面 は叩 き調整 。

化物 が付 着す
る。

2 02 ク ク

24．6
（5．9 ）

26．4

や や内 湾 しつ つ、段 差 のあ るロ

緑 部へ続 く。
内外面 ともにナデ調 整。 休部 外面 に煤

状炭 化物 の付
着 が著 しい。

20 3 ク

土師 質土器
16．0

15．7

丸 底の底 部 よ り内湾 した休 部へ
続 き、や や内傾 気味 に直 立 した

ヽ

〃 体部下 半 のほ
ぼ全面 に、煤

釜 28．2

8．3

口緑 部へ 達す る。屑部 に張 りが
ある。

状 炭化 物 が付
着す る。
鍔 径 ‘33．0cm

204 ク ク

14 ．4 やや 張 った肩部 よ り、内湾 気味 内外 面 とも にナデ調整 。体部 内

（9．5）

24 ．8

の休部 に続 き、 やや 内傾 気 味 に
直立 した口緑部 へ達 す る。

面 には輪積 み成 形痕 が残 り、肩

部 内面 には、粘 土塊 をつ ぎ足 し I

て指頭 圧痕 が残 る。休部 外 面に
はパ ケ 目痕 が残 る。

205 ク 措　 鉢

2 1．0
（6 ．2）

外 方 に直線 的 に開 く休 部 から、
やや 内傾気 味 に直立す る 口緑 部

へ と続 く。

内外 面 ともにP クワナデ羽 撃。 口緑 部 内面 に
煤状 炭化 物が

付 着 してい る。
備前 。
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ー遺構番号！　器　種

206　l S D　7i　措　鉢

十一

］

し＋
9）i

形　　　　　　　態

外方に直線的に開き、直立する
日録部へ続く。内傾する平担な
U緑端部。

外方に直線的に開き、直立する
口緑部へ続き、丸い端部へ達す
る。

外方に直線的に開き、やや内傾
的に直立する目線部へ続き、内
傾する平担な端部へ達する。

外方に直線的に開き、やや内傾
的に直立する口緑部へ続き、内
傾するやや平担な端部へ達する

外方に直線的に開き、内傾する
U緑部へ続き、やや尖った端部
へ達する。

外方に直線的に開き、やや内傾
的に直立するLJ緑部へ続き、内
傾する平担な端部へ達する。

外方に直線的に開き、やや直
するU緑部へ続き、丸くおさ
る端部へ達する。

安定した底部で、外方に直線
に開く休部に続く。

安定した底部で、外方にやや内
渾気味に開く体部に続く。

文　様　・　手　法

外面ともに、ロクロナデ調整。
面に条線を施す。

内外面と酌こロクロナデ調整。内
面には6条1単位の条線が残る

内外面ともにロクロナデ調整。【
緑部外面に2条の凹線を施す。
内面に条線を施す。

外面ともにロクロナデ調整。を施
、輪積み成形痕が残る。Ll緑
外面には言縦方向の短い火
やゴマがみられる。内面に条
を施す。

外面ともにロタロナデ調整。

内外面とIもにロクロナデ調整。LJ
緑部外面に2条の凹線を施す。
内面に条線が残る。

内外面と．もにロタロナデ調整。内
面に条線が残る。

内外面とも甘口クロナデ調整。内
面に、7条1単位の条線が残る

内外面どIもに早クロナデ調整。内
面に、8条1単位の条線が残る

と－もにロクロナデ調整。内
面に、9条1単位の条線が残る

ポ

やや上げ底の安定した底部で
外方にやや内湾気味に開く体
に続く。

安定した底部で、外方にやや内湾
気味に開く休部に続く。

十二＋音十大　唐

220　l　　ヶ　l　天目茶碗

‥」＿－

［

：∃：±望

つぶれた玉線状目線である

内外面ともにロタロナデ調整。内
面に、8条1単位の条線が残る

内外面ともにロクロナデ調整。内
面に、6条1単位の条線が残る。

面ともにヨコナデ調整。

完芸去悪豊富呈誹誓雷出禁訟霊謂完芳志豊誓豊富「漸

孟盈鵠漂一日こ続き、端l脇には、化粧佃力射れるつ
＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿⊥－＿＿＿＿＿－－＿＿L＿
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挿 図番号 遺時季 号 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

S D　 7

青　 磁

皿

14 2 ゆ るやか に外反 し、 丸 くお さめ 内外 面 とも青緑色 粕 が施 されて

221
（2．1） る端部 に達 す る。 稜花皿 。 い る。

2 22 ク 〃

13．2

（2．8 ） 一ケ ・ケ

2 23 ク

青　 磁

腕

・高台径 が小 さ く内 湾気味 に立 ち 高台内 を除 いた全 面 に施 粕。 見

（3．2）

4．8

上が る。　　　　　　　　　 － 込 に、 印字 があり、そのまわ‾りを

花文 が とりまいて い る。 外面 に

は、簡 略 された細蓮 弁。

224 ク ク

14．2
高 台径 が小 さ く、 内湾気 味 に立 高台内 を除 いた全 面 に施 粕。 高

8．3 ち 上が り、 丸 くお さめ る端部 に 台内 は、化粧 が けを施す 。外 面

5．0

達 す る。 には、 簡略化 され た細蓮弁 。

225 〃 ・ケ
（2 ．7）

6．2

高 い高台 で， その径 も大 きい。 高台内 を除 いた全面 に施粕 され

ていた と思 われ るが、高 台外面

は粕が はげ てい る。

226 ク ク
（2．3）

4．8

やや 内傾 した 高台 か ら、 ゆるや

か に内湾気 味 に立 ち 上が る。

高 台内 を除 いた全面 に施粕 。 器 壁 に 、 要

く変色 した箇

所が ある。

227 ク

白　 磁

皿

（1．3）

10 ．0

内傾 した断 面 三角形 の高台 か ら、

ゆ るや かに内湾 しつつ、外方に閏

い てゆ く。

畳付 を除 いた全 面 に施 粕。

228 〃 碗

直立 す る高台 か ら、 内湾 しつつ 内面 に は、白色 粕が施 され、外 陶 器。

（2 ．0）

2 ．9

立 ち 上が る休部 へ続 く。 面 は、 回転 へ ラ削 りがな され露

胎 であ る。

229 〃

青　 磁

碗

1 1．7

（4 ．5）

やや 内湾 しつつ 直立気 味 に立 ち

L が り、 丸 くおさめ る端部 へ続

く。

内外 面 とも施粕 。

230 S D　 8

土師質 土器

杯

12 ．2 安定 した底 部で 、外方 にや や直 内外 面 とも、ロク＿ロ ナデ調 整。

4 ．1

5 ．6

線 的 に開 き、端 部 を丸 くおさめ

る。

底部 は回転 糸切 り底で あ る。

231 ケ 〃
（1 ．8）

5 ．0

安定 した底 部で 、外方 に内湾 気

味 に開 く休 部 に続 く。

内外 面 とも、ロ クロナデ調整 。 器 表面 が磨耗

してい る。

232 ク イ′
（2 ．2）

5 ．4

やや 上げ底 で、外 方 に直線的 に

開 く休 部 に続 く。 〃 ・ケ

233 〃 ク
（3 ．1）

8 ．4

軍定 な しゃ くれ た底部 で、外 反

した休 部 に続 く。

内外面 ともにナ デ調整。

234 ヶ　 】

l

】

土師 質土 器
l

22 ．7
（5．1）

直 線的 に内傾 し、 平担 なU 緑 部

に達す る。

目線 部は、 内外 面 ともに ヨコナ

デ調整 。休 部内 面は、パ ケ調整

のあ とに、 ナデ 調整。休 部外 面
鍋 はナデ 調整。 鍔 の部分 は ヨコナ

デ調整 。

235

l

ケ 】

l

】
l

〃

20．0

（8．5 ）

22．9

丸い腰 部 より、直線 的 に内傾 し、
丸 くおさめ た端部 に達す る。

内外面 と もにナデ 調整。



挿図番号

I

廻嘩泰阜

I

甲　 種

口径
法皇　 器高
（cm） 胴径

底径

l

‘形　　　　　　 、態

l
I

文　 様 ・　手　 法

】
l
I 備　 考－．

236 S D　 8 ．措　 鉢

25．0
（7．6）

外方に直線的に開き、やや内傾
気味に直立し、丸くおさめる端
部に達する。

内外面ともに、ワク‾ロナデ調整。
内面には、6条1単位の条線が
残る。

下 ‾

237 ク ク

26．8
（7．8） ク　ー

内外面ともにワタロナデ調撃。休
部外面に、輪積み成形痕。内面
には、7条1単位の条線が残る。

ケ

238 ケ
青　 磁

碗

16．4
（4．0）

r内湾して立ち上がり、口緑部に
おいて、やや外反する。

内外面ともに施軸。

239 S D lO
土師質土器

杯

（2．5）

8．0

やや安定な底部で、直線的に外
方に開く休部へ続く。

不明。 器表面の磨耗
が著しい。

240 S D 12
須恵器

杯

13．8
3．3

9．2

安定な底部で、外方に直線的に
開き、いったんロ緑部において
やや肥厚し、端部を丸くおさめ
る。

内外面ともに回転ナデ調整。
「 ‾

241 ク
土師器

杯

13．2 やや外傾する高台から、外方に 内外面ともに回転ナデ調整。貼 器表面は磨耗

3．9

8．4

直線的に開き、端部を丸くおさ
める。

付島台。 している。

242 ケ ク

やや外側に張った高台から、外 内外面ともにナデ調整。貼付高
（2．9）

8．5

方に直線的に開く休部に続く。 台。

243 〃 〃
（霊 1

やや外側に張った高台から、内
湾気味に立ち上がる休部に続く。

内外面ともにナデ調整。

⊥ 「

2。4 1

［
】

〃 〃

やや外側に張った高台から、直 ク I
l
l

（2．5）

9．6

線的に外方に立ち上がる休部に
続く。

l　　　　　　　　　　　 l

－－ －－－ － － －手十

245

I

ヶ I

I
須恵器 l

I
杯

（1・9） ！

7．2

末葉と忘腎 でやや内湾気味に l

I
i

内外面ともに回転ナデ調整。底
部は回転糸切り底。

I
「 一 一

246 ク
土師器

高　 杯

（7．6）

霊芳譜 要吉禦 で、明瞭な I・散 票鼎 、外面はへ 】

247 ケ
須恵器

蓋

12．7
（1．9）

8．0

票語 源 牌

内外面ともに回転ナデ調整。 －

248 ク
須恵器

聾

23．1 ゆるやかに外反し、外傾する平 ′シ 目線部外面に

（5．1） 端な端部に達する。 煤状炭化物が
わずかに付着
する。

249 1
l
l

ケ 土　 錘‥ l
l

長さ　　 5．3 孔径は 7mm　　　 i

I
l

ナデ調軋　　　　 l

l
l

砂粒が多く混
入している。

径　　 2．1

重量（g）22．5

I

250 】

l

I

〃

】

ク

長さ　　 4．7

径　　 1．9

重量（g）12．5

面前 「益㌃一一－ ＋

l
I

l

－
〃

l

l

「 一 一一
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挿図番 号 遺宿 番宮 器　 種

口径

法 皇　 器高

（cm ） 胴 径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

25 1 P　　 l

土師 質土器

皿

11．0
（ 2．4）

不安 定 な底部 か ら、 外反 する 口

緑部 へ続 く。
ロ緑 部 は ヨコナデ調整 。休 部 は
内外 面 と もナ デ調整 。

25 2 ケ ク

14 ．3
（ 2．2）

やや 直立 気味 に立 ち上が り、 ロ
緑部 は外 反す る。 ノシ

253 ク

土師質 土器

杯

12．0

4．2

5．1

安定 な底部 より‘‘、外 方 にや や外 内外 面 とも に、早タロナ デ調整。 体 部外 面 に黒 ．
反気 味 に開 き、やや 尖 った口緑

部 に達す る。

底部 は 回転 糸切 ’り底こ 斑が ある。

254 P　　　 2 ケ
（1．7）

6．4

安定 な底部 よ り、外 方 に直 線的

に開 く休部 へ続 く。

内外 面 とも にロ タd ナデ調 整。

255 P　　　 3

土師質 土器

皿

11．4

2．0

6 ．6

不安 定 な底 部 で、 口緑 部 は外反

す る。

口緑 部 はヨ コナデ調整 。休部 は

内外 面 ともナ デ調整。

256 ・ケ 〃

11．6

2．2

7．7

やや 上 げ底 の安 定 な底 部 で、外
方 に直線 的に肥 厚 して開‘き、 丸

い端 部へ続 く。

内外 面 と もにナデ調整 。

第37表　遺構出土石器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長
計測値　 最大幅

（cm、g） 最大厚
重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

257 S D　 6 砥　 石

7．7

！ 8；：： 粘　 板 岩
l

表裏両面 と左右の両側面の 4 面に顕著
な研磨痕が残る。左側面から裏面にか
け、細長い溝状の研磨痕が残 る。

I
＋

1

25 8 1

一一」

S E　 l

I
I
l　 石　 臼
l

日 ：：：

3600．0

l
l　 砂　 岩

下目であり、表裏両面にす り目が残る。

25 9 】

〃

l
l ヶ 25．8

12．0
5．4

2200．0

ク

上目であり、裏面にすり目が残る。中
央部のやや外側に柄を装着するほぞ穴
がある。

26 0 ケ ク

13．8
7．8
6．2

1113．0

ク

上目であり、裏面にすり目が残る。

ク 石　 仏

30　8

ケ

題円形の自然礫を敲打 し、整形 した後 全面に明瞭な

261 14．1
8．3

5000．0

に、人物像を陽刻している。 高長打痕が残る。
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第38表　遺構出土金属器観察表

挿図番号 遺構番号

I

I　 器　 種
i

l　　 最大長
i計測値 最大幅

（伽、g） 最大厚
重　 量

l
l
I
l 材　 質

l

特　　　　　　　　　　 徴 備　　 考．

262 §K 亘 煙　 管

18．2
0．8
0．6
10・O　 l

銅

完形の煙管で、雁首から吸口まで、一
枚の胴板を折り曲げてつくっている。

第39表　遺構出土木器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（仇）　 最大厚

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

263 S D　 6 椀

l

口径 （20．4）

！藍窪 （二三） 不　　 明

残存状況が悪く、かなりの小破片に分
解してしまった。両面に黒漆を塗布し
た痕跡が残る。

l

挽物擬高台の
椀である。

264
Is。7
l

lI ヶ
l

胤 Il　　クl

憧 嘉蓋警蓋芸蕾蓋芸薫 誓壷屋

I完形である。I

挽物高台付の椀である。

265

l

l　 ク
！

l
l
l　 ク
l
l

l 口径 一一

器高 （2．4）
胴径　 一一

l 底径　 7・6

「

l　　 ク
l

庸 票 漂 誓 、中央部に小さ絹 子Lが

一ケ

266 ク

i

ノケ

I 呂賃 。二元）

胴径　 一一
底径　 7．8

ク

漆椀の底部である。 挽物碗高台の
椀である。

267 ク 桶

i l：：；
「

十一二

桶の底板であり、約％程度が欠損する。

268 ク 下　 駄

20 7

ク

連歯下駄である。表面には1個の穿孔

i

： 冒‥3

l

】 ご雲ヱ姦夏雲詣 票 誓 孔と貫通

I
l

269

l 〃
l
l
l　 柄　 l

！ 12‥3

1．8 ・ケ

l 柄と考えられる。 l

27」 ク 箆

18．4
1．8
0．5

竹

竹箆である。

271 ク 木　 杭

6．5
4．0
2．8

不　　 明

木杭と考えられる。

272 ク ク

9．4
3．2
3．0 ク

木杭であり、明瞭な加工痕が残る。

273 ク 加工木

18．3
3．4
1．1 ク

不明の木器であるが、先端部には明瞭
な加工痕が残る。表裏両面に焼け痕が
残る。　　　　　　　　　　　　　 i

274 ク ケ

17．7
1．6
1．2 ク

用途は不明である。
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挿図番号

l
I
I 遺構番号
l
l

l

器　 種

l

l　　 最大長

計測値　 最大幅

（m ）　 最大厚

l

I 材　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

275

l

S D　 7 加工木
l

32．8
2．0

0．9
不　　 明

用途は不明である。

rl

2 76 ク ケ

23．8
5．2
0．－4 ク

一ケ

277 ケ 〃

23．4
4．4
0．5 ク

ノシ

278 I

I

l

〃 l

l

〃

27．3

l 司書

l

〃

〃

I
l

279 1

l
l

ク 〃

； 32：3

0．4

「 I ‾
〃

2 8 0 〃 〃

1 4 ．8

5 ．2

0 ．5 ケ

ク

2 8 1 ケ ク

2 1 ．7

5 ．5

0 ．4 ク

・ケ

2 8 2 ク 〃

2 1 ．‾3

4 ．0

0 ．5
ケ

上 端 の 1 箇 所 と 中 央 部 の 3 箇 所 に 小 さ

な 木 釘 穴 4 個 が あ る。

2 8 3 l

I
ノケ イ′

】

2 3 ．0

4 ．2

0 ・6　 】

l

l ク

l

上 端 に小 さ な 木 釘 穴 1 個 が 残 る。

l

l

2 8 4 ク ケ

1：：日

ク　 I

上 下 両 端 部 の 2 箇 所 と 中 央 部 の 5 箇 所 1

に小 さ な 木 釘 穴 7 個 が あ る 。　　　　 l
l

2 8 5 ク ・ケ

2 0 ．0

3 ．8

0 ．4 ク

上 下 両 端 部 の 2 箇 所 と 中 央 部 の 3 箇 所 に

に 小 さ な 木 釘 穴 5 個 が あ る 。

2 8 6 ク ク

2 4 ．0

4 ．1

0 ．7 〃

上 端 部 の 1 箇 所 と中 央 部 の 3 箇 所 に 小

さ な 木 釘 穴 4 個 が あ る 。

2 8 7

l
ク ク

2 6 ．．5

3 ．9

0 ．8
ク

上 下 両 端 部 の 2 箇 所 と 中 央 部 の 3 箇 所

に 小 さ な 木 釘 穴 5 個 が 残 る。

】

2 8 8 1 〃 ク

1 5 ．6

ク

用 途 は 不 明 で あ る 。

3．4

0 ．2 ・
I

2 8 9 ク ク

1 6 ．6

2 ．6

0 ．3
ノケ

′シ
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J

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値　 最 大 幅

（c m ）　 最 大 厚
材　　　 質 特　　　　　　　　　　 徴 備　 考

2 9 0 ・S D　 7 加 工 木

1 4 ．0

2 ．7

0 ．4
不　　 明

用 途 は 不 明 で あ る 。 －

2 9 1 ケ ク

1 2 ．7

2 ．9

0 ．2 〃

＿．′

ク

2 9 2 ク ノケ

1 8 ．9

3 ．3

0 ．5 ク

一ケ

2 9 3 〃 ク

2 1 ．9

3 ．0

0 ．2 ノケ

ク

2 9 4 〃 ク

2 7 ．6

3 ．8

0 ．3 〃

中 央 部 の 3 箇 所 に小 さ な 木 釘 穴 3 個 が

あ る。

2 9 5 ケ ク

1 1 ．3

4 ．4

0 ．3 〃

用 途 は 不 明 で あ る。

2 9 6 〃 ク

1 1 ．5

3 ．3

0 ．4 ク

ク

2 9 7 ク 〃

1 1 ．1

1 ．8

0 ．4 ク

上 下 両 端 部 の 2 箇 所 に 小 さ な 木 釘 穴 2

個 が あ る。

2 9 8 ク ク

1 5 ．9

2 ．8

0 ．3 〃

用 途 は 不 明 で あ る。

2 9 9 ク ク

1 5 ．0

1 ．6

0 ．3 ク

〃

3 0 0 ク 〃

1 6 ．4

1 ．9

0 ．3 ク

〃

3 0 1 ク ク

2 3 ．7

1 ．4

0 ．1 〃

ク

3 0 2 ク ク

2 7 ．2

1 ．8

0 ．1 ク

ク

3 0 3 ク ク

2 2 ．4

1 ．7

0 ．3 ク

〃

3 0 4 ．ケ ク

2 6 ．8

3 ．3

0 ．3 ク

ク
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挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（cm）　 最大厚

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

305 S D　 7 加工木

19．0
3．0
0．3

不　　 明

用途は不明である。
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12．Loc．39C



Loc．39C

1．位置と調査経過

Loc．39Cは、田村遺跡群の北部に位置し、字名を寺ノ前と称す。調査区は、Loc．39Cの南半

分であり、当時標高7．10m前後を測る水田であった。ここからは中近世の遺構群以外にも弥生

時代の水田址や古代の掘立柱建物址群が検出されている。中近世の遺構群の検出面は、古代の

掘立柱建物址群と同一であった。

調査は、まず、昭和57年度にLoc．39C全域にわたって試掘調査を行った。その結果、ほぼ全

域から遺構が検出され、昭和58年度に全面発掘することになった。

調査期間は、昭和58年1月20日から3月11日までの51日間であり、最終的な調査対象面積は

7，148nfであった。

2．調査概要

Loc．39Cでは、調査によって、2つの溝に囲まれた屋敷跡を確認した。これらは、東側と中

央部に存在し、隣接しており、それぞれ石組の井戸1基を保有している。屋敷跡の規模は、東

側の屋敷跡が東西約25m、南北約68m、中央部の屋敷跡が東西約24m、南北約65mである。こ

れら屋敷跡からは、多数の柱穴とみられるピット群、土拡、溝が確認されている。まず、東側

の屋敷跡では、南東端に井戸があり、主に南半分に柱穴や土肱が集中していた。掘立柱建物址

は、7棟確認することができた。中央部の屋敷跡では、南中央部に井戸があり、南西部に柱穴

がやや集中している。掘立柱建物址は、6棟確認することができた。この屋敷跡の西側でも、

中央部を中心に多数の柱穴が検出され、7棟の掘立柱建物址を確認することができた。これら

は、主に15世紀から17世紀初頭にかけての遺構であると考えられる。これ以外にも、江戸時代

の土拡墓群が中央部北端から検出されている。また、同時代の土拡もいくつか確認されている。

出土遺物は、総数約1，000点であり、復元できたものは約300点であった。この内、近世の土

や土拡墓から出土した伊万里や唐津など陶磁器類が比較的多かった。

3．層序と出土遺物

Loc．39Cにおいて認められた基本層序は以下の通りである。

第工層　耕作土

第Ⅱ層　褐色粘質土層（床土）

第Ⅲ層　黄褐色砂性粘質土層

遺構が検出されたのは第Ⅲ層上面であった。

遺物は、第I層から出土したのみで、古代から中酎こかけてのものであった。
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第182図　調査区設定図
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4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、調査区東北部、東側の屋敷跡の北部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

建物は、1×1間の南北棟で、棟方向はN－220－Eである。梁間（東西）1．00m、桁行（南

北）1・40mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径28－43cmを測り、柱径は、直径約15。m

である。これら柱穴の深さは検出面より13－24cmで、基底面の標高は6．809－6．906mを測る。

埋土は灰暗褐色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかったが、南に隣接し

てS・Alが存在する。出土遺物は、皆無で、時期決定の決め手とはならなかった。建物は単独

で存在し、他の建物との重複関係は認められなかった。

S B2

SB2は、調査区東部、東側の屋敷跡の中央部西寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検

出した。

建物は、1×3間の東西棟で、棟方向はN－750－Wである。梁間（南北）1．70m、桁行（東

西）3．10mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径20～30cmを測り、柱径は、直径約15。m

である。これら柱穴の深さは検出面より6－37cmで、基底面の標高は6．717－6．980mを測る。

柱間距離は、梁がPl～2間1．70m、P5－6間1．55mで、桁がP2－3間1．20m、P3－4

間、P4－5間0．95m、P6－7間、P8－1間1．10m、P7－8間0．90mである。埋土は灰

暗褐色粘質土である。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は少なく、図示

できたのはP3から出土した25の青磁稜花皿と293の寛永銭の2点のみであった。建物は単独

で存在し、他の建物との重複関係、建替えは認められない。

S B3

SB3は、調査区東部、東側の屋敷跡の中央部東寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検

出した。

建物は、1×3間の南北棟で、棟方向はN－180－Eである。梁間（東西）1．35m、桁行（南

北）2．60mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径28－32cmを測り、柱径は、直径約13。m

である。これら柱穴の深さは検出面より12－24cmで、基底面の標高は6．802－6．971mを測る。

柱間距離は、梁が1．35mであるが、桁はまちまちで0．75－1．00mである。埋土は灰暗褐色粘質

土である。付属施設とみられるものは確認できなかった。遺物はほとんど出土せず、図示でき

るものはない。なお、建物は、SK44に切られており、梁の柱穴1個を確認することができな
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かった。

S B4

SB4は、調査区東端、東側の屋敷跡の中央部東端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出

した。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－67030′－Wである。梁間（南北）1．80m、桁行

（東西）2・20mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径25－30cmを測り、柱径は、直径約

12cmである。これら柱穴の深さは検出面より5－50cmで、基底面の標高は6．638－6．973mを測

る。柱間距離は、梁が1・80mで、桁が2・10mと2・20mである。埋土は灰暗褐色粘質土である。

付属施設とみられるものは確認できなかった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはな

い。建物は、SK72を切って建てられていた。

SB5

SB5は、調査区南東部、東側の屋敷跡の南西端部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出

した。

建物は、1×3間の南北棟で、棟方向はN－18。－Eである。梁間（東西）2．80m、桁行（南

北）4・40mを測る。柱穴の平面形は、ほぼすべて円形で直径30－48cmを測り、柱径は、直径約

15cmである。これら柱穴の深さは検出面より28－63cmで、基底面の標高は6．434－6．753mを測

る。柱間距離は、梁が2・80mであるが、桁はまちまちで1．20－1．80mである。埋土は灰暗褐色

粘質土である。付属施設とみられるものは確認できなかった。遺物はほとんど出土せず、図示

できたのはPlから出土した26の須恵器杯蓋1点のみである。ただし、これは、建物が古代の

建物を切って造られていることからして、混入したものであるとみられる。なお、建物は、S

D17に切られていて、梁の柱穴1個を確認することができなかった。

S B6

SB6は、調査区南東部、東側の屋敷跡の南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

建物は、2×5間の南北棟で総柱となり、棟方向はN－220－Eである。梁間（東西）2．40m、

桁行（南北）4・60mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径29－38cmを測り、柱径は、直

径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面より23－65cmで、基底面の標高は6．413－6．869m

を測る。柱間距離は、梁が1・20m等間隔で、桁が東西同じで、P1－2間、P2－3間0．85m、

P3－4間、P4－5間1・00m、P5－6間0．90mである。埋土は灰暗褐色粘質土である。付

属施設とみられるものは確認できなかったが、確認された建物址の中で唯一の総柱の建物であ

り、倉庫と考えられる。出土遺物は少なく、図示できたのはP7から出土した27の須恵器杯蓋

とP8から出土した252の石包丁の破片であった○これらは混入品とみられ、建物の時期を明
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確にすることはできない。建物は単独で存在し、重複関係や建替えは認められず、また、桁の

柱穴1個は確認できなかった。

S B7

S B7は、調査区南東部、東側の屋敷跡の南東端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出し

た。

建物は、2×3間の東西棟で、棟方向はN－670－Wである。梁間（南北）3．60m、桁行（東

西）5．80mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径32－46。mを測り、柱径は、直径約15cm

である。これら柱穴の深さは検出面より30－48cmで、基底面の標高は6．585－6．830mを測る。

柱間距離は、梁が1．75mと1．85mで、桁が南北同じで、P2－3間2．20m、P3－4間、P4

－1間1．80mである。埋土は灰暗褐色粘質土である。付属施設とみられるものは確認できなか

った。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、建物は、SK49・61・62・63

に切られており、SK62に切られた桁の柱穴1個は確認できなかった。

S B8

SB8は、調査区北部、中央部の屋敷跡の北端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

建物は、1×2間の東西棟で、棟方向はN－710－Wである。梁間（南北）3．70m、桁行（東

西）5．50mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径39－52。mを測り、他の建物址の柱穴に

比べ大きくなっている。柱径は、直径約20cmである。これら柱穴の深さは検出面より13－34cm

で、基底面の標高は6．682－6．815mを測る。柱間距離は、梁が3．70m、桁が2．70mと2．80mで

ある。埋土は灰暗褐色粘質土である。付属施設とみられるのは確認できなかった。出土遺物は

皆無に等しく、図示できるものはない。なお、建物は、SK159に北西部に切られ、梁の柱穴

1個を確認することができなかった。

S B9

SB9は、調査区北部、中央部の屋敷跡の北西端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出し

た。

建物は、1×2間の東西棟で、棟方向はN－720－Wである。梁間（南北）3．60m、桁行（東

西）6．90mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径31－52cmを測り、柱径は、直径約18cm

である。これら柱穴の深さは検出面より21－46cmで、基底面の標高は6．672－6．857mを測る。

柱間距離は、梁が3．60mで、桁が3．20mと3．70mである。埋土は灰暗褐色粘質土である。付属

施設とみられるものは確認できなかった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。

なお、建物は、西側でSD24に、中央部でSD26に切られていた。
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S BlO

SBlOは、調査区中央部西寄り、中央部の屋敷跡の南西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形

で検出した。

建物は、1×2間の南北棟で、棟方向はN－130－Eである。梁間（東西）2．30m、桁行（南

北）3．90mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径23－28cmを測り、柱径の直径は、約12。m

である。これら柱穴の深さは検出面より12－35cmで、基底面の標高は6．733－6．992mを測る。

柱間距離は、梁が2．10mと2．30mで、桁が1．25－1．60mである。埋土は灰暗褐色粘質土である。

付属施設とみられるものは確認できなかった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはな

い。建物は単独で存在し、重複関係や建替えは認められなかった。

S Bll

SBllは、調査区南部、中央部の屋敷跡の南西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出し

た。

建物は、1×2間の南北棟で、棟方向はN－240－Eである。梁間（東西）3．90m、桁行（南

北）4．50mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径29－39cmを測り、柱径は、直径約17cm

である。これら柱穴の深さは検出面より19－43cmで、基底面の標高は6．666－6．933mを測る。

柱間距離は、梁が3．50mと3．90m、桁が1．80－2．70mであり、やや歪んだ建物となっている。

埋土は灰暗褐色粘質土である。付属施設とみられるものは確認できなかった。遺物はほとんど

出土せず、図示できたものはない。建物はSD31を切って建てられていた。

S B12

SB12は、調査区南部、中央部の屋敷跡の南東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出し

た。

建物は、1×2間の南北棟で、棟方向はN－230－Eである。梁間（東西）2．60m、桁行（南

北）4．20mを測る。建物はやや歪んだ形になっている。柱穴の平面形は、すべて円形で直径27

～43cmを測り、柱径は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面より7－19cmで、基底

面の標高は6．878－7．001mを測る。柱間距離は、梁が2．60m、桁が2．00mと2．20mである。埋

土は灰暗褐色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。遺物はほとんど

出土せず、図示できたものはない。なお、建物は、SD32の西端を切って建てられていた。

S B13

S B13は、調査区南端部、中央部の屋敷跡の東南端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出

した。

建物は、1×2間の細長い東西棟で、棟方向はN－190－Wである。梁間（南北）1．20m、
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桁行（東西）3．40mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径28－43cmを測り、柱径は、直

径約13cmである。これら柱穴の深さは検出面より8－23cmで、基底面の標高は6．897－7．053m

である。柱間距離は、梁が1．20m、桁が1．70m等間隔である。埋土は灰暗褐色粘質土であった。

付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できたものはな

い。なお、建物は、南側をSK153に切られていて、・桁の柱穴1個を確認することができなかっ

た。

S B14

S B14は、調査区北西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

建物は、1×1間の東西棟で、ほぼ正方形をなしている。棟方向はN－730－Wである。梁

間（南北）3．70m、桁行（東西）3．80mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径29－37cm

を測り、柱径は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面より5－40cmで、基底面の標

高は6．717－7．047mを測る。柱間距離は、梁が3．70m、桁が3．80mである。埋土は灰暗褐色粘

質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示

できるものはない。なお、建物は、S B15と南側で重なっている。

S B15

SB15は、調査区北西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

建物は、1×1間の南北棟で、棟方向はN－200－Eである。梁間（東西）1．30m、桁行（南

北）1．60mを測る。柱穴の平面形は、すべてほぼ円形で直径21－34。mを測り、柱径は、直径約

12cmである。これら柱穴の深さは検出面より8－35cmで、基底面の標高は6．792－7．014mを測

る。柱間距離は、梁が1．20mと1．30m、桁が1．60mである。埋土は灰暗褐色粘質土であった。

付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはな

い。なお、建物は、北側がS B14と重なっている。

S B16

SB16は、調査区北西部、SB14・15の南側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

建物は、1×1間の東西棟で、棟方向はN－760－Wである。梁間（南北）3．20m、桁行（東

西）4．20mを測る。柱穴の平面形は、Plが一辺25cmとやや方形を呈する以外はすべて円形で

直径24－30cmを測り、柱径は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面より9－32。mで、

基底面の標高は6．772－7．037mを測る。柱間距離は、梁が3．20m、桁が4．20mと4．30mである。

埋土は灰暗褐色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆

無に等しく、図示できるものはない。なお、建物は単独で存在し、重複関係や建替えは認めら

れなかった。
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S B17

SB17は、調査区西部、SB18の北側に位置し、第IF層を掘り込んだ形で検出した。

建物は、1×1間の東西棟で、ほぼ正方形をなしている。棟方向はN－780－Wである。梁

間（南北）2．60m、桁行（東西）2．60mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径15－37。m

を測り、柱径は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出面より8－45cmで、基底面の標

高は6・622－7．065mを測る。柱間距離は、梁が2．40mと2．60m、桁が2．50mと2．60mであり、

やや歪んだ建物となっている。埋土は灰暗褐色粘質土であった。付属施設とみられるものは確

認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、建物は、SK195

を切って建てられていた。また、古代の建物SB5と同じ位置に建てられている。

S B18

SB18は、調査区西部、SB17の南側、SB19の西側に位置し、第m層を掘り込んだ形で検

出した。

建物は、3×3間の東西棟であるが、東側の梁は2間となっている。棟方向はN－75。－W

である。梁間（南北）2．90m、桁行（東西）5．30mを測る。柱穴の平面形は、P2とP8が一

辺28－38cmを測る方形である以外はすべて円形で直径25－35cmを測り、柱径は、直径約15cmで

ある。これら柱穴の深さは検出面より9－47cmで、基底面の標高は6．617－7．046mを測る。柱

間距離は、東側の梁が1．45m等間隔で西側の梁がP6－7間、P8－9間1．00m、P7－8間

0・90mであり、桁がP3－4間、P11－1間1．10m、P4－5間1．90m、P5－6間2．30m、

P9－10間2・20m、PlO～11間2．00mである。東側の梁が2間、西側の梁が3間となり、かつ、

東側の桁の柱間距離が短くなっているのは、特別な構造の建物であった可能性がある。埋土は

灰暗褐色粘質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。遺物は他と同様ほと

んど出土せず、図示できたのはP2から出土した28の青磁皿1点のみであった。なお、建物は

単独で存在し、重複関係や建替えは認められなかった。

S B19

SB19は、調査区西部、SB18の東側に位置し、第IF層を掘り込んだ形で検出した。

建物は、1×2間の南北棟で、棟方向はN－16030′－Eである。梁間（東西）2．20m、桁行

（南北）3．30mを測る。柱穴の平面形は、すべて円形で直径24－33。mを測り、柱径は、直径約

12cmである。これら柱穴の深さは検出面より6－43cmで、基底面の標高は6．699－7．096mを測

る。柱間距離は、梁が2．10mと2．20m、桁が1．55－1．70mである。埋土は灰暗褐色粘質土であ

った。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるも

のはない。なお、建物は単独で存在し、重複関係や建替えは認められなかった。
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S B20

SB20は、調査区の南西部、SB18・19と南側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

建物は、3×3間の東西棟であるが、SB18と同じく東側の梁が2間となっている。棟方向

はN－770－Wである。梁間（南北）3．20m、桁行（東西）5．10mを測る。柱穴の平面形は、

ほぼすべて円形で直径20－33cmを測り、柱径は、直径約15cmである。これら柱穴の深さは検出

面より5－31cmで、基底面の標高は6．777－7．027mを測る。柱間距離は、東側の梁が1．40mと

1・80m、西側の梁が0．95－1．15mで、桁がすべてまちまちで1．15－2．30mである。梁の間数が

異なるのは、他の建物とは違った何らかの構造であったのではなかろうか。埋土は灰暗褐色粘

質土であった。付属施設とみられるものは確認できなかった。出土遺物は少なく、かつ、小破

片ばかりで図示できるものはない。なお、建物は単独で存在し、重複関係や建替えは認められ

なかった。

土拡

S KI

SKlは、調査区北東部、東側の屋敷跡の北端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径1．12m、短径0．60m、深さ0．61mを測る。長軸方向はN－

160－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。底面は北部で

もっとも深く、南に2つの平場を有する。埋土は灰暗褐色粘質土単一層であった。出土遺物は

皆無である。

S K2

SK2は、SKlの東隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、楕円形を里し、長径0．78m、短径0．65m、深さ0．19mを測る。長軸方向はN－

850－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰暗褐

色粘質土単一層であった。出土遺物は少なかったが、29－31、254の4点が図示できた。29は

19世紀初頭の瀬戸・美濃系火鉢の把手であり、30、31の2点もその頃のものとみられ、この土

肱は江戸時代後半のものと考えられる。また、254の硯も、ほぼその時期のものと考えてよか

ろう。

S K3～5

SK3－5は、調査区北東部、東側の屋敷跡の北部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出

した。

平面形は、SK3・5が方形、SK4が不整楕円形を呈する。埋土は、SK3が灰色粘質土
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単一層である以外は灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は、皆無で、時期の決め手とはならな

かった。SK3は、SD7に切られているが、SK5は、SD7を切って掘り込まれていた。

S K6

SK6は、調査区北東部、東側の屋敷跡の北部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整形を呈し、長径1．74m、短径1．21m、深さ0．33mを測る。長軸方向はN－

190－Eである。壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰暗褐色粘質土であった。付属

遺構として2個のピットが東西両端に掘り込まれていた。出土遺物は多く、11点（32－42）が

図示できた。この内、32の須恵器以外は、すべて18世紀後半の陶磁器類であり、SK6は江戸

時代後半の土肱といえよう。′なお、遺構はSK5を切って掘り込まれていた。

S K7

SK7は、調査区北東部、SK5・6の東隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整形で、長径2．01m、短径1．32m、深さ0．32mを測る。長軸方向はN－50。－

Eである。壁は底面よりやや角度をもって上がっている。埋土は灰暗褐色粘質土単一層であっ

た。付属遺構として、南部の底面にピットを1個確認した。出土遺物は少なく、43の瀬戸・美

濃系茶碗1点のみが図示できた。これは幕末頃のものとみられる。

S K8～14

SK8－11は、調査区東部、SK12－14は、調査区北東端部に位置し、いずれも第Ⅲ層を掘

り込んだ形で検出した。

平面形は、SK8が三角形、SK9・13が不整楕円形、SKlO・12・14が不整形、SKllが

円形を呈する。埋土はすべて灰暗褐色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できる

ものはない。SK12・13がSD21を切って掘り込まれている以外は、すべて単独で検出された。

S K15

SK15は、調査区北東端部、SK14の東隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、方形を里し、長径1．80m、短径1．17m、深さ0．29mを測る。長軸方向はN－65。

－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面よりやや傾斜をもって上がっている。埋土は灰

暗褐色粘質土単一層であった。出土遺物は比較的多く、8点（44－51）が図示できた。これら

はすべて19世紀頃と考えられる陶磁器類である。

S K16～26

SK16－18は、調査区北東部、SK19－26は、調査区東部に位置し、いずれも第Ⅲ層を掘り
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込んだ形で検出した。

平面形は、SK16・17・26が不整形、SK18・19・23が不整楕円形、SK20・21が方形、S

K22が楕円形、SK24が隅丸方形、SK25が舟形を呈する。埋土は、SK19が黄褐灰色粘質土、

SK25が灰黄褐色粘質土である以外はすべて灰暗褐色粘質土単一層であった。遺物はほとんど

出土せず、図示できるものはない。なお、SK21がSK20、SK24がSK25をそれぞれ切って

掘り込まれていた。これ以外は単独で検出された。

S K27

SK27は、調査区東部、東側の屋敷跡のほぼ中央部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出

した。

平面形は、楕円形を呈していたとみられ、長径0．78m、短径0．60m、深さ7。mを測る。長軸

方向はN－550－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋

土は灰暗褐色粘質土単一層であった。出土遺物は少なかったが、52の土製品1点が図示できた。

なお、遺構はSK28に切られていた。

S K28

SK28は、調査区東部、東側の屋敷跡のほぼ中央部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出

した。

平面形は、不整形を里し、長径2．14m、短径1．24m、深さ0．20mを測る。長軸方向はN－

210－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より緩やかに上がっている。底面は、ほぼ

楕円形を呈し、北西部に不整形を呈する平場2つを有する。埋土は灰暗褐色粘質土単一層であ

った。出土遺物は少なく、53－55の3点が図示できた。この内、55の瀬戸・美濃系茶碗のみが、

18世紀前半のものであり、他の2点と時代を異にするが、一般的には53、54は混入したものと

考えなければならないであろう。なお、遺構は、SK27を切って掘り込まれていた。

S K29

SK29は、調査区東部、東側の屋敷跡のほぼ中央部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出

した。

平面形は、方形で、長径1．18m、短径1．07m、深さ7cmを測る。長軸方向はN－86。一Wで

ある。断面形はU字形を呈し、壁は底面より緩やかに上がっている。埋土は灰暗褐色粘質土で

あった。出土遺物は皆無である。なお、遺構は、2個のピットに掘り込まれていた。

S K30

SK30は、調査区東部、SK29の東隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。
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平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．24m、短径0．91m、深さ8。mを測る。長軸方向はN－

320－Wである。断面形は逆台形状をなし、壁は底面より傾斜をもって上がっている。埋土は

灰色粘質土単一層であった。出土遺物は少なく、図示できたのは56の伊万里系皿1点のみであ

った。これもSK28などと同じ近世の土拡と考えられる。

S K31

SK31は、調査区東端部、SK30の東隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径2．87m、短径2．00m、深さ0．95mを測る。長軸方向はN－

670－Wである。断面形は逆台形を呈し、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰色粘

質土単一層であった。出土遺物は比較的多く、7点（57－63）が図示できた。これらは、すべ

て17世紀後半から18世紀前半にかけての陶磁器である。なお、遺構は、SK70、SD9を切っ

て掘り込まれていた。

S K32～35

SK32－35は、調査区南東部、東側の屋敷跡の中央部やや南寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込

んだ形で検出した。

平面形は、SK32・35が楕円形、SK33が不整楕円形、SK34が方形を呈する。埋土は、S

K32・34が灰色粘質土で、他が灰暗褐色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示でき

るものはない。なお、SK35は、SK36に切られ、他の土拡は、ピットに掘り込まれていた。

S K36

SK36は、調査区南東部、東側の屋敷跡の中央部南寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で

検出した。

平面形は、隅丸方形状をなし、長径1．55m、短径0．80m、深さ0．19mを測る。長軸方向はN

－630－Wである。断面形は逆台形状をなし、壁は底面よりやや傾斜をもって上がっている。

底面はほぼ平坦であり、西部に集石を確認した。埋土は黄灰色砂質土単一層であった。遺物は

ほとんど出土せず、図示できたのは64の備前捨鉢1点のみであった。これも18世紀頃のものと

みられる。遺構はSK35を切って掘り込まれていた。

S K37～43

SK37－43は、調査区南東部、東側の屋敷跡の中央部南寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ

形で検出した。

平面形は、SK37が不整楕円形、SK38・42が不整形、SK39・40が円形、SK41・43が方

形を呈する。埋土は、SK41が灰色粘質土である以外は灰暗褐色粘質土単一層であった。出土
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遺物は少なく、かつ、小破片であり、図示できるものはない。なお、SK36はSK35、SK39

はSK37をそれぞれ切って掘り込まれ、SK43はSK44に切られていた。他の土肱はピットに

掘り込まれていた。

S K44

SK44は、調査区南東部、東側の屋敷跡の中央部南寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で

検出した。

平面形は、方形を呈し、長径2．05m、短径1．13m、深さ0．38mを測る。長軸方向はN－11。

－Eである。断面形は逆台形状をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は、上層が

黄褐灰色粘質土、下層が暗褐灰色粘質土である。出土遺物は少なく、図示できたのは65の青磁

1点のみであった。なお、遺構はSK43を切って掘り込まれていた。

S K45

SK45は、調査区東端部、東側の屋敷跡の中央部南東寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形

で検出した。

平面形は、長楕円形を呈し、長径2．99m、短径1．26m、深さ0．18mを測る。長軸方向はN－

170－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で短く上がる。埋土は黄褐色粘

質土単一層であった。付属遺構として、7個のピットを確認した。遺物はほとんど出土せず、

図示できるものはなかった。

S K46～48

SK46－48は、調査区南東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK46が円形、SK47・48が舟形を呈する。埋土は、SK47が黄灰色粘質土であ

る以外は灰暗褐色粘質土単一層であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。

なお、SK48はSK47を切って掘り込まれていた。

SK49

SK49は、調査区南東部、東側の屋敷跡の南側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ楕円形を呈し、長径2．00m、短径1．68m、深さ0．33mを測る。長軸方向はN

－650－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、レ

ンズ状に堆積し、第工層が灰黄褐色粘質土、第I層が褐灰色粘質土、第Ⅲ層が暗褐灰色粘質土、

第Ⅳ層が灰色粘質土である。付属遺構として、ピットを西部の壁で1個確認した。遺物はほと

んど出土せず、図示できるものはない。なお、遺構はSK50に切られていた。
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S K50

SK50は、調査区南東部、SK47・48の東隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．77m、深さ0．19mを測る。この土拡からは集石が検出さ

れた。断面形は逆台形をな工、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰色粘質土単一層

であった。出土遺物は皆無である。なお、遺構はSK49を切って掘り込まれていた。

S K51

SK51は、調査区南東部、東側の屋敷跡の南西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出し

た。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径1．33m、短径1．05m、深さ0．47mを測る。長軸方向はN－

780－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰暗褐

色粘質土である。出土遺物は少なく、図示できたのは66の須恵器杯蓋1点のみであった。なお、

遺構はピットに掘り込まれていた。

S K52

SK52は、調査区南東部、東側の屋敷跡の南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、方形を呈し、長径1．00m、短径0．65m、深さ0．12mを測る。長軸方向はN－300

－Eである。断面形はU字形を呈し、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は、上層よ

り黄灰色粘質土、黄色粘質土、灰褐色粘質土、褐灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せ

ず、図示できるものはない。なお、遺構は古代の柱穴を切って掘り込まれていた。

S K53～55

SK53－55は、調査区南東部、東側の屋敷跡の南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出

した。

平面形は、SK53が楕円形、SK54・55が方形を呈する。埋土は、SK55が灰色粘質土であ

る以外は灰暗褐色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、

SK53はSK54に切られていて、SK55は単独で検出された。

S K56

SK56は、調査区南東部、東側の屋敷跡の南端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径0．75m、短径0．48m、深さ0．22mを測る。長軸方向はN

－270－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、第

I層が灰黄色粘質土、第I層が褐暗灰色粘質土である。遺物はほとんど出土せず、図示できた

のは67の備前捨鉢1点のみであった。なお、遺構は4個のピットに掘り込まれていた。
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S K57～59

SK57－59は、調査区南東部、東側の屋敷跡の南東端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検

出した。

平面形は、SK57が方形、SK58が不整楕円形、SK59が不整形を呈する。埋土は、SK58

が灰色粘質土である以外は灰暗褐色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるも

のはない。なお、SK59は、SD20を切り、SK60に切られていた。他は単独で検出された。

S K60

SK60は、調査区南東端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、舟形を呈し、長径2．55m、短径0．73m、深さ0．28mを測る。長軸方向はN－170

－Eであった。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は、第I層

が灰褐色粘質土、第Ⅱ層が暗灰褐色粘質土、第Ⅲ層が灰黄色粘質土であった。遺物はほとんど

出土せず、図示できたのは68の土錘1点のみである。なお、遺構はSK59を切って掘り込まれ

ていた。また、遺構内には5個のピットが掘り込まれていた。

S K61～64

SK61－64は、調査区南東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK61・62が舟形、SK63・64が不整楕円形を呈する。埋土は、SK61・62が灰

暗褐色粘質土、SK63・64が灰色粘質土であった。出土遺物は、少なく、かつ、小破片であり、

図示できるものはない。なお、SK61がSK59に切られている以外、すべて単独で検出された。

S K65

SK65は、調査区南東部、東側の屋敷跡の南東端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出し

た。

平面形は、ほぼ円形を里し、直径0．88m、深さ0．53mを測る。遺構は2段掘りの形になって

おり、埋土は、上層が灰褐色粘質土、下層が灰暗褐色砂性粘質土であった。壁は底面より急角

度で上がっている。出土遺物は少なく、図示できるものはなかった。

S K66

SK66は、調査区南東部、SK65の南側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径1．38m、短径0．89m、深さ0．11mを測る。長軸方向はN－

760－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は灰褐

色粘質土単一層であった。付属遺構として2個のピットを検出した。出土遺物は少なく、図示

できたのは69、70の2点である。なお、遺構は東側でピットを切って掘り込まれていた。

ー415－



S K67・68

SK67は、調査区南東端部、SK68は、調査区北東端部に位置し、それぞれ第Ⅲ層を掘り込

んだ形で検出した。

平面形は、SK67が不整楕円形、SK68が長楕円形を呈する。埋土はいずれも灰色粘質土で

あった。出土遺物は少なく、図示できるものはない。SK67・68ともSDlを切って掘り込ま

れていた。

S K69

SK69は、調査区東端部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径1．98m、短径1．71m、深さ0．16mを測る。長軸方向はN－

240－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。底面中央部

で東西に5個並んだ石を検出した。埋土は、上層から灰黄色粘質土、灰褐色砂性粘質土、暗褐

灰色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは71、72の須恵器2点であった。遺構

が中世の溝SDlを切って掘り込まれていることから、この2点は混入したものとみられる。

なお、遺構は、中世の溝SDlと古代の溝SDlを切って掘り込まれていた。

S K70

SK70は、調査区東端部、gK31の東隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径1．77m、深さ0．70mを測る。遺構は二段掘りになっており、

壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰色粘質土単一層である。出土遺物は少なく、図

示できたのは73の須恵器と74の瀬戸・美濃系広東茶碗の2点のみであった。遺構の埋土、重複

関係からすると73は混入したものと考えられる。なお、遺構は古代の溝SDlを切って掘り込

まれていた。

S K71

SK71は、調査区東端部、SK70の東隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、楕円形を呈し、長径1．38m、短径1．20m、深さ0．69mを測る。長軸方向はN－

120－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰色粘

質土単一層であった。出土遺物は少なく、図示できたのは75の備前捨鉢1点のみである。なお、

遺構はSDlを切って掘り込まれていた。

S K72・73

SK72・73は、調査区東端、SK70・71の南側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK72が不整楕円形、SK73が長楕円形を呈する。埋土は、SK72が灰暗褐色粘
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質土で、SK73が灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。S

K72は、SD12とS K73に切られていた。

S K74

SK74は、調査区東南端、SK63・64の南側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ方形で、長径1．40m、短径1．37m、深さ0．34mを測る。長軸方向はN－21。

－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。西壁に沿って集石

が検出され、その中から石臼が出土した。埋土は灰色粘質土単一層であった。出土遺物は少な

かったが、先の石臼（259）を含め4点（76－78、259）が図示できた。これらは18世紀頃のも

のとみられる。なお、遺構はSDlを切って掘り込まれていた。

S K75

SK75は、調査区南東端、SDlとSD5の間に位置し、第Ⅲ層を掘り下げた形で検出した。

平面形は、隅丸方形を呈し、長径1．75m、短径1．43m、深さ0．53mを測る。長軸方向はN－

750－Wである。断面形は概ね逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。底面は北

西部に2段の平場を有する。埋土は灰色粘質土である、付属遺構として、北西壁にピット1個

を検出した。出土遺物は少なく、図示できたのは79の京焼系碗1個であった。18世紀頃のもの

とみられる。

SK76・77

SK76・77は、調査区南東部、SK75の西側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK76が不整楕円形、SK77が楕円形を呈する。SK76の北東壁では6個の石を
l

検出した。埋土はすべて灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはな

い○なお、SK76はSD5、SK77はSDlをそれぞれ切って掘り込まれていた。

S K78

SK78は、調査区南東部、SK76・77の東隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ方形を里し、長径3．10m、短径1．57m、深さ0．55mを測る。長軸方向はN－

680－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰色粘

質土単一層であった。遺物はほとんど出土せず、図示できたのは80の京焼系碗1点のみである。

なお、遺構はSDlの南壁を切って掘り込まれていた。

S K79

SK79は、調査区南東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。
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平面形は、円形を呈し、直径1．39m、深さ0．26mを測る。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は

底面より急角度で上がっている。底面は約8cm上に三日月状の平場を有する。埋土は灰暗褐色

粘質土単一層であった。付属遺構として小さなピットを、1個底面で検出した。出土遺物は少

なく、図示できたのは81の土師質土器1点である。なお、遺構は、西側で方形のピットを切っ

て掘り込まれていた。

S K80・81

SK80・81は、調査区南東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK80が方形、SK81が不整楕円形を呈する。埋土はいずれも灰色粘質土であっ

た。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。SK80はピットを切って掘り込まれ、

SK81はS Dlに切られていた。

S K82

SK82は、調査区南部やや東寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、円形に近い楕円形を呈し、長径1．16m、短径1．04m、深さ0．32mを測る。長軸方

向はN－860－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、

上層が黄褐色粘質土、下層が褐灰色粘質土である。出土遺物は皆無に等しく、図示できるもの

はない。なお、遺構はS P2を切って掘り込まれていた。

S K83

SK83は、調査区南東部、SK82の東側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整楕円形を里し、長径1．12m、短径1．01m、深さ0．23mを測る。長軸方向はN

－690－Wである。壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は、第I層が褐灰色粘質土、

第Ⅱ層が灰褐色粘質土、第Ⅲ層が灰色粘土である。付属遺構として、西部で杭穴とみられるピ

ットを1個検出した。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。遺構はSDlを切っ

て掘り込まれていた。

S K84～87

SK84－87は、調査区東部、SD2の東側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK84・86が円形、SK85が不整形、SK87が楕円形を呈する。埋土は、SK86

が灰黄褐色粘質土である以外はすべて灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示で

きるものはない。SK84・85はSD2、SK86・87はSD3をそれぞれ切って掘り込まれてい

た。
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S K88

SK88は、調査区東部、SK87の北隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、隅丸方形で、長径2．64m、短径2．08m、深さ0．64mを測る。長軸方向はN－270

－Eである。断面形はU字形を呈し、壁は底面より内湾気味に上がっている。全体的には措鉢

状をなす。埋土は、上層が灰褐色粘質土、下層が灰色粘土である。出土遺物は、少なく、かつ、

小破片で、図示できるものはない。なお、遺構はSD3を切って掘り込まれていた。

S K89

SK89は、調査区東部、SK88北隣りに位置し、第Ⅲ層より掘り込んだ形で検出した。

平面形は、長楕円形で、長径2．40m、短径1．09m、深さ0．44mを測る。長軸方向はN－680

－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より傾斜をもって上がっている。埋土は灰褐色

粘質土単一層であった。出土遺物は少なく、図示できたのは82の須恵器1点のみである。なお、

遺構はSD1－3を切って掘り込まれていた。

S K90

SK90は、調査区東部、SK89の北側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整形を呈し、長径3．11m、短径2．94m、深さ0．32mを測る。長軸方向はN－

170－Eである。断面形はU字形を呈し、壁は底面より内湾気味に上がっている。また、底面

では集石を検出した。埋土は、第I層が灰黄色粘質土、第Ⅱ層が暗褐色粘質土、第Ⅲ層が灰色

粘質土である。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、遺構はSDl・2を

切って掘り込まれていた。

S K91

SK91は、調査区中央部東寄り、SK89の西側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整方形を呈し、長径1．00m、短径0．85m、深さ0．36mを測る。長軸方向はN－

220－Eである。断面形は逆台形を呈し、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は、上層

が淡黄褐色粘質土、下層が暗黄褐色粘質土である。遺物はほとんど出土せず、図示できるもの

はない。

S K92

SK92は、調査区東部、SK90の東隣りに位置し、第Ⅲ層の掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．05m、短径0．65m、深さ0．53mを測る。長軸方向はN

－680－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は灰

暗褐色粘質土単一層であった。出土遺物は少なく、図示できたのは83の須恵器杯蓋1点のみで
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あった。遺構は中世の溝SD3を切って掘り込まれていることから、この83は、混入したもの

と考えられる。なお、遺構は、SD3を切って掘り込まれているが、SD2には切られていた。

S K93

SK93は、調査区北東部、SK912の北側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、方形を呈し、長径0．69m、短径0．60m、深さ0．20mを測る。長軸方向はN－20。

－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。出土遺物は少なく、

図示できたのは84の須恵器杯身1点のみであった。SK92同様中世の溝SD3を切っているこ

とから、この84は、混入したものと考えられる。なお、遺構はSD3を切って掘り込まれてい

た。

S K94～107

SK94・95は、調査区北東部、SK96－107は、調査区中央部北寄りに位置し、それぞれ第

Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK94・96・104・105が不整楕円形、SK95は舟形、SK97・98・101・102が方

形、SK99・100が円形、SKlO3・107が不整形、SK106が不整方形を呈する。埋土は、SK

102が礫混黄褐色粘質土（ブロック状に含む）、SK103が褐色粘質土、SK104が灰色粘質土、

SK105が灰黄色砂性粘質土、SK107が褐暗灰色粘質土である以外はすべて灰暗褐色粘質土単

一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。遺構は溝などと重複してお

り、特にSK102は、古代のSB8を切って掘り込まれていた。

S KlO8

SK108は、調査区中央部東寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出した。

平面形は、方形を呈し、長径1．80m、短径1．57m、深さ0．40mを測る。長軸方向はN－150

‾Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、上層が灰

褐黄色粘質土、下層が灰色粘質土であった○遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。

なお、遺構はSK107を切って掘り込まれていた。

SKlO9

SK109は、調査区中央部北寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径2．53m、短径1．67m、深さ0．17mを測る。長軸方向はN－

200－Eである○断面形はU字形をなし、壁は底面より緩やかに上がっている。底面は、北部

に一段高くなった平場と東部に舟形状に窪んだ部分を有する。埋土は、主に黄灰色粘質土で、

底面より一段落ちこんだ部分が灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるも
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のはない。なお、遺構はSKllOを切って掘り込まれていた。

S KllO

SKllOは、調査区中央部北寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整形を呈し、長径2．32m、短径1．83m、深さ0．31mを測る。長軸方向はN－

150－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。底面は、東部

に一段低くなった平場とさらに一段落ちた平場を有する。埋土は灰暗褐色粘質土単一層であっ

た。出土遺物は少なく、85の唐津系皿1点のみが図示できた。なお、遺構はSK109を切って

掘り込まれていた。

S Klll

SKlllは、調査区中央部北寄り、SKllOの南隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出

した。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．59m、短径1．32m、深さ0．18mを測る。長軸方向はN

－650－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は、

上層が黄灰褐色粘質土、下層が灰色粘質土である。付属遺構として、東端でピットを検出した。

出土遺物は少なく、86の備前捨鉢と87の土錘の2点のみが図示できた。

S K112

SK112は、調査区中央部東寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整形を呈し、長径1．35m、短径1．17m、深さ0．11mを測る。長軸方向はN－

790－Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より傾斜をもって上がっている。底面は東

部に楕円形を呈する落ち込みを有する。埋土は灰暗褐色粘質土単一層である。出土遺物は皆無

であった。なお、遺構はSK113に切られていた。

S K113

SK113は、調査区中央部東寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径2．60m、短径2．05m、深さ0．21mを測る。長軸方向はN

－150－Eである。断面形はU字形をなし、壁は、北部に向って傾斜する底面より緩やかに内

湾して上がっている。埋土は、第I層が灰褐色粘質土、第Ⅱ層が灰色粘質土であった。遺物は

ほとんど出土せず、図示できたのは88の土釜1点のみである。なお、遺構はSK112を切って

掘り込まれている。

ー421－



S K114・115

SK114－115は、調査区中央部、SK102の東側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK114が楕円形、SK115が不整形を呈する。SK114からは集石を検出した。

また、SK114の底面には幅10cm、深さ12cmの溝が巡っていた。埋土は、SK114が灰色粘質土、

SK115が灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、

SK114はSK115を切って掘り込まれていた。

SKl16～121

SK116－121は、中央部の屋敷跡のほぼ中央に位置し、第m層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK116・118・120・121が方形、SK117が不整形、SK119が不整楕円形を呈する。

埋土は、SK118が赤灰色砂性粘質土、SK119が黄褐灰色粘質土である以外は灰暗褐色粘質土で

あった。出土遺物は少なく、図示できたのはSK117から出土した89の鉢1点のみである。

S K122

SK122は、調査区中央部やや東寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整方形を呈し、長径1．29m、短径0．97m、深さ0．29mを測る。長軸方向はN－

150－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は、第

I層が褐灰色粘質土、第Ⅱ層が黄褐色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できる

ものはない。

S K123

SK123は、調査区中央部東寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、方形を里し、長径1．44m、短径0．94m、深さ0．17mを測る。長軸方向はN－150

－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は、第工層が

褐灰色粘質土、第‡層が灰色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはな

い。

S K124～126

SK124－129は、調査区中央部南西寄り、中央部の屋敷跡の南西部に位置し、第Ⅲ層を掘り

込んだ形で検出した。

平面形は、SK124・128が舟形、SK125・129が不整形、SK126が不整方形、SK127が楕

円形を呈する。埋土はすべて灰暗褐色粘質土単一層であった。遺物はほとんど出土せず、図示

できるものはない。SK128がSD30を切って掘り込まれている以外はそれぞれピットに掘り

込まれていた。
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S K130

S K130は、調査区南西部、中央部の屋敷跡の南西端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検

出した。

平面形は、舟形を呈し、長径2．91m、短径1．03m、深さ0．21mを測る。長軸方向はN－380

－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、上層が黄

灰色粘質土、下層が灰黄色粘質土であった。付属遺構として、西壁と南壁に掘り込まれた2個

のピットを検出した。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、遺構は5個の

ピットに掘り込まれていた。

S K131～135

SK131－135は、調査区南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK131が不整形、SK132－134が不整楕円形、S K135が方形を呈する。埋土は

すべて灰暗褐色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。S

K133はSK132を切って掘り込まれ、S K134は古代のS B9の柱穴を切って掘り込まれてい

る。

S K136～144

SK136－144は、調査区南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK136・141・142・144が方形、SK137が不整形、SK138が不整方形、SK139・

143が舟形、SK140が不整楕円形を呈する。埋土は、SK140が灰黄褐色粘質土である以外は

すべて灰暗褐色粘質土単一層である。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。SK

139はS K138、SK144は古代の柱穴をそれぞれ切って掘り込まれていた。これら以外は単独

で検出された。

S K145

S K145は、調査区南端部、中央部の屋敷跡の南端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出

した。

平面形は、楕円形を里し、長径1．44m、短径1．23m、深さ0．38mを測る。長軸方向はN－

520－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。底面では2個

の人頭大の石を検出した。埋土は、上層が黄褐灰色粘質土、下層が灰色粘土であった。遺物は

ほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、遺構はSD36を切って掘り込まれていた。

S K146

SK146は、調査区南端部、中央部の屋敷跡の南端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出
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した。

平面形は、方形を里し、長径1．45m、短径1．07m、深さ0．24mを測る。長軸方向はN－26。

－Eである○断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は褐灰色粘質

土単一層であった。出土遺物は少なく、図示できるものはない。なお、遺構は北壁をピットに

切られている。

S K147

SK147は、調査区南端部、SK146の南側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、円形を呈し、直径1．46m、深さ0．47mを測る。断面形はほぼ逆台形をなし、壁は

底面よりほぼ垂直に上がっている。埋土は、第I層が褐灰色粘質土、第Ⅱ層が灰色粘土であっ

た。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。

S K148

SK148は、調査区南端部、SK146・147の東側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整形を呈し、長径2．29m、短径1．27m、深さ0．43mを測る。長軸方向はN－

670－Wである。断面形はU字形をなし、壁を底面より内湾して上がっている。埋土は、上層

が黄褐灰色粘質土、下層が灰色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものは

ない。

S K149～151

SK149－151は、調査区南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK149・151が楕円形、SK150が不整形を呈する。埋土はすべて灰暗褐色粘質

土である。出土遺物は、皆無であり、時期決定の決め手とはならなかった。SK149が古代の

柱穴を切って掘り込まれている以外は単独で検出された。

S K152

SK152は、調査区南端部、SK148の東側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整形を呈し、長径5．57m、短径1．71m、深さ0．37mを測る。長軸方向はN－

520－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。底面は、中央

部が円形に落ち込み、東西に細長い平場を有する。埋土は、レンズ状に堆積し、上層が灰褐色

砂性粘質土、下層が黄褐灰色粘質土である。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。

なお、遺構はSD33の西側を切って掘り込まれていた。
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S K153

SK153は、調査区南端部、SK152の東側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、方形を呈し、長径1．58m、短径1．01m、深さ0．34mを測る。長軸方向はN－27。

－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は、底面より、西部で急角度に、東部でほぼ垂直に上

がっている○埋土は、第I層が暗褐色粘質土、第I層が黄褐灰色粘質土、第Ⅲ層が灰色粘質土

であった。出土遺物は破片ばかりで、図示できるものはない。なお、遺構はSD33の東端を切

って掘り込まれていた。

S K154・155

SK154・155は、調査区北部に位置し、第m層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK154が方形、SK155が円形を呈する。SK155は、底面に幅10。m、深さ5cm

で壁の下を巡る溝を有する。埋土は、SK154が灰暗褐色粘質土、SK155が灰色粘質土であっ

た○出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。SK155はSK154を切って掘り込まれ

ていた。

S K156

SK156は、調査区北部、SK154の東側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整楕円形を呈し、長径2．28m、短径1．46m、深さ0．28mを測る。長軸方向はN

‾290－Wである○断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰暗

褐色粘質土単一層であった。出土遺物は少なく、図示できたのは90の瀬戸・美濃系碗1点のみ

である。なお、遺構はSD24・25を切って掘り込まれていた。

S K157・158

SK157・158は、調査区北部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK157が不整楕円形、SK158が楕円形を呈する。SK157の底面はかなり起状し、

SK158の底面には幅15cm、深さ2－4cmの溝が壁直下を巡っている。埋土は、SK157が灰色粘

質土、SK158が灰暗褐色粘質土単一層であった。遺物はほとんど出土せず、図示できたのは、

SK158から出土した91の瓦質鍋1点のみである。SK158は、SK157とSK208に切られていた。

SK159～164

SK159－164は、調査区北部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK159が楕円形、SK160が不整楕円形、SK161・162・164が不整形、SK163

が方形を呈する。埋土は、SK159・162が灰色粘質土、それ以外は灰暗褐色粘質土である。遺

物は、ほとんど出土せず、かつ、破片ばかりで、図示できるものはない。SK159はSD24、

－425－



SK160はSK161をそれぞれ切って掘り込まれ、SK163はSK215、SK164はSD24にそれ

ぞれ切られていた。

S K165

SK165は、調査区中央部東寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、方形を里し、長径1．52m、短径0．71m、深さ0．28mを測る。長軸方向はN－21。

‾Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度に上がっている。埋土は灰色粘質土

単一層である。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものは1点もない。なお、遺構はSD24

を切って掘り込まれていた。

S K166

SK166は、調査区北西端部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ方形を里し、長径1．59m、短径1．37m、深さ0．10mを測る。長軸方向はN－

840‾Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より緩やかに内湾して上がっている。底面

は中央部に楕円形の落ち込みを有する○埋土は灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は小破片ば

かりで、図示できるものはない。

S K167・168

SK167・168は、調査区北西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、いずれも円形を呈する。埋土は灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は少なく、図

示できたのはSK167から出土した92の伊万里系碗1点のみである。遺構はいずれも単独で検

出された。

S K169

SK169は、調査区北西部に位置、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、楕円形で、長径0．90m、短径0．63m、深さ0．11mを測る。長軸方向はN－62。一

Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は灰暗褐色粘質

土単一層であった。出土遺物は小破片ばかりで、図示できるものはない。なお、遺構はピット

を切って掘り込まれていた。

S K170

SK170は、調査区北西部、SK169の北側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、方形を里し、長径1．40m、短径1．20m、深さ0．16mを測る。長軸方向はN－66。

‾Wである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰黄褐色粘
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質土単一層であった。出土遺物は少なく、図示できたのは93の土師質土器1点のみである。な

お、遺構は北東壁をピットに切られていた。

S K171

SK171は、調査区北西部、SK170の東隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径1．48m、深さ0．35mを測る。断面形はU字形をなし、壁は

底面より内湾気味に上がっている。底面は西部に三日月状の平場を有する。また、底面からは

集石を検出した。埋土は、第I層が黄褐色粘質土、第I層が黄灰色粘質土、第Ⅲ層が灰暗褐色

粘質土である。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。

S K172～176

SK172－176は、調査区北西部碇位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK172・174が円形、SK173・176が不整形、SK175が隅丸方形を呈する。埋

土は、SK174が黄褐灰色粘質土、SK176が灰黄色粘質土である以外はすべて灰暗褐色粘質土

であった。SK174は、SK158と同じく壁直下を幅10cm、深さ5cmの溝が巡っている。遺物は

ほとんど出土せず、図示できたのは、SK176から出土した唐津系碗1点のみである。SK173

はSK174に、SK175はSK176にそれぞれ切られている。

S K177

SK177は、調査区西部、SK174の南側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整形を呈し、長径4．73m、短形3．20m、深さ0．31mを測る。長軸方向はN－

230－Eである。断面形は概ねU字形をなし、壁は底面より緩やかに内湾して上がっている。

埋土は、レンズ状に堆積しており、上層が黄褐灰色粘質土、下層が灰色粘土である。出土遺物

は皆無に等しく、図示できるものはない。

S K178～180

SK178－180は、調査区西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK178が円形、SK179・180が楕円形を呈する。SK178は2段掘りになってい

る。埋土はすべて灰暗褐色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無である。SK180はSK179

を切って掘り込まれていた。

SK181～183

SK181－183は、調査区西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、すべて方形を呈する。埋土は、SK181が灰暗褐色粘質土、SK182が褐灰色粘質
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土、SK183が黄褐灰色粘質土である○遺物は、ほとんど出土せず、かつ、小破片で、図示で

きるものはない。

S K184

SK184は、調査区西部、SK183の南隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、方形を呈し、長径1．47m、短径1．05m、深さ0．16mを測る。長軸方向はN－68。

－Wであった。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は黄褐灰色

粘質土単一層であった○出土遺物は少なく、図示できたのは95の茶碗1点のみである。なお、

遺構は北側でピットを切って掘り込まれていた。

S K185～190

SK185－190は、調査区西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK185が方形、SK186が円形、SK187－190が不整形を呈す。埋土はすべて灰

暗褐色粘質土である。出土遺物は、SK186から小破片が数点出土した以外は皆無であり、図

示できるものはなかったo SK186はSK185を切って掘り込まれ、SK187－190はそれぞれ切

り合っている。

S K191・192

SK191・192は、調査区西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK191が楕円形、SK192が隅丸方形を呈する。付属遺構として、SK192の底

面から3個のピットを検出した○埋土は、SK191が灰暗褐色粘質土、SK192が褐灰色粘質土

である。出土遺物は少なく、かつ、破片で、図示できるものは1点もない。

S K193～198

SK193－198は、調査区南西部に位置し、第m層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK193・194・198が不整形、SK195が舟形、SK196が不整楕円形、SK197が

方形を呈する。埋土は、SK195・198が褐灰色粘質土、SK197が灰色粘質土であり、それ以

外はすべて灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。SK

198はSK197を切って掘り込まれ他の土拡はピットに掘り込まれていた。

S K199

SK199は、調査区西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、方形を呈し、長径0．89m、短径0．57m、深さ8cmを測る。長軸方向はN－8。－

Eである○断面形は逆台形をなし、壁は底面より傾斜をもって上がっている。埋土は灰暗褐色
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粘質土単一層である。出土遺物は少なく、図示できたのは96の土師質土器1点のみであった。

なお、遺構内には2個のピットが掘り込まれていた。

SK200～205

SK200－205は、調査区南西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、SK200・201・205が楕円形、SK202が不整楕円形、SK203が不整形、SK204

が方形を呈する。埋土は、SK202が灰褐色粘質土である以外は灰暗褐色粘質土であった。出

土遺物はほとんど細片で、図示できたのはSK201かは出土した煙管（288）のみである。SK

205がSD26を切って掘り込まれている以外は、すべて単独で検出された。

S K206

SK206は、調査区中央部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整楕円形を里し、長径1．15m、短径0．71m、深さ7cmを測る。長軸方向はN－

850－Eである。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰暗褐

色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、遺構は南

側でピットに掘り込まれていた。

S K207・208

SK207・208は、調査区北部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、いずれも楕円形を呈し、SK207は、長径0．99m、短径0．88m、深さ0．40m、S

K208は、長径0・83m、短径0．75m、深さ0．23mを測る。長軸方向は、SK207がN－78。－W、

SK208がN－640－Wである。埋土は、SK207が灰暗褐色粘質土、SK208が灰色粘質土であ

った。出土遺物は少なく、図示できたのは、SK208から出土した瀬戸・美濃系碗（97）と煙

管（287）の2点のみであった。SK207はSD25、SK208はSK157・158をそれぞれ切って

掘り込まれていた。

SK209～214

SK209－214は、調査区北部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。これらは近世墓

であり、北端で一列に並んでいたものである。

平面形は、すべて長方形を里し、長辺1．41－2．21m、短辺0．47－0．77mを測る。長軸方向は

N－130－220－Eである。SK209からは大小2個の頭蓋骨が検出され、大きい方は、足を折

り曲げた形で西を向いていた。副葬品として98の伊万里系碗が出土している。SK210は掘り

方が浅いため、寛永銭（293）1個しか残存していなかった。SK211からは仰向けになった人

骨を検出した。左手は胸の上にのせられていた。京焼系碗（99）が頭蓋骨の横から、さらに、

ー429－



北部10cmのところから位牌（267）が出土している。SK212は規模が小さく、棺の底と側板が

若干残存していただけであった。座棺の可能性がある。副葬品として100の伊万里系小杯が出

土した。SK213はSK211とほぼ同じ状態で人骨が納められていた。副葬品として煙管（289）

と寛永銭（294、295）が出土した。SK214は、掘り方が浅かったため、遺存状況が悪く、上

半身しか残存していなかった。その上半身からすると、仰向けに納められていたとみられる。

副葬品として伊万里系猪口（101）と寛永銭（262－302）が出土している。SK210－212が切

り合っている以外はすべて単独で検出された。

S K215～219

S K215－219も、近世墓であり、S K209－214の南側で東西一列に並んでおり、第Ⅲ層を掘

り込んだ形で検出した。

平面形は、すべて長方形で、長辺1．34－1．83m、短辺0．43－0．71mを測る。長軸方向はN－
1

120－220－Eである。S K215は、掘り方が浅かったため、遺存状況が悪く、遺骸は全く残存

していなかった。S K216からは西を向いた人骨を検出した。また、頭蓋骨の西側から伊万里

系碗（102、103）が出土した。SK217では、SK211と同じ状態で人骨が検出され、左肩の上

に伊万里系碗（104）と瀬戸・美濃系碗（105）が副葬されていた。S K218は、やや規模が大

きく、納められていた人骨も、骨が太く、長身であった。人骨は、西を向き、足を折り曲げた

状態になっていた。副葬品として伊万里系碗（106）と煙管（286）が出土した。SK219も、

SK218とほぼ同じ状態で人骨が検出され、東部に伊万里系碗（108）と土師質土器小皿（107）

及び寛永銭（303）が副葬されていた。規模からして、子供の墓であると考えられる。SK215

－218はそれぞれ切り合っている。

S K220～222

S K220－222も、近世墓であり、S K215－218の南側で東西一列に並んでおり、第Ⅲ層を掘

り込んだ形で検出した。

平面形は、すべて長方形を里し、長辺0．93－1．71m、短辺0．63－0．90mを測る。長軸方向は

N－160－230－Eである。S K220からは、仰向けに納められた人骨を検出し、副葬品として

109の伊万里系碗が出土した。SK221からは東を向いた人骨が検出された。足は東の方向に折

り曲げられていた。ここにも伊万里系碗（110）が副葬されていた。SK222は座棺で横倒しに

なっていた。南端から伊万里系碗（111）と寛永銭（304、305）が出土した。S K220とS K

221は接しており、SK222はS D24を切って掘り込まれていた。

S K223・225

S K223・225も、近世墓で、S K220～222の南側で東西に並んでおり、第Ⅲ層を掘り込んだ
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形で検出した。

平面形は、いずれも長方形を里し、長辺1．44－1．68m、短辺0．72－0．88mを測る。長軸方向

は、いずれもN－200－Eである。SK223は、遺存状況が悪く、人骨は残存していなかった。

副葬品として瀬戸・美濃系碗（112）、煙管（190）、寛永銭（306－308）が出土している。SK

225は、改葬されており、伊万里系碗（114、115）の2点が出土したのみであった。SK223は

SK224に切られ、SK225は226・227と接している。

S K224・226・227

SK224・226・227も、近世墓であり、近世墓群の南端で東西一列に並んでおり、第Ⅲ層を

掘り込んだ形で検出した。

平面形は、すべて長方形で、長辺1．54－1．83m、短辺0．36－0．63mを測る。長軸方向はN－

100－140－Eである。SK224は、遺骸の残存状況が悪く、どのような形で納められていたか

はっきりしないが、足が東の方向に折り曲げられていたことからすると、SK221と同じよう

に東に向けた形で納められていたのではないかと考えられる。副葬品として、煙管の破片が右

手の部分、伊万里系碗（113）が腰の部分から出土している。また、寛永銭（309－315）が出

土した。SK226は、改葬されており何も出土しなかった。SK227も、改葬されていたが、

116の土錘が1点出土した。これは、改葬の際に混入したものであろう。SK224はSK223を

切って掘り込まれ、SK226・227はSK225と接している。

S K228・229

SK228・229も、近世墓であり、調査区東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、いずれも長方形を呈し、SK228が長辺1．68m、短辺0．63m、深さ0．86m、SK

229が長辺1・79m、短辺0．63m、深さ0．86mをそれぞれ測る。長軸方向は、SK228がN－25。

－E、SK229がN－300－Eである。SK228は、天井が落ちており、遺骸は腐植し全く残存

していなかった。副葬品として117、118の2点が出土した。SK229の遺骸もかなり腐植して

いたが、足の骨が残存しており、それは東に向って折り曲げられていた。SK224と同じ形で

埋葬されたと推測される。副葬品としては、北端から119－121の3点が出土した。SK228は

SDlO、SK229はSDllをそれぞれ切って掘り込まれていた。

溝

S DI

SDlは、調査区東部に位置し、東側の屋敷跡を囲む溝で、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出し

た。
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溝は、幅0・50～2・00m、深さ8－47cmで、長さ南北約48m、東西20－26m測り、全長約121m

である。北西端部のみ掘り込まれておらず、南西端部はコの字状に張り出している。断面形は

概ねU字形を呈し、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は、場所によっていく分異な

っているが、主に、上層が灰黄色粘質土で、下層が褐灰色粘質土であった。出土遺物は多く、

34点（122－154、255）が図示できた。これらは、古代から近世にかけてのものであり、古代

のものは、古代の溝SDlを切って掘り込まれているため混入したものとみられ、近世の遺物

は、撹乱により混入したものと考えられる。なお、溝は、広範囲にわたって掘られているため、

多数の土肱や溝と重複している。

S D2

SD2は、調査区東部から南端部にかけて延びており、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、大きなL字をなし、幅0・80～2・00m、深さ0．30～0．70mで、長さ南北約21．50m、東

西約21・00mを測り、全長約42・50mである。これも、SDl同様、区画のための溝と考えられ

る。断面形は概ねU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、場所によって

やや異なるが、主に、第I層灰褐色粘質土、第‡層褐灰色粘質土、第Ⅲ層暗褐灰色粘質土であ

った。出土遺物は比較的多く、17点（155－171）が図示できた。主に中世後半の遺物である。

なお、溝は、SD3を切って据り込まれているが、SDlに切られている。

S D3

SD3は、調査区東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、SDl・2にほぼ平行して南北に延び、幅0．40～0．78m、深さ6－15cm、全長約25m

を測る。南北両端をSD2に切られているため、実際の長さは不明である。断面形は逆台形状

をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は黄褐色粘質土単一層であった。出土遺物

はすべて小破片で、図示できるものはなかった。なお、溝は、SD2、SK86－89・92・93に

切られている。

S D4

SD4は、調査区東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、SD3にほぼ平行して南北に延びており、幅0．44－0．70m、深さ5－14cm、全長約35m

を測る。南端はSDlに接する部分で終り、北端は撹乱を受けており不明瞭である。断面形は

ほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は灰暗褐色粘質土単一層であっ

た0出土遺物は少なく、図示できたのは172、173の須恵器2点のみであった。なお、溝は、S

Dl、SK89・90に切られている。
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S D5

SD5は、調査区南東端部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、SDlにほぼ平行して東西に延びており、幅0．50－1．10m、深さ0．10～0．21m、全長

約19・60mを測る。東端は調査区外へ延び、西端はSD2と接している。断面形はほぼU字形

をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は、上層が灰褐色粘質土、下層が暗灰褐

色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはなかった。なお、溝はSK76

に切られている。

S D6

SD6は、調査区南東部に位置し、第m層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、SDlからSD5はほぼ垂直に延びており、幅0．12－0．60m、深さ約0．19m、全長約

1・60mを測る。検出時点でのSDl・5との識別が困難であったため、SDl・5と同一のも

のである可能性がある。ただ、SDlがSD2を切っているのに、SD5がSD2に切られて

いるため、3条とも同一時期のものであるとは考えられない。断面形はほぼU字形をなし、壁

は底面より緩やかに内湾して上がっている。埋土は、第I層が灰褐色粘質土、第I層が暗灰褐

色粘質土であった。出土遺物は皆無である。なお、溝はSDlとSD5に接している。

S D7

SD7は、調査区北東部に位置し、第m層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、南北に延びており、幅約0．30m、深さ3－5cm、全長約3．50mを測る。断面形はほぼ

U字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は灰色粘質土単一層であった。出土

遺物は皆無である。なお、溝は、SK3を切り、SK5に切られていた。

S D8

SD8は、調査区東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びる細長いもので、幅0．24－0．32m、深さ4－13。m、全長約3．30mを測る。

断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は灰色粘質土であった。出

土遺物は皆無である。

S D9

SD9は、調査区東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びる細長いもので、調査区外へさらに延びており完掘はしていない。幅0．20

～0・96m、深さ2－32cm、残存長10．40mを測る。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾

して上がっている。基底面は、東へ向って傾斜しており、水溜状の部分へ至る。そこからさら
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に東へ向っている。埋土は灰色粘質土単一層であった。出土遺物は規模の割には多く、7点（174

－180）が図示できた。なお、溝は、SK31に切られ、SDlと古代の溝SDlとを切っている。

S DlO

S DlOは、調査区東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びる細長いもので、幅約0．20m、深さ約7cm、全長約2．00mを測る。断面形

はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、灰色粘質土単一層であった。

遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、溝は、S K28を切って掘り込まれ、

S K228に切られている。

S Dll

S Dllは、調査区東端部、S DlOの東側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んで検出した。

溝は、東西に延びる細長いもので、幅0．18－0．40m、深さ3－6cm、全長約6．00mを測る。

断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。基底面は、東へ向ってやや傾斜

していて、東端でいく分広がっている。埋土は灰色粘質土単一層であった。遺物はほとんど出

土せず、181の瓦質鍋が1点図示できたのみであった。なお、溝は、西端でS K229に切られ、

東でS Dlを切って掘り込まれていた。

S D12

S D12は、調査区東南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、細長いもので、L字状をなし、北に向って延びたのち直角に曲って東へ延びている。

幅0．10～0．20m、深さ2－20cm、長さ南北10．60m、東西10．70mを測り、全長約21．30mである。

断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。出土遺物は、少なく、かつ、

小破片であり、図示できるものはない。なお、溝はS D13・15を切って掘り込まれていた。

S D13

S D13は、調査区東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、南北に延びており、幅0．62－0．72m、深さ0．22－0．25m、全長約5．00mを測る。断面

形は逆台形状をなし、壁は底面より傾斜して上がっている。埋土は、上層が褐黄色粘質土、下

層が黄暗褐色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、溝は

S D12に切られている。

S D14

S D14は、調査区南東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。
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溝は、東西に延びるもので、幅0．22－0．61m、深さ8－13cm、全長約4．60mを測る。断面形

は逆台形状をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰暗褐色粘質土単一層であっ

た。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、溝は数個のピットに掘り込まれ

ていた。

S D15

SD15は、調査区南東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びており、幅0．22－0．42m、深さ2－10cm、全長約6．40mを測る。断面形は

逆台形状をなし、壁は底面より急角度で上がっている。基底面は東に向ってやや傾斜している。

埋土は灰暗褐色粘質土単一層であった。付属遺構として、数個の小さなピットを底面で検出し

た。出土遺物は、少なく、かつ、小破片であったため、図示できるものはない。なお、溝は、

SD12に切られ、SD16を切って掘り込まれていた。

S D16

SD16は、調査区南東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、南北に延びるもので、SD15にほぼ垂直になっている。幅0．28－0．80m、深さ6－8cm、

全長約4．20mを測る。断面形は逆台形状をなし、壁は底面よりやや傾斜して上がっている。埋

土は灰暗褐色粘質土単一層であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、

溝は、北端でSD15、南側でSK53・54に切られていた。

S D17

SD17は、調査区南東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びるもので、SD15などとほぼ平行になっていた。幅0．20－0．44m、深さ3

－13cm、全長約3．80mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面よりやや内湾して上がっ

ている。埋土は灰暗褐色粘質土単一層であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものは

ない。なお、溝は数個のピットに掘り込まれていた。

S D18

SD18は、調査区南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、南北に延びるもので、SDlにほぼ平行になっている。幅0．40～0．76m、深さ4－20cm、

全長約7．50mを測る。断面形は逆台形状をなし、壁は底面より傾斜して上がっている。埋土は、

灰色粘質土単一層であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、溝は、

SDl・2に切られていた。
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S D19

SD19は、調査区南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、南北に延びるもので、南側が西へやや振っている。幅0．20－0．63m、深さ0．10－0．14m、

全長約4．60mを測る。断面形は逆台形状をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は

灰色粘質土単一層であった。出土遺物は少なく、182の土師器が1点図示できたのみである。

なお、溝は数個のピットに掘り込まれていた。

S D20

SD20は、調査区南東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、細長いもので、南北に延び、幅約0．20m、深さ6－8cm、全長約1．90mを測る。断面

形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は灰色粘質土単一層であった。

遺物はほとんど出土せず、183の土錘が1点図示できたのみである。なお、溝はSK59を切っ

て掘り込まれていた。

S D21

SD21は、調査区北東端に位置し、第m層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びる細長いもので、SDlとほぼ同じ方向である。幅0．20－0．25m、深さ3

～4cm、全長約2．00mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がってい

る。埋土は灰色粘質土であった。出土遺物は皆無である。なお、溝はSK12・13に切られてい

た。

S D22

SD22は、調査区北東部、SD21の西側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びる細長いもので、SD21とほぼ同じ方向である。幅0．22－0．30m、深さ約

4cm、全長約3．60mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。

埋土は灰色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。

S D23

SD23は、調査区北東部、SD21の北側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びるもので、SD21とほぼ同じ方向である。幅0．22－0．30m、深さ約5。m、

全長約1・40mを測る。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は灰

色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無である。なお、溝は近世墓に切られていた。
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S D24

SD24は、調査区北部から東部にかけて延び、中央の屋敷跡を区画する溝であり、第Ⅲ層を

掘り込んだ形で検出した。

溝は、まず調査区東部でSDlとほぼ平行して南北に延び、北部で直角に曲がり東西に延び

た後さらに曲がり北へ向いて延びている。幅0．30－1．40m、深さ0．11－0．36m、長さ南北約22m、

東西約19mで、全長約45mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっ

ている。埋土は、第I層が褐灰色粘質土、第Ⅱ層が灰褐色粘質土であった。遺物はほとんど出

土せず、図示できるものはない。なお、溝はSD28・29を切って掘り込まれていた。

S D25

SD25は、調査区北部から中央部にかけて延びる溝で、第m層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、南北に延び、調査区中央部で東へも若干延びている。幅0．60－2．40m、深さ7－20。m、

全長約17・20mを測る。断面形は逆台形をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は

灰暗褐色粘質土単一層であった。出土遺物は、少なく、かつ、小破片で、図示できるものはな

い。なお、溝は、北でSK156、SD29、南でSK102に切られていた。

S D26

SD26は、調査区中央部西寄りをほぼ南北に延びる溝で、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、やや西へ振っていて、幅0．40～1．80m、深さ6－25cm、全長約38mを測る。断面形は

U字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、場所によりやや異なるが、概ね

上層が淡褐灰色粘質土で、下層が灰褐色粘質土であった。出土遺物は、少なく、かつ、小破片

で、図示できるものはなかった。なお、溝は、多数のピットに掘り込まれ、北でSD25、南で

SD36に切られていた。

S D27

SD27は、調査区中央部北寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びるもので、SD24とほぼ平行になっている。幅0．30～0．70m、深さ4－14cm、

全長約14・40mを測る。断面形は逆台形状をなし、壁は底面よりやや傾斜して上がっている。

埋土は灰暗褐色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無である。なお、溝は、SD25を切り、

SKlOlに切られている。

S D28

SD28は、調査区北部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、南北に延びる細長いもので、幅0．22－0．28m、深さ1－5cm、全長約7．00mを測る。
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断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は灰暗褐色粘質土単一層で

あった。出土遺物は皆無である。なお、溝は、SD24に切られ、3個のピットに掘り込まれて

いた。

S D29

SD29は、調査区北部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延び、幅約0．76m、深さ6－26cm、全長約3．00mを測る。断面形はほぼU字形

をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は灰暗褐色粘質土であった。遺物はほとん

ど出土せず、図示できるものはない。なお、溝は、西でSK154・155、東でSD24に切られて

いた。

S D30

SD30は、調査区南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、南北に延び、幅0．40～0．58m、深さ7－14cm、全長約8．20mを測る。断面形は逆台形

状をなし、壁は底面より傾斜して上がっている。埋土は灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は

皆無である。なお、溝は、SK128・132と数個のピットに掘り込まれていた。

S D31

SD31は、調査区南部、SD30の東側に位置し、第IF層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、SD30とほぼ平行して南北に延び、幅0．39－1．00m、深さ4－6cm、全長約13mを測

る。断面形は逆台形状をなし、壁は底面より急角度で上がっている。埋土は灰暗褐色粘質土で

あった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、溝は多数のピットに掘り込

まれていた。

S D32

SD32は、調査区南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びるもので、幅0．30m、深さ5－8cm、全長約4．00mを測る。断面形はU字

形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は

皆無に等しく、図示できるものはない。なお、溝は、西端をSB12の柱穴に掘り込まれていた。

S D33

SD33は、調査区南部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びる細長いもので、SD2にほぼ平行しており、幅0．20－0．50m、深さ9－

20cm、全長約6・60mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。
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埋土は灰黄褐色砂質土であった○遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、溝

はSK152・153に切られていた。

S D34

SD34は、調査区北部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、南北に延びていて、幅0・30～0・48m、深さ2－23cm、全長約9．00mを測る。断面形は

逆台形状をなし、壁は底面より急角度で上がっている。基底面は北に向ってやや傾斜していた。

埋土は灰暗褐色粘質土単一層であった○出土遺物は皆無である。なお、溝はSB9の柱穴に掘

り込まれていた。

S D35

SD35は、調査区南西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びており、幅0・30～0・40m、深さ7－9cm、全長約4．00mを測る。断面形は

U字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は灰暗褐色粘質土単一層であった。

出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、溝は数個のピットに掘り込まれてい

た。

S D36

SD36は、調査区南西部、SD35の東側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、東西に延びるもので、SD35とほぼ同じ方向になっており、幅0．30－0．40m、深さ5

－10cm、全長約14・50mを測る。断面形はほぼU字形をなし、壁は底面より内湾して上がって

いる。基底面はほぼ平坦な面をなす。埋土は灰暗褐色粘質土単一層であった。遺物はほとんど

出土せず、図示できるものはない○なお、溝はSD26を切って掘り込まれていた。

S D37

SD37は、調査区中央部東寄り、SD27の東側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

溝は、SD24に平行して南北に延び、幅0・31～0．50m、深さ3－10cm、全長約10．20mを測る。

断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土はSD24と同じ褐灰色粘質

土であった。SD37は、SD24から分派して延びていることや、同一埋土であることから、S

D24と同じものであったとみられる。出土遺物は、少なかったが、青磁碗（184）が1点図示

できた。

S D38

SD38は、調査区東端部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。
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溝は、南北に延びており、幅0．20－0．64m、深さ4－10cm、全長約7．20mを測る。断面形は

U字形をなし、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は灰色粘質土単一層であった。出土

遺物は皆無である。なお、溝は、SDlに接していて、SK68に切られていた。

井戸

S EI

S Elは、調査区南東部、東側の屋敷跡の南東端に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

掘り方は、不整楕円形を呈し、長径4．68m、短径3．67mを測る。井戸の本体は、石組となっ

ており、平面形は、ほぼ円形を呈し、直径約1．00mで、深さ4．30mを測る。底には自然木を到

り貫いた直径約0．60mの井筒が設置され、石組は石を螺旋状に積んで造っている。現代でも底

に水が湧き出しており、十分使用出来得る程度の遺存状況であった。付属遺構とみられる上部

施設は、確認できなかった。出土遺物は比較的多く、木器を中心として10点（185－187、264

－266、270、271、283、285）が図示できた。この内、木簡札が3点あり、その中の1点に「慶

長十一年」（1607年）の銘があり、この井戸の埋った時期を知ることができる。なお、井戸は

単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなかった。

S E2

S E2は、調査区中央部南寄り、中央の屋敷跡の南側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検

出した。

掘り方は、不整楕円形を呈し、長径3．35m、短径3．01mを測る。井戸の本体は、石組となっ

ており、平面形は、不整楕円形を里し、長径1．60m、短径1．50m、深さ約3．50mを測る。底に

は直径約0．60mのピットが検出されたが、S Elのような井筒は残存していなかった。石組は、

石を螺旋状に積んで造られていたが、S Elのように丁寧に造られたものではなく、かなり歪

んでいた。底はS El同様砂礫層まで掘り込まれていたが、湧水は全く認められなかった。付

属遺構とみられる上部施設は、確認できなかった。出土遺物は、S Elに比べ少なかったが、

9点が図示できた。備前焼捨鉢（188）・嚢（189）・壷（190）と曲物の底3点（272－274）及

び木器3点（268、269、284）である。なお、井戸は単独で検出され、他の遺構との重複関係

は認められなかった。

柵列

S AI

SAlは、調査区北東部、S Blの南側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。
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柵列の規模は6間で、その方向はN－700－Wである。全長11．30mを測り、柱間距離は1．80

－2・00mである。柱穴の平面形は、すべて円形で直径25－45cmを測り、柱径は、直径約12cmで

ある。これら柱穴の深さは検出面より6－24cmで、基底面の標高は6．773－6．864mを測る。埋

土は灰暗褐色粘質土であった。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはない。なお、柵列

はS K9と重複している。

S A2

SA2は、調査区北西部、SB16の北側に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

柵列の規模は3間で、その方向はN－740－Wである。全長5．40mを測り、柱間距離は1．70

～1・90mである。柱穴の平面形は、すべて円形で直径25－30cmを測り、柱径は、直径約12cmで

ある。これら柱穴の深さは検出面より8－28cmで、基底面の標高は6．787－7．032mを測る。埋

土は灰暗褐色粘質土であった。柵列は、SB14－16のいずれかに付属するものと考えられる。

出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。なお、柵列は単独で検出され、他の遺構と

の重複関係は認められなかった。

S A3

SA3は、調査区西端に位置し、第m層を掘り込んだ形で検出した。

柵列の規模は4間で、その方向は概ねN－160－Eである。全長7．45mを測り、柱間距離は

1・80～1・90mである。柱穴の平面形は、すべて円形で直径22－30cmを測り、柱径は、約12cmで

ある。これら柱穴の深さは検出面より18－22cmで、基底面の標高は6．795－6．870mを測る。埋

土は灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は少なかったが、Plから出土した191の瓦質土器鍋

1点のみが図示できた。なお、柵列は単独で検出され、他の遺構との重複関係は認められなか

った。

S A4

SA4は、調査区南西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

柵列の規模は3間で、その方向はN－730－Eである。全長5．95mを測り、柱間距離は1．85

～2・10mである。柱穴の平面形は、すべて円形で直径40－50cmを測り、柱径は、約20cmであっ

たと推定される。これら柱穴の深さは検出面より12－21cmで、基底面の標高は6．818－6．915m

を測る。埋土は灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できるものはない。

なお、柵列は、ピットに掘り込まれている以外、他の遺構には掘り込まれていなかった。
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水溜状遺構

S PI

S Plは、調査区北東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整形を呈し、長径2．40m、短径1．20m、深さ9－12cmを測る。SDlに伴うも

のと考えられ、東にはSDlが約1．20m延びている。断面形は逆台形状をなし、壁は底面より

急角度で上がっている。底面はほぼ平らで、2ヶ所から南部に溝状に短く延びた部分がある。

埋土は灰黄褐色粘質土であった。付属遺構として、多数のピットを底面より検出した。出土遺

物は小破片ばかりで、図示できるものはない。なお、遺構はSDlが広がった状態で検出され、

他の遺構との重複関係は認められなかった。

S P2

S P2は、調査区南部東寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整形を呈し、長径2．30m、短径1．40m、深さ0．28mを測る。SDlに伴うもの

と考えられ、SDlから西へ張り出した形となっている。断面形は捨鉢状をなし、壁は底面に

向って傾斜している。埋土は灰黄褐色粘質土であった。出土遺物は皆無に等しく、図示できる

ものはない。なお、遺構はSK82に北西部を切られていた。

S P3

S P3は、調査区北東端部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、不整形を里し、長径4．20m、短径2．40m、深さ0．15－0．46mを測る。SDlに伴

うものとみられ、SDlの端から大きく水溜状に広がっていて、さらに調査区外へ延びている。

断面形は逆台形状をなし、壁は底面より急角度で上がっていて、底面は中央に向って徐々に深

くなっている。埋土は、上層が灰黄褐色粘質土であった。出土遺物は、少なく、かつ、小破片

であったため、図示できるものはない。

ピット

Pl～3

P1－3は、調査区北部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径20～50cm、深さ4－15cmを測る。柱痕は検出されなかった。

埋土はすべて灰暗褐色粘質土であった。出土遺物の内、図示できたのはPlが土師質土器捨鉢

（192）、P2が須恵質土器嚢（193）である。P3からは20個の玉（ガラス製17点、土製3点）

が出土している。なお、Plは単独で検出され、P2はSD24を掘り込み、P3はSD24に切
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られていた。

P4～18

P4－18は、調査区西部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径20～50cm、深さ9－49cmを測る。この内のいくつか

には柱痕が残存していた。埋土はすべて灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示で

きたのは各柱穴とも1点（213－227）である。

P19～22

P19－22は、調査区中央部と東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径20－30。m、深さ11－53。mを測る。柱痕はP20からの

み確認された。埋土はすべて灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのはP

19から出土した土師質土鍋（228）、P20から出土した瀬戸・美濃系菊皿（229）、P21から出土

した土錘（230、231）、P22から出土した土師器杯（232）である。

P23～30

P23－30は、調査区南東部に位置し、第Ⅲ層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、すべてほぼ円形を里し、直径12－30cm、深さ3－38cmを測る。この内柱痕が残存

していたのはP28－30である。埋土はすべて灰暗褐色粘質土であった。出土遺物は少なく、図

示できたのは、P23が2点（233、234）である以外は各柱穴とも1点（235－241）である。

P31～40

P31－40は、調査区南東部に位置し、第m層を掘り込んだ形で検出した。

平面形は、すべてほぼ円形を呈し、直径10－30cm、深さ5－65cmを測る。この内柱痕が確認

できたのはP31・33・36で、柱径は直径約12cmである。埋土はすべて灰暗褐色粘質土であった。

出土遺物は少なく、図示できたのは各柱穴とも1点（242－250、256）である。

5．まとめ

Loc・39Cでは、溝に囲まれた屋敷跡を2つ確認することができた。以下それを中心にまとめ

てみたい。

まず、SElを保有する東側の屋敷跡についてみると、SElから「慶長十一年」の銘があ

る札が出土している。この札は井戸を埋める時にいっしょに埋めはれたものとみられ、17世紀

初頭にはSElは廃棄されたことがうかがえる。そして、SElの廃棄は、当然屋敷の消滅を

物語る。SElからは、先の札以外にも、備前のⅣ期とみられる嚢や15－16世紀前半と考えら
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れる青磁が出土している。これらは、屋敷が機能していた頃の遺物とみられ、少なくとも屋敷

の上限を15世紀まで遡らせることができるのではないかと考えさせる。

屋敷跡を囲む溝としては、規模及び方向からして、SD1－5が考えられる。これらの新旧

関係をみてみると、SDlが最も新しく、次にSD2やそしてSD3ないしSD4となる。S

D3・4は、出土遺物が少ないため時期を明確にすることはできないが、SE2を保有する屋

敷との境界として、最初に機能していたものではなかろうか。次の段階では、SD2によって

SE2を保有する屋敷とはっきり区画するようになると考えられ、この頃にSD5が設けられ

たのではなかろうか。そして、SDlによって、屋敷として明確な区画を行ったと考えられる。

屋敷内では7棟の建物址が確認できたが、南半分には柱穴とみられる多数のピットが検出さ

れていることから、先の建物以外にも何棟かの建物が存在していたと考えられ、それらは少な

くとも数度の建替えが行われたと考えられる。それらの建物はSD1－5にほぼ平行か垂直に

配置されていることから屋敷に伴うものと考えられる。SD8－14は、全体に細長い溝である

ため、雨落し溝的な機能を果していたのではないかとみられ、特に、SD12は、L字状に配置

されていることから、母屋などの主要な建物を区画する役目も果していたのではなかろうか。

これら以外にも多数の土肱が検出されているが、その性格については明確にすることができな

かった。

次にSE2を保有する中央の屋敷跡についてみると、SE2から備前のⅣ期とみられる措鉢

と小壷が出土している。これらから、SE2が機能していた時期は、15－16世紀前半ではない

かと考えさせる。

屋敷を囲む溝としては、規模及び方向からして、SD2・24・26が考えられる。これらの新

旧関係をみると、SD26が最も古く、次にSD2あるいはSD24となる。SD24は、SK156

に切られており、出土遺物である90の唐津系皿が17世紀前半のものであることからして、それ

までには埋没したとみられるが、SD2との関連は不明である。SD26は、SD3ないしSD

4と同じ時期に機能していたものとみられ、次のSD2の段階には、西の境となる溝（SD26）

は、なくなる。柱穴とみられるピットが調査区西部からもかなり検出されていることから、こ

の段階には屋敷が西へ広がったと考えられる。その前後にSD24が設けられたのではなかろう

か。

屋敷内では、南西部を中心に柱穴とみられるピットが検出されているが、東側の屋敷跡に比

べると数が少ない。出土遺物や溝の配置からみて、2つの屋敷はほぼ同時期に出現したと考え

られ、この中央の屋敷は16世紀には消滅したと考えられる。

確認した2つの屋敷跡についてみて来たが、田村遺跡群で検出されている屋敷跡の大半は、

15世紀後半を中心とする時期のものであるが、SElを伴う屋敷跡は、細川氏だけでなく、長

宗我部氏とのかかわりのある時期のものである点でも注目されるべきものである。

これらの屋敷跡以降の遺構もいくつか検出されている。この中で注目されるのは、17世紀後
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半から18世紀前後にかけての近世墓群である。

近世墓群は、調査区北部に19基が集中しており、SK211からは位牌が出土し、実年代を知

ることができる。また、これら近世墓の副葬品として、伊万里系碗類（伊万里のⅢ期）を中心

に、同時期の唐津系、瀬戸・美濃系碗類が多数出土した。埋葬方向は、寝棺が17基、座棺が2

基であり、寝棺の遺骸は、仰向きのもの、西を向くもの、東を向くものとがあった。仰向きの

ものは伸展葬であり、西または東を向くものは足をその方向に折り曲げた屈肢葬である。また、

これは近世墓群とほぼ同時期とみられる土埠が、調査区北東部に点在する。SK2・6・15・

31等がそれに該当し、これらからも多数の陶磁器が出土しており、産地も伊万里系、唐津系、

瀬戸・美濃系、関西系、在地とバラエティーに富んでいた。

以上、Loc．39Cでは、15世紀から17世紀初頭にかけての溝に固まれた屋敷跡と17世紀後半か

ら18世紀前後にかけての近世墓群等を確認することができた。



第40表　掘立柱建物址計測表

挿 図番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（㌦）

備　　　 考
梁 （間）× 桁 （間 ） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 18 3 図 S B　 l 1　 ×　 1 1 ．00　× 1 ．40 1 ．00　－ 1 ．4 0 N － 2 2 0－ E 1 ．4

ク S B　 2 1　 ×　 3 1 ．70　×　 3 ．10 0 ．90　－ 1 ．7 0 N － 7 50－ W 5 ．3

ク S B　 3 1　 ×　 3 1 ．35　×　 2 ．60 0 ．7 5　－ 1 ．3 5 N － 1 80－ E 3 ．5

ク S B　 4 1　 ×　 1 1 ．8 0　×　 2 ．2 0 1 ．8 0　～　 2 ．20 N － 67 03 0′－ W 4 ．0

ク S B　 5 1　 ×　 3 2 ．8 0　×　 4 ．4 0 1 ．20　－　 2 ．80 N － 18 0－ E 12 ．3

第 1 84 図 S B　 6 2　 ×　 5 2 ．40　×　 4 ．60 0 ．85　－ 1 ．20 N － 22 0－ E 11 ．0

ク S B　 7 2　 ×　 3 3 ．60　×　 5 ．80 1 ．75　～　 2 ．20 N － 67 0－ W 20 ．9

第 18 5 図 S B　 8 1　 ×　 2 3 ．70　×　 5 ．50 2 ．7 0　－　 3 ．70 N － 7 10－ W 20 ．4

ク S B　 9 1　 ×　 2 3 ．6 0　×　 6 ．9 0 3 ．2 0　－　 3 ．7 0 N － 7 20－ W 24 ．8

第 186 図 S B lO 1　 ×　 2 2 ．3 0　×　 3 ．9 0 1 ．2 5　－　 2 ．3 0 N － 1 30－ E 9 ．0

ク S B ll 1　 ×　 2 3 ．9 0　×　 4 ．5 0 1 ．80　－　 3 ．90 N － 24 0－ E 17 ．6

ク S B 12 1　 ×　 2 2 ．6 0　×　 4 ．2 0 2 ．00　－　 2 ．60 N － 23 0－ E 10 ．9

〃 S B 13 1　 ×　 2 1 ．20　 ×　 3 ．40 1 ．20　－ 1 ．70 N － 19 0－ W 4 ．1

第 18 7 図 S B 14 1　 ×　 1 3 ．70　×　 3 ．80 3 ．70　－　 3 ．80

＼

N － 73 0－ W 14 ．1

ク S B 1 5 1　 ×　 1 1 ．30　× 1 ．60 1 ．20　－ 1 ．60 N － 20 0－ E 2 ．1

ク S B 1 6 1　 ×　 1 3 ．20　×　 4 ．2 0 3 ．2 0　～ 4 ．3 0 N － 7 60－ W 13 ．4

第 18 8 図 S B 1 7 1　 ×　 1 2 ．60　×　 2 ．6 0 2 ．4 0　～　 2 ．6 0 N － 7 80－ W 6 ．8

ク S B 1 8 3　 ×　 3 2°．90　×　 5 ．3 0 0 ．9 0　～　 2 ．3 0 N － 7 50－ W 15 ．4

ク S B 19 1　 ×　 2 2 ．2 0　×　 3 ．3 0 1 ．5 5　～　 2 ．20 N － 16 03 0′－ E 7 ．3

第 189 図 S B　 20 3　 ×　 3 3 ．2 0　×　 5 ．1 0 0 ．9 5　－ 1 ．80 N － 77 0－ W 16 ．3

第41表　土拡計測表

挿 図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備 ‾考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 18 9 図 S K　 l 方　 形 1．12 0．6 0 0 ．6 1 N － 1 60－ E 逆　 台　 形

ク S K　 2 楕円形 0 ．7 8 0 ．6 5 0．19 N － 8 50－W ク

ク S K　 3 方　 形 1 ．0 6 0 ．8 6 0．34 N － 73 0－W ク

ク S K　 4 不整楕円形 1．04 ・0．88 0．15 N －　8 0－W ク

〃 S K　 5 方　 形 1．10 1．05 0．34 N － 2 00－ E 〃

ク S．K　 6 不整形 1．74 1．21 0 ．3 3 N － 190－ E ク
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

S K　 7 ク 2 ．0 1 1 ．3 2 0 ．3 2 N － 5 00－ E 逆　 台　 形

第 18 9 図 S K　 8 三 角 形 0 ．7 0 0 ．6 2 0 ．2 6 N －　 4 0－ E ク

第 190 図 S K　 9 不 整 楕 円 形 0 ．7 7 0 ．68 0 ．1 6 N － 8 90－ W ク

ク S K lO 不 整 形 1 ．3 8 0 ．84 0 ．22 N － 62 0－ W 〃

ク S K ll 円　 形 0 ．79 0 ．49 ク

ク S K 12 不 整 形 0 ．87 0 ．63 0 ．16 N － 56 0－ W ク

ク S K 1 3 不 整 楕 円形 0 ．78 0 ．57 0 ．11 N － 4 80－ E U　 字　 形

S K 14 不 整 形 1 ．98 0 ．6 0 0 ．2 2 N － 4 90－ E ク

第 19 0 図 S K 15 方　 形 1 ．8 0 1 ．17 0 ．2 9 N － 6 50－ W 逆　 台　 形

S K 16 不 整 形 0 ．9 5 0 ．5 7 0 ．0 9 N － 4 30－ W ク

第 190 図 S K 17 ク 1 ．3 2 0 ．83 0 ．07 N － 7 20－ W U　 字　 形

〃 S K 18 不 整 楕 円 形 0 ．8 1 0 ．72 0 ．14 N － 19 0－ W 逆　 台　 形

〃 S K 19 ク 1 ．88 1 ．30 0 ．2 4 N －　 3 0－ E ク

ク S K　 2 0 方　 形 0 ．94 0 ．74 0 ．11 N － 16 0－ E 〃

ク S K　 2 1 ク 0 ．96 0 ．4 8 0 ．0 6 N － 7 80－ W ク

ク S K　 2 2 楕 円形 0 ．76 0 ．6 5 0 ．4 3 N －　 2 0－ E ク

ク S K　 23 不 整 楕 円 形 1 ．15 0 ．5 9 0 ．14 N － 160－ E ク

ク S K　 24 隅丸 方 形 0 ．8 8 0 ．7 8 0 ．1 1 N － 8 60－ W ク

ク S K　 25 舟　 形 2 ．3 5 0 ．58 0 ．10 N － 12 0－ E U　 字　 形

S K　 26 不 整形 2 ．5 5 0 ．57 0 ．10 N － 68 0－ W 逆　 台　 形

S K　 2 7 楕 円形 0 ．78 0 ．6 0 0 ．0 7 N － 5 50－ W ク

S K　 2 8 不 整 形 2 ．14 1 ．2 4 0 ．2 0 N － 2 10－ E U　 字　 形

第 19 1 図 S K　 2 9 方　 形 1 ．18 1 ．0 7 0 ．0 7 N － 86 0－ W 〃

ク S K　 30 不 整 楕 円 形 1 ．2 4 0 ．9 1 0 ．08 N － 32 0－ W 逆　 台　 形

ク S K　 31 方　 形 2 ．8 7 2 ．00 0 ．95 N － 67 0－ W ク

S K　 3 2 楕 円 形 0 ．88 0 ．64 0 ．21 N － 8 50－ W ク

S K　 3 3 不整 楕 円形 0 ．93 0 ．54 0 ．2 1 N －　 9 0－ E 〃

第 1 91 図 S K　 34 方　 形 1 ．10 0 ．3 6 0 ．2 9 N － 18 0－ E ク

S K　 3 5 楕 円形 0 ．8 8 0 ．6 2 0 ．1 9 N － 77 0－ E ク

〃 S K　 36 隅丸 方形 1 ．5 5 0 ．8 0 0 ．19 N － 63 0－ W ク
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挿 図 番号 遺構 番 号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 19 1 図 S K　 37 不 整 楕 円形 0 ．9 6 0 ．9 2 0 ．0 8 N － 5 80－ W 逆　 台　 形

S K　 38 不 整 形 1 ．1 8 0 ．6 9 0 ．1 8 N － 3 9C－ E ク

第 1 91 図 S K　 39 円　 形 0 ．74 0 ．18 ク

ク S K　 40 ク 0 ．7 6 0 ．4 3 ク

ク S K　 4 1 方　 形 1 ．69 1 ．20 0 ．33 N － 65 0－ W ク

S K　 4 2 不整 形 0 ．93 0 ．68 0 ．06 N － 90 0－ E ク

第 19 2 図 S K　 4 3 方　 形 0 ．70 0 ．63 0 ．1 1 N － 15 0－ E ク

ク S K　 4 4 ク 2 ．0 5 1 ．13 0 ．38 N － 11 0－ E 〃

ク S K　 4 5 長 楕 円 形 2 ．99 1 ．26 0 ．18 N － 17 0－ E ク

ク ・S K　 4 6 円　 形 0 ．9 1 0 ．14 ク

ク S K　 4 7 舟　 形 2 ．26 0 ．39 0 ．14 N － 7 2 0－ W U　 字　 形

ク S K　 4 8 ク 1 ．59 0 ．28 0 ．0 7 N － 2 40－ E ク

ク S K　 4 9 楕 円形 2 ．0 0 1 ．68 0 ．3 3 N － 6 50－ W ク

ク S K　 5 0 円　 形 0 ．77 0 ．19 逆　 台　 形

ク S K　 5 1 方　 形 1 ．33 1 ．0 5 0 ．4 7 N － 7 80－ W ク

ク S K　 5 2 ク 1 ．0 0 0 ．6 5 0 ．12 N － 3 00－ E U　 字　 形

ク S K　 5 3 楕 円形 0 ．81 0 ．50 0 ．0 8 N － 6 70－ W ク

ク S K　 54 方　 形 0 ．92 0 ．9 0 0 ．11 N － 150－ E 逆　 台　 形

ク S K　 5 5 ク 1 ．10 0 ．9 1 0 ．1 5 N － 7 00－ W ク

第 19 3 図 S K　 56 不 整 楕 円形 0 ．75 0 ．4 8 0 ．2 2 N － 2 70－ E U　 字　 形

ク S K　 57 方　 形 1 ．19 0 ．8 9 0 ．4 0 N － 2 20－ E 逆　 台　 形

ク S K　 58 不 整 楕 円形 0 ．8 6 0 ．8 2 0 ．3 3 N －　 4 0－ E ク

S K　 59 不 整 形 0 ．8 1 0 ．7 0 0 ．10 N － 8 70－ E ク

第 19 3 図 S K　 60 舟　 形 2 ．5 5 0 ．7 3 0 ．28 N － 17 0－ E ク

S ．K　 6 1 ク 4 ．3 6 0 ．7 2 0 ．22 N － 24 0－ E ク

S K　 6 2 ク 2 ．1 0 0 ．5 6 0 ．1 1 N － 23 0－ E ク

第 193 図 S K　 6 3 不 整 楕 円 形 1 ．0 0 0 ．7 9 0 ．48 N －　 9 0－ E ク

ク S K　 64 ク 0 ．7 8 0 ．68 0 ．16 N － 60 0－ E ク

〃 S K　 65 円　 形 0 ．88 0、．．53 〃

ク S K　 66 方　 形 1 ．38 0 ．89 0 ．11 N － 76 0－ W U　 字　 形
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挿図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

S K　67 不整楕 円形 0．92 0．86 0．21 N － 280－ E 逆　 台　 形

S K　68 長楕円形 1．88 0．98 0 ．57 N － 150－ E U　 字　 形

第 193 図 S K ．69 方　 形 1．98 1．71 0 ．16 N － 240－ E ク

S K　70 円　 形 1．77 0 ．70 逆　 台　 形

第 193 図 S K　71 楕 円形 1．38 1．20 0 ．69 N － 120－ E ク

S K　72 不整楕 円形 1．70 1．30 0 ．14 N － 860－ E U　 字　 形

S K　73 長楕円形 1．71 0 ．90 0 ．56 N － 680－W ク

第 19 4 図 S K　74 方　 形 1．40 1．37 0 ．34 N － 210－ E 逆　 台　 形

ク S K　75 隅丸方形 1．75 1．43 0 ．53 N － 750－W ク

S K　76 不整楕 円形 1．70 1 ．25 0 ．95 N － 330－ E U　 字　 形

S K　77 楕円形 0 ．85 0 ．58 0 ．43 N － 84 0－W ク

S K　78 方　 形 3 ．10 1 ．57 0 ．55・ N － 68 0－W 逆　 台　 形

第 194 図 S K　79 円　 形 ・ 1 ．39 0．26 ク

ク S K　80 方　 形 1 ．24 1．17 0．46 N － 17 0－E ク

S K　81 不整楕円形 1 ．20 0．71 0．01 N － 21 0－・E ク

第 194 図 S K　82 楕円形 1 ．16 1．04 0．32 N － 86 0－W U　 字　 形

ク S K　83 不整楕円形 1 ．12 1．01 0．23 N － 69 0－W ク

S K　84 円　 形 0 ．75 0．11 逆　 台　 形

S K　85 不整形 3 ．14 1．63 0．18 N － 88 0－E ク

第 194 図 S K　86 円　 形 0．94 0．35 ク

S K　87 楕円形 0．79 0．67 0．38 N － 420－W ク

第 194 図 S K　88 隅丸方形 2．64 2．08 0 ．64 N － 270－ E U　 字　 形

S K　89、 長楕円形 2．40 1．09 0 ．44 N － 680－W 逆　 台　 形

第 195 図 S K　90 、、 不整形 －　3．11 2 ．94 0 ．32 N － 170－ E U　 字　 形

ク S K　91 不整方形 1．00 0 ．85 0 ．36 N － 220－ E 逆　 台　 形

S K　92 不整楕 円形 1．05 0 ．65 0 ．53 N － 68 0－W U　 字　 形

第 195 図 S rK　93 方　 形 0 ．69 0 ．60 0 ．20 N － 20 0－E 逆　 台　 形

S K　94 不整楕円形 1．25 1．06 0 ．37 N －85 030′－ E U　 字　 形

第 195 図 S K　95 舟　 形 1．65 0 ．36 0．14 N － 64 0－W ク

第 19 5 図 S K　96 不整楕円形 1 ．03 0 ．77 0．18 N －　6 0－E 逆　 台　 形
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長 ’ 径 短　　 径 深　　 さ

‘S K　 9 7 ＿ 方　 形 0 ．7 5 0 ．3 8 － 0 ．0 6 N － 2 00－ E 逆　 台　 形

第 19 5 図 S K　 98 ク 0 ．66 0 ．5 3 0 ．1 7 N － 8 40－ W ク

ク S K　 99 円　 形 0 ．94 0 ．1 0 ク．

S K l OO ク 0 ．8 6 0 ．14 ク

第 195 図 S K lO l 方　 形 1 ．18 0 ．94 0 ．18 N － 7 50－ W ク

ク S K lO 2 ク 3 ．2 2 2 ．77 0 ．49 N － 23 0－ E ク

第 1 96 図 S K lO 3 不 整 形 3 ．33 1 ．39 0 ．24 N － 11 0－ E ク

ク S K lO 4 不 整楕 円形 1 ．34 1 ．10 0 ．10 N － 57 0－ W U ． 字　 形

ク S K lO 5 ク 0 ．99 0 ．77 0 ．22 N － 80 0－ W 逆　 台　 形

S K lO 6 不 整 方 形 0 ．89 0 ．68 0 ．09 N －　 8 0－ W ク

S K lO 7
示 整 形

1 ．80 0 ．4 7 0 ．0 6 N － 6 030′－ E ク

第 19 6 図 S K lO8 方　 形 1 ．80 1 ．57 0 ．4 0 N － 150－ E U　 字　 形

〃 S K lO 9 ク 2 ．53 1 ．67 0 ．17 N － 2 00－ E ク

S K llO 不 整 形 2 ．32 1 ．8 3 0 ．3 1 N － 150－ W 逆　 台　 形

第 19 6 図 S K ll l 不 整 楕 円形 1 ．59 1 ．3 2 0 ．18 N － 6 50－ W U　 字　 形

ク S K 112 不 整 形 1 ．3 5 1 ．17 0 ．11 N － 7 90－ W 逆　 台　 形

〃 S K 113 不 整 楕 円 形 2 ．6 0 2 ．0 5 0 ．2 1 N － 1 50－ E U ．字　 形

第 197 図 S K 114 楕 円 形 1 ．5 7 1 ．4 5 0 ．6 7 N － 6 80－ W 逆　 台　 形

ク S K 115 不 整 形 1 ．5 0 1 ．2 9 0 ．3 0 N － 70 0－ W ク

S K 116 方　 形 0 ．8 8 0 ．5 9 0 ．1 1 N － 10 0－ E ク

S K 117 不 整 形 1 ．9 7 1 ．5 8 0 ．0 9 N － 80 0－ W ．ク

第 197 図 S K 1 18 方　 形 1 ．5 9 1 ．23 0 ．3 1 N － 73 0－ W

ク S K 1 19 ‘不 整 楕 円 形 2 ．22 1 ．87 0 ．26 N － 67 0－ W U　 字　 形

S K 12 0 方　 形 1 ．23 1 ．17 0 ．26 N － 15 0－ E 逆　 台　 形

第 197 図 S K 12 1 ク 0 ．78 0 ．77 0 ．17 N － 20 0－ E ク

ク S K 12 2 不 整 方 形 1 ．29 0 ．97 0 ．29 N － 15 0－ E U　 字　 形

ク S K 1 23 方　 形 1 ．44 0 ．94 0 ．17 N － 15 0－ E 逆　 台　 形

S K 1 24 舟　 形 1 ．60 0 ．64 0 ．15 N － 2 30－ E U　 字　 形

S K 12 5 不 整 形 2 ．4 5 0 ．37 0 ．0 9 N － 3 20－ E 逆　 台　 形

S K 12 6 不 整 方形 0 ．7 8 0 ．7 2 0 ．1 3 N － 6 70－ W ク
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乳番裾 　ヽ　　　　　　　口 　ヽ′

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考
ニ′

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 19 7 図 S K 127 楕 円形 1 ．4 8 1 ．2 7 0 ．14 N － 1 50－ W U　 字　 形

S K 1 28 舟　 形 1 ．5 9 0 ．69 0 ．19 N －　 8 0－ E ク

S K 12 9 不 整 形 1 ．59 0 ．9 1 0 ．13 N － 34 0－ E 逆　 台　 形

第 1 97 図 S K 13 0 舟　 形 2 ．91 1 ．03 0 ．21 N － 38 0－ E U　 字　 形

S K 13 1 不 整 形 4 ．09 1 ．11 0 ．2 2 N － 4 30－ E 逆　 台　 形

S K 132 ‾ 不 整 楕 円形 1 ．3 8 0 ．7 9 0 ．0 9 N － 3 20－ E ク

S K 133 ‘ ク 1 ．2 9 0 ．7 7 0 ．1 5 N － 34 0－ E U　 字　 形

第 197 図 S K 1 34 ク 1 ．10 0 ．78 0 ．04 N － 39 030 ′－ E 逆　 台　 形

－ S K 13 5 方　 形 0 ．76 0 ．56 0 ．16 N －　 9 0－ E ク

S K 13 6 〃 0 ．64 0 ．3 6 0 ．13 N － 160－ E ク

S K 137 不 整 形 1 ．4 4 0 ．94 0 ．08 N － 3 20－ E ク

第 198 図 S K 1 38 不 整 方 形 1 ．20 1 ．00 0 ．08 N － 75 0－ W ク

ク S K 1 39 舟　 形 2 ．48 0 ．73 0 ．19 N －　 5 0－ W U　 字　 形

ク S K 14 0 不 整 楕 円形 0 ．99 0 ．46 0 ．13 N － 14 0－ E 逆　 台　 形

ク S K 14 1 方　 形 2 ．07 1 ．32 0 ．3 4 N － 3 60－ E ク

S K 142 ク 0 ．8 0 0 ．6 3 0 ．12 N － 63 0－ W 〃

S K 143 舟　 形 3 ．0 0 0 ．4 5 0 ．14 N － 2 10－ E U　 字　 形

．S K 14 4 方　 形 1 ．0 0 0 ．5 9 0 ．31 N － 72 0－ W 逆　 台　 形

第 198 図 S K 14 5 楕 円 形 1 ．44 1 ．23 0 ．38 N － 52 0－ W U　 字　 形

ク S K 14 6 方　 形 1 ．45 1 ．07 0 ．2 4 ‘ N － 26 0－ E 逆　 台　 形

ク S K 14 7 円　 形 1 ．4 6 0 ．4 7
ク

ク S K 148 不 整 形 2 ．2 9 1 ．2 7 0 ．4 3 N － 6 70－ W U　 字　 形

S K 1 49 楕 円 形 0 ．9 2 0 ．58 0 ．55 N － 19 0－ E 逆　 台　 形

第 1 98 図 S K 1 50 不 整 形 1 ．9 1 0 ．77 0 ．16 N － 36 0－ E ク

S K 15 1 楕 円形 0 ．83 0 ．59 0 ．15 N － 8 80－ E ク

第 19 9 図 S K 152 不 整 形 5 ．57 1 ．7 1 0 ．3 7 N － 5 20－ W U　 字　 形

ク S K 1 53 方　 形 1 ．5 8 1 ．0 1 0 ．34 N － 2 70－ E 逆　 台　 形

ク S K 1 54 ク 0 ．56 0 ．44 0 ．09 N － 77 0－ W ク

ク S K 15 5 円　 形 1 ．35 0 ．52
ク

ク S K 15 6 不 整 楕 円形 2 ．28 1 ．4 6 0 ．28 N － 29 0－ W ク
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 1 99 図 S K 157 ク 1 ．70 1 ．43 0 ．29 N － 28 0－ E 逆　 台　 形

ク S K 158 楕 円形 1 ．56 1 ．35 0 ．30 N － 63 0－ W ケ

ク ・S K 1 59 ク 1 ．5 1 1 ．38 0 ．22 N － 24 0－ E ．ケ

S K 1 60 不 整 楕 円 形 1 ．2 1 0 ．87 0 ．29 N 一°25 0－ E U　 字　 形

S K 16 1 不 整 形 0 ．98 0 ．95 0 ．08 N － 63 0－ W 逆　 台　 形

S K 16 2 〃 1 ．74 0 ．59 0 ．14 N － 16 0－ E ク

S K 16 3 方　 形 1 ．00 0 ．4 2 0 ．15 N － 67 0－ W ク

第 19 9 図 S K 164 不 整 形 1 ．96 0 ．8 7 0 ．2 9 N － 7 60－ W ク

第 20 0 図 S K 16 5 方　 形 1 ．52 0 ．71 0 ．2 8 N － 2 10－ E ク

ク S K 16 6 ク 1 ．59 1 ．37 0 ．10 N － 8 40－ W U　 字　 形

S K 16 7 円　 形 0 ．91 0 ．3 3 逆　 台　 形

S K 16 8 ク 0 ．8 8 0 ．17 ク

S K 16 9 楕 円形 0 ．90 0 ．63 0 ．11 N － 6 20－ W U　 字　 形

第 20 0 図 S K 17 0 方　 形 1 ．4 0 1 ．20 0 ．16 N － 6 60－ W 逆　 台　 形

ク S K 17 1 円　 形 1 ．4 8 0 ．3 5 U　 字　 形

S K 17 2 ク 0 ．69 0 ．2 6 逆　 台　 形

S K 17 3 不 整 形 3 ．0 6 1 ．36 0 ．2 2 N － 120－ E ク

第 20 0 図 S K 17 4 円　 形 1 ．36 0 ．2 9 ク

ク S K ‾17 5 隅 丸 方 形 2 ．4 1 1 ．6 4 0 ．0 6 N － 170－ E U　 字　 形

ク S K 17 6 不 整 形 ，1 ．73 0 ．8 8 0 ．0 4 N － 2 00－ E ク

〃 S K 17 7 〃 4 ．73 3 ．2 0 0 ．3 1 N － 2 30－ E ク

第 20 1 図 S K 17 8 円　 形 0 ．78 0 ．3 3 逆　 台　 形

〃 S K 17 9 楕 円形 1 ．05 0 ．8 0 0 ．0 7 N －　 3 0－ E ク

ク S K 18 0 ク 0 ．86 0 ．6 5 0 ．10 N － 6 70－ E 〃

ク S K 18 1 方　 形 1 ．4 1 0 ．94 0 ．11 N － 1 29－ E ク

ク S K 18 2 ク 1 ．0 0 0 ．7 5 0 ．0 6 N － 6 90－ W ク

ク S K 18 3 ク 1 ．7 4 0 ．9 4 0 ．17 N － 6 70－ W U　 字　 形

ク S K 18 4 ク 1 ．4 7 1 ．0 5 0 ．16 N － 6 80－ W 逆　 台　 形

ク S K 18 5 ク 0 ．6 9 0 ．5 8 0 ．0 7 N － 6 70－ W ク

ク S K 18 6 円　 形 1 ．65 0 ．19 U　 字　 形
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

S K 187 不 整 形 0 ．5 8 0 ．5 0 0 ．0 5 N － 4 10－ E 逆　 台　 形

S K 188 ク 0 ．8 9 0 ．44 0 ．0 1 N － 78 0－ E ク

S K 189 ク 1 ．2 5 0 ．3 6 0 ．02 N － 7 10－ E Ⅴ　 字　 形

S K 1 90 ク 1 ．8 0 0 ．54 0 ．07 N － 60 0－ W 逆　 台　 形

第 20 1 図 S K 1 91 楕 円 形 1 ．3 1 1 ．06 0 ．08 N － 41 0－ W U ‾字　 形

ク S K 1 92 隅 丸 方 形 1 ．7 1 1 ．60 0 ．17 N － 23 0－ E 逆　 台　 形

S K 19 3 不 整 形 1 ．29 0 ．50 ‘ 0 ．09 N －　 9 0－ E ク

S K 19 4 ク 1 ．53 0 ．93 0 ．59 N － 6 20－ W 〃

第 2 01 図 S K 19 5 ‘舟　 形 2 ．55 1 ．01 0 ．16 N － 6 40－ W U　 字　 形

S K 19 6 不 整 楕 円形 0 ．90 0 ．51 0 ．0 5 N － 100－ E 逆　 台　 形

第 20 2 図 S K 19 7 方　 形 1 ．70 0 ．6 3 0 ．0 6 N － 2 20－ E ク

ク S K 198 不 整 形 1 ．8 0 0 ．9 3 0 ．14 N － 2 80－ E 〃

ク S K 199 方　 形 0 ．8 9 0 ．5 7 0 ．0 8 N －　 8 0－ E 〃

ク S K 2 00 楕 円 形 0 ．6 8 0 ．6 6 0 ．2 1 N －　 2 0－ W ク

S K 2 01 ク 0 ．8 3 0 ．6 1 0 ．06 N － 28 0－ E ク

第 202 図 S K 2 02 不 整 楕 円 形 0 ．8 0 0 ．52 0 ．16 N － 8 2 0－ E ク

ク S K 2 03 不 整 形 1 ．6 0 1 ．07 0 ．09 N － 4 50－ W ク

ク S K 20 4 方　 形 0 ．6 7 0 ．62 0 ．2 0 N － 7 00－ W ク

S K 20 5 楕 円形 0 ．8 5 0 ．79 0 ．0 6 N － 1 60－ W ク

S K 20 6 不 整 楕 円形 1 ．15 0 ．71 0 ．0 7 N － 8 50－ E 〃

第 2 02 図 S K 20 7 楕 円形 0 ．99 0 ．8 8 0 ．4 0 N － 7 80－ W ク

第 1 99 図 S K 20 8 ク 0 ．83 0 ．7 5 0 ．2 3 N － 64 0－ W ク

第 20 2 図 S K 209 長 方 形 1‾．8 3 0 ．5 8 0 ．68 N － 17 0－ E ク

ク S K 2 10 ク 1 ．9 0 0 ．5 2 0 ．13 N － 13 030 ′－ E ク

ク S K 2 1 1 ク 2 ．2 1 0 ．6 7 0 ．75 N － 14 0－ E ク

ク S K 2 12 ク 0 ．70 0 ．47 0 ．32 N － 160－ E ク

ク S K 2 13 〃 1 ．90 0 ．70 0 ．3 8 N － 2 20－ E ク

ク S K 2 14 ク 1 ．4 1 0 ．77 0 ．2 8 N － 2 10－ E ク

第 2 03 図 S K 2 15 ク 1 ．34 0 ．60 0 ．1 7 N － 16 0－ E ク

ク S K 2 16 ク 1 ．30 0 ．4 3 0 ．36 N － 12 0－ E ク
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 20 3 図 S K 21 7 長 方 形 1 ．78 0 ．7 1 0 ．3 6 N － 2 20－ E 逆　 台　 形

ク S K 218 ク 1 ．83 0 ．5 5 0 ．2 5 N － 140－ E ク

ク S K 219 ク 1 ．4 0 0 ．6 8 0 ．4 3 N － 2 20－ E ク

ク ．S K 2 20 ク 1 ．7 1 0 ．9 0 0 ．6 5 N － 1 60－ E ク

ク S K 2 21 ク 1 ．2 0 0 ．8 7 0 ．50 N － 23 0－ E ク

〃 S K 2 22 〃 0 ．9 3 0 ．63 0 ．32 N － 20 0－ E ク

ク S K 2 23 ク 1 ．44 1 ．00 0 ．88 N － 20 0－ E ク

ク S K 2 24 ク 1 ．83 0 ．65 0 ．4 9 N － 14 0－ E ク

〃 S K 2 25 ク 1 ．68 0 ．87 0 ．72 N － 20 0－ E ク

S K 22 6 ク 1 ．63 0 ．4 8 0 ．3 6 N － 140－ E ク

第 2 03 図 S K 22 7 ク 1 ．54 0 ．6 5 0 ．6 3 N － 100－ E 〃

ク S K 22 8 ク 1 ．68 0 ．6 3 0 ．8 6 N － 2 50－ E ク

ク S K 22 9 ク 1 ．79 0 ．6 3 0 ．8 6 N － 3 00－ E 〃
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第42表　包含層出土土器観察表

1 挿 図 番号

I

層　 位

I

l

i 器 種

I 法皇 呂慧

（cm ） 胴 径

底 径

I
i

I　　 形　 態 ・ 文　 様

I

l

l

l

I 手　　　 法

l
i

I 備　　 考

1

1 第 工層

土師 器

杯

14 ．2

3 ．4

ほぼ 平 らな底部 か ら休部 は 上外　 器面 は摩 耗 が著 しく、調整 不明。
方へ のび 、端部 を丸 く仕 上げ る。 庭部 は回転 へ ラ切 り底 。
休部 の器壁 は薄 い。 l

I

i
9 ．1

2

3

ケ

土師器

皿

15 ．0

1 ．6

9 ．2

ほぼ平 らな底部 か ら休 部 は斜 め
上方へ 短 くのび る。端 部 は丸 く

内外 面 ともヨ・コナデ調 整。底 部
は回転 へ ラ切 り底 。

　「　 ‾ ‾

仕 上 げ られる。

ほぼ平 らな底 部 には、 高 さ 5 m m
の 高台 が付 く。休 部 は斜 め 上方

へ 短 くのび端 部 は丸い。ク

土師器

般

24．0

2．7

17．4

器面 は磨耗 が著 ‘しく、調 整不 明。

l
．JlェL

4 〃

須 恵器

杯　 蓋

14．7 平 らな天 井部 か ら、＿華 や か に下 天井部 は回転 へ ラ削 り。 内面 は

】
（1．9 ） る口緑部 。 口緑端部 は丸 く仕 上

げ られ る。
ナデ調整 。他 は ヨコナデ 調整。

1

5 ク ケ

14．2

（ 1．2）

平扁 な蓋 で、 平 らな天井 部か ら

口緑 部 は斜 め 下方へ 下 り、端部
で下 方へ屈 曲 さす。

－　　　　　 ＋

一ケ

！

6 ク

須恵 器

杯

14 ．0 平 らな底部 に は下方 へ向 く高 さ 内底 面ナ デ調整 。他 は ヨコナデ

4 ．4

9 ．4

7 mm の南台 が付 く。休 部 は上外
方へ のび、 端部 を丸 く仕上 げ る‾。

調整 。底部 は 回転 へ ラ切 り底。

7 ク ク

13 ．0 平 らな底部 に はハ の字 形 に開 く 内外 面 とも ヨコナデ調 整。底 部

3 ．4

8 ．6

昂 さ．4 mmの 愚台 が付 く。休部 は
上 外方 への び、端 部 を丸 く仕 上

げ る。

は 回転 へ ラ切 り底 。

〃8 ク ク

12 ・芋

3．8

8 ．8

平 らな底部縁 辺部 にハ の字形 に
開 く高 台 が付 く。 端部 は外傾 す

る面 をなす。 休部 は上外 方へ の
び、端部 は丸い。

9 ク ク

12．5

3．6

8．2

平 らな底 部 か ら休 部は上 外方へ

の び、端 部 を丸 く仕上 げる。 ク

l

10 〃 ク

13．6

3．6

9．0

平 らな底 部 か ら、休 部 は内湾気

味 に上 が り、端 部 を丸 く仕 上 げ

る。
ク

「 r r

11 ク ク

15．0

3．5

9．3

平 らな底部 か ら、休 部 は上 外方

へ のび、端 部 を丸 く仕上 げる。

器面 は磨 耗 が著 しく、調整 不明。 内外面 とも灰

黒 色。焼 成 不
良。

12 ク

須恵 器

皿

13 ．2 平 らな底部 か ら、休部 は短 く上 内底 面ナデ 調整。 口緑部 ヨコナ 内 外面 と も灰

1．7

10 ．0

外方 への び、 口緑 部 で外傾 させ
端部 は外傾 す る面 をなす。

デ調整 。 白色 。

13 ク ケ

16 ．0 平 らな底部 か ら、休部 は上外 方 内底面 ナデ調 整。他 は享 コナ デ

1．9

12 ．．9

へ 短 くのび 、口緑 部 は内側 に若

干 折 り曲 げる。端 部 は丸い。

調 整。 底部 は回転 へ ラ切 り底 。

14 〃 ケ

15．8 平 らな底 部 か ら、休 部 は斜 め上’‾．器 面 は垣 耗 が著 し く、調 整不 明。

1．8

11．8

方 へ短 くの び、端部 を丸 く仕 上

げる。

底 部 は回転へ ラ切 り底。

15 ク 〃

15．8
平 らな底 部 か ら、休 部 は上外方

°
内外面 と もヨコナデ 調整。 底部

2．3

12．6

へ のぴ 、端部 を丸 く仕上 げ る。 は回転へ ラ切 り底。
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●

ケ

－　 1

ク

（2．9 ）

6．2

・ケ ク
（5．9）

9．8

位 器　 種

口径

法 量　 器 高

（cm ） 胴 径

底 径

I 層
青　 磁

（3 ．4）

腕
5 ．8

ク 土　 錘

全 長　 4 ．4

直径　 1．8

重量（g）12．9

手　　　　　　　　 法

i

I 備　 考

内 外 面 と も ヨ コ ナ デ 調 整 。 底 部
は 回 転 へ ラ 切 り 底 。

内 底 面 ナ デ 調 整 。 休 部 ヨ コ ナ デ

調 整 。 底 部 回 転 へ ラ 切 り 底 。

内 外 面 と も ヨ コ ナ デ 調 整 。

内 外 面 と も ヨ コ ナ デ 調 整 。 底 部

は 回 転 へ ラ 切 り 底 。

一ケ

内 底 面 未 調 整 。 他 は ヨ コ ナ デ 調
整 。

文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

休 部 外 面 に へ ラ 措 の 達 弁 文 。 全 青 緑 色 粕 を 施
面 に 施 和 し 、 高 台 内 面 の 粕 を 円 粕 。
形 に 剥 ぎ 取 る 。

表 面 は 磨 耗 し て ．い て 調 整 不 明 。

l

古 代 の 土 錘 と

み ら れ る 。

形　態・　文　様

平らな底部から、休部は上外方
へのび、端部を細く仕上げる。

平らな底部から、休部は内湾気
味に上がり、端部を肥大させ丸
く仕上げる。

ハの字形に開く脚部は裾部で屈
曲して大きく開き、端部で下方
へ屈曲さす。

部が縁辺にハの字形に
5mmの高台が付く。端
休部は上外方へのび

中凹みの底部から、休部は上外
方へのびる

平らな底部にはハの字形に開く
高さ8mmの高台が付く。端部は
下方を向く平面をなす。

底部は削り出し高台となり、休
部は内湾気味に上がる。

土師質の土鐘で、円筒形を呈し
ほぼ中央部に直径6mmの円孔を
穿つ。

第43表　包含層出土石器観察表

召番号

l
i 層 位

器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（cm、g） 最大厚

重　 量

24 第 I 層 不　 明

11．9
3．9
3．1

2 10．0．

質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

岩

棒状を呈するもので、断面三角形を呈
す。端部が太く丸い。河原石を利用 し
たもの とみられる。部分的に磨滅痕が
残 る。

第44表　遺構出土土器観察表

■■書－－葵覇臼l

F丁］≡－

≠　　　　　　　 態

l

i　　 文　 様 ・ 手　 法

I

備　 考 I

稜花皿 で あ り、口緑 部 の 項緑 灰色 の粕 が約 1 mm 幅 でかか P 3 出 土
か残 存 して いな い。 口緑
め らかに外 反す る。

ってい る。
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l

l廟図番号
I

I
l
l遺構番号
I

l
l
I　器　種
！

Ii　　 口径
i法量　器高
！（cm）監護

l
l
i 形 態 ’ 文 様

lil
i　 手・　　 法

l

l
I
I 備　　 考
】

26

27

】
I s B　5
I
l

！ 須恵器

I　杯　蓋
l

！ （墨 ）

！
l

ほ 味のある天井部から－l q 時部
律 雷忘雷だ 呈遠雷 雷 。

l
I
l

I内外面ともヨコナデ調整0

！
l
l
頂 訂 明0 内面ナデとヨコナデ

】

！P l出土0

l
I

P 7出土。

l
I
S B ‾　6

】
I
l　 ヶ
！

I
‖ 2・1）

！

丁吾禁謂 誓 井部に宝珠形のつ

l
I
I

挿図番号

l

遺構番号

ー 器 種 恒 壷菱
l
！　　 形　　　　　　 態
l

！
！
I 文 様 ’ 手 法

l
上 考

28 S B 18

】
i 青皿磁

l

i l：：！ 明オリーブ灰I軸。
i p 2出土。
I
！

29

l
l
I S K　2

l
I

把　手
は さ三 高

3．5
厚さ　 3．2

一譜 変 電 恋 恋 語 十琉 芸滝 を完‡怒

l

「ま譜 面

I瀬戸系。
l

30 ク 瓶
11．5
12．6
10．2
5．2

平底の底部から、内湾して上が
り、胴部中位から直立し、口緑

ロクロ成形による、内外面とも
ロクロナテP。 慶 應

部で外反する。上外方を向く注 付着する。
口が付く。

31 ク 蓋
10．43．5

丸味のある天井部に擬宝殊形の
つまみが付く。かえりは高さ 天井部つまみのまわりに菊花文を施す。外面ナデ調整とロクロ赫1 ．2 cm で内方 を向 く。 ナデ。 内面 ナデ調 整。

1 l

挿図番 号 遺 構番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考
l

32

】

S K　 6

l 須恵 器

l 杯　 蓋

15．3

（ 2．2）

I

l

九時 の ある天井 部 か ら、 口緑 部
は緩 や かに下 り、端部 で下方 へ 天棚 左 方前 示 元 前 面 －ト

ナデ 調整。 外面 ヨコ ナデ調 整。

I

屈 曲す る。
i　　　　 ！

I

】

l

I

挿 図番 号 遺 構番 号 ・器　 種

I 法量 呂 慧

（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態

I
l

文　 様　　　 手　 法

1

！ 備　 考

！

33 S K　 6 皿

15 ．0 底 部 は蛇 ノ目高台 とな り、休部

　ヽ　∠ゴ

見込 と体部 内外 面 に山水文 の染 伊万 里系深 皿。

4 ．4

8．4

は内湾 気味 に上 が り、端部 を丸
く仕 上げ る。

付。 成形 は形 うちに よる。

34 ケ ク

8．1 灯 明皿 で、平 らな底部 から体部 内面か ら、外 面口緑部 に かけて 瀬戸 系。

ク

1．8

3．4

は斜 め上 方へ のび る。．内面 に は
短 い立 ち 上が りが付 く。

灰 粕が かか る。 外面 回転へ ラ削
り。 底部 は回転糸 切 り底。

35 ・ケ ク

8．0

1．6

3 ．0

一ケ 〃

3 6 ク 碗

8 ．2

4 ．2

嘩部 は削 り出 し高台 とな り、体

部 は内湾 気味 に 上が り、 口緑部

克込 と口緑 内面 に 2 本の 界線 と

染付 。休部 外面 に も界線 には さ
瀬 戸 ・美漉 系こ

は上 外方 への び る。 まれて、染 付 あ り。

3 ．8

37 ケ 鉢

底 部 は削 り出 し高台 とな り、体 内外面 ロ クロナ デ調整。 外面 に 一ケ
（4 ．0 ）

13．4

部 は直 立す る。手鉢 とみ られ る。

l

は灰粕 が かか る。

l
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I
！

l
I

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

l

胴部 は 上外 方へ の び、中位 か ら
内傾 して 上が る。 上胴 部 には把 I

外面胴 部 中位 か ら上に糸 目文 を
施す 。内外 面 ともロ グロナ デ調

瀬 戸・美 濃系 。

手 が 2 個付 く。 整。 外面 に灰粕 がか か る。
l

l

丸 い天 井部 に は擬宝珠 形の つ ま 天井 部 に文様 あ り。外 面 に白色 瀬 戸 ・美濃系 。

み が付 く。 口縁 部 はその まま下 粕 をか ける。 明治以 降の も
り、端部 は下 方 を向 く平 面 をな l

す。

の とみ られ る。

休部 は 上外 方へ の ぴ、肥厚 した 内 面に10 本単位 の条線 を施 す。 備 前焼 。

口緑 部 は上方 を向 く。 ロ縁 内面 休部 外面 はへ ラ削 り。 ロ緑部 ロ
に 1 条、外 面 に 2 条 の凹線 。 クロナテ訂。

丸味 の ある天井 部 には擬宝 珠形 天井 部 には粕 がか かる。他 はロ 内面 には煤 が

のつ まみ が付 く。 口緑 部 はその

まま下 り、内面 にか えりが付 く。

クロナデ 。

l

付 く。

素焼 の鍋 で、底 部 は丸 い。 ロ緑 内外 面 ロ クロナデ。外 面 には煤 外 面 には煤 が

部 は欠損 し、底 部 との境 にか え
りが付 く。

が付 着す る。 付 着す る。

削 り出 し高台。 休部 は上 外方へ 外 面 と内 面の 界線 にか けて朱色 瀬戸 ・美濃 系。
の び、端部 を丸 く仕 上 げる。 の網 目女。全 面 に白色 粕 をか け 幕末 とみ られ

る。 る。

削 り出 し高台 。休部 は内湾 して 見‘込 と口緑 内面 正は界線 と花文 。 能茶 山焼。
の び途 中か ら上外 方へ のび、端 体 部外 面 にも文様 あ り。 高台 内

部 を糸田く仕上 げ る。 面 に窯印 あり。畳付 以外 に白色
’軸 を施 粕。

ク

見込 と口縁 内面 l土は界 線 と花文。

休部 外面 に も花 文 を施 す。 高台
内 面 に窯 印 あり。畳付 以外 に 白

色軸 を施 粕？

〃

直 立す る休部 。 ロ緑 部 は肥大 し、 内外 面 ともロ，グロナデ。 口線 内 唐津 系。
車 く仕 上 げられ る。植 木鉢 とみ

られ る。

面 か ら外面 にか けて施粕 す る。

削 り出 し高 台。休 部 は内湾気 味 20本 単位 の条線 を内面 全面 に施 備前 焼。

に上 が り、 ロ緑部 はや や肥 厚す

る。 ロ緑外 面 に稜が あ る。

す。 内外 面 ともロ クロナデ。

胴 部 は内湾 気味 に上 が り、 口緑 内外 面 ともロ クロナ デ。全 面に 京焼 系。

部 は小 さ く肥厚 して いて、 肩部

に注 口が付 く。

鉄粕 を施粕 す る。

削 り出 し高台。 休部 は内湾 気味 内外 面 ともロ クロナデ 。全 面に ・ケ
に 上が り、口・緑 部 は小 さ く肥厚

してい る。 注日 が付 く。

灰粕 を施 粕す る。

やや 丸味 の ある天井部 に擬 宝珠

形 のつ まみが付 く。 口緑 内面 に
かえ りが付 く。

内外 面 ともロ クロナ デ。

休部 は直 立 し、．内側 に炉 を設 け、

5 個 の円形 の透 しを穿つ。

内外 面 ともロ クロナ デ。 素焼 。

I

犬 を模 した土製 品 とみ られ る。 素焼 で 、各部分 を丁 寧 につ くっ 前 足部 分が 欠

てい る。 損 してい る。
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18．8

10．0

10．0

ク 蓋

9．5

3．6

ク 1　 涼　 炉

14．6
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴径

底径

I

形　　　　　　　 態

53 S K　 2 8・ 措　 鉢

33．2
（8．9 ）

休 部 は斜 め上 方 にのび 、口緑部

はやや 内傾 しての び る。 口緑部
下 端 を下方へ拡 張 す る。

54 ク 土　 建

全長　 5．0

直径　 1．4 －

重量 （g）7 ．5

土師 質の 土盛 で、 円筒形 を呈す 。

ほ ぼ中央 部 に直 径約 5 mm の円孔
を穿 つ。

55 ク 湯　 呑

8．4

（5．7）

休部 は内湾 して短 く上が ったの
ち、 上外 方への び る。 端部 は丸

く仕 上 げる。

56 S K　 30 皿

蛇 ノ目高台 。休 部 は内 湾気 味 に

（1．7）

7 ．8

上が る。

5 7 S K　 3 1 腕

11 ．2

6 ．2

4 ．6

削 り出 し高 台。休 部 は内湾気 味

に上 がる。

58 ク 徳　 利

削 り出 し高台 。胴部 は内湾 気味

（4．0 ）

7．6

に上が る。

59 ク 腕

10．8

（3．7）

広東 茶碗 で、体 部 は内湾気 味 に
上 が り、端部 を丸 くお さめ る。

60 〃 ク

12．4

4．2

4 ．2

平顕 で、 削 り出 し高台。休 部 は

内湾 しての び、口緑部 は屈 曲 し

て上 外方 への び る。

61 ク 〃

9．7

5．1

3 ．2

茶碗 で、 削 り出 し高 台。体 部 は

内湾 して上が り、 口緑 部 で外反

す る。

6 2 ク ク

削 り出 し高台。 休部内 湾 して上

（4 ．2）

5 ．1

が り、口緑 部 は直立す る。

63 ケ 鍋

46 ．4
（6 ．4 ）

底 部 か ら口緑 部 にか けて、内湾
気 味 に緩 や か に上 が る。 端部 は
外 傾す る面 をなす 。

64 S K　 36 措　 鉢

30．0

（10．0 ）

休 部 は上外方 への び、 ロ緑 部 は
肥 厚 され、 ほぼ直 立す る。 口緑
外 面 に 2 条の 凹線 を施す。

65 S K　 44
青　 磁

碗

分 厚い平 らな底 部。 削 り出 し高

（2．7）

11．4

台。

挿図番 号 遺構 番号 器　 種 l

口径

漂 語 霊 l

底 径

形　 態 ・　 文　 様

66 S K　 51
須恵器

杯　 蓋

17 ．2 ほ ぼ平 らな天 ．井部 か ら、口緑部

（1 ．6） は題 やか 阜こ下 り、端部 を下方 へ

小 さ く屈 曲 さす。

文　様・　手　法

内外面ともロクロナデ。内面に
は5本単位の条線を部分的に施
す。

表面はナデ調整。

休部外面に文様を施す。（庸胎呉
須絵湯呑）全面に施粕する。

見込に界線と草花文を施す。ま
た、蛇ノ臼状に粕を剥ぎ取る。
高台内面も蛇ノ臼状に粕を剥ぎ
取る。

見込に2本の境線とコン
版。休部外面に4本の秦
様。畳付以外に施和す右

内外面ともロクロナデ。外面に
はパケ目を施す。外面のみに施
粕。

休部外面に捻文を染付る。全面
に施粕。

見込は蛇ノ臼状に粕を剥ぎとる
高台以外に鉄粕を施粕する。

高台以外に施粕する。

「‾－－

1

！備　　考

り出し高台。休部内湾して上 見込に目痕が2 ヶ所残存。見込 イ′
l．り、口緑部は直立する。 から休部にかけて施宥由。

部から口緑部にかけて、内湾 口緑部内面ヨコナデ。内面ナデ 素癖。
味に緩やかに上がる。端部は 調整。外面には煤が付着 し、調
傾する面をなす。 整不明。

部は上外方へのび、ロ緑部は 口緑部ロクロナデ。内面全面に
厚され、ほぼ直立する。口緑

面に2 条の凹線を施す。
8 本単位の条線 を施す。

厚い平 らな底部。削り出 し高

0

見込にヘラ措による唐草文。畳
付と高台内面以外に青緑粕 を施
粕する。

形　 態 ・ 文　 様　 I 手　　　　　　 法　 】 ‘備　　 考

内外面ともヨコナデ調整。
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挿図番号

Il

！遺構番号

ll
l 器 種

一　　　　 口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形

67

I

S K　56 措　 鉢

28．0
（10．3）

体部は上外方へのび
肥厚 し、そのまま上
に凹線、内面に段を

68 S K　60 土　 建

全長 （4．幻

直径　 2．3

重量（g）19．5

土師質の土徳で、円
ほぼ中央部に直径約
を穿つ。

69 S K　66 捨　 鉢

33．6
（6．0）

上外方へのびる休部
部 は直立し、端部 を
る。

70 ク 土　 徳

全長　 4．3

直径　 1．8

重量（g）12．6

土師質の土鐘で、円

ほぼ中央部に直径 3
穿つ。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　 態 ・ 」

71 S K　69
須恵器 15．0

（1．8）

ほぼ平 らな天井部声、
は緩やかに下 り、端

杯　 蓋 屈曲さす。

72 ク

須恵器

杯

11．6
2．8

7．6

平 らな底部から、体
へのび、端部 を細 く

73 S K　70
須恵器

杯　 蓋

15．8
（1．5）

平 らな天井部から、
やかに下り、端部で
さす。

挿図番号
I
l

遺構番号 l

l
l

器　 種
l
l

口径
法量　 器高
（cm） 豊霊 ．l 形

文　 様 ・　 手　 法 備　　 考 ．

口緑 部 ロクロ ナデ。外 面へ ラ削 備 前焼 。
り。 内面 全面 に 8 本 単位の 条線

を施 す。

表 面ナデ 調整。 古 代の 土唾 の

可 能性 あ り。

内外 面 ロクロ ナデ。条 線 は不明。 備 前焼。

表面 は磨耗 が著 しく、調整 不明。

手　　　　　　　　 法 備　　 考

天井部 回転へ ラ削 り。 内面ナ デ

調整。 他 はヨコナ デ調整 。

内外面 ともヨゴ ナデ調整 。底部 内外 面 とも淡
は回転 へ ラ切 り底 。 青灰 色。

天井部 は 回転 へ ラ削 り。 他 はヨ 内外 面 とも灰

コナ デ調整。 色。

l

l　　 文　 様 ・ 手　 法

l

l
l

備　　 考

！見込 に界線 1 条 と梅 花。体 部外 瀬戸 ・美濃 系。
，面に界線 3 条 。畳付 以外 に施粕
！する。

内外面 ロ クロナデ。 内面 全面 に ・疇 前廟 。
8 本単位 の条線 を施 す。

見込 に界 線 1 条 と梅 花。体 部外 瀬戸 ・美濃 系。
面 に捻部 。 高台外 面に 1 条 の界
線 。畳付 以外 に施粕 す る。

休 部外 面 l±ロ クロ目が残存 ニ‾内
′ケ

面に 目痕 が 4 ヶ所残 存。 内面 か
ら外面 にか けて施軸 す る．。

βから、ロ緑
丸く仕上げ

筒形を呈す。
mmの円孔を

う、ロ緑部
部を下方へ

部は上外方
仕上げる。

口緑部は緩
下方へ屈曲

I
l

l
l

㍉ Lll∵ 箭 l

74

I

S K　70

1
I 碗

広東茶碗である。削り

（‘4．5）

4．2

休部 は内湾気味に上が

75 S K　71 措　 鉢

20．8
（4．4）

休部は上外方へのび、
肥厚され、直立し、外
の凹線を施す。

76 S K　74 碗

広東茶碗である。削 り

（4．7）

3．6

休部 は内湾気味に上が

77 ク 片　 口

15．0
8．0

7．5

削 り出 し高台。休部は
に上がり、口緑部に注

78 ク 措　 鉢

平らな底部から、休部

（6．7） 湾 して上外方へ上がる

口緑部は
面に2条

内湾気味
口が付く。

内 面 は ナ デ 調 整 の あ と 8 本 単 位

の 条 線 を 全 面 に 施 す 。 外 面 回 転
ヘ ラ 削 り。

内 面 に 目痕 が 残 存 。 外 面 下 部 に
回転 へ ラ 削 り。 高 台 以 外 に施 粕

す る 。
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挿図番号 遺構番号

i

器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　手　 法 備　　 考

80 S K　78 碗 （4．6）

5．2

削 り出 し高台。休部は内湾して
上がる。

畳付以外 に青緑粕を施粕する。 京焼系。

81 S K　79
土師質土器

椀

14．6
（4．6）

休部は内湾気味に上がり、口緑
部でやや外反する。端部を細く
仕上げる。

器面は磨耗が著 しく、調整不明。 内外面とも涜
黄橙色。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法皇　 器高
（cm） 胴径

底径

形　 態 ・　文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

82 S K　89
須恵器

高　 杯

（3．1）

11．6

大 き・く開く脚部は裾部でさらに
開 き、端部で下方に屈曲する。

内外面ともヨコナデ調整。

83 S K　92
須恵器 12．3 丸味の残る天井部から、口緑部 ．天井部の回転へラ削 りは不明。 内外面とも灰

（1．4） はそのまま下 り、端部で下方に 天井部内面ナデ調整。他はヨコ
・・．－．°こま

色。

杯　 蓋 屈曲 さす。 ナ丁調整。

84 S K　93
須恵器

13．4 ほぼ平 らな天井部から、休部 は 器面は磨耗が著 しく、調整不明。 内外面とも灰

3．3 上外方へ上がり、端部 を細 く仕
くヽ

底部は回転へラ切り底。 色。

杯
9．4

上げる。 焼成不良。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 挙高
（cm） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

85 S K llO 皿 ・

11．8 休部 は内湾気味に上が り、端部 見込は蛇 ノ臼状 に粕 を剥 ぎとる。 唐津系。
（2．2） を細 く仕上げる。 （青緑皿） 口唇部から見込にかけて青緑粕

を施粕する。

86 S K lll 措　 鉢

34．4 休部は上外方ペやや外反気味に 内外面 ともロクロナデ。内面に 備前焼。
（12．4） 上がり、口緑部は直立する口緑

下端をやや拡張する。
は7 本単位の条線を部分的に施
す。

87 〃 土　 塵

全長　 4．0 土師質の土車 で、円筒形を呈 し、
～　　　　立　－　　ノ　J

表面はかなり磨耗 していて、調 古代の可能性

直径　 1．8

重量（g）9．6

ほぼ中央部に直径約 6 mmの円孔
を穿つ。

整不明。 もある。

88 S K 1 13 土　 釜

胴部は内湾 して上が り、中位 に 内外面ともヨコナデ調整。下胴 素焼。

（12．0）
27．5

断面三角形で水平にのびる鍔が
付 く。

部に格子目状の両 目が残存する。

　 89 ‘S K 117 鉢

13．4 体部は内湾気味に上が り、口緑 内外面 ともロクロナデ。口緑部 瀬戸焼。
（4．1） 部で短 く外傾する。端部は丸 く

仕上げられる。折線鉢。
内面に緑粕がかかる。 （古瀬戸）

90 S K 156 皿

－
削り出し高台。休部は内湾気味 見込は蛇 ノ臼状 に粕 を剥 ぎとる。 唐津系。

伊万里系。

（2．0）

5．0

にのびる。 外面は回転へラ削り。見込か＿ら
外面にかけて緑色粕を施粕する。

91 S K 15 8
瓦質土器 17．8 休部は内湾 して上が り、口縁部 口痙部から内面にかけてナデ調

（5．9） は直立 し、端部は上方 を向 く平
面をなす。

整。外面には指頭庄痕が残存。

鍋 29．2
I
l

92 S K 16 7 碗

12．4
（4．4）

体部は内湾気味に上が り、端部 I

を丸 く仕上げる。
口癖内面に2 条の界線。外酎 ±

2 条の界線と文様。全面に施粕
する。
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形　　　　　　　 態 文　 様　 ・　 手　 法 備　　 考

ほぼ 平 らな底部 か ら、休部 は斜 器 面は磨 耗 が著 し く、調整 不明 。

め 上方へ 上が る。 内 面 にロ‘クロ目が残存 。

削 り出 し高台。 体部 は内湾 して 口唇部 か ら見込 に褐色 粕。 外面 唐津系 。
の び、口緑 部 はほぼ 直立 し、端 に青緑粕 。体部 下位 に回転 へ ラ
部 を丸 く仕 上 げ る。 削 り。

湯呑 茶碗。 削 り出 し高台。 休部 休部 外面 に鉄絵 の草 花文。 高台 瀬 戸 ・美濃 系 。
は内湾 して上 が り、 端部 は細 く
仕上 げ られ る。

以外 に施粕 。 （京焼岡 ）

平 らな底部 か ら、休部 は上 外方 器面 は磨耗 が著 しく調 整不 明。 内外面 とも橙
へやや 内湾 して上 がる。端 部 は 内面 に ロクロ 目が残存 。底 部 は 色 。
丸 く仕 上 げる。 回転 糸切 り底。

休 部 は内湾 気味 に上 が り、口緑 口唇 部 に灰オ リーブ柚 が かか る。 瀬 戸三美濃 系。

部 との境 に稜 をも ち、直立 し、
端 部 でや や 外反 す る。

他 は灰 白色 粕 がか かる。

削 り出 し高台。 休部 は内湾 して 外 面 に笹 絵。畳 付 に砂 が付 着す 伊 万里 系。
上 が り、端 部 は細 く仕上 げる。 る。

削 り出 し高台。 休部 は内湾 して 見込 に胎 土 日が 1 ヶ 所残存 。高 京焼系 。
上が り、 ロ緑部 は直 立 し、端部
を丸 く仕 上 げる。

台以 外 に施 粕。

削 り出 し高台。 休部 は上外 方へ 体部 外面 に梅 文。畳付 に砂 が付 伊万 里系。
真直 ぐの び、端 部 を丸 く仕 上 げ
る。

着 す る。畳 付以 外 に施 粕。

削 り出 し高台。 休部 は内湾 して 休部 外面 に草 花文。畳 付以 外 に ク
上 が り、端 部 を糸田く仕上 げ る。 施粕 。

〃

体 部外 面 に菖蒲 絵。畳 付 に砂 が

付 着す る。
〃

〃

休 部外 面 に紅 葉絵。 高台外 面 に 伊万 里系。 呉
2 条の 界線。畳 付以 外 に施 租。 領 の発 色 が悪

い。

ク

体 部外 面 に笹絵 。畳 付 に砂 が付 伊万 里系。 呉
著 す・る。 畳付 以外 に施 粕。 須の発 色 がや

や悪 い。

削 り出 し高台 。宵 幅有 り。休部 見込 か ら外面 にか けて施粕 。体 瀬戸 ・．美濃 系。
は内湾 して上 が り、口縁 部 は直

立 し端部 は 丸い。
部 下部 に回転 へ ラ削 り。

削 り出 し高台 。体 部 は内湾 して 体 部外 面 に笹 絵。畳 付以外 に施 伊万里 系。 呉
上 が り、端部 を糸田く仕 上げ る。 粕 。 須の発 色 がや

や悪 い。

平 ら な底 部 か ら、休 部 は内湾 し 内外面 ともロクロ ナデ。底 部 回 内外 面 とも痍

て 上が り、端部 を細 く仕 上 げる。 転 糸切 り底。 黄橙色 。

l l 底 径 l

93 S K 170

土 師質 土器

杯

（2．2）

3．8

ほぼ 平 らな底部 か ら、休部 は

め 上方へ 上が る。

94 S K 176 碗

8．6

5．9

5．0

削 り出 し高台。 体部 は内湾 し

の び、口緑 部 はほぼ 直立 し、
部 を丸 く仕 上 げ る。

9 5 S K 184 ク

8．6

5．5

3 ．2

湯呑 茶碗。 削 り出 し高台。 体
は内湾 して上 が り、 端部 は細
仕上 げ られ る。

96 S K 199
土師質土 器

杯

12 ．8

4 ．1

5 ．1

平 らな底部 か ら、休部 は上 外

へやや 内湾 して上 がる。端 部
‘丸 く仕 上 げる。

97 S K 2 08 碗

9 ．4

…（5 ．5）

休 部 は内湾 気味 に上 が り、口

部 との境 に稜 をも ち、直立 し
端 部 でや や 外反 す る。

98 ．S K 2 09 ク

6 ．8

3 ．2

2．3

削 り出 し高台。 休部 は内湾 し
上 が り、端 部 は細 く仕上 げる

9 9 S K 211 ク

8．9

6．1

4．4

削 り出 し高台。 休部 は内湾 し

上が り、 ロ緑部 は直 立 し、端
を丸 く仕 上 げる。

100 S K 2 12 〃

7・8

5．9

3．6

削 り出 し高台。 休部 は上外 方

真直 ぐの び、端 部 を丸 く仕 上
る。

10 1 S K 214 猪 ・口
l

5．0

2．3

l　 2．0

削 り出 し高台。 休部 は内湾 し
．上 が り、端 部 を糸田く仕上 げ る

102 S K 216 碗

8．4

4．0

3．1

〃

10 3 ケ ク

11．0

4．9

4．2

〃

1 04 S K 217 ク

7．4

4．0

2．8

ク

1 05 ク ク

6．3

3．9

4．8

削 り出 し高台 。宵 幅有 り。体

は内湾 して上 が り、口縁 部 は
立 し端部 は 丸い。

10 6 S K 2 18 l　 ク

7．6

1　 弓・9

2．8

削 り出 し高台 。体 部 は内湾 し
上 が り、端部 を糸田く仕 上げ る

10 7 S K 219

土 師質土 器

小　 皿

6．5

1．3

4．1

平 ら な底 部 か ら、休 部 は内湾

て 上が り、端部 を細 く仕 上 げ



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法皇　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法

「 二

108 S K 219 碗

10 ．3

5 ．5

4 ．4

削 り出 し高 台。休 部 は内湾 して

上 が り、端部 を細 く仕 上げ る。

見込 と外面 に文様 。全 面に施 粕。 伊 万里系 。呉

須 の発色 が悪

い。焼成 不良 。

109 S K 220 ク

7 ．9

4 ．4

2 ．7

一ケ

外面 に菖蒲絵 。 高台外面 に 1 条

の界線 。畳付 に砂 が付 着す る。

伊方 塵系 。＿

110 S K 22 1 〃

8 ．6

4 ．9

3 ．4

一ケ

全面 に施粕 。 伊 万里 系。
半磁器。

111 S K 222 小　 杯

6 ．9

4 ．5

3 ．2

削 り出 し高 台。休 部 は内湾 気味

に上 が り、 ロ緑端 部 で反 る。

畳付 に砂 が付着 す る。畳 付以 外

に施粕 。

伊 万里 系。

112 S K 223 碗

8 ．4

5 ．4

2．8

削 り出 し高台。休 部 は内湾 して
上が り、端 部 を丸 く仕 上 げる。

外面 に鉄絵 。見 込か ら外面 に か
けて施軸 。

瀬 戸 ・美濃 系。

113 S K 224 ク

6 ．4

3．0

2．8

〃

畳付 に砂 が付着 。畳付 以外 に施
粕。

伊 万里 系。

1 14 ・S K 225 ク

7．6

3．6

2．7

〃

外面 に菖蒲 絵 と高台外 面 に 2 条

の界 線。畳 付 に砂が付 着す る。
〃

1 15 ク ク

7．1

3．6

2．8

〃

外面 に笹絵 。畳 付 に砂 が付 着す

る。
ク

116 S K 227 土　 産

全長　 3．8

直径　 2．4

重量（g ）17．7

土師 質 の土毎 で、 円筒形 を呈 し、

ほぼ中央 部 に直径約 7．5 mmの 円
孔 を穿つ 。

表 面 は磨耗 してい る。 古代 の可能 性

あ り。

117 S K 228 ° 碗

11．4

6．4

6．2

削 り出 し高台 。体 部 は内湾気 味

に上が り、端部 を丸 く仕 上 げる。
広 東茶碗 。

見 込 に 1 条の 界線 と花文。 外面

に捻 文 と 2 条 の界線 。

瀬戸 ・美 濃系 。

118 〃 ク

7．1

3．3

3．2

削 り出 し高台 。休部 は内湾 して

上 が り、端部 を丸 く仕 上げ る。

休 部下部 に回転 へ ラ削 り。見 込

か ら外面 にかけて施 粕。

京焼 系。

119 S K 229 ク

7．5

5．1

4．4

〃

内面 と外面 に文様 と 3 条の界線 。

成形 は形 うち によ る。

伊 万里系 。

120 ク ク

6．0

3．7

3 ．0

ク

見込 か ら外 面に かけて 白色 粕 を
施 粕 する。

瀬戸 ・美 濃系 。

121 ．ケ 一ケ

12 ．4

6 ．7

6 ．6

広 東茶碗 ．。．＿削 り出 し高台。休 部

は内湾 気味 に上 が り、 端部 を丸
く仕上 げ る。

見込 に 2 条 の界線 と花文 。外 面

に 2 条 の界線 と捻文 。
一ケ
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挿 図番号 遺構 番号

I

l

器　 種
m

形　 態 ・　 文　 様

底径

122 S D　 l
土師器

12 ．8

2 ．4

ほぼ平 らな底部 か ら　 休部 は上
＿　ロ　　　　　　　 　ヽ　　　　ロ

外 方へ のび 、端部 を丸 く仕 上げ

皿 － ・
る。

7．7

12 3 ク 〃

13．2

2．0

9．0

〃

124 ク

須恵 器

杯

18．4

6．2

12．4

底部 緑辺 部 にハ の字状 を呈す 高
lコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

台 が付 く。端部 は外傾 す る平 面

をなす。休 部 は上外 方へ 内湾気
味 に上が る。

125 ク

l

須恵 器
14 ．°6 平 らな底部 か ら、休部 は上 外方

（2 ．2） へ短 く上 が り、端部 を丸 く仕上
°

皿
11 ．4

け る。

苛図 番号 遺 構番 号

I

器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径

ノ亡

形　　　　　　　 態

底 径

12 6 S D　 l
土師 質土器

小　 皿

6．4

1．5

4．0

・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．－－ － ・．一．・．・．・．・．・．・．・．・．－－－ － － －・．・．・．－－t・．t平 らな底 部 か ら　 内湾気 味 に短
ヽく上が り、端部 を細 く仕 上 げる。

127 ク

土師 質土器

皿

10．6
1．8

5．2

丸 味の ある底部 から、休部 は上

外 方へ緩 や かにの び、端部 を丸
く仕 上 げる。

128 ケ ク

11．4

1．9

6 ．4

休部 は上外 方へ 短 く上が り、 口
緑部 は外傾 し、端部 を丸 く仕上
げ る。

129 ケ
l

】

ク

12 ．0 平 らな底部 か ら、．体部 は上外 方
寸

2 ．3

8 ．2

への び、端 部 を細 く仕 上 げる。

1 30
ク

土 師質土 器 －
平 らな底部 か ら、休部 は上外 方

（2 ．0 ） へ の びる。

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

ほぼ平 らな底部 か ら、 休部 は上

外 方へ のび 、端部 を丸 く仕 上げ

る。

器面 は磨耗 が著 しく、調 整不 明。 内外面 と も橙
底部 は回転 へ ラ切 り底。 色 。

〃 ク

内外 面 とも淡
黄 橙色。

底部 緑辺 部 にハ の字状 を呈す 高 内底面 ナデ調塔 。他 は ヨコナデ 内外 面 とも灰
台 が付 く。端部 は外傾 す る平 面

，をなす。休 部 は上外 方へ 内湾気味 に上が る。

調 整。厘 部 は気 泡 か由 き大 きく 白色。 大型 の
ふ くれ てい る。 杯で ある。

平 らな底部 か ら、休部 は上 外方 休部 下部 に回転 へ ラ削 り。 内外 内外面 と も灰
へ短 く上 が り、端部 を丸 く仕上 面 と もヨコナデ 調整。 底部 は回 色 。
げ る。 転へ ラ切 り底。

形　　　　　　　 態

‾・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・．‾－ － ・．一．・．・．・．・．・．・．・．・．一一－ 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一．－ －t．・．・・

文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

平 らな底 部 か ら、 内湾気 味 に短
く上が り、端部 を細 く仕 上 げる。

器面 は磨耗 が著 し く調整 不明。 内外 面 とも．淡
黄橙色 。

丸 味の ある底部 から、休部 は上

外 方へ緩 や かにの び、端部 を丸
く仕 上 げる。

口唇部 か ら内 面 にかけて ヨコナ

デ。外 面に は指 頭庄痕 が残 る。

休部 は上外 方へ 短 く上が り、 口
緑部 は外傾 し、端部 を丸 く仕上
げ る。

器 面は磨 耗が著 しく調 整不 明。 焼 成不 良。

平 らな底部 か ら、．体部 は上外 方

への び、端 部 を細 く仕 上 げる。
ク 〃

ク
平 らな底部 か ら、休部 は上外 方 器面 は磨耗 が著 しく調整 不明 。

へ の びる。 内面 にロ クロ 目が残 る。

〃

器面 は磨耗 が著 し く調整 不明。
内面 にロ クロ目が残 る。底 部 は

回転糸切 り底 。

備前焼 。

一ケ

口縁 部 は直立 し、端 部で玉 緑 を 口緑 部 ロ クロナデ。 内面 ナデ調

なす。胴 部 は下 外方 へ下 る。 整 。外面 不明。

口緑 部 は上外方 への び、端 部で

玉緑 をなす。
ロ緑 部 に灰粕 がかか る。

休 部 は内湾 気味 に上 が り、端 部 外面 にへ ラ措 の細 達弁 文。約 1
を丸 く仕上 げ る。 mm幅 で粕 がかか る。

削 り出 し高 台。体 部 は内湾気 味 見込 にへ ラ措 の文様 。高 台内面
に上が る。 を円形 に軸 を剥 ぎとる。
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杯
3．6

ク ク
（2．2）

4．8

〃 ＝量チ∃E

9：6

（4．6）

〃 〃

15．2
（3．6）

ク
1

青　 磁
15」2

（3．6）

碗 －



挿 図番号 遺構 番号

i

器　 種

！　 口径

法皇　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態

136 S D　 l 土　 建

全長　　 3．9
土 師質 の土産 で 、円筒形 を呈 し

ほぼ中央 部 に直径 約 7 5 mm の円
直径　　 2．2

重量（g ）14．5

孔 を穿 つ。

137 ク ク

全長　　 7．1

直径　　 4．0

重量（g）1 01．0

土 師質 の土建 で、円筒形 を呈 し、

ほぼ中央 部 に直径約 1．4cm の 円
孔 を穿つ 。

13 8 〃 ク

全長　　 8．6

直径　　 4 ．9

重量（g）16 6．0

土師 質の 土産 で、円筒形 を呈 し、

ほ ぼ中央部 に直 径約 1．9cm の 円
孔 を穿つ 。

139 ク ク

全長　　 7 ．4

直径　　 3 ．3

重量（g）95 ．0

土師 翠の土筆 で、両 軸辺部 を溝

状 に決 る。 また両面 中央部 を円
形 に換 る。

140 ク ク

全長　　 9 ．7

直径　　 5 ．1

重量（g）130 ．0

土師 質の土錘 で 、両側 辺部 を溝
状 に快 る。

141 〃 ク

全長　　 4 ．3

直径径 1 ．8

重量（g）13 ．3

土師 質の土疎 で 、円 筒形 を呈 し、

ほぼ 中央部 に直 径約 4 mmの 円孔
を穿つ 。

142 ク ク

全長　　 4．0

直径　 1．3

重量（g） 4 ．1

瓦 質 の土徳 で、 円筒形 を呈 し、
ほぼ 中央部 に不整 楕円 形の 円孔
を穿つ 。

143 ケ 碗

削 り出 し高台 。休 部 は内湾 して

（2 ．3 ）

3．6

の び る。

1舶 〃 仏 飯器

杯部 は内湾 して上 が り、脚部 は

（5．2 ）

4．3

中実で 、裾部 で大 きく広 が る。

145 ケ 皿

削 り出 し高台 。休部 は内湾気 味

（2．5 ）

4．4

に上が る。 （青緑皿 ）

14 6 〃 お ろ し皿

削 り出 し高台。 休部 は内湾 気味

（1．8）

3．6

に上 が り、見込 に突起 をつ くる。

147 ク 措　 鉢

3 0．0

（ 5．0）

休部 は上外 方へ のび 、口緑 部 は
肥厚 し、直 立す る。外 面 に 2 条

の沈線 を施 す。

148 ク ク

35 ．1

10 ．5

17 ．8

ほぼ平 らな底部 か ら、休部 は上
外方へ の び、口緑 部 は肥 厚 し、

その ま まの び る。

149 ク こね鉢

45 ．6

14 ．8

18 ．6

ク

150 ク 碗

削 り出 し高台 。休部 は 内湾 して

（3．7 ）

5．2

上 が る。

形　　　　　　　 態

l

文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

二師質 の土産 で 、円筒形 を呈 し、 表面 は磨 耗 して い る。 古 代の可 能性
三ぼ中央 部 に直径 約 7 ．5 mm の円

．を穿 つ。

あ り。

二師質 の土建 で、円筒形 を呈 し、

〔ぼ中央 部 に直径約 1．4cm の 円

．を穿つ 。

〃 一ケ

二師 質の 土産 で、円筒形 を呈 し、

こぼ中央部 に直 径約 1．9cm の 円

一を穿つ 。

表 面 はナデ調整 。

ク

二師 翠の土筆 で、両 軸辺部 を溝 ・表 面 に指 頭庄痕 が残 る。 古代 とみち”れ

さに決 る。 また両面 中央部 を円
…に換 る。

る。

二師 質の土錘 で 、両側 辺部 を清

さに快 る。
〃 〃

二師 質の土疎 で 、円 筒形 を呈 し、

〔ぼ 中央部 に直 径約 4 mmの 円孔

・穿つ 。

表面 は磨耗 して い る。

：質 の土徳 で、 円筒形 を呈 し、

．ぼ 中央部 に不整 楕円 形の 円孔穿つ 。

ク

り出 し高台 。休 部 は内湾 して 外面 に文様 あ り。 全面 に施和 す 伊 万里 系。
lび る。 る。 半磁 器 。

：部 は内湾 して上 が り、脚部 は 杯部外 面 に文様 あ り。底 部 は回

ク．実で 、裾部 で大 きく広 が る。 転 へ ラ切 り底 とみ られ る。

り出 し高台 。休部 は内湾気 味 見込 を蛇 ノ臼状 に粕ハ ギ。 見込 唐津 系。
上が る。 （青緑皿 ） に青緑粕 を施粕 。

．り出 し高台。 休部 は内湾 気味
上 が り、見込 に突起 をつ くる。

見込 か ら外面 にか けて施 粕。 ′ケ

部 は上外 方へ のび 、口緑 部 は 内外 面 ともロ クロナデ。 内面 全 備 前焼 。
l厚 し、直 立す る。外 面 に 2 条

沈線 を施 す。
面 に約 6 本 単位 の条線 を施す 。

ぼ平 らな底部 か ら、休部 は上 口緑部 ロ クロナデ 。外面 回転 へ 一ケ
方へ の び、口緑 部 は肥 厚 し、 ラ削 り。内 面全面 に12本 単位 の
の ま まの び る。 条線 を施 す。

ク

内底面 ナデ調 整。 ロ緑部 と内面

ワ クロナデ。 外面 回転へ ラ削 り
のあ とヨコナ デ。

〃

り出 し高台 。休部 は 内湾 して 見込は蛇 ノ目二枚に癖ノ＼ギ。
が る。 高台以外 に施 軸す る。
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 1備　　 考

15 1 S D　 l 碗

削 り出 し高台 。休部 は内湾 して 見込 は蛇 ノ臼状 に軸 ハ ギ。見込

（3 ．2 ）

5．4

上 が る。 か ら外 面 にか けて施 粕す る。

休部下 部 に回転へ ラ削 り。

152 ク 鉢

削 り出 し高台 。体部 は 内湾 して 外面 に白盛草 花文。 内外 面ロ ク

（5．7）

10．6

上 が り、途 中か ら直 立す る。 ロナデ 。外面 のみ に施軸 。

153 ク 片　 口

17．4
（ 7．6）

休部 は 内湾 して上 が り、端 部で
肥大 し、 上外 方 を向 く。注 口 が
付 く。

全 面 に施 粕す る。

154 ク 灯明具

平 らな底部 から、体 部 は短 く上 内外面 と もロクロナ デ。底 部 回

（2．4）

4 ．0

外方 への び る。 内面 中央部 に脚

が付 く。

転 糸切 り底。外 面 に鉄 粕 を施 軸
す る。

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

155 S D　 2
須恵 器

杯　 蓋

12 ．．6

（1．6）

ほぼ平 らな天井 部 か ら、 口緑部

は緩や か に下 り、端部 で小 さく
屈 曲す る。

内外 面 とも ヨコナデ調 整。

156 ケ 〃

19 ．2
（3 ．3）

尖 った天井部 か ら、 口緑部 は そ

・．の まま下 り、端 部で小 さ く屈曲
す る。

天井 部 回転 へ ラ削 り。 他 は不明。 焼 成不 良。

157 ク

須恵 器

杯

17 ．0
（4 ．5）

休 部 は上外 方へ ほぼ其 直 ぐの び、

端部 を丸 く仕上 げ る。

内外 面 とも ヨコナデ調 整。 大型の 杯で あ

る。

158 ク 瓦

全 長 （9．8）

全幅 （4 ．8）

全厚　 2 ．8

平瓦 で ある。 この寺ノ前地 区 で

は唯 一の 瓦で あ る。＿

表面 をへ ラで削 って いる－。

挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径
法皇　 器 高

（m ） 胴径

底径

形　　　　　　 ．態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

159 S D　 2
土 師質土 器

小　 皿

5 ．8 ほぼ平 らな底部 か ら、休部 は短
◆

外面 に指頭 庄痕 が残 る。他 は不

1 ．2 く内湾 して上 が り、端部 を細 く

仕 上 げ る。

明。 手捏 ね。

160 〃

土 師質土 器

皿

10 ．0

2 ．0 ‘

5 ．6

ほぼ平 らな底部 か ら、休 部 は内
湾 して上 が り、端 部 を丸 く仕 上

げ る。

券面 は麿耗 して いて調整 不明 。

161 ク ク

11 ．2

2 ．2

ほぼ平 らな底部 か ら、休 部 は内

湾 気味 に上外 互 への び、端部 は
細 く仕 上 げ らお る。

ク

1 62 〃

瓦質土器

鍋

19．6 胴 部 は内湾 して のび、胴 部 中位 外面 に指頭庄 痕 が残 存。 他 は不

（6．2 ）

21．0

で、内傾 し、口緑 部で 直立す る。 明。

16 3 ク ク

20．2
胴部 は 内湾 して上 が り、中位 よ 口緑部 ヨ コナデ。外 面 に指 頭庄

（5．5 ） り内傾 し、 口緑 部 は上外 方 を向
く。端部 は外 傾す る凹 面 をなす。

痕 が残 る。他 は不 明。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態

i

文　 様 ・　 手　 法

！

！ 備　 考

164 S D　 2
瓦質土器

鍋

2 0．0
（4 弓）

胴 部 は内湾 して上 が り、 中位 よ

り内傾 し、口緑 部 は上 外方 を向
く、端 部 は外傾 す る凹面 をなす。
端 部 は丸 く仕上 げ られる。

器 面は磨耗 が著 しく調 整不 明。

165 ケ ク

18 ．4 胴 部 は内湾 して上 が り、中位 よ 口緑部 ヨコナ デ。 外面 に指頭 圧

（8 ．2） り内傾 し、 口緑部 は直立 す る。
端 部 は外傾 す る平 面 をなす。

痕が残 る。 他 は不明。

166 ク 〃

27．4

（3．8 ）

胴部 は内湾 して上 が り、 口緑部

に至 る。 口緑 外面 には扁 平 な鍔
が付 く。

口唇部 ヨ コナデ。 他は不 明。

167 ク

青　 磁

皿

稜花皿 で あ り、口緑 の破 片 しか 内面 にへ ラ措 きの 文様 あ り。

（1．4） 残存 して い ない。 口緑 部 は反 る。 約 1 mm幅 で青色 粕 がかか る。

168 一ケ ク

12 ．0
菊鴫 で、体 部 は上外方 へ のび、 内 面にへ ラで彫 線 を施 し、菊 花

・（2 ．1） 口緑部 で水 平 とな り、 さらに上
外方へ 短 く上 がる。

形 にす る。 粕 は約 1 － 2 mm 幅で
かかる。

169 ク

青　 磁

碗

削 り出 し高台 。体 部 は内湾 して 内面 にヘ ラ措 の 文様 あ り。粕 は

（2 ．7）

5．8

上 が る。 高台 内面 まで かか る。

17 0 ク

白　 磁

皿

14．4

（1．5 ）

口縁 部 は緩や か に内湾 して上 が

り、端部 を丸 く仕 上げ る。
白色 の粕 を薄 くかけ る。

17 1 ク 土　 錘

全 長　 8．2

直 径　 5．0

重量（g）144 ．0

土師 質 の土経 で、 両側辺 に溝状

の挟 りを設 ける。

表 面 は磨 耗 してい る。 古代 の土徳 と

み られ る。

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法皇　 器 高

（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　 ．考

172 S D　 4
須恵器

14 ．0 やや 丸味の残 る天 井部 に擬宝珠 天井部 寒 に回転へ ラ削 り。天 井

2 ．5 形 のつ まみ が付 く。 口緑 部 はそ
立

部 内面 はナ デ調整 。他 は ヨコナ

ー◆ごま
杯　 蓋 の まま下 り、端部 を下 方 に屈 曲

さす。

デ調整 。

173 ク

須 恵器

杯

13．2 平 らな底部 か ら、休部 は上外方
す

内外面 ともヨコナ デ調整 。底部 焼 成やや 不良 。

3．4

7．8

へ の ぴ、端部 を丸 く仕 上げ る。 は回転へ ラ切 り底。

174 S D　 9 ク

13．6

2．9

9．4

・ケ 〃

175 ク

須恵 器

て量ゴ璽

16．0 ロ緑部 は短 く外 反 し、外傾 す る 口縁部 か ら内面 にか けて、 ヨコ

（7 ．6） 平面 を有 する端部 には、 1 条の

沈 線 を施 す。胴部 はや や肩 がは

って下 る。

ナデ調 整。 外面 回転 カキ 目調 整。

176 ク ク
4．0

胴 部の 破片 であ る。 内面 はヲ コナ ヂ調 整。外 面 は格

子 目の 叩 目が残存 。

I
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挿図番号

I
！遺構番号

器　 種

口径
法皇　 器高r
（cm） 胴径

底径

177 S D　 9
土師質土器

杯

12．8
（2．4）

178 ク 聾 （7．4）

16．7

179 ク 土 華

全長　 4．6

直径　 2．1

重量（g）17．7

1 80 ク 〃

全長　 5．0

直径　 1．7

重量（g）16．7

181 S D ll
瓦質土器 17．0

（6．2）

鍋

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

．法皇　 器富‘（cm） 胴径
底径

182 S D 19
土師器 16．0

2．2

皿
13．8

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

183
l
l

S 。 2。 1

1
1

土　 錘
I

全長　 7．4

直径　 4．6

重量（g）92．0

l

1 84

l

S D　37‾
青　 磁

14．8
（4．1）

碗

18 5 S E　 l 蛮 （6．7）

18 6 ク ク
（5．1）

24．8

1 87 〃

青　 磁 （1．2）

皿

18 8 S E　 2 1
l

措　 鉢

21．4
（6．2）

形　　　　　　　態

休部は上外方へのび、端部を丸
く仕上げる。

文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

器 面 は 磨 耗 が 著 し く調 整 不 用 。

外 面 は ナ デ 調 整 。 外 底 面 はヘ ラ 備 前 焼 。
ナ デ 調 整 。 内 面 は 粕 が か か る 。

表 面 は 磨 耗 して い る。

ク・

口 緑 部 ヨ コ ナ デ 調 整 。 他 は 不 明 。 胸 部 中位 以 下

胴 部 中 位 以 下 に煤 が 付 着 す る。 に 煤 が 付 着 す
る 。

手　　　　　　　　 法 備　　 考

ほぼ平らな底部から、胴部は上
外方へのびる。

土師質の土建で、円筒形を呈し
ほぼ中央部に直径約5mmの円孔
を穿つ。

土師質の土範で、円筒形を呈し
ほぼ中央部に直径約3mmの円孔
を穿つ。

胴部は上外方へのびたのち、内
傾して上がり、口緑部はほぼ直
立する。端部は外傾する平面を
なす。

形　態・　文　様

；● 蛮

l
l

（4．8）

3 9．0

や や丸味 の あ る底 部 から、体部

はやや 内湾気 味 に上が り、 口緑
部 で外傾 す る。端 部 は丸 く仕 上
げ られ る。

内面不 明。外 面 ヨコナ デ調整。

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

土 曜質 の土疎 で 、両側 辺 に溝状 表面 には指頭 庄痕 が残 る。 古代 とみ ら・れ

の挟 りをつ くってい る。 る。

休 部 はやや 内湾気 味 に上外方 へ 表面 には約 0 ．5mm 幅で 青緑粕 が

上 が り、 口緑 部 で反 る。 端部 は
丸 く仕 上 げられ る。

かか る。

や や外傾 す る口緑 部の玉 緑 口緑 。

ll

　　　」　　　－

内外面 ともヨコナ デ。 備前焼 。

l 平 らな底 部 か ら、胴 部 は上外 方 内面ナ デ調整 。外面 はヘ ラ削 り ク
へ のび る。 のあ とナデ調 整。

稜 花皿 でロ緑部 は外 反す る。 内面 にヘ ラ措 の文様 あ り。

休 部 は上 外方 への び、 口緑 部 は 内外面 と もロクロ ナデ。外 面へ 備前焼 。
直 立 し、下端 を拡張 す る。 ラ削 り。 内面 に は 5 本単位 の条

l 1 ヶ所 に注 口が付 く。

l

線 を部分 的 に施 す。

内 外 面 と も ヘ ラ 削 り の あ と ナ デ ク
調 整 。

平らな底部から、胴部は上外方
へのびる。
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挿 図 番 号 ・

I

遺 構 番 号 器　 種

口 径

法 皇　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態

l

文　 様 ・　 手　 法 備　 ・考

1 9 0 S E　 2 士宝E

平 ら な底 部 か ら、 胴 部 は 内 湾 し 内 面 未 調 整 。 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 備 前 焼 。

（ 5．7）

8．0

5 ．4

て 上 が り、 口緑 部 で 上 方 を 向 く。

．（小 壷 ）

底 部 は 回 転 糸 切 り底 。

1 9 1 S A　 3

亙 質 土 器

鍋

17 ．8

（ 5 ．0 ）

胴 部 は 内 湾 し て 上 が り、 口 緑 部

は 直 立 し 、 端 部 は 上 方 を 向 く平

面 を な す 。

器 面 は磨 耗 が 著 し く、 調 整 不 明 。 P l 出 土 。

1 9 2 P　　 ▼11
土 師 質 土 器

措　 鉢

平 ら な 底 部 か ら 、 胴 部 は 上 外 方 器 面 は 奉 耗 が 著 し く 、調 整 不 明 。

（ 4 ．7）

1 3 ．6

へ の び る。 内 面 に は 6 本 単 位 の 条 線 を部 分

的 に施 す 。

1 9 3 P　 受

須 恵 蛮 土 器

車

3 8 ．4

（ 3 ．2 ）

大 き く外 反 す る 口緑 部 。 端 部 は

丸 く仕 上 げ ら れ る 。

内 外 面 と も ヨ コ ナ デ 調 整 。

1 9 4 P　　　 3 玉

長 さ　　 0．7

径　　 0．7

孔 の 径 0．＿写

重 量 （g） 0．8

ほ ぼ 球 形 を呈 し、 円 孔 が 両 端 部

か ら と、 両 側 辺 部 か ら の 4 ヶ 所

か ら 穿 た れ る。

明 黄 褐 色 を呈 し、透 明 感 が な い 。

1 9 5 〃 ク

長 さ　 0 ．6

径　　 0 ．6

孔 の 径 0 ．1

重 量 （g） 0 ．3

ほ ぼ 球 形 を 呈 し 、 両 端 部 か ら 円

孔 が穿 た れ る。

・や や 透 明 な 白色 を呈 す 。

1 9 6 ク 〃

長 さ　 0 ．5

径　　 0 ．6

孔 の 径 0 ．1

重 量 （g ）0 ．3

ほ ぼ 球 形 を 呈 し 、 両 端 部 か ら 円

孔 が 穿 た れ て い る が 、 側 辺 部 に

も 円 孔 を穿 と う と し た痕 が あ る。

一ケ

1 9 7 ク ク

長 さ　　 0．5

径　　 0．6

孔 の 径 0．1

重 量 （g） 0．3

ほ ぼ 球 形 を 呈 し 、 両 端 部 か ら 円

孔 が 穿 た れ る 。
ク

1 9 8 ク ケ

長 さ ‾． 0．5

径　 1 0 ．6

孔 の 径 0．1

重 量 （g ） 0．4

〃

〃

1 9 9 〃 ク

長 さ ． 0．5

径　　 0．6

孔 の 径 0 ．1

重 量 （g ）0 ．4

ケ

〃
l

2 0 0 ケ ク

長 さ　 0 ．3

径　　 0 ．5

孔 の 径 0 ．1

重 量 （g）0 ．1

平 扁 な 玉 で 、 両 サ イ ド か ら 円 孔

を 穿 つ 。
コバ ル トブ ル ー を 呈 す 。

2 0 1 ク ケ

長 さ　 0．3

径　　 0．5

孔 の径 0．1

重 量 （g ）0．1

一ケ

〃

2 0 2 ク ケ

轟 き　 ‾r o ．3

径　　 0．5

孔 の 径 0・．1

重 量 （g ） 0．1

一ケ

〃

2 0 3 ケ ク

長 さ　 0．3

径　　 0 ．5

孔 の 径 0 ．1

軍 量 （g）0 ．1

〃

薄 い コ バ ル トブ ル ー を 呈 す 。

I

2 0 4 ク ク

長 さ　 0 ．3

径　　 0 ．4

孔 の 径 0 ．2

重 量 （g ）0 ．1

ク

〃
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挿 図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法 皇　 器高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

205 P　　　 3 玉

長 さ　　 0 ．3

径　　 0 ．4

孔 の径 0 ．1

重量 （g ）0 ．1

平扁 な玉 で、両 サ イ ドから円孔

を穿つ 。
薄 い コバ ル トブル ーを呈す 。

2 06 ク ク

長 さ　　 0 ．3

径　　 0 ．5

孔 の径 0 ．1

重 量（g ）0 ．1

〃 ・ク

2 07 ク ク

長 さ　 0．3

径　　 0．4

孔 の径 0．1

重量 （g ）0．1

〃 〃

20 8 ．ケ ク

長 さ　 0．．3

径　　 0．4

孔 の径 0．2

重量（g）0．1

〃 ク

209 ク ク

長 さ　　 0．3

径　　 0．5

孔 の径 0．1

重 量（g）0 ．1

ク 一ケ

210 〃 ク

長 さ　 0 ．5

径　　 0 ．6

孔 の径 0 ．1

重量 （g ）0 ．2

土製 の玉で ほぼ 球形 を呈 し、両
端部 か ら円孔 を穿つ 。

褐 白色 を呈す。

211 〃 ケ

長 さ　 0 ．5

径　　 0 ．6

孔 の径 0 ．1

重量 （g）0 ．2

一ケ
〃

212 〃 ケ

長 さ　 0 ．6

径　　 0 ．6

孔 の径 0 ．1

重 量（g）0 ．2

〃
ク

2 13 P　　　 4
土 師質 土器

20 ．0 胴 部 は内湾 して 上が り、 口緑 部 口緑 部 ヨコナデ 調撃。 内面 ナデ

（8 ．0） に至 る。端部 は丸 く仕 上 げ られ

す　　　　　　　　　　　寸

調整 。外 面に は叩 目が現存 。

鍋 2 1．6 る。水 平 にのび る鍔 が付 く。 また煤 が付 く。

214 P　　　 5

土師 質土 器

杯

平 らな底部 か ら、休部 は外 反気 内外 面 とも摩 耗 が著 しく調整 不日

（3 ．5）

4 ．8

味 に上 が る。 明。 内面 にはロ タロ 目が残 る。

2 15 P　　　 6

瓦 質土器
22 ．6 休 部 は上外方 への び、 口緑部 に 器面 は革 耗 が著 しく調整 不明 。

（7．1） 至 る。端 部 は外傾 す る凹面 を有 内面 には 5 本単位 の条線 が部 分

、措　 鉢

－

す る．0 的 に施 され る。

2 16 P　　　 7
土師 質土 器

皿

11 ．6

（2．3 ）

体部 は内湾気 味 に上が り、端部

は丸 く仕 上 げ られ る。 ク

2 17 P　　　 8

青　 磁

腕

11．4
体部 は内湾気 味 に上が り、ロ緑 表 面 には約 1 m m幅 で青緑軸 が か

（4．1） 部 でや や反 る。端部 は外傾 す る
平 面 をなす。

かる。

2 18
1

P　　　 9 措　 鉢

24．8 体邸 は斜 め上外 方へ の び、口緑 内外 面 と もロクロナ デ。 内面 に 備 前焼 。．

（5－6） 部 に至 る。 口緑 下端 を下 方へや

や拡 張す る。

は 3 本 の条線 しか残存 してい な

いため、 単位 は不明 。
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225 P　　 16
土師質土器 ⊥4．0

（2．8）
－　　　　　　　－く仕上げる。

皿

226 P　　 17
土師質土器

杯

12．8
（2．8）

休部は上外二
細く仕上げ」

帝図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

形　 態

－ －
底径

227 P　 18
須恵器

皿

16．6
2．3

12．6

平らな底部フ
へ短く上がl
る。端部はラ

串国番号 l
I
遺構番号 l

l
器　 種 I

口径
法皇　 器高
（cm） 胴径

ノ亡

形

－
底径

土師質土器

鏑

25．0
（3．0）

内傾する口奉

228 】

＿ ＿」

P＿　 1白
端部は内傾「

形　 態 ・　文　 様

l
i！
I　 手　　　　　　 法

l

l
I 備　　 考
I

乙らな底部には、下方を向く高
：4 mmの高台が付 く。端部は下
戸を向 く凹面 を有する。

内外面 ともヨコナデ調整。底部

！は回転へ ラ射 底。
l
】

内外面とも灰
色を呈す。

l
l
l

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法

i
i 備　 考

増βは上外方へのび、端部 を細 器面は磨耗 が著 しく調整不明。 －

仕 上げる。 外面には指頭庄痕が残 る。

】

形　 態 ・　 文　 様

I

l 手　　　 法 備　　 考

l

こらな底部には、ややハの字形 内外面ともヨコナデ調整。底部 内外面 とも灰
：開 く高台が付 く。端部は下方

・向 く凹面 をなす。

l は回転へラ切 り底。

I
l

白色。

形　　　　　　 一　態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 者

部は内湾 して上がり、ロ緑部 口緑部 と内面はヨコナデ調整。 内外面とも橙
ト内傾する。端部は上方 を向 く 外面は静止へ ラ削 り。 色。胸部ヰ杜
二面をなす。 以下に味が付

善する。

二師質の土錘で、円筒形 を呈 し、

．ぼ中央部に直径約4 mmの円孔穿つ。

表面は磨耗 している。

こ部 は内湾気味に上が り、端部
丸く仕上げる．。

l

外面にヘ ラ措の細蓮弁文。 施粕青緑粕。

こ部 は上外方へわび、端部 を細
仕上げる。

ロ緑部ヨコナデ調整。他は不明。

こ部は上外方へのびる。端部は 器面は磨耗が著 しく調整不明。 内外面とも明
lく仕上げられる。 内面にはロクロ目が残 る。 黄褐色。

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

・らな底部から、体部は上外方 内外面ともヨコナデ調整。底部 内外面とも灰
短 く上がり、口緑部で外傾す

。端部は丸く仕上げられる。

は回転へラ切り底。 白色。

形　　　　　　 態　　 l 文　 様 ・　 手　 法
上

備　　 考

傾する口緑部には鍔が付 く。 内外面 ともヨコナデ調整。 鍔 より下に煤
部は内傾する平面をなす。 ・が付着する。

l
i！
I　 手　　　　　　 法

l

l
I 備　　 考
I

く高
は下

内外面 ともヨコナデ調整。底部

！は回転へ ラ射 底。
l
】

内外面とも灰
色を呈す。

l
l
l

文　 様 ・　 手　 法

i
i 備　 考

を細 器面は磨耗 が著 しく調整不明。 －

外面には指頭庄痕が残 る。

】

I

l 手　　　 法 備　　 考

l

字形 内外面ともヨコナデ調整。底部 内外面 とも灰
下方 l は回転へラ切 り底。

I
l

白色。

文　 様 ・　 手　 法 備　　 者

除部 口緑部 と内面はヨコナデ調整。 内外面とも橙
向く 外面は静止へ ラ削 り。 色。胸部中桂

以下に堪．が付
善する。

呈し、
円孔

表面は磨耗 している。

瑞部

l

外面にヘ ラ措の細蓮弁文。 施粕青緑粕。

を細 ロ緑部ヨコナデ調整。他は不明。

部は 器面は磨耗が著 しく調整不明。 内外面とも明
内面にはロクロ目が残 る。 黄褐色。

手　　　　　　　 法 備　　 考

叶方 内外面ともヨコナデ調整。底部 内外面とも灰
頃す
る。

は回転へラ切り底。 白色。

l 文　 様 ・　 手　 法
上

備　　 考

く。

〉

内外面 ともヨコナデ調整。 鍔 より下に煤

・が付着する。



挿図番号

l
I
I遺構番号
l

I
I
l　器　種
l
l

l
i法量 壷差

（cm）胴径

l
l
l　　 形・　　　　　 態
I

÷】P　寧0i 皿1 11．22．2
3．0

菊皿である。削り出し高台。伺部は上外方へ短くのび、口緑剖で水平となる。

230 P　　 2 1 土　 建

全長　 4 ．5 土師 質の土 建 で円筒形 を呈 し、
ほぼ 中央部 に直 径 4 5 mmの 円子【

直 径　 1．4

重 量（g ）13 ．4

ロ
を穿 つ。

2 31 ク 〃

全長　 4 ．5

直径　 1 ．7

重量（g ）11 ．6

土師 質の土錘 で 円筒形 を呈 し、
ほぼ 中央 部 に直径 約 5 mm の 円孔
を穿つ 。

挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・　 文　 様

232 P　　 22

須 恵器

杯

14．4

（3．3）

休 部 は上外方 への び、端 部 は細

く仕上 げ る。

233 P　　 23 ク

ほぼ平 らな底部 には、 高 さ 5 mm

（ 1．9） の 南台 が付 く。 端部 は外傾 す る
凹 面 をなす。体 部 は上外 方 を危

9．2
く。

234 P　　 24 ク

13．0

3．4

7．6

ほ ぼ平 らな底部 か ら、体部 は上
外方 への び、端 部 を細 く仕 上 げ

る。

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法皇　 器 高

（cm ） 胴 径

底 径

形　　　　　　　 態

235 P　　 24 土　 建

全 長　 3 ．8

直径　 2 ．1

重 量（g ）12 ．2

土師 質の土 鐘で 円筒形 を呈 し、

ほぼ 中央部 に直 径約 6 m料の 円孔
を穿孔 す る。

236 P　　 2 5

土 師質 土器

碗

15 ．0
（4 ．9）

休部 は内湾 気味 に上 が り、端 部

を丸 く仕上 げ る。

挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径

法皇　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・　 文　 様

237 P　 ▼．台6
土 師器

杯

平 らな底部 には、 高 さ 7 mm の高

（3．1）

8．4

台 が付 く。端 部 は内傾 す る平 面
をなす 。休部 は上 外方 へ上 がる

2 38 P　　 27

須恵器

杯

ほぼ平 らな底部 には、ハ の字 形

（1．1 ）

12．0

に開 く高 さ 6 mm の 高台 が付 く。
端 部 は内傾す る平 面 をなす。

挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴径

底径

形　　　　　　　 態

23 9 P　　 2 8 土　 徳

全長　 4．0

直径　 1．4

重量（g）9．9

土師 質の 土盛 で円筒 形 を呈 し、

ほぼ 中央部 に直 径約 3 mm の円孔
を穿孔 す る。

I
l

l
l

形 ・　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

菊皿である。削り出し高台。体 見込にヘ ラで彫線を施 し、菊花
下 面元部は上外方へ短 くのび、口緑部

で水平となる。
形 とする。

土師質の土建で円筒形 を呈 し、
ほぼ中央部に直径 4．5mmの円孔
を穿つ。

表面は磨耗 している。

土師質の土錘で円筒形 を呈 し、
ほぼ中央部に直径約 5mmの円孔
を穿つ。

′シ

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

休部は上外方へのび、端部は細
く仕上げる。

内外面ともヨコナデ調整。
「 一 一一

l
l

ほぼ平らな底部 には、高さ5mm 内底面の一部にナデ調整。他は
の高台が付 く。端部は外傾する ヨコナデ調整。底部は回転糸切
凹面をなす。体部は上外方を向
く。

り底。

ほぼ平らな底部から、体部 は上
外方へのび、端部を細 く仕上げ
る。

器面は磨耗が著 しく調整不明。

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

土師質の土鐘で円筒形 を呈 し、
ほぼ中央部に直径約 6 m料の円孔
を穿孔する。

表面は磨耗している。

i

休部は内湾気味に上がり、端部
を丸 く仕上げる。

器面は磨耗 していて調整不明。 「 一 一一

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

平 らな底部には、高さ7 mmの高
台が付 く。端部は内傾する平面
をなす。休部は上外方へ上がる。

器面は磨耗 していて調整不明。

1

焼成不良。

ほぼ平らな底部 には、ハの字形 内面ナデ調整。他はヨコナデ調 内外面とも青
に開く高さ6mmの高台が付 く。
端部は内傾す る平面をなす。

整。底部は回転へラ切 り底。 灰色。

備　　 考形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法　 I

土師質の土盛で円筒形を呈し、
ほぼ中央部 に直径約 3 mmの円孔
を穿孔する。

表面は摩耗 している。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

l　 口径

法量　 器高
（cm） 胴径

底径

ttttt－ttlttttt．ltttt－．ll．・．・．－．．．．．．．．．．．－tlllllllllllllllllllllllllttttt－

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法
i
I 備　　 考
l

240 P　　 29 措　 鉢
（4．6）

平 らな底部から、休部は上外方
へやや内湾 して上がる。

内外面ともロクロナデ。外底面
はへラ削り。

＋ ‾‾

15．4

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様

．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．－．’－ ’一一．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・．．－－ ・－ ．・．・．・・－ ・一・・・・一一．・．・．・．・．・．t．・．・．・．・．．・．・．・．・．・．－

手　　　　　　　 法 備　　 考

241 P　　 30
土師器

皿

14．6
1．6

11．0

やや丸味のある底部から、休部
は上外方へ短 く上がり、端部 を
細く仕上げる。

器面は磨耗が著 しく調整不明。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法

242 P　　 31
青　 磁

碗

11．4 内湾気味に上がる口緑部。端部 外面にヘラ描の細蓮弁文。内外
！（1．9） は丸く仕上げられる。 面に約 0．5mm幅で淡緑色軸がか

かる。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法

内外面ともヨコナデ調整。

備　　 考

243 P　　 32
須恵器

杯

14．0
（2．4）

上外方へのびる口緑部。端部は
丸 く仕上げられる。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　　　　　　　 態 文　 様 ・　 手　 法 備　　 考

244 P　　 33 措　 鉢

25．0 休部 は上外方へのび、口緑部で 内外面 ともロクロナデ。内面に 備前焼。
（5．8） 上方を向く。 は6 本単位の条線を部分的に施

す。
l

仁 一 －

245 P　　 34 土　 建

全長．（3・9）

直径　 1．4

重量（g）5．1

土師質の土盛で、円筒形を呈し、
ほぼ中央部 に直径約 7．5mmの円
孔を穿つ。

表面は摩耗 している。
l
l

246 P　　 35 措　 鉢

30．0 休部は上外方へのび、口緑部で 内外面ともロクロナデ。内面に 備前焼。
（6．6） 直立する。口緑部下端を下方 に

拡張する。

は3 本以上の単位で条線を部分
的に施す。

247 P　　 36
土師質土器

皿

12．4 平らな底部から、休部は上外方
や

口緑部ヨコナデ。外面には指頭

2．5

8．6

へのび、端部は細 く仕上げられ
る。

圧痕が残る。

248 P　　 37
土師質土器

杯

9．4 平らな底部から、体部は上外方 器面は磨耗が著しく調整不明。

3．3

4．4

へのひ、端部を丸 く仕上げる。 内面にはロタロ目が残存。底部
は回転糸切りとみられる。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様　 I

l
手　　　　　　 法　 I 備　　 考

249 P　　 38
土師器

椀

（3．5）

9．0

ほぼ平 らな底部には、ハの字形
に開 く高さ1 cm の高台が付く。
体部は内湾気味に上がる。

器面は磨耗が著しく調整不明。
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第45表　遺構出土石器観察表

簡図番号

l1

1 遺構 番号

I

器　 種

最 大長

計測値　 最 大幅

l （cm 、g ） 霊 大豊

2 50 P　　 39 石　 斧

9 ．7

5 ．6

2 ．3

－

155 ．0

25 1 S D　 l ク

10 ．3

4 ．2

3．0

209．0

252 S B　 6 石包 丁

3．6

3．2

0．7

10．5

253 S D　 24 石　 鍋

口　 径　 19 ．2

器　 高　　 7 ．0

重 量（g ）　 350．0

254 S K　 2 硯

11．5

5．8

0．6

5 0．3

255 S D　 l 砥　 石

7 ．1

3 ．7

0 ．9

2 9．1

256 P　　 40 〃

4 ．6
4 ．4

2．4

－

7 0．4

2 57 S K 173 ク

6．3

8．0

1「9

－

7 1．8

258 l

l

一 一 」

S 。 9 I

l

l

ク
I

I

13．2

4 ．8

2．1

18 0．0

259 ；
l

s K 74 ！

I

石　 臼

復元 径　　 38．0

高　 さ　　　 9．8

重量（g ）5，0 00．0

2 60 S K　 70 〃

復 元径　　 3 0．4

高　 さ　　 12．8

重量（g）3，00 0．0

2 61 S K lO2 ク

復元径　　 2 8．8

高　 さ　　　 6 ．8

重量（g ）2，500 ．0

2 62 P　　　 8 不　 明

15 ．2

5 ．0

3 ．4

445 ．0

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

砂　　 岩

両 刃石 斧で 、刃部 は蛤刃状 を呈 し、基
部 に向 うに従 って 、幅 が細 くなる。部
分 的 に破 損や 磨滅 して いる。

両 刃石斧 で 、棒 状 を呈 し、断面形 はほ

緑 色 岩
ぼ 楕円形 をなす、基 部 は欠損 してい る。

刃部は両 側辺 が磨滅 して いる。

頁　　 岩

約％ 強 が欠損 して いるが、 直線 刃形態 P 8 出 土。
を呈す る とみ られ る。 刃部 は両面 か ら
磨 き出 されて い る。 紐孔 は 1 個 両面 か
ら穿 た れて いる。

砂　　 岩

休部 は内湾 気味 に上 が り、 口緑部 に至 外面 に は煤 が

る。 口緑外 面 に断面台 形状 の鍔 を造 り 付 着す る。

出 して いる。全 面 を丁寧 に研 磨 してい
る。

千 枚 岩

海部 はか な り摩滅 していて、 断面 Ⅴ字

形状 に凹 み、陸部 は剥 離 してい る。 全
面 を研 磨 して いた とみ られ る。

砂　　 岩

大部 分が欠 損 してい る。断面形 は方 形
を呈 し、両 面 を使 用 してい る。

ク

大部 分が欠 損 してい て、使用 面 は一 面

しか残 存 して いない。使 用面 に は溝 状
の凹 みが残 存す る。

千 枚 岩

使 用 面は一 面 しか残 存 して いない。 両
側 辺部 を研磨 しいるた め、砥石 として
造 られた もの とみ られ る。

ケ

両面 を使用 して いて、断 面方形 を呈 す。
か なり使用 され たと‘み ら‘れ、 中央部 が

凹ん でい る。 2 57 同 様砥 石 と して造 ら
れた もの とみ られる。

上目 で、上 面約34cm （復 元径） の間 を

岩　　 岩

くぼ ませて い る。摺 目は磨 滅 して いて、

か なり細 くなっ てい る。

ク

上 目で 、上面 中央部 に直径 約 2 cm の供
給 口 が通 る。 摺 目は磨 滅 して いて、細
くな ってい る。

ク

上 目で 、上面 を大 き くくぼ ませ 、外寄
りに挽 手穴 を穿 つ。 摺 目は磨滅 して い

るが、 シ ャー プで ある。

緑 色 岩

棒状 を呈 し、 断面楕 円形 をなす。 全面

に細 かい敲 打痕 が残 る。叩 石 かも しれ
ないが 、用途 はは っ きり しな い。
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第46表　遺構出土木器観察表

‾挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最大 長

計測 値　 最大幅

（cm 、g） 最大厚

重　 量

材　　　 質

2 63 S K 2 29 玉

1．6

1．4
杉

264

265

266

S E　 l 札

（26 ．3 ）

3．1

0．3 ク

ケ 〃

15．8

5．8

0．2 〃

〃 ク

（8．5）

3．0

0．3 ク．

2 67 S K 2 11 位　 牌

（24 ．3）

8 ．6

1．4 ク

26 8 S E　 2 椀
高　 さ　 3．4

底 ．径　 7．4
不　　 明

269 ケ 把　 手

16．3

2．7

2．0
杉

270 S　E　 l 一ケ

24．4

5．0

1．2
桧

271 】
l

－」

〃 l
I

＿＿ 】

曲物の底 I
i

：‖
不　　明

l
二

ll
SE　2 I

－ 」
l

ケ　 I

一手 一一十

＋ 三 l
ク

27。I
ケ

ヶ I
手 十 ケ

274 ケ ケ

8．9

0．4 ク

275 S K 223 櫛 ・

（2 ．0）

（4 ．3）

0 ．6 ク

I

2 76 i
I

－ 」

l

I

S K 229 1
1

】

I

l

ク　 I
l

l

（2．4 ）

（含：ラ） 1
ク

I

277

I
I

ク　 l
l

I
l

〃

（2．8）

9．5

0．8 ク

－475－

拝　　　　　　　　　　　 聴 備　　 考

ほぼ球形に加工された後、両端部から
と1方の側辺部から直径約3mmの円孔

を穿つ。

上端を山形に切り、細長く加工したも 慶長十一年
のに、「妙法蓮華経奉勧請法華守護水神 （1607年）
社慶長十一年十……」と記されている。

長方形の薄い板に加工したものに、
「南無妙法蓮華経奉勧…」と記されて

いる。右側に書かれた文字は不明であ
る。

下端部しか残存していないが、板を細
長く加工し－たものとみられる。264 ・

265 同様のものとみられるが」書かれ
た文字は判読できない。

隅を丸く加した板に、 「新寂円日蓮耀 安永十

臭安永十　 丑年」と記されている。左 （1781年）
側の文字ははっきりしない。

底部は厚く、高台が造り出されている。
高台高は約1．8cmである。漆器であっ
たかどうかは不明である。

桶の把手ではないかとみられるもので、
背部は外湾気味に造られ、3ヶ所に装

着用の決りが造り出されている。

桶の把手ではないかとみられるもので、
振る部分は湾曲していて、装着部分は
決られかつ、四角い孔が穿たれている。

ほぼ円形を呈し、周辺部を丁寧に削っ

ている。

ク

一部が欠損するが、ほぼ円形を呈して
いたとみちれる。周辺部を丁寧に削っ

ている。

ほぼ円形を呈し、周辺部を丁寧に削っ

ている。一部が欠損する。

棟部は板状のもので、側辺部が欠損し
ている。歯の目は約1mm間隔でつけら
れていたとみられるが、欠損してはと

んど残ってLilない。

棟部は板状のもので、側辺部が欠損して

I
ている。歯は細かくつけられているが、
基部しか残存していない。

棟部は板状のもので、弧を措く。歯は
ほとんど残存していない。



挿図番号

I

遺構番号

l

I
l
I　 器　 種
l
l

l
檀 惟 霊至芸

（cm、g） 最大厚
重　 量

l

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

278

l

S K　31

l

l 火付棒

18．2
1．0
0．4

不　　 明

薄い棒状のもので、先端部が炭化し、
黒 く変色 している。

279 S K 22 3 棺の板

（16．9）
（3．0）

0．5 ． ク

木棺 に使用された板の破片で、薄く加
工され、周辺部 を丁寧に削っている。
端に丸い釘穴が残存する。

280 ク
l
I

ケ

（17．5）
（3．2）

0．7 ノシ

木棺に使用された板の破片で、薄 く加
工され、周辺部 を丁寧 に削 っている。
4 ヶ所に丸い釘穴が残存する。

28つ

l

l

ク l

l

〃

l

（16．9）
（5．7）

0．5 〃

木棺に使用された板の破片で、薄 く加
工され、周辺部を丁寧に削っている。
6 ヶ所 に丸い釘穴が残存する。

l
l

2 82 1
1
l

l
I

S K 212 1

】

不 明 】

：：日 l

ヶ　　　 i

魚の形 をしているが、用途は不明であ
る。

I
I

2 83 1
I
】

S E　 l
I

ケ

（8．0）
3：2 ！ 杉

薄い板状に加工されたものであるが、
用途は不明である。

I

284 1 S E　 2 ク

（13．1）
1．9
0．6 不　　 明

細長 く加工 されたものであり、3 ヶ所
に丸い釘穴が残存する。把手の可能性
もあるがはっきりしない。

285 S E　 l 〃

（14．2）

2．0
1．0 ク

l

細長 く加工され、－一部を浅 く決 ってい
る。また先端部を丸く削っている。用
途ははっきりしない。

第47表　遺構出土金属器観察表

挿図番号

I

遺構番号

l

器　 種

I　　 最大長
I 計測値 最大幅

（cm、g） 最大厚
重　 量

材　　　 質

I
I 特　　　　　 徴

I
l
I 備　 考

28 6 S K 218 煙　 管

長　 さ　　　 5．1

羅字結合部径0．8
皿　 径　　 1．6
皿深さ　　 1．2

鋼

雁首であり、羅宇結合部に羅片が一部
残存する。雁首は厚 さ1mm前後の鋼板
をまるめて円筒状にしたものである。 「 一

28 7 S K 208 ク

長　 さ　　　 5．3
羅宇結合部径 1．1
皿　 径　　 1．3
皿深 さ　　　 0．9

ク ク

羅宇結合部に
「加入貢合」

と彫られてい
る。

28 8 S K 20 1． ク

長　 さ　　　 5．5
羅字結合部径 1．1
皿　 径　　 1．5
皿深 さ　　　 0．8

一ケ

雁首であり、厚さ1mm前後の鋼板 をま ・
るめて、円筒状にしたものである。火
皿結合部より羅宇結合部にいくにした
がって径が太 くなる。

289 I s K 213 I　 ク

長　 さ　　　 27．5
羅字結合部径　0．7
皿　 径　　 1．3
皿深さ　　　 0．9

ク

雁首 と吸口とが残存 していて、羅字は

I 志望言霊も享㌣詣 漂髭 票 浩 謂

る。非常に長い煙管である。
i

I
I

290 S K．2 23 ク

長 1さ　　 15．2
羅字結合部径 1．0

ク

晋冒芸濃 謂 諾漂昔 票 翳 票 、I

吸い口に行 くに従 って径が細 くなる。
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挿図番号 遺構番号

I

器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（cm、g） 最大厚

重　 量

和

291 S K　 2

l

密

16．2

・0．8
0．2

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴

l

I 備　 考

鋼

先端部は装飾を付けるために　 細 くと
L－　　　　　　　　ヽが り、髪にさす部分は2 つに分かれて

伸びる。端部は一部欠損する。全面緑
青が出している。

第48表　遺構出土古銭観察表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 銭　　　 種 初 鋳 年 （西 暦 ）

「 ‾ ‾ ‾

備　　　　　　　　　　　　　 考

2 9 2 S B　 2 至 和 元 宝 1 0 5 4 年

北 宋 銭 で 、 直 径 2 ．4 cm を 測 る 。

．－

2 9 3 S K 2 1 0 寛 永 通 宝 1 6 2 4 年

－ ．－ ．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．．－一一一一一一一一一一一一－ ・．・．－ ．・．・．・．・．・－ ．・．・．・．・．・．・．・．・・・－ ．・．・．Hlllllll．lllllllllllllllllll－直 径 2 ．4 cm を 測 る 。

2 9 4 S K 2 1 3 〃 ク

ク

2 9 5 〃 ケ ク

ク

2 9 6

2 9 7

S K 2 14 ク 〃

－ － ・－ ・．－ － 一一一一一一一一一一一一一一一－ － － － － ．
ノシ

イ′ ク
】

ク
l

・．・．－ ．lt．・t．－ ・－．・．・．・一・・・一．－ ・－ ・－ ．一・・・・・・一一．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・．－－
直 径 2 ．4 5 c m を 測 る 。

2 9 8 〃 ・ケ ク

直 径 2 ．5 c m を 測 る 。

2 9 9 〃 ク ケ

－ － ．－ －－ ．・．・．・．・．・．・．・．－ ．－ ．・．・・－ ．・．・．・．・．・．・・．・・

3 0 0 ク ・ケ ク

直 径 2 ．3 c m を 測 る 。

3 0 1 ク ク ク

直 径 2 ．5 cm を 測 る 。

3 0 2 】

I

l

S K 2 1 9 ク 〃　　　 I

直 径 2 ．4 5 cm を 測 る 。

3 0 3 S K 2 2 2 一ケ ク

ク
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 銭　　　 種 初 鋳 年 （西 暦 ） 備　　　　　　　　　　　　　　 考

3 0 4 S K 2 2 2 寛 永 通 宝 1 6 2 4 年

直 径 2．5 c m を測 る。

3 0 5 S K 2 2 3 ク 〃

直 径 2．2 cm を測 る。

3 0 6 ク ク ク

直 径 2．4 cm を測 る。

3 0 7 〃 ク ケ

直 径 2．5 c m を測 る。

3 0 8 S K 2 2 4 ケ ケ

・ケ

3 0 9 ケ ケ ケ

直 径 2．2 cm を測 る。

3 1 0 〃 ケ ク

イ′

3 1 1 ′ケ ク ク

直 径 ．2 ．4 cm を 測 る 。

3 1 2 ク 〃 ケ

直 径 2 ．3 cm を 測 る 。

I

l

3 1 3 ク ク ク

直 径 2 ．2。m を 測 る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

3 14 ケ

l

ク ケ

直 径 2 ．5 c m を 測 る 。

3 15 〃 ケ ケ

直 径 2 ．3 c m を測 る 。
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